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床ずれの発生は、局所皮騎に加わる長時間

の圧迫による睦血性壊死に起因するといわれ、

長期臥床者の床ずれ予坊に当って誌、ベ、ッド

(マット等)上での皮!蓄に加わる体在の分布と

それに伴う車j五時害を認諾してから予防呉を

選ぶ、ことが大切です二

F91型発恩装罷
しずか

圧力計内蔵により常時

マット在が表示されます二

新発売のRBエアーマットεt.:61))は、新素
材設計による「グザーンマットJと圧力計内蔵

による新型送風装霞「しずか」との組み合わせ

て;マット在もnJ広〈設定・調整ができます。
さらに、RB体庄計の併用により、患者の局所

圧チェックができれば、祷壌予防は万全で七

※詳しくは、カタログをご参照悪質います二

RBcOO一般用(クリーン)マット
感触・軽量・耐久性を満足させる強力

レーヨン塩ピ張りを素材とし、保守

のし易いセjレ4家一体成型品

です二

標準セット価格￥82，000

園恵岬拶謬

際露欝

軒

発売元悶帝毘臓器製薬(械特類部医療具諜EAL読ま誤すく誌;
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第18回日本看護研究学会総会…勺

ラムーブ口

会長木村宏子

会期 平成4年8月 l臼(土〉・ 2日(日)

会場 ホテルニューキャッスル

〒036 弘前市上鞘部町24-1 

TEL 0172 36 1211 

FAX 0172-36 1210 

事務烏 弘前大学教脊学部看護学科教室

T 036 弘前市文京町1番地

TEL 0172-36-2111 

(内線2702，2711) 

FAX 0172-32-1478 
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第18関白本看護研究学会総会

会長木村宏子

初夏の候会員の皆々様には，ますますご健勝にてご活躍のことと存じます。

この疫，第18四日本審議研究学会総会を来る 8月l日(土)・ 2日(日〉の両日，本側最北端の地，

津軽平野と宕木山に臨まれた弘前市において開催することになりました。

ご多忙の折，会開からご参集いただきます皆様に心から歓i患の意を表しますとともにお礼申し上げま

す。

はメインテーマを「高齢化社会と看護」に致しました。

21世紀の高齢化社会に対応すべく者護職の役誤と玄缶そ考える場にしたいものと顕って，シンポジウ

ムを「高齢化社会が求める看護の専門性一専門性発揮のための課題-Jとしました。高齢化社会を迎え，

ますます拡大する看護の場において，専門性を発揮する上で，看護畿自身が抱えている課題や地職議と

の連携における諸問題等についてのご提言を頂ければと顕って， r老人審議の分野」でご活擦の先生方
をお迎え致しました。

の今日的意義は，監擦のための看護という狭い観念だけでなく，広く人間的な領域におよぶ

ものと考えております。このような広況な学時領域をもっ看護の専門牲を考えるために，より多角的な

童話から追求ができるようにとプログラムしてみました。

特別講横では， r誰がために医壌はあるJ• r医壌と社会j等の著者でご活擦の弘前大学名誉教授の
品川福良先生に，これからの看護と看護教脊に対するご教示を頭けるものと期待しております。

教育講、演は， r看護の基礎から臨床J，r教育と臨床J，r人間の心理と仔動j， r主主と死j等，人
語の生涯における看護職の対応のあり方を各学問分野の先生方にご教示環ければと患います。

また，訴究発表演題は， 41群220題の申し込みを]頁きました。各群のE室長は，会盟各地でご活議の先

生方にお引き受け現きました。 6分科会場で活発な意見交換がなされることを期待しております。

弘前は，折りしも夏の「ねぷたJ祭りの最中でございます。夏の疫空に映える fねぷたJ絵と

かな磯子に，津軽の風土と人講を味わって]翼ければ幸いです。

また，懇親会には，山田手堅一内の津軽三味線・岩氷山登山様子の演奏等も準備致しました。研鎮の

合間に，会員相互の親睦を深め，明日の看護に反映させて頂きたいと患います。

さいごに，本学会のためにご指導・ご協力くださいました関係者各位の皆議方をはじめ，金踊・運営

にあたられました準儀委員の皆様に深く感謝の意を表し，あいさつと致します。
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会運営についてのお願い

運震が円滑に進行しますよう，下記について皆様のご協力をお願いします。

1 .参加登録と受付

1 )参加登録受付は，第 l会場 (3階)前で，学会第 1B (8月l日)，第2日 (8月2日)

とも 8時より行います。

2 )本学会運営のため，受付で学会参加費7，000丹(控し， 2，000円: をお示しく

ださい。)を納めていただきます。参加費納入者には引き:換えに鎮i反証を兼ねたネームカー

ドと，資料袋をお渡しいたします。

3 )既に参加費を納入された方は，事前納入者受付iこ「払込菜」または「領叙註(ネームカー

ド兼用)Jをお示しの上，資料袋をお受け取りください。

4)ネームカードに所属・氏名を記入の上，資料袋の中に入っているネームプレートに挿入

し，学会会場では必ず宜腕におつけください。

2.一般演題演者および質疑討論の方へ

1)口議時間

2 

一般演題のロ;索時龍は 7分です。時間を厳守して下さい。制限時賠 1分前に青ランプ，

時期終了時に赤ランフ。をつけます。時間趨過の場合には座長から発表中止を申し入れるこ

とがありますので，あらかじめご了承下さい。

2 )討論

・各槙題の討論時間は約 2分です。各群の討論時間の配分は座長にお任せ下さい。

・追加発表(1分以内，スライド苛)をご希望の方は予め各会場の討論係に申し出て下さ

し、。

-質疑・応答の場合は路長の指示を得て，発言の前にまず所属・氏名をはっきり述べてか

ら発言をして下さい。なお，費疑・~答はテープにとりますので，討論用のマイクを必

ずお使い下さい。

・追加発表，費疑発言をされた方は発言後，霞ちに内容要旨を質問用紙に200字以内にまと

めて，所属・氏名・発表演題番号を明記のうえ討論係に提出して下さい。またi費者は費

接への回答発言について蜂壊後薩ちに整理して謹出して下さい。

3 )口演内容の原稿

一般演題は口演を1，200字 (400字原稿用紙3枚)以内にまとめた要震を発表30分前までに

各発表会場のスライド受付に提出して下さい(提出された発表・発言の要量は学会記事と

して日者研雑誌に集録します)。

4)スライド

・スライド(ライカ板35悶)の箆用は一般演題では10枚以内とします。プロジェクターは

各会場 l合準備します。

-同じスライドを 2度以上能用されるときは，別々にご用意下さい。

・スライド映写は演者自身の合図によって行います。 rスライド次」あるいは「次のスラ



イドjと指示して下さい。

・スライドは各群口演開始30分前までに各発表会場のスライド受付に提出して下さい。

朝発表される場合は午前8時より受け付けます。

・スライド提出の擦は，識者自身で備え付けのフレームに入れ， 11損番，方向を確認し， ス

ライド引き換えカードをお受け取り下さい。

・スライドは，口演終了後 1時間以内に各発表会場のスライド受付で引き換えカードを謹

出し，お受け取り下さい。

5 )次演者の方へ

次損者は発表の10分前までに次演者席に着席して下さい。

3.盛長へのお額い

1 )康長氏名はプログラムに掲載してありますので，各群開始の10分前までに「次E室長路J

にお着き下さい。

2 )各群の持ち持問を騒守して下さい。

4. シンポジウム教育講演，特別講濃の;費者および質疑討論の方々へ

1 )スライドはライカ販 (35混血)とし，プロジェクターは 2台2屈とします。教育講演は会

の都合上，プロジェクターは 1台とします。

2 )演者は臼j議終了後に原議用紙にまとめた口演内容を進行誌に提出するか，または，

終了後 2遡揺以舟に学会総会事務烏にご送付下さい。鷲疑への回 についてはF祭壇後

して提出して下さい。

3 ) された方は発言後，盛ちに内容要旨を質問用紙に200字J2J、内にまとめて，所属・

氏名・指名講師を明記のうえ討論誌に提出して下さい。

5.懇親会のご襲内

1日日終了詮，懇親会を開催致しますので是非ご参加下さい。

1 )日時 平成4年8月1日 18: 00 ~ 20 : 00 

2 )場 所 ホテルニューキャッスル轄の間

3 )会 費 5，000円(会費は学会参加費と詞時にお支払い下さい。当日参加も受付け

ます。領収証と名札結付摺の赤いシールをお渡しいたします。)

※ NHKでおなじみの山田千翠一門による津軽三味線損奏・岩木山おやま参詣磯子とねぷ

た磯子を準識しております。

6.その地

1 )看護学関係図書・教湾機器等を展示会場で展示します。

2 )非常の場合には，係員の指示に従ってください。

3 )連絡板をロどーにご用意します。会員相互の連絡にご利用ください。

4)会場内の呼び出しは震射としていたしませんが，緊急時は 3階ロビーの総合案内にお市

し出ください。

5 )その他ご不明の点、i之総合案内または各会場係員にお尋ねください。

3 
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第6会場
(桜菊の関)

スライド
受付審 J〆堕圭 i

展示会場

第5会場
(噂の間i'$i)

理事会安

委員会室
本部

第4会場
(鳴の間ゴヒ)
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(松の間)

第3会場
(花梨の間)
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{弘鶴市までの交通案内]

青森県概略図

[会場・ホテルの案内国}

Ls  
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8月 1B (土)一第 1日一

9: 00 開会の辞 会長木村宏子

9: 05 一殻横題発表 (第 1，第2，第 3，第 4，第 5，第6会場〉

12 : 05 昼食・休憩

13: 00 奨学会研究報告

f人工股関節全罷換患者の回復過程および生活の満足度に関する研究」
金沢大学大学医療技術短期大学部泉 キヨ

艦長千葉大学草刈淳子

13: 30 休憩

13 :訪 日本審護研究学会総会

。議

。臼本看護研究学会奨学会奨学金援与

議長木村宏子

14 : 10 休憩

14 : 15 会長講演

「看護に生きる…一龍床と教育の中から-J
会長弘前大学木村宏子

盛長千葉県立衛生短期大学窓時和子

15 : 00 休憩

15 : 10 シンポジウム

バツt::: 乙 「高齢化社会が求める看護の専門性一専門性発揮のための課題-J
IS、;1上 南会 熊本大学木場

/る;λj- 藤田学園保健衛生大学筒井裕子

漬者

療養者・家族の願望を叶えるために

老人の入院・在宅ケアを通して

継続看護の研究実践の立場から

特別養護老人ホームにおける看護機能を

探ることから

看護と介護業務の機能と連携

在宅看護研究センター 村松静子

東京白十字病暁島田妙子

埼玉県立衛生短期大学 大河原千鶴子

千葉大学吉田伸子

弘前学院器類大学大和田譲

18: 00 懇親会 曙の間

8 



8月2B (日)一第2日一

9: 00 ー綾演題発表 (第し第2，第 3，第4，第5，第6会場〉

12 : 30 昼食・休憩

13: 30 教育講読

14: 30 

14: 40 

16: 00 

看護慕礎教育と臨床実習

青年期の心理と

人間行動研究と

盟隷クリストファー看護大学 田島桂子

可会議資県立矩期大学玄白公子

の心理的特徴と近年にみられる変化

弘前大学平間恭一

司会千葉大学内樽 混

コミュニケーションの行動学的理解

弘前大学北村光-

E司会熊本大学佐々木光雄

ターミナルケアからパリアティブケアへ

-QOLの維持・向上をめSした看護の役割一

東札韓病説石壇靖子

千葉大学佐藤
‘・ν合酔ー・..・ι 抗争骨骨、母司ト...

休 憩

特別議議

「これからの と看護教育などに望みたいことJ

弘前大学名誉教護 品川

E室長弘前大学木村宏子

照会の苦手

展示:看護・寵嬢・教青簡保図書，看護臨捺用具・機械等の箆示を行います。

9 



111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 8月 1B (土)一第 1日-1111111111111

よ詰ごと 第l会場

(麗蜂の関)

9: 00 I閉会の辞
9 : 05 ー綾演題

第 l 群 1~6

臨床審議 I

第2群 7~12 

臨床看護亙

第 3 群 13~18

鵠床看護E

第2会場

(松の間)

一綾演題

第 4 群 19~24

臨床看護W

l均一臨床君 V 第 6 群 31~36

臨床者護VI

3会場
(花梨の間)

一般演題

第 7 群 37~42

鵠床看護四

第 8 群 43~46

臨床看護溜

第 9 群 47~51

看護教育 I

12: 05 盤食・ 休憩

止百工会
t;出品;
日予三ど

懇親会(曙の関)

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 8月 2日(日)一第 28-1111111111111

第 1会場 第2会場 第3会場
開始5寺f昔 (麗蜂の関〉

9 : 00 一般漬題
第四群 105~109 第23群 126~130 第27群 144~148

離沫看護IX 基礎看護N 続床審議xm
第20群 110~114 第24群 131~134 第28群 149~153

臨床看護X 基礎看護V 臨床看護XN

第21群 115~120 第25群 135~138 第29群 154~159

臨床看護沼 看護教脊V 老人看護 I

第22群 121~125 第26群 139~143 第30群 160~165

鵠床看護XlI 看護教育羽 老人審議立

12 : 30 思 会 休 憩

13: 30 教脊講演講師田島経子 教脊講漬講師平岡恭一

14: 30 休 憩

14: 40 特別講韻

16: 00 開会の辞

10 



11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

第4会場 第6会場

第10群

立

第11群 58~63 第14群 第17群 93~98

立 II 

第15群 82~86 第18群 99~104

基礎看護霊

食

懇親 の関)

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

4会場 第5会場 6 

(曙の間北) (轄の関商) (桜菊の間)

一綾言語題 一般演題

第31群 166~171 第34群 183~187 第38群 203~207

第四群 172~176 第35群 188~192 第39群 208~210

看護教脊溜 基礎看護官 そのf告I

第33群 177~182 第36群 193~196 第40群 2 1l ~214

基礎看護湖 その{古江

第37群 197~202 第41群 215~220

審議教育X その{也E

食 休 憩

教育講語講師五垣靖子 教育講演講師北村光二

11 



1111111111111111111- 殻潰題 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111118月 1日(土)11111111111111111 

。第 1会場。

く第 1群〉 臨床看護I 1~6 9 : 05~10 : 05 

盛長千葉県立衛生観期大学加藤美智子

l 箭前消毒法の比較・検討一人工投関節会置換箭を受ける患者の皮膚表在爵検査一

2 剃毛用ブラシの綿密学的検討

長時大学監学部開属病院 O渡辺尚子末永良子高橋満喜子

松尾霞美伊藤番草白石龍子

松武滋子喜多泰子

キLr罷厚生病読 O小山田

弘前大学教脊学部花田久美子米内山千賀子葛西敦子

木村紀美播島松郎

3 小児病棟における患兜と看護婦の麗検出状況

日本医科大学問属病読 O向井典子

千葉大学看護学部附属看護実践研究指導センター 阪口被男

4 感染予酷からみた看護学生の鼻前庭の細欝検索について 1年時の臨床実習前と 3年後の臨床実

習終了後の黄色ブドウ球菌の分離と MICの測定結果…

5 口腔内の細醤学的な検討

札幌底科大学衛生短.期大学部 O山田要子木原キヨ

坪由香鬼原彰

寵森市民病院 O石岡美砂子正立恵子中野渡真奈美

山口ゆきゑ子

6 呼吸言11綾における肺機能の改善効果についてートリフロ-IIとボルダイン5000を比較して一

自治底科大学付属病院 O山口久美子宮下真里子

鶴賀輩、子石堂洋子

く第2群> 臨床看護H 7 ~12 10 : 05~ 11 : 05 

12 

産長青森市民病龍山口ゆきゑ子

7 局手箭期看護の研究一術部訪鴎・術前オリエンテーションアンケートに現われた意識構造一

富山匿科薬科大学隙属病撰 O辻口喜代経 堀井満恵

山口千鶴子

千葉大学看護学部補属看護実践研究指導センター 内海混

8 手術室看護婦の患者の不安に対する捉え方

福間大学病説 。諮霊綾子

千葉大学養護学部F付属看護実践研究指導センター 阪口禎男
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9 手衡を受ける患者と家族の不安

弘前大学教育学部 O戸津瑞恵米内山千賀子木村紀美
花田久美子葛西敦子福島松郎

10 局所麻酔で手術を受ける患者の筋弛緩訓練の効果

虎の門病院分競 O杉原千鶴

弘前大学教育学部木村紀美米舟山手賀子花田久美子

福島松部

11 患者の手続決定に及ぼす家族の影響

関山大学援学部鮒属病院 O久保五月
千葉大学看護学部F付属看護実銭研究指導センター

土産除義金井和子

12 指前の呼吸訓練の検討一呼吸機能自領訪i続器(スーフル)の評舗を試みてー
九州大学涯学部隊属病院 O大地美世子三池鐙記子馬場英子

原関盛英

く第3群〉 臨床看護班 13~18 11 : 05~12 : 05 

藤長 弘前大学藍学部隷属病読 )11錆くみ子

13 手簡壌法を受ける壮年期患者の役割機能一手術後の間接通程の3時期における変化…

三重大学医療技指短期大学部 O明石慈子
千葉大学看護学部

14 術後精神症状の検討一看護記録の分析を中心に一

三重大学震学部隣罵病説 。地椅真寿美

千葉大学看護学部前属看護実践研究指導センター

15 乳癌手術患者の自我状態とソーシャル・サポート・ネットワークについて

大阪大学童三学部帯、fl議病説 。越村社曹、
大自立大学誌穣技術短期大学部 松木光子 大在英子

16 尿路変更手術を受けた患者の心理的変イとについて

17 田技切断者の心理状態

熊本中央務説 。苧盟千恵、

熊本大学教育学部谷口まり

東海大学医学部J付!議痛院 O大野久恵、
弘前大学教育学部葛西敦子木村紀英米内山千賀子

花田久美子福島松郎

金井和子

13 
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18 ICじに対するイメージについて…ICじ見学の影響及び入室ゅの患者の反応との関連一

熊本大学教育学部 O松岡聖子谷口まり

熊本大学法学部前属病院渡辺宣子

14 
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。第 2会場く〉

<第4群〉 臨床看護IV 19~24 9 : 05~10 : 05 

藤長総議市立看護専門学校壌中喜代

19 子供の発動性が保証される育児環境に鵠する研究~病児と鍵常見の比較~

事山県立高志学題 。八川晴美 福島濡由美

富山県立中央競説道端路子

京都大学法療技街器類大学部大脇万起子近田敬子

20 入院生活が小児に及ぼす影響(1)

神奈川県こども医譲センタ- 0下JlI清美

熊本大学援学部附属病院 間協和子

熊本大学教育学部成田栄子

21 入院生活が小克に及ぼす影響(ロ)

熊本大学医学部的属病院 083熔和子
神奈川県こども医療センター 下川清美

熊本大学教育学部成田栄子

22 NICむにおける未熟児の構絡・運動発達への援助

青森市民病説 。椙内睦子 JlI村長子福士濡喜子

23 趨未熟児の看護一調親と子どもの早期譲触の試み

弘前市立痛説。後藤真理子三上智恵子成部ふく

結締ひとみ皇室田良子 田村正子湯蹄光子

JII村京子成部貞子須藤和子

24 駿素譲渡の分析…小児用酸素テント内の護産効率を考える

者森市民錆説。上野鈴子掛橋土子代子五回友子神菊枝

く第5群〉 臨床審護V 25~30 10: 05~11 : 05 

弘前愛成会病説桜田

25 精神分裂錆患者に対する看護婦(士)のイメージと態疫

弘前大学教育学部 O西村知子 阿部テル子

26 精神分裂病患者に対する家族の態度

弘前大学教青学部 O江連浩美 関部テル子

27 外来治療の糖神分裂病患者の服薬に関する意識と実態

弘前大学教育学部 O沖田恵子 河部テル子

15 
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28 精神分裂病者の社会復帰に関する考察一共間作業所適所生についてー

熊本大学教育学部 O大窪珠美榎盤真由美谷口あけみ

甲斐優子佐々木光雄

29 精神科入院患者の日用品の収納状況と病状との関孫

長時大学匿学部附属病院 O金井田文恵、 松武滋子喜多泰子

千葉大学看護学部桜庭繁

千葉大学看護学部附属看護実器研究指導センター

土屋尚義金井和子

30 痩秘を訴える精神科開放病棟入暁患者への体擦を中心とした教育的フ。ログラムの効果

東議大学康学部附}翼病説 O深井喜代子長谷川美由紀

松尾圭子

く第6群> 臨床看護VI 31~36 11 : 05~ 12 : 05 

16 

鹿長自梅学麗短期大学木下安子

31 救命救急センターにおける申し送りと記録の検討

高林大学医学部付属病践 O則竹敬子

千葉大学看護学部開罵看護実設研究指導センター

土屋尚義金井和子

32 PONR導入による看護意識の変化

八戸赤十字病院 O下田阜商高森英美子 山本早智子

金主S君子中居フサ中居京子

33 集中治療部の養護業務内容の変選一過去15年間にわたる看護記録の分析から一

秋部大学医学部付属病競 O秋山典子

千葉大学看護学部前罵看護実技研究指導センター

土屋島義金井和子

34 内科・外科病棟別の直接的看護行為の館向と推移

35 病読における2霊安室の実態

近畿大学涯学部隙罵痛院 O片山美子 山靖弘江

近畿大学涯学部早川和生

神奈川県立衛生樫期大学 O山口利子相馬朝江矢野久子

原田小百合落合浩子

36 霊安謹ならびに死後のケアに対する看護管理者の認識

神奈川県:立衛生短期大学 O相馬朝江 山口利子矢野久子

原田小百合落合浩子
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。第 3会場。

く第7群> 諾床看護羽 37~42 9 : 05~10 : 05 

座長健和会議床看護学研究所 )11島みどり

37 乾嬢患者のもつ社会的精神的意識語査

東京大学援学部隙罵病説。佐藤博子 中川秀己

38 リハビリテーション看護への意識と取り組みの実際

秋田県横手公立病院 C北鵠祐子
自治藍科大学看護短期大学大久保祐子松沼たみ子

出口ヨウ

39 フレーム使用整形手術患者の保混

八戸赤十字病院 O佐々木駕子上野多喜子 田口悦子

中居京子

弘前大学教育学部木村宏子

中屋敷和子石倉まつ子

40 抑制帯の工夫ーより使いやすい抑制筈をめざして

41 乳務自己検診に対する

42 とセクシュアリティ

く第8群〉 臨床審議糠 43~46 

公立野辺地務院 今谷正予坂本レイ

坪のり

札授医科大学衛生短期大学部 OF守鵠征子 皆)1

よる認識状況とケアの可能性一

自治竪科大学看護短期大学 O松本鈴子高村寿子 西元勝子

自治監科大学付属競践 姫野憲子

10 : 05~10 : 45 

謹長神奈川県立構生穏期大学相馬朝江

43 がん患者の家族の心の動きについての検討

大坂誌科大学的農務院 O林

千葉大学看護学部F付属着護実践研究指導センター
土援尚義金弁和子

44 予後告知に関する看護婦の認識

岐阜底療技街短期大学 071<渓雅子梅原美智宮間延子
名古援大学援学部開属務院 森田敏幸

17 
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45 がん告知についての援療従事者の意識

弘前市立競院 O八木矯靖子阿蘇のり子字野テツ

中湘キヱ

弘前大学教育学部木村宏子

46 大腸癌手術症例!のQualityof Lifeの検討…病名の認識(告知)との関係についてー

弘前大学医学部僻罵病院 O藤田あけみ 相馬美香子

葛西患美子 JII崎くみ子

く第9群〉 看護教育I 47~51 10 : 45~ 11 : 35 

18 

鹿長金沢大学監療技術短期大学部金J11克子

47 精神病に対する看護学生の意識構造 (5)-CAS， STAIに示された不安傾向による検討一

山口大学医境技術短期大学部 O金山正子 田中マキ子
産業援科大学援療技能短期大学 JII本利恵子

千葉大学看護学部附属看護実践研究指導センター 内海混

48 看護学生のエイズに対する意識の構造(1)一入学時と l年終了時の比較

産業援科大学誌療技術短謡大学 O中淑子瀧

新日鉄株式会社八橋製鉄高痛院看護専門学校 佐々木千秋

長崎大学医療技術短期大学部 草野美根子

千葉大学看護学部附属看護実践研究指導センター 内海混

49 エイズ開題の認識および意識 看護学生と看護婦を比較して

横浜市立大学医学部付罵高等看護学校 O渡部節子 稲見すま子
損浜市立大学涯学部奥田研繭

50 看護学生の死に対するイメージと関連要国に関する検討

帝京平成盟期大学 O花野典子
千葉大学看護学部前属看護実践研究指導センター

土星路義 金井手口子

51 看護学生の死に対する意識の持ち方 苑に対する意識形成に影響する要因

自治医科大学付属大宮医壌センター O鏑木操
自治底科大学看護短期大学大久保祐子松田たみ子

出口ヨウ子
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。第 4会場。

く第10群〉 審議教脊E 52~57 9 : 05~10 : 05 

E室長札幌援科大学衛生趨期大学部 山田一期

52 看護学生における自己教育力に関する研究一自己教育力と学習方法などとの関連一

東京都立援嬢技指謹期大学 O森千鵠佐藤みつ子森下節子

千葉大学看護学部開麗看護実銭研究指導センター 内海混

53 看護学生の成績に及ぼす要霞に関する検討-DPI.SCSとの関孫の分析から一

東京女子法科大学看護観期大学 O安畿史子 高見沢恵美子
海老沢のり子渡辺文子

河合千恵子

54 看護短期大学生の自己評締約意識に影響する要部-f患者による彰響一

東京都立援療技術短期大学 O故議みつ子森千鶴森下範子
千葉大学看護学部開属看護実銭研究指導センター 内海援

55 看護学生の欠!詰・遅刻・欠諜の実態…第一学科・第ニ学科の比較を通して

日鱗記念審議学校 O佐藤部患矢鵠智恵子佐藤信子

臼沼)1自子五十嵐てい子

札鰻医科大学衛生短期大学部 山間一部

56 臨床実習における学生のやる気についての一考察ーやる気度とそれを友右する嬰留の分析一

愛媛泉三工程競技稿短期大学 O三三重野英子 河野保子

57 職業適性と実習成績との関連

群馬県立福祉大学校 O清水千代子
千葉大学看護学部昨題審議実銭研究指導センター

土長室尚義 金井和子

く第11群〉 看護教育1II 58~63 10: 05~什: 05 

産長弘前大学教育学部米内山千繋子

58 極大生の日常生活行動が者護技能に及ぼす影響と自己達成レベルとの関連

名古麗市立大学審議題期大学部 O鈴村初子竹谷英子
問中道子

59 者護学生の日常生活援助行動に影響する要留一「清潔への援助jをとおしてー

出梨県看護教育研究協議会 O小林たつ子 久保JiI真由美

北村愛子性藤悦子渡辺小菊

渡辺かづみ深沢京子小林喜世

大久保ひろ美新議京子流石ゆり子

村松照、美依田敏英

19 
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60 学生の技箭習得状況からみた行動形成過程の一考察ーその2:寝衣交換と諜血の技能の比較より

東京女子法科大学審議短期大学 O金沢トシ子村本淳子

阿部典子

行広栄子河合千患子

千葉大学看護学部F付属看護実践研究指導センター
土鹿尚義金井和子

61 看護学生の観察能力の発達に関する研究(第一報)

東京女子罷科大学看護短期大学 O河合千恵子
千葉大学看護学部期属看護実践研究指導センター

土雇主主義 金井和子

62 看護学生の手洗いに対する意識と実欝

藤田保鍵衛生大学衛生学部 O小島照子天野瑞枝

63 筋肉注射実施に対する学生の不安

藤田保健衛生大学衛生学部 O天野瑞技小島照、子

く第12群〉 看護教育IV 64~69 11 : 05~ 12 : 05 

20 

座長 厚生省看護研修研究センター 中井英子

64 実習評価点の評価者関変動(I)一学生はどのように認識しているか

道立旭川高等看護学院 O平)11英奈子天野諒子伊井寵美

菊地英登盟小口初枝小野寺敬子

永田久子斉藤恭子津田成子

橋本笑美子

札i罷医科大学衛生短期大学部 山問一朗

臼鏡記念看護学校 五十嵐てい子

65 実習評価点の評価者間変動 (II)ーその実態と，修正方法について

札韓医科大学衛生器期大学部 O山田一朗

道立姐}I!高等看護学院天野謹子伊井直英菊地美笠竪

小口初枝小野寺敬子永田久子

斉藤恭子津田成子平}II美奈子

橋本笑美子

日鏡記念看護学校五十嵐てし

66 臨床実習における評価に関する研究一形成的評価の技法について考える一

聖母女子短期大学 O松村恵子

東京大学医学部西垣克
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67 臨床実習指導に対する学生の教員評価…学生の性格による評髄傾向を中心に一

東京都立歴諜技術観期大学 OEJIIふみよ市瀬鶴子森千鶴

大西和子奥宮暁子

68 内科系看護実習の教員による評{陣内容の分析一臨床での実銭状況の記述から一

福井県立短期大学 O吉村洋子竹ノ上ケイ子牧野智恵

月僧淳子

千葉大学看護学部附属看護実銭研究指導センター 内海混

69 母性看護実習の教員による評髄内容分析一臨床での実誤状況の記述から一

福井県立競期大学 O竹ノ上ケイ子吉村洋子牧野智恵

月

千葉大学者護学部問題看護実践研究指導センター 内海 混

21 
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。第 5会場。

く第13群〉 基礎審護I 70~75 9 : 05~10 : 05 

盛長弘前大学教育学部西沢義子

70 脳波によるベッド上洗髪の効果に関する検討

九州大学医学部附議病院 O田中洋子
千葉大学看護学部鮒鶴看護実践研究指導センター

千葉大学工学部寺内文雄

71 脳波による足搭の効果に関する検討

関西医科大学的罵病説 O築地純子

)11口孝泰板口損男

千葉大学看護学部前麗者護実銭研究指導センター

川口孝泰阪口禎男

72 足浴が睦轄に及ぼす彰響

熊本大学教育学部 O岩元節子塚原厚子前開ひとみ

73 全介劫安静仰臥位洗髪時の生体負担について

熊本大学教育学部 O井上範江谷口まり子松関聖子

74 洗髪時の体位とその負担(滋)一顎部角震の変動について

聖母女子極期大学 O斎藤真

東京女子医科大学看護観期大学村本淳子

東京都立医擦技箭趨期大学森千鶴佐藤みつ子森下節子

75 就床患者洗髪時の補助具の効果一筋電留学的検討…

秋田大学医療技箭短期大学部 O石井範子

秋田県立衛生看護学院王手元泉堀井雅美

く第14群> 基礎看護H 76~81 10 : 05~ 11 : 05 

22 

寵長徳島大学総合科学部秋吉博登

76 皮膚蜘流の研究(その 2)一愚刺激による昂所期流・皮膚握の変動

千葉県立若葉看護高等学校 O松永保子
千葉大学看護学部F首謀看護実践研究指導センター 内海混

77 皮膚血流の研究一終痛刺激に影響する諸国子一

秋田大学底境技術短期大学部 O菅原美保子
千葉大学看護学部陣痛看護実践研究指導センター 内海混

78 皮膚臨流の研究一音楽による終痛のマスキング効果

大阪大学震学部付属病院 O阪下麻由美

千葉大学看護学部開属看護実誤研究指導センター 内海混
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79 皮潜血流の研究一雑習と音楽の終痛に対するマスキング効果

岐王手大学歴学部付罵病説 。高橋直美

千葉大学看護学部開属看護実銭研究指導センター 内海謹

80 皮膚宜流の研究一音刺識の時間的操作による影響

。河原安子謹本三智子

千葉大学看護学部開属看護実践醗究指導センター 内海混

81 枕使用による皮膚血流への影響一材質，笹用時間，使用11器技びに箆用者の好嫌箆との関係

関山県立津山東高等学校 O和田智恵子

千葉大学看護学部際属看護実接研究指導センター 内議混

く第15群> 基礎看護滋 82~86 11 : 05~ 11 : 55 

愛知良立看護短期大学 山口経子

82 医療場揺における言語議の研究Vー第2沈黙時鴎の検討…

秋部大学盟議技街短期大学部 山本務部

秋田大学援学部鮒騒諸説加賀谷郁子

千葉大学看護学部開属看護実接研究指導センター O内海渓

83 医療場揺における言語の研究一患者指導の検討，雷話題からの考案喜一

九m大学震学部付属病院 O松本裕子
千葉大学看護学部鮒属看護実践研究指導センター 内海混

84 看護記録用語の特殊性 (V)…特殊用語科用への動磯村けお一

市立小樽痛院高等看護学院 O森博子倍、田輝子
奔野木晴美平島靖子 JII議iシズ

市立小樽第2病続赤坂陽子

札韓寵科大学衛生短期大学部 山田一朗

85 看護記録用誌の特殊性(羽〉一特殊用語利用への動機付け②一

市立小樽病読高等看護学技 O徳田欝子森博子奥野木曜美
平島靖子 JII瀬シズ

市立小持第2病院赤坂鶴子

本L観援科大学衛生短期大学部 山田一朗

86 接触の研究…対人的接触における意識の講造一

北海道大学藍療技術短期大学部

千葉大学看護学部肉付属看護実銭研究指導センター 内議 提

23 
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。第 6会場。

く第16群〉 看護管理I 87~92 9 : 05~10 : 05 

盛長八戸赤十字病院中居京子

87 病棟における看護業務実態調査

青森市民痛説。吉田みよ太田英子 一 牧野昭子

88 看護業務分析…看護業務量調査から看護業務の変化を考える一

横浜市立大学医学部付購高等看護学校

0西JlI美智子藤田せっ子

東京大学罷学部西塩

89 増床による看護要員算定の試み

東京歯科大学千葉鋳院 O許斐玲子
千葉大学看護学部鮒誤審議実践研究指導センター 阪口禎男

90 三交替看護勤務における自覚症状と血中ホルモン植について

北海道大学医学部附属病説。和島早蔀井上弘子阿岸祐幸

91 麗科病棟における 2交替制への一試案

神戸大学医学部附属病院 O藤原瑞枝

千葉大学者護学部~ft属看護実接研究指導センター 阪口禎男

児 手術室看護行動の研究一経時的万歩計ーによる看護経験年数の比較

広島大学医学部付属病説 O議村淳子

千葉大学看護学部附麗看護実践研究指導センター 内海混

く第17群〉 看護審理狂 93~98 10 : 05~11 : 05 

24 

盛長弘前大学医学部閉属病院石田トミヨ

93 看護研究に対する意識と主体性との関連について

神奈J11黒立こども底療センター O市江和子

神奈JlI県立平塚看護専門学校望月よし子

94 寵床における院内看護研究成果の活用

新潟大学法学部附属病院 O渋沢幸子

千葉大学看護学部附属看護実接研究指導センター

土展開義金井和子

95 読内教育担当者の教育力量を高める教脊担当者研修の評価(2 ) 

元東京女子監科大学第二病読 O摺本弘子
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96 院内教育にみる看護職員研修の課題

千葉大学看護学部F付属看護実践研究指導センタ- 0花島真子

千葉大学監学部樹属病院五十患美知子

97 3県看護鎧大の学生と卒業生の職業的問一性

東京匿科歯科大学 O波多野槙子

埼玉県立衛生器期大学 小野寺本土記

98 爵連職翠としての介護諒祉学生の実習受託についての総括的評揺

層立鐙養所番JlI小児病説 。石谷規美子

く第18群〉 看護管理盗 99~104 11 : 05~ 12 : 05 

箆長千葉県予訪援学協会松碍淳夫

99 審議職者の精神鍵壌の要部-GHQ(一般鍵康質問紙法)による調査研究一

長騎大学匿学部隙!義務説。田中智英金弁回文恵下回澄江

小林初予立JlI良子岩永喜久子

石語由紀子高播真弓松武諒子

100 陸部・看護婦関係の関連要留に関する考察-3公立大学病読の看護婦の意識調査から

札鰻医科大学離属病院 O藷j撃さゆり

千葉大学看護学部~付属看護実践研究指導センター

)11日学泰

101 深夜勤務に対する就業 l浮島看護擦の不安について

東京童三科大学持続 O金田簿美
千葉大学看護学部附属看護実誤研究指導センター

金井和子

102 セクシャルハラスメントの訴究…P-Fスタディからみた一考察…

山口大学医学部付属病説 。藤井美登盟

千葉大学看護学部開属看護5建設研究指導センター 内海 混

103 混合病棟における看護婦の思考・矯動について

鹿児島大学涯学部付属病説 。出水玲子

ご子葉大学看護学部時騒看護実践研究指導センター 臨口禎男

104 穣養環境に関する入院患者アンケート謂査についてーとくに入院中“良かった点"“留った点"の

分析から一

横浜市立大学法学部附属浦舟病説。臨部紀子吉津寿子

千葉大学看護学部開罵看護実践研究指導センター

金井和子

25 
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。第 1会場く〉

く第19群> 臨床看護IX 105~109 9 : OO~ 9 : 50 

座長弘前市立病院中畑キヱ

105 ペインク 1)ニック外来患者の痛みの評価に関する研究

富山医科薬科大学附属病説。田中いずみ 山口千鶴子

堀井満恵

106 救急、外来の実態から外来看護を考える 外来における患者指導を中心に

五所川原市立西北中央病競 O高摂ひとみ 斉藤耐子坂本淳子

107 外来患者に対する BGMの効果

弘前大学霞学部調属病説 O千葉由起子梅津慶子右田トミヨ

108 外来で期待される看護嬬像

日本誌科大学付属第二滴競 O藤原庸子
千葉大学看護学部附属看護実践研究指導センター

土麗尚義金井和子

109 当践における電話相談の現状と指導の評価

東京慈患会医科大学樹嬬青戸病践 O大谷玉子 問中キミ子

千葉大学看護学部附属審議実践研究指導センター

金井和子土屋尚義

く第20群〉 鵠床審議X 110~114 9 : 50~10 : 40 

鹿長千葉大学看護学部茅島江子

110 分娩体位に関する文献学的研究一半坐位・関据位・半臥跨鋸佼分娩について

三重県立看護短期大学 O伊藤さよ 新名加津子小泉護美
永見桂子北村キヨミ

111 助産所における安全分娩へのー取り絡み

三重県立看護趨期大学 O坂口けさみ 清水容子深津充代

112 祷婦の臨清鉄と母乳鉄の隠語

弘前大学教育学部 O佐々木菜穂子葛西敦子木村宏子

113 新生兜黄痕スクリーニング法と由清総どりルどン値との関係

弘前大学教育学部 O小林圭鈴木光子木村宏子

114 不妊症患者の検査・治療に対する意識と受診行動についての研究

26 

富山法科薬科大学附属病説 O山崎ともみ 山口千鶴子
堀井満恵
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く第21群> 臨諒看護XI 115~120 10 : 40~11 : 40 

謀長熊本大学教育学部氷上明子

115 賭産期におけるインフォームド・コンセントの一考察

Jb島大学医学部附属務院 O土谷美恵
子葉大学者護学部石井トク

116 餐脊行動と母親の出震前後の環境要因との関揺(出産後4日目の授乳場面)

元北海道大学援療技衡短期大学部 O石塚百合子

117 マタニティー・ブル一発誌の検討

弘前大学教育学部 C大元自香鈴木光子木村宏子

118 祷婦が入説中シャワー揺を摂否する理由

119 SMC方式乳房管理法の一考察

十和田市立中央競説。佐々木久美子訟降車子金沢久美子

高木セイコ

鯵ケ沢町立中央競院 A ， 
祷野京子対罵路子

石間省子

120 分娩チェックリストの作成とその活指

千葉大学医学部限緩続院宗像譲浜野孝子

千葉大学看護学部間属看護実践研究指導センター 坂口禎男

く第22群> 臨床審議X豆 121~125 11 : 40~12: 30 

千葉大学看護学部陪属審議実践研究指導センター 阪o鵠男

121 入践による生活様式の変北iこ関する検討(第3報〉一金生活の面から

埼玉県立海生短期大学 O小坂議喜久代 大河癒千鑓子
アメリカカソリック大学 荒JIIU喜子

千葉大学看護学部締属義護実践研究指導センター

122 ハンセン病穣養者の生活の満足度とその関連要閣

高知器科大学涯学部 O片関万里

設費県立医療援期大学 玄関公子

123 一次性腎躍の長期透析患者の水分・壊分・カリウム摂取の工夫

埼玉県立衛生短期大学 O小野沢康子 小接援子

金井和子

27 
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124 高齢者食道癌長期入説症併の検討

大阪大学医療技街短期大学部 O城戸良弘松木光子横山美江

大谷英子

千葉大学看護学部鮒}語審護実践研究指導センター

土産島義金井和子

大阪大学産学部付属病競 宮田敦子

大阪大学医学部村田淳夫辻仲利政境崎均森武貞

125 ホーム入所老人の対人交流の活性化に関する検討

毛呂持続開講高等看護学院 O樗浮厚子
千葉大学看護学部前属看護実誤研究指導センター

土屋尚義金井和子

28 
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。第 2会場 O

く第23群〉 基礎看護N 126~130 9 : OO~ 9 : 50 

キし繰竪科大学衛生短期大学 山田要子

126 トレンデレンブルグ体位が展中Na排濯に及ぼす影響(1)

東京警察病説看護専ー門学校 O原田貞代 長曜節子
東京大学医学部西垣克

127 接出後の放置時間が血沈測定値へ及ぼす影響(第l報)

名吉屋市立大学看護短期大学部 O竹谷英子 田中道子
鈴村初子出自朋子

128 身体に接触する器具の温度に関する研究一援護の握度変化が生体に及ぼす影響

関山大学医療技術綬揺大学部 O近藤益子池田敏子高田節子

千葉大学看護学部開属審議案銭研究指導センター 内海混

129 効果的な尿流量誤IJ定検査の検討

青森市民病院 O菊地寿子舘山伊保子沢森鶴子

130 病説看護における化粧に関する基礎謁査

く第24群〉 基礎審護V

埼玉県立衛生態期大学 O大河原千鶴子樋之津淳子

浦和市立高等看護学説松沼明子

千葉大学看護学部鰐麗看護実接研究指導センター 金井和子

131~134 9 : 50~10 : 30 

藤長東京大学法学部商境克

131 忽彩認知の研究(その1)…音軒滋負荷における色彩認知の影響一

奈良県立法科大学関属病説 。林

金沢大学医学部開属痛院込員かつみ

埼玉援科大学際属病説鎖議案月

千葉大学看護学部開j議看護笑銭研究指導センター 内議混

132 色彩認知の研究(その2)一混合色彩認知帯域中心点移動量と SD法の関誌

金沢大学医学部開属病説 。込員かつみ

奈良県立歴科大学鮒農病践林有学

埼玉匿科大学術属諸説翻額葉月

千葉大学看護学部開属看護実接研究指導センター 内海混

29 
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133 色彩認知の研究(その 3)看護学生と看護婦との色彩認知構造の比較

埼玉監科大学付!議持説 O繍顛葉月

奈良県立匿科大学F付属病院林有学

金沢大学医学部附属病院込貝かつみ

千葉大学看護学部F付属看護実践研究指導センター 内海混

134 色名認知に関する研究…母子組合わせによる年令差の影響一

日本震科大学際属第2病院 O鈴木和子

千葉大学看護学部前購看護実践研究指導センター 内海溌

く第25群〉 看護教育V 135~138 10 : 30~11 : 10 

盛長東京慈恵会医科大学盟主学部 吉武香代子

135 看護学生の母性意識について

妓皐医穣技術穏期大学 O足立久子
千葉大学審議学部開属看護実践研究指導センター

土麗尚義金井和子

136 父性意識の検討

弘前大学教育学部 O高安吉代葛西敦子木村宏子

137 男子大学生の父性意識について

北海道大学匿療技術短期大学部 O横山留美

千葉大学看護学部F付属看護実銭研究指導センター

土罷路義金井和子

138 小児看護龍床実習における学生の課題

山口大学援穣技術短期大学部 O問中マキ子 明石洋子

く第26群〉 看護教育VI 139~143 11 : 10~12: 00 

盛長福井県立短期大学上関澄子

139 龍床実習における学生のストレスに関する研究ーストレス農の樹定とその分析(第3報)

鹿児畠大学医療技箭煩期大学部 O堤 由美子 田原裕子

漬弓場恵子 田揮さよ子

前野さとみ柴田恭亮

140 臨床実習における学生のストレスに関する研究ーストレス過程における脅威とその分析慌時釦一

鹿児島大学涯療技術短期大学部 O田原裕子堤 由美子

田地さよ子前野さとみ

讃弓場恵子柴田恭亮
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141 臨床実習における学生のストレスに関する研究一進学課程の学生を対象としてー

鹿児島大学監嬢技諾短期大学部 O譲弓場恵子堤由美子

田娼さよ子 田原裕子

前野さとみ柴田恭亮

142 手術患者の看護技箭にかかわる学生の不安・緊張の調査から実習指導をさぐる

京都市立看護鎧期大学 O今ill挽子龍田誼子和泉春美

143 性的ニードを表出した患者と学生とのかかわりを分析して

被賀県立競期大学 O鴨井君和 田中克子太田部子
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。第 3会場。

く第27群〉 臨床看護xm 144~148 9 : OO~ 9 : 50 

慶長弘前大学医学部開麗梼院滝口雅博

144 虚血性心疾患患者の生活指導の検討一運動議法継続中の患者について一

埼玉県立衛生短期大学 O樋之津淳子 大河原千鶴子

千葉大学看護学部鮒属看護実銭研究指導センター

金井和子土産尚義

145 急性心筋授塞患者の会事摂取時の心負荷について…託R，BP， PRP， PAP， RAPを用いた検討…

東京女子医科大学病説 。質取臨子

熊本大学教育学部河瀬比佐子

146 心筋梗塞患者の回後過躍におけるHealthLocus of Controlの推移について

東京医科商科大学涯学部 O斎藤やよい

ヱF葉大学看護学部野口美和子
千葉大学看護学部附罷看護実誤研究指導センター

金井和子土握尚義

147 貧血患者の日常生活による心拍数の変動

大抜大学医療技指短期大学部 O横山美江松木光子城戸良弘

大谷英子

148 静脈うっ血試験前後の血流動態と線湾関連パラメーターの変動第二報一躍際病患者での検討

三重県立看護短期大学 O田中一美橋爪永子樫本三智子
河諜宣子永見桂子村鵡iE幸

松陰宏

く第28群〉 臨床看護氾V 149~153 9 ・ 50~10 : 40 

艦長北海道脳神経外科記念病院山本良子

149 意識障害患者の看護第3報(1)生活行動援助の方法に関する検討一岳律機諮と運動学習の視

点から一

法標法入札幌麻生脳神経外科病院 O紙援克子域美奈子

林格子

150 意識障害患者の看護第3報(2 )生活行動援助の方法に関する検討一自律機能とサーカディア

ンリズム視点から

32 
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151 意識障害患者の審議第3報 (3)生活行動護助の方法iこ関する検討一事例の分析検討ー

匿療法入札韓麻生脳神経外科痛院 O林裕子紙罷克子

域

152 意識障害のある患者の経口摂取開始時期の決定

十和田市立中央病説。野月持美姥神佐奈江佐々木)1槙子

広田久美子小笠原育子今泉悦子

153 n高血管捧筈患者の内線自己管理の譲劫

く第29群〉 老人看護I

厚木看護専門学校 O増田話代
東京大学涯学部花田妙子

154~159 10 : 40~ 11 : 35 

弘前大学窓接技能短嬬大学部 一青木主税

154 老人のエゴグラムと ADLについて(第一報〉

藤田保健衛生大学衛生学部 O各日ちえ 箆弁路子

155 高齢者の鍵康管理態度に関する研究(第2報)一老人クラブ参加者与を対象にー

筑技大学援嬢技術短期大学部 O山本亨子

千葉大学看護学部開題看護実践研究指導センター

土屋掲義金弁和子

156 高齢入院患者の転倒転落要揺の検討

157 高齢者の援徐歩行の運動強度

大薮市立大学底学部帰属看護専門学校 O弓場紀子

千葉大学看護学部隙露看護実践研究指導センター

土産尚義金芥和子

東京大学援学部 0[.'詰沢汎美

158 食事援劫における ADLの拡大一寝たきり撮呆老人の家箆復帰を目ざして

159 長寿者の金活護軍jを考える

老人保健施設しんごう O奨亮子西村恭子石田シミ子

社会福祉法人つがる三和会

特別養護老人ホームミ三和顔 。大弁宏f正大井千高谷恵美子

~~場五十鈴谷川秋子大弁lE清

く第30群> 恋人看護E 160~165 11 : 35~12 : 30 

謹長千葉大学者護学部時露審議案銭研究指導センター 金共和子

160 看護学生の老人イメージの特性について一地ー殻大学生との比較から

大阪大学援嬢技術観期大学部 O大谷英子 訟木光子

33 
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161 老人との接選に関する人間学的一考察

聖母女子短期大学 O田畑邦治

162 老人病読入院患者と看護婦関係

山口大学医境技指短期大学部 O米田純子

千葉大学看護学部F付属看護実誤研究指導センター

土屋鵡義金井和子

163 R出卒中患者の f閉じこもりjに影響する因子の分析

鳥叡大学医療技術短期大学部 O二関理恵平石晶子三好景子

長谷川まなみ

164 白内障患者の色覚一健康人と比較して

東京大学罷学部鮒属病院 O平井農薬

千葉大学看護学部開鼠看護実接研究指導センター

土屋尚義金井和子

165 保鍵婦の訪関看護記録から見た在宅高齢者への支援状況

東京大学大学院 O豊島律子
札韓医科大学衛生短期大学部 山田一朗

34 
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。第 4会場 O

く第31群> 看護教育vn 166~171 9 : 00~10 : 00 

座長北海道教育大学津村議子

166 女子大学生の人生設計に関する調査一仕事・結婚・育児との関連についてー

熊本大学教育学部 O河野有紀氷上明子

熊本済生会病読播口暢子

167 看護学生の自我同一牲に関する研究…職業的調一性形成について

名麗大学医療技術趨期大学部 O安藤詳子
千葉大学看護学部閉}語審護実践研究指導センター 内海混

168 看護学生の職業的発達識程の分析

東邦大学監擦媛期大学 O松語英士高森スミ

169 看護教育による看護学生の意識講造の変化について(第4報)

長崎大学監擦技術短期大学部 O草野美根子

罷業医科大学医接技術短期大学中淑子

千葉大学看護学部開属看護実賎研究指導センター 内海混

170 看護態度に関する養護学生の;意識一学年による比較一

東京都立板橋看護専門学校 O小池妙子
東京都立底続短期大学森下節子

千葉大学看護学部帰属看護実践研究指導センター 内海混

171 高等学校衛生審議科生徒の看護観形成に関する調査一特に職業意識についてー

熊本大学医学部開属病説 。佐藤寿美子

北盟大学病設中山由美

熊本大学教育学部松岡聖子木場富喜

く第32群> 審護教育羽 172~176 10 : 00~10 : 50 

座長東京女子監科大学看護鎧期大学河合千窓、子

172 看護教育における看護過龍への患者参加の試み

福井県立短期大学 O高出成子

173 北海道における老人看護教育の実態報告

札韓監科大学衛生極期大学部 O深沢圭子

北海道大学程標技箭究室期大学部 荻野議子

札韓市立高等看護学院坂倉恵美子

174 中国と日本における看護職に対する認識の相違について

熊本大学教脊学部 O李瑛木場富喜
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175 二年制課程における基礎看護技術の学習展開一文献活用から得たもの一

福井i巣立短期大学 O森山説子

176 N高等学校衛生看護専攻科卒業生の識場移動における特性一開設後12年間の卒業生の就業調査か

り

日階学園高等学校 O山内節子

千葉大学看護学部附議看護実践研究指導センター

草刈淳子 ) 11口孝泰

く第33群〉 看護教育IX 177~182 10 : 50~ 11 : 50 

鹿長弘前大学医療技術鑑期大学部

177 対人関保における対象の理解-0学生の看護観の分析から一

盟主表看護導門学校 O人見搭江

178 龍床実習における人間関係の学習一患者とよい関係を築きにくい学生の特徴…

福井県立短期大学 O牧野智恵吉村洋子竹ノ上ケイ

179 成人(老人)者護実習 Iにおける学生と患者との人間関係一学生の到達度とその関連国子

大薮市立大学援学部附属看護専門学校 O壌国久仁子

とも子

小海ゃっ子前関勇子

東ますみ黒田始奈代

180 臨床実習の対人関係が学生に及ぼす心理的影響とその対処行動(第4報)

国立穣養所広島病院 O三浦麗子
元厚生省看護研修研究センター 伊藤境子

181 看護短大生の臨床実習における交流分析時鴎の構造化分析

秋田大学援寝技術鐘期大学部 O松尾典子

千葉大学看護学部問題審議案銭研究指導センター 内海混

182 鵠床指導に関する指導者の意識について

昭和大学病院 O伊藤久美

千葉大学審議学部附属看護実践研究指導センター 鵜沢揚子

36 
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く〉第 5会場。

く第34群> 基礎看護VI 183~187 9 : OO~ 9 : 50 

座長熊本大学教育学部木原信市

183 血圧・心強数の臼内変動に関する検討

臼本震科大学付属多摩永山病読 O河村加奈子

千葉大学看護学部隙撰看護実践研究指導センター

土盤尚義金弁和子

184 顕在測定時の眼球運動特性

東京女子援科大学看護短期大学 O村本淳子行広栄子
金沢トシ子関部典子

聖母女子短期大学斎藤

185 島動血圧計による脈諮数組定において問題を生じた伊jの検討

千葉大学看護学部 O山内一史

186 食事摂取による揺環変動について一食事機成のちがいによる検討一

名古屋市立大学病説 。器JlI晶子

千葉大学看護学部附属看護実践研究指導センター

持合千恵子

金井和子

187 排濯の援助に関する検討(第2報〉…早朝党麗時排尿の鰭環変動についてー

東京女子医科大学看護短期大学 O中村民子

千葉大学看護学部F首謀看護実践研究指導センター
土産尚義金井和子

く第35群〉 義礎審議四 188~192 9 : 50~10 : 40 

札韓援科大学衛生短期大学部鬼原彰

188 痛み軒識の皮応に関する慕礎的訴究一皮購電位水準の変化と性格・不安との関連

群馬大学医療技術姪嬬大学部 Oニ渡玉江新井治子椎原康史
伊藤義一

群馬県立播祉大学校清水千代子

千葉大学看護学部附属看護実銭研究指導センター 内海溌

189 終痛緩和法としての指圧の効果一括環・ホルモン動態に及ぼす影響…

高叡大学医嬢技術短期大学部 O宮田幸子 大元雅代 w婿真美
吉井理恵、 長谷川まなみ

笠木建
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190 祷癒予防用寝具lこ関する臨床的研究…エアマットとチェッカーマットの経時的体庄変化

名古罷大学医療技術短期大学部 O渡遺JI由子 江曙美智子

入江晶子

191 祷嬉予坊ベッドの考案及び有用性の検討

山口大学医境技稿短期大学部 O松永醸生東玲子稲垣順子
千葉大学看護学部附罷看護実践研究指導センター

)11口孝泰販口被男

192 シーツによる患者移動動作における熟練者・未熟謀者の比較検討-rJll.l'i手Jによる方法についてー

愛媛県立底療技箭短期大学 O乗松貞子野本吉合子

鈴木ルリ子青木光子地図澄子

く第36群> 基礎審護羽 193~196 10 : 40~ 11 : 20 

座長東京医科歯科大学波多野梗子

193 人税患者のストレスに関する検討ーその1.ストレス要留の分析一

千葉大学看護学部F付属看護実接研究指導センター

東北大学医学部F付属梼院佐藤永子
大阪底科大学附璃病院 田尻后子

千葉県立衛生観期大学浅井美千代

QJII日孝泰阪口禎男

194 入説患者のストレスに関する検討ーその2.入院患者の背景との関連

大阪康科大学術属病院 O田尻信子
千葉大学看護学部前震看護実銭研究指導センター

東北大学医学部附鴎病院佐藤永子

千葉県立衛生短期大学浅井美千代

川口孝泰阪口禎男

195 入読患者のストレスに対する対処行動 「仕方がない」意識のアンケート調査より

東北大学医学部附属持説 O佐藤永子

千葉大学看護学部附属看護実践研究指導センター

大阪監科大学F付属病説 田尻信子

千葉県立衛生短期大学浅井美千代

JII口孝泰販口損男

196 患者のニードと看護援助のズレは，なぜ生じるのか

38 

札幌重科大学衛生穏期大学部 O足利秀香 石黒茂子川越展美
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く第37群〉 看護教育X 197~202 11 : 20~ 12 : 20 

座長埼玉県立衛生短期大学桑野タイ子

197 看護系鐘期大学における一般教育の位農づけ一物理学を例として

聖母女子短期大学 O斎藤真信組邦治

198 経験と理論のかかわり一看護案審への教育哲学的視点一

聖母女子短期大学 O問地邦治

199 視聴覚メディア〈コンピュータ・ VTR)に対する 4年苦手j看護大学生の意識

北里大学看護学部 O堀良子塚越フミヱ 諸又克子

200 文献から見た「体験学習J設業に関する一考察

長苓)11芳子野々村典子爵鵠寿美子

ライダー島鯖玲子

自治援科大学看護短期大学 O成田 仲

千葉大学看護学部石井トク

201 成人看護学授業方法の工夫ーゲーム導入を試みてー

東邦大学援嬢短期大学 O金井パック雅子

202 看護教育の検討ーアンケート「看護婦の心に残る教育J-
帝京大学関議市原病説 。平良木町子

千葉大学看護学部前鶴看護実践研究指導センター 内海混

39 
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o第 6会場 O

く第38群〉 審護管理W 203~207 9 : OO~ 9 : 50 
座長弘前大学匿学部開属病続上野玲子

203 看護婦の定着に関わる要因一私立大学病誌の実態調査一

昭和大学病院 O寺地順子

千葉大学看護学部附麟看護実践研究指導センター

議刈淳子 )11口孝泰

204 痛院看護捕の定着に関する一考察…私立大学病院の実態調査一

東京医科大学諸説 O森JII昭美

千葉大学看護学部附属看護実銭研究指導センター

草刈淳子 )11口孝泰

206 看護嬬の職務満足に関する検討…公立購読の実態謁査から

札幌箆科大学術属病説 O高田貴美子
千葉大学看護学部附属看護実誤研究指導センター

草刈淳子 JII口孝泰

207 殻大学・鍛大を卒業した看護学生に関する考察

東京大学監学部前属病説 O富取こずえ

千葉大学看護学部F付属看護実践研究指導センター

JlI口孝泰草刈淳子

く第39群〉 その他I 208~210 9 : 50~10 : 20 

鹿長滋賀県立姫期大学出祐子

208 看護書からみた術前看護の変遷 明治から戦前まで

岡山大学懐境技術観期大学部 O伊東久恵、 高田節子

209 戦後看護教育草創期の評髄をめぐって…東京看護教育模範学院卒業生の動向調査から

埼玉県立衛生短期大学 O桑野タイ

40 

東京都立医療技術鐘期大学青木康子

最高裁判所事務総局新井妙子

鍵和会龍床:審議学研究所 JII島みどり

11国天堂監療技術短期大学宮里和子
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210 戦後看護教脊主客観期の評髄をめぐって第2報，東京看護教育模範学院における看護教脊の特徴

と成果

く第40群> その他II

健和会議床看護学研究所 0)11島みどり

業京都立援護技箭趨期大学青木康子

最高裁判所事務総局新井妙子

埼玉県立衛生短期大学桑野タイ

繍天堂医療穏期大学宮翠和子

211~214 10 : 20~ 11 : 00 

藤長関山大学援療技術短期大学部高田節子

211 千葉県における明治期の共立病院看護

千葉大学看護学部離農看護実践訴究指導センタ- 0鵜沢陽子

212 諸規fl.IJ.諸心得からみた看護婦の職務の変遷一公立千葉病読時代(明治9年~大正10年)

千葉大学援学部鰐}語読説 。荘司京子

千葉大学審議学部鮒議看護実銭研究指導センター 鵜沢揚子

213 十五年戦争における殉職救護員の実態について-透芳録jの分析から

昭和大学時属鳥山高等審護学校 O山部ノ 1)
千葉大学看護学部開属審議実践研究指導センター 鵜沢鶴子

214 産婆志顕者募集広告に見る，東京府競践産婆教授所の内務省免状産婆教育開始時の実態

千葉大学看護学部 O高揺みや子

く第41群〉 その他滋 215~220 11 : OO~ 12 : 00 

臨長近畿大学歴学部早川和生

215 C市給食系中高年女性職員の蓄積的疲労徴棋と労瀦・日常生活

日本赤十字看護大学 O加藤圭子

野尻雅美

216 漁村における栄養・運動・休養調査については)一生活活動強度及び運動実施状況

千葉大学看護学部 O中野正孝桂敏樹野尻雅美

217 漁村における栄養・運動・休養については)…生活活動強疫と運動一

千葉大学看護学部 O桂敏樹中野正孝野尻雅美

218 成人女性における体路拐率(水中体重法)と肥満の評髄

長崎大学医療技術観期大学部 O揺w久美子浦田秀子
勝野久美子福w由美子
大塚健作
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219 肥満の評価に関する研究一水中体重法と近赤外報法による体結訪率の比較…

長崎大学医擦技術観期大学部 O浦田秀子 臨山久美子

勝野久美子福山由美子

大塚健作

220 看護学生に対する喫煙防止教育の効果

帝京平成続期大学 O両国加奈子
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ム
一
品
一

一
不
一

展
一

日時 8月1B (土) 8:30"""'17:00 

8丹2日(日) 8:30"""'16:00 

会場 弘蔀ホテルニューキャッスル

2 F Iサファイアj ・3Fフロア

展示協賛参加社名

金原出版株式会社

株式会社学習研究社

株式会社高 研

株式会社南江

掠式会社文光堂

株式会社メヂカルフレンド社

護の科学社

小 玉株式会社

帝国藤器株式会社

株式会社底 設

株式会社京都科学

株式会社坂本モデル

株式会社日本看護協会出版会

株式会社へるす出版

株式会社メディカ出版

ブリストマイヤースクイブ株式会社

央法規株式会社

持田製薬株式会社
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協賛参加社名

青森キャノン
ビジネスマシーンズ株式会社

小田桐外科医競

E舘鴎事株式会社

株式会社 読

金原出版株式会社

株式会社今泉本活

株式会社京都科学株式会社学習研究社

株式会社高 研 株式会社坂本モデル

株式会社出五医療器

株式会社南江堂

株式会社文光堂

株式会社春光堂

株式会社日本看護協会出版会

株式会社へるす出版

株式会社メヂカルフレンド社 株式会社メディカ出版

株式会社レンゴウ事務機

ブリストマイヤースクイブ株式会社

護の科学社

古川ガラス工業株式会社

株式会社 佐藤建築塗装

相互印刷株式会社

千葉胃腸科内科

鶴又薬品株式会社

東海自動車工業

大鵬薬品工業株式会社

中央法規株式会社

帝菌臓器株式会社

東北石材株式会社

弘果弘前中央青果株式会社 弘前大清水ホーム

弘前介護福祉専門学校

明治乳業株式会社

やまと印崩株式会社

有限会社山締高居

プリントジャパン青森

持盟製薬株式会社

脊限会社赤間鉄筋工業

印乳業株式会社
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ベッドサイド活用辞典
選出大学教授菅家湾子/北雲大学鈎毅授小宮山糞子 共著

新審特 290頁定髄3.914円(税込〉千260

φu支載用語・路語は，主として薬剤舗やナースガ震療の場iこ
でて疾患を理解する疋めに必要なものをコンパクトに訳載.
.震学用語については頻得されるドイツ語やラテン語も含め

て戸jレファベットJl爵!こ訳載し， ドイツ語{こ嬰り語罵CO)者三
世iフ，対誌でする英語と日本語を併惜した
主餐瑛密 麓床綴蓋{瞳一覧/薬物育交1Jrr日中濃度モニタリング
!こ必要な矯報/急柱薬物中毒治寮/出露の解器とゆ慈醤/範液

フTツクスフォード看護辞典綴集委畏会
副本文2邑尉ポケット判 7∞翼定額3.914P3(税込〉千260
英語発護=カタカナ表記/震学甫語コエふりガな対/イラスト

多数/慕本語約9.000語/繁用監祭器顎記/生記学・密j疫学
正常憧データ/和一ゅ英対照

護室義援科大学医療授術短期大学教授松間緑 綴集

85等U280譲定髄3.605P3(積込〉千針。

警護婦ガ治療手授の自的・方法を十分理解すること

;こよって，窓蓄の不安な少しでも軽減できるよう，治療・主主
欝の詔BSJ・意義・遷liID・禁忌，
処欝後o養護などをと抑制こまとめた 5註欝中の警護では，術
者〈罷鰯〉によって行われる処璽担額と蓄護婦のケ戸に分け，

治療手袋もわかりやすく，異体的に謹条喜警告さiこ記述し疋.

ナースのための

臨床検査の実際
松岡綴繍集 85判 238寅定髄 3.090丹〈税込)守310

看護教育と看護実践に役立つ

行動形成プ口グラム
援本恵子編者 85判 2∞貨建鑑 3.605円(税込)〒310

総議集 震河内トモエ/護憲コトミ

話謄篤人/出元寅莞

衛生法規 1，442丹

微生物学 1，751内

解告IJ空宇 3，090丹

成人看護さ学総論 3，090F9 

薬理学・薬剤学 2，575円

臨床検査 2，575丹

社会福祉・社会保障 2，575円

歯・ロ控外科 1，751内

小児看護学 3，914円

呼吸器疾患患者の審議 1，751同

女性生殖器疾患慾者の看護 3，090伺

循環器疾態態者の審議

金返さ学

看護窓生学概論

2，575丹

2，884丹

1，545丹

精神疾態態者の看護務衿衛念 2，884丹

公衆衛生学 2，884門

地域看護学 3，296丹

病理学 2，884月

王手露関喉科疾慾慾者の看護 2，884丹

限科疾患患者の審議 1，854円

皮j脅科疾慾慈者の審議 近刊

(税込)

さ主化学・栄養学/審議学総論(1)・

看護学総論(1)/血液，進五立器疾患

患者の看護/消化器，内分泌，代議

疾慾患者の看護/脳・衿経系，アレ

ルギー，謬尿病，感染症:疾患患者

の審護/腎・ i必尿器系疾患患者の看

護/脅.~低筋肉疾患患者の看護

/外科看護総論/母性看護学/老人

看護さ学



事島問V陳ずれ@ 農品解消(;:/

工戸一噴出型
特 許

科学技術庁長官賞受賞昂

康守私達嘉:izd寄付~p

SGM-I型定髄93.000円

SM-I型定価88.000円

@噴出するヱアーが患部を乾操させ、

綿麗の繁殖をとめます。

@重誌の床ずれ、病臭ほど

威力を発揮します。

@体位交換が楽になり、

著護の労力を軽減します。

製品についてのお問い合せは、

お気経にお電話下さい。

E草生省民常生活照呉漉格品ヱアーパット

~ 
医E霊化器機告書 特品会車窓童書 道運量務機藷哲

三和化研工業株式会社
〒581大阪総八尾市太白新国J2丁自制番地 TEL日729(49)7123(代)FAX 072苦(49)0007
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会長講演(第l日目 14:15，-....15:00)

シンポジウム (第1B自 15:10'-""17:40)

教育講演(第2日目 13・30，-....14:30)

特別講演(第2自自 14:40'-""15:40)

46 



会長

護!こ生きる と教警の中かち一一

木村宏

~宥和
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会 演

護に生きる一一読床と教育の中から

弘前大学 木村宏

このたび国らずも大先輩が立派に務めを果たさ なせても馬を守ってj大火傷で入院してきた出稼

れました会長講演を私がさせて説くことになりま

した。会長とは名ばかりで，内容の伴わない私に

は，諸先輩のような学術的な議誌は無理のようで

そこで今屈は，一人の女の子が者護とは{向か

も分らず看護の世界に飛び込み素晴らしい先輩や

看護教師に出会い看護の魅力に取りつかれ，

発展の礎石になりたいと頼っている話しをさせて

}頁きます。

私が毘療の一端で仕事をするようになりまして，

かれこれ35年過ぎました。その開，私の職議も何

度かかわりました。一番最初は，僻地を抱えた 2

町2か村立のi町立病院の看護助手です。この5年

関iこ私は， おける L
古
4m
l
u
 

しfこO

正しい知識と正確な技衡を身に付けたL、。そう

考えた私は，地の人iさより連れて者護学校に入り

ましfこ。

昭和36年，吉田時子先生〈現壁クリストファー

学長で本学会理事)が教務主在をされていました

弘前大学医学部鮒属看護学校〈現毘療技術短期大

学部〉に入学しました。この3年間は，看護助手

の経験を持つ私にとって F看護とは{向かjを改め

て学ぶ機会となりました。者護学校卒業と同時に

私は，再び銀器村の中心にある言iJ述の病誌に戻り

ましfこ。

新しい知識と技能で僻地の医捺改菩Jこと希望に

日認を膨らませて帰ったのですが…。

私が自にしました町村竪療の実態は，穆機たる

ものでした。地域の交通事情は悪く，雪が降れば

!楼の彊島となる村落には，堅調も助産婦もいませ

ん。出血多量で家族の目諮で死亡する妊産婦。

小路市の天井で分娩し，わらの中で死亡する新生児。

火事になっても子供達より馬が大窃と F予告主を死

48 

ぎの夫をも 大Jl易炎のガjな児を背おって，病

続まで5時開，気が狂ったように歩き続けた母親

とその背中の冷たい幼な克の顔。トラホームの家

族8人にタオルが一本。働き過ぎで重症妊娠中毒

症で子癒を併発して死とする母報。

クレゾールの原液で外絵部を消毒する無免許の

，大学では自にすることができないよう

なことばかりでしfこ。

これが当時の地域医壌の実態でした。

このようなことが起こらないようにとどんなに

がんばっても霞婦も看護婦も助産婦も不足なので

このような実態の中で仕事をしているうちに，

私は悲しみと開時に懐りを覚えました。

医擦の行き授らない地域;ここそ，より導内的で

有誌な看護婦や助産婦の定住が絶対に必要と考え

ました。僻地にこそ有能な看護識が派遣されるべ

きであり，またそのような看護教育がなされなけ

ればならないと考えました。その後，弘前大学荷

仏外科病棟で3年間儲いた私は，長年，

胞の中で暖めていた母子保健の理念と技術を学ぶ

ために助産婦学校に進学しました。その時は， も

う30歳で満l歳の子供がおりました。

しかし，好きな道を歩むのに年齢など何で獄う

必要がありましょう。

学校長であった品川{言良先生・教務主任の工藤

ツル先生のご指導を得て，卒業後，現在の審議学

科教室に勤務しましたのが昭和45年でご‘ざいます。

あれから22年，実践活動と教育の出来る人能性豊

かな者護職の養成をしたいと翻って，微力ながら

努力をしています。

教育と研究の発麗，そして臨床における

震の向上，この騒いは，私の願いであると同時に

全ての人々の顕いであると信じています。



シンポジウム

8月1臼 15 : 1O~17 : 40 第 l

齢化社会が求める の専門性

一一専門性発揮のための

木

筒井裕 自学関保鍵衛生大学〉

i策 村松静子 (在宅看護研究センター)

・家族の露望号を時十えるために

国妙子 (東京自十字競錠〉

老人の入院・在宅ケアを通して

大河顕 千鶴子 (埼玉娯立詣生短期大学〉

の訴究実誤の立場から

(千葉大学)

ホームにおける看護議能を探ることから

大和田 猛 (弘前学説短期大学)

と介護業務の磯能と
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司会の言葉

本学会において，高齢化社会が求める看護の専

門設についてシンポジウムが開催されますことは，

時期的にも大変意義のあることと考えます。この

看護の専門性という最も慕本的諜題につきましで

は，これまでにもあらゆる角度から論議され続け

てきたことは御承知のとおりであります。特に本

シンポジウムのテーマを麗開させる問題の一つは，

老人看護の専門性をどのように位霞づけるかとい

うことであります。次に強い意味での鵠説とか施

設の中での看護のみではなく，地域，社会，家族

等に視野を広げ社会性をもった審議を考えること

であると考えます。吏に第三点は，急速な社会的

変化の中で，重綾社会においては多くの職穣がで

き，中でも看護に最も近い距離に介護嶺祉士が生

まれました。これまで論じられてきた看護の専門

性の中に法く包含されてきたものであります。お

熊本大学 木場

藤田学留保鍵衛生大学 筒井諮子

そらく社会的ネットワークの中で高齢化社会に対

応するとき，基本的に必要と考えられる問題につ

いては，どの分野でも同じ主張をもっていると考

えます。従って単に連携を密にするとか， QOL 

が大事であるといった表現だけで看護の専門設を

カバーすることができるとは考えられません。

一方医壌依存度の高い対象が看護を求める度合

いが高くなるであろうことは当然とも震えますが，

看護の専門性が単に医学の番人，便利展，手訟い

であってはならないことは幼論であります。更に，

社会の人達が看護の専門性をどのように考え，

儲し，求めているかについて考えることも必要と

考えます。

本シンポジウムにおいて，高齢化社会が求める

看護の専門性とその役割について，具体的な問題

を出し合い， じっくり考えて頭きたいと患います。
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療養者@家族の願望を叶えるために

私がボランティアの訪関看護チームを発足させ

たのは，今から10年前のことだった。植物状態の

妻を抱えた夫の「助けて下さいjという言葉を耳

に，槙命惑に燃えて，いや，単に間情的に取り絡

んだものだったのかもしれない。 3年続いた課外

でのボランティア， しかしそこには離界があった。

いわば片手間での看護，それは実に無責任な形に

なり兼ねないことだったのである。

私は，ボランティアに参加していた 2人の看護

婦と共に，在宅看護研究センターを設立した。法

律の壁等，いくつもの荒波がょせる中での出発だっ

た。 f援療と福祉のはざまで苦しんでいる方たち

に者護の手を差し伸べたいJr喪っていただける
だけの質を確保した看護に挑戦したいJr看護の
顕点を摸索したいふそんな思いを胞に，いつで

も，どこでも，年齢賠わずどんなに重症な方でも

必要な看護を受けられるようにしなければ…必要

在宅看護研究センタ一 村訟静

べさせていただく。

76議の自力ではまったく動けなくなった母殺を，

一人で介護することになった38議の娘が最初に発

した言葉が，今でも私の耳に接っている。「行政

のヘルパーさんをと患ったのですが，掃除と洗濯

しかしないというんです。痛人は者ないって…。

掃捺・洗濯なら私が夜中でもできます。私が仕事

に出かけている間母を看ていてくれる方の護助が

欲しかったんですJそういって，娘は底部の往診

と看護婦の訪問看護を頼りに，母の介護をする傍

らピアノの教師の仕事を必死に続けたのだった。

それから 8カ月後のある日，娘はいったo

f母を2・3日入読させられないでしょうか。

私は，もう自も開いていられなくなりました」。

この娘の悲痛な時びは，今，在宅で必死に介護に

取り絡む多くの家族の荷なのである。

98議の母親を最後まで在宅で看取った73識の娘

な看護を提供できるようにしなければ…私たちの が印象的に残る したことがあるor家庭
可能性への挑戦が始まったのだった。あくまでも

療養者とその介護に議わる家接を中心に，その顕

望が叶えられるための審議を実践するというのが

私たちの姿勢であった。

P'戸く家に帰りたいJr私は本当に家へ1隠れる
のでしょうかJrせめて最後は家で…自分の力で
はもはや動けなくなってしまった私たちでも帰れ

るような地域のサポートシステムを早く築いて下

さいJrもう助からないのなら家に連れて帰りた
いj。私は，これまで務室で多くの叫びを耳にし

てきたのである。

ここでは， これまでの私の荘宅看護の実接体験

を通して，看護婦に求められる能力，これからの

看護のあるべき姿勢について，私なりの考えを述
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というのは私たち家族一人一人の患いによってそ

れぞれに築いたものです。ですからケアを提供さ

れる方たちはそれぞれに合わせて，必要なときに

必要なことを，必要最小眼行って欲しいのです。

必要以上にいわれたり，されたりするとパニック

になってしまいます。そして，黙って私たちの話

を毘いて欲しい。問じ白線で話して欲しい。単な

る技術者であっては閤ります…j。

在宅壌養を決意する家族は，私たち者護婦に正

に看護の専門性を求めている。 として自ら

の資震を高める上で欠かすことのできないもの，

それは自らの考えを多くの前に提示し評錨を受け

ること。そして他者の意見を耳にし，考えを深め

るとともに視野を広めることである。



老人の入院@在宅ケアを通して

社会福祉法人吉

東京岳十字病説は，結核鐙養所から出発した

200床足らずの…綾内科弱院で，認識から100議ま

での鵠広い世代の外来・入院(特2種〉と老鍵法

による訪問看護事業を実施する社会話祉法人の鵡

院で同じ敷地内に特関養護老人ホームと

サービスセンターを有しているc

入続・外来・在宅・特定IJ養護老人ホームを通じ

て見開・体験した看護の専門性について述べたい

と，思います。

1.老人の鶴射殺にかかわる一

2.家族の存在を無視せず，家族に依存せず…

3.治壌に鎖く

1r乞

自十字誌院 国妙子

4. -独自性は、施設の中で発弾

できるのだろうか?
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継続春護の研究実践の立場から

今から約30年前の昭和38年に，底療制疫課査会

の答申iこより，総合保提医療の考え方が示され，

総合看護の概念が提唱されるようになった。その

後10年経って第3密日本看護学会(1971)におい

て，小林富美栄氏による r21世紀の看護」と題す

る特別講演が行なわれた。そのなかで看護に変化

を及ぼす社会的な影響，要留の第1として老人人

口の増加があげられ，今日の高齢化社会を予測し

た上で，地域保鍵医療の中における看護の役割と，

専門職としての看護の役割という 2側顕から問題

提起が行なわれた。

とくに前者において従来の看護は，援療機関で

の病人のケアが主であり，援療機関のタいこいる病

人に対して自が向けられていないことが指擁され

ていた。すなわち病院から退読し家庭に帰った糧

性疾患をもっ人や寝たきり老人などは，看護面で

サービスを受けにくい状態であることに注話せよ

としていた。それに対しわが留の場合，保健婦，

助産婦，看護婦という免許制度があるために 1

人の人の健康に対して，別々な次元と別々な陸奇麗

で看護の働きかけが行なわれている。そこに看護

の継続性，総合性，協間柱の必要性があり，専門

職としての看護は，どんなに組織化されようとも

管理的な態度ではなく，者護する者とされる者と

の人間関係，相互作用という過程で実践すること

の肝要さが述べられている。社会的な需要に応ず

る看護の役割拡大と専門的看護内容の充実をめざ

し看護の本質からの考え方について方向性が示

された。

しかしながら当時は，看護実践の場に異体的な

実態があるわけではなかった。したがって制産的

な枠にしばられることなく，看護職自らが積権的

な行動を起しての変化による改善が期待された。

高齢化が現実の社会問題となった現在， これらの
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埼玉県立衛生短期大学 大河原千鶴子

示唆は，さまざまな形態で実践に移され，問題を

かかえながらも普及，発援しつつあり，継続看護

は看護の重要な諜題のひとつとなっている。

そこで今関のシンポジウムでは，“病読からみ

た継続看護の必要性"をテーマlこ，実銭的研究と

して事例研究を行なってきたので，それらの資料

をもとに，高齢化社会が求める看護の専門性発揮

のための課題について考えてみたい。資料として

提示する主な概要は次の通りである。

1.最近は入説患者の高齢化，疾痛構造および

家斑状況等の変化によって退院郎家躍へ戻るとい

うことがスムーズにいかないケースがめだっ。と

くに脳神経挟患患者では，欝害を伴ったまま引き

続き介護を要する状態で退院するケースが少なく

ない。本研究は，総合病院の脳神経系病棟からの

退院時に継続看護が必要と判断され，退読後に在

宅ケアが継続されたケースと，地施設に入所した

ケースに関し，本人および家践の状況を比較検討

することにより，ケアの場の選択に関連する要閣

を謀ることを罰的とした。また看護の継続性，

貫性の観点から在宅ケア継続ケースについて，退

院後の追跡により，継続ケアのあり方や家族支援

の方策について検討を行なった。

2. ij出神経系疾患患者とそれ以外のケースにつ

いて，退設時の継続ケア必要栓の判断理由および

退読後の変化をもとに，在宅ケアの継続に重要と

なる事柄の特設を，退臨時の状況との関連におい

て明らかにした。

3.在宅のまま高度の専問的ケアを必要とする

ケースが増加しつつある現状から，患者の入院中

に介護者が病状を認知したケア方法を取得するこ

とが大切となっている。入説中の患者・家族の看

護指導のあり方について，継続ケースの異体例を

もとに考察した。



特別養護老人ホームにおける看護機能を探ることから

田伸

はじめに ?生があることが推測された。またホームの実務の

高齢北の加速に歩調をあわせるべく， 地方 柱である寮母は本務意識では“身の関りの世話"

公共罰体，民間各レベルの対応策も出揃ってきて

いる!惑がある。今，各専門殺に求められているの

は高輪容の真のさ移せ実現のため提供できる効率的

で実践的な知識と技選，それに加え連携技能では

ないかと考える。

1.看護矯にとってケアーということ

~~~~時時君主批仰と特養ホーム看護婦の;意識の内

的構造を昭子分訴により探ると，間じ高齢者ケアー

も対象の健漆段階やケアー提設者の壁かれている

状況によりその嬰索を異にすることが推謝された。

ベットサイドにおいてケアー援設者として援部を

除くとほとんど唯一の存在である

は家捺への委託に際し“身の腐りの世話"“セルフ

ケアー"“身体ケアー"といっ

識している。

があり，霞舗が常勤していない特養ホーム

は“鍵藤被錠のレベjむを査定し陪援をめざすケ

アー"“身辺自立を査定し生活の質の向上をめざ

すケアー"“生活の拡大をめざすケアー"といった

ケアーと認識している。これには質問項目

設定段階，因子命名段轄の手技的誤差はあるので

あるが，大学鵠説看護婦が対象の必要を水平的に

イメージしたものであるのによとべ，特養ホーム

護嬢のケアー認識は対象の鍵康段暗に沿って霊義

的にイメージしたものと言えそうである。

2.特養ホームにおける

ホームの援母，指導員，看護婦によるケアー

はその本務意識から見ると，大学諸説看護婦のケ

アー認識に帯夜が認められた“身の賠りの世話"

“セルフケアー"“身体ケアー"をほぼ分掌し，か

っ補い会う協i闘の形でなされており，この協舗は

施設特説，犠員の職務意識を含む特性により可変

を本務としているのであるが，業務施行意識より

仕事の意識犠造をみると第一に自立と生活の震の

向上をめざすケアー，第二に鑓康の破錠に対応す

るケアー，第三iこ健康と自立のレベルに対応する

身の閤りの世話という講造となっており，これは

ーム看護機能の実費を表している。

3.特養ケアーの成否令決める

ヨコ各職員の{鴎き方〈力点〉とその影響要閣を知

る 争各職員の自覚舎アイデアの共有一一処退

もち方窃擁設長，

栄養士，外部底捜機関，等とのコンタクト

4.高鱗社会に向けて，保鍵・ -福祉のケアー

体系と

現存する治諜範設，ケアー施設，老人保鐙擁設，

在宅に求められるケアーは施設の設立詩的，老人

の望み，健康回復可能性，又マンパワーを含めた

資源によって，ケアーの力点と内容を異にする。

今後は老人がと、こにいても一定の許容範留におい

て，最適なケアーが受けられるよう，ケアーの吟

味，統合，謁撃のできる職謹が有効に機能してい

ること，あるいは複数の専門職員，並びに家族の

よる柔軟な対応が繋まれる。 いつ

でも，どこでも，その中核にあって礎療の路護，

保持増進を留ることを第一義の毘擦とし，持態

(老化の生理機能)を騎まえ，診療議場行為を含

めた現実的でニードに合ったきめこまやかな援助

の探求が求められている， しかし障害国定期に疾

梼にのみ控毘していたのでは“寝かせ切り"とい

う弊警も起こし兼ねない。他殺穣とのアイデアの

共有，協働によって生命の尊厳を損なわない老人

の生活の質の向上を鴎る，多元的検討による“解"

を求められているのである。
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護と介護業務の機能と連携

弘前学説短期大学 大和田 議

支護センターの設震など，ますます地域社会資諒

昨今，社会福枝領域でも在宅福被や漉設福祉機 としての位讃与を明確にしつつある。このような君主

言語と在宅福祉機能の一元化などが潮流の中心となっ 保鍵婦，ホームヘルパー，看護婦，介護福祉士な

ている。社会福祉領域においては，法条文上，養 どの業務内容を再度，現実の臨床現場から明らか

保護，教護，介護など実に多様に生活 にし，検討していく作業は必要不可欠である。

援助の内容号長年齢怒り，障害別にとらえているが，

それぞれに確聞とした簸念規定がなされているわ

けe'はなL、
社会福祉の間有の役割は，何ほどかの生活機能

障害をもっ人や家挟;こ対して，彼らの人!詩的等援

しながら，生活の全体性・現実性の視野に

立ち，物的・人的・経済的・精神的・身体的に自

立の護助をはかることであるとされる。このこと

は， 1隣人や家族の生活過程に生じるさまざまな生

活障害に対して解決・緩和・除去していく

能の再i構築をめざす営みでもある O

しかしながら人間の尊厳を尊重しながら容立の

援劫をはかる，という理念は寵療も福誌も基底に

もっていながら，これまで援療と福祉の連携や協

欝が充分，促進されなかったのはなぜであろうか。

さまざまな要留が考えられようが，そのひとつに，

医穣や福祉の鵠床現場で働く専門職議相互関の固

有業務や専門性，被譲助者(家族)に対する人関

護助観，チームワークの意義等の点で共通理

解や合意、が，現実的にあいまいな部分が多かった

ことが考えられる。生活の援助を多様なアプロー

チで展開していく場合，被援勤者(家議)の家族

部題を始め，就労，教育，経済，心理，身体状況，

人間関係，近隣関係をも視野に入れなが

ら，看護，介護技稀だけでなく穏談支譲の機能を

と福祉の連携のもとに推進していかなければ

ならない。訪問看護制度もスタートし，特別養護

老人ホームなどの施設福祉機能もテ司ィ・ケア，ショ

ート・スティ，ホームヘルパーの派遣，在宅介護
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本報告では，サーどスパッケージ化の誕点であ

る生活型施設として，青森県内の老人保健施設，

特別養護老人ホーム，養護老人ホームの三議類の

施設で儲く審議職，寮母職に対して，その一般的

業務内容や，相互に期待している業務，専門職と

して重要だと認識している業務などについて，と

くに争施設利用者の生活援助のために他の職穣と

どのような連講をとっているか。号看護，介護職

員が重要な職務として認識している業務内容。@

一日に費やしている時間が多い業務。@看護，介

護職員が相互に時間を減らしたいと考えている業

務，時間をかけたいと考えている業務。昏施設で

実施している在宅老人福祉サービスの内容。毎看

護，介護騒良の仕事への動議，議足感等を通して，

アンケート調査結果の一部を報告し，箆接処遇職

員である看護，介護業務に従事する専門職相互の

役割遂符，役割期待や業務遂行意識を模索するこ

とにしfこし、。

「生活の場jとしての老人福祉施設や老人保鍵

雄設で，老人が日常生活に適応し，安心して老い

ていくために，どのような投割や接能が看護，介

護者に求められ，現実に遂fTされているのか。

内戦麓相互の連撰や協{鴎のあり方のためには向が

問題となっているのか。実態を検討することによっ

て，今後の検討諜題が明らかになると思われる。

(なお，ヨド報告でのアンケート諮査は，弘前大学教育学部

大務総子助教授，弘前大学医療技術短期大学部 一戸と

も子議鉱報告者の共間研究により実施したものである〉



教育 演

8月2尽く臼) 13:30~14:30 1， 2， 4， 5 

1会場

間合

担γ市
川
市

白
ね クリストブァ

と

内

自活 陪恭一

の心理と

場

メs;三Z 佐々木光
日曜 j仁村光一

人間行動研究と

場

メs;三Z 佐
5話 培

と近年にみられる変北

コミュニケーシ吉ンの

(千葉大学〉

(東札綬持続〉

ターミナルケアからノfワアティブケアへ

QOLの維持。向上をめざした
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教脊講濃

看護基礎教 と臨床実習

クリストファー 田島経

者護教育iこ携わっている者は，だれもが諒床実

習の重要性を認識していることであろう。しかし，

その認識の{土方については，必ずしも共通である

とはいいがたい。それは，看護が対象とする人間

の理解とその人間理解の上に立って実接する

の難しさに依拠するものであろう。 20数年振りで，

保鍵婦主主産婦看護嬬学校養成所指定鏡芸IJ(以下指

of learning)で組み立て， その際には，前iこ学

習した内容がその後に学習する内容に生かせるよ

うな記列 (transferof learning)で考えられる

のである。看護基礎教育では，指定規員IJに，

科目，専門慕礎科医，専門科註の区分で示されて

いる必要な教宵科目を考慮して，技惑に見合った

授業科目を設定し教護・学習の過程を作ることに

定規期〉が改正されたが，その内容は!日カ 1)キュ なる。その教授・ は，上述したような

ラムの本質を強イとするためのいくつかの搭正であっ

た。その意味で，接援に震かれているゆるぎない

して，本腰を入れて看護基礎

教育の在り方を検討するために，

と臨床実習の関誌，看護基礎教育の学習過程

と龍床実智，蕗床実習における教育のあり方，な

どについて多くの論議をすることが不可欠である。

看護基礎教脊の畠擦と議床実習の関係:

看護基礎教育の倒壊は，いうまでもなく

場における看護実践力与を身につけることである。

、換えれば，看護基礎教育の日擦は，あらゆる

対象に，あらゆる場で，看護が実践できる能力を

身につけることである。その意味で，

の対象と向かい合う臨床実習は，その過謹で碍ら

れる学課の成果iこ基づいて教育官接の到達状況を

判定する重要な学習の過寝といえる。では，

基礎教育における教育活壌の弼遠レベルはどのよ

うに設定すればよいのだろうか。それにはまず，

いわゆる“基礎"のもつ意味を明らかにして，考

える必要があろう。

看護基礎教育の学習過程と臨E草案習:

学習過程は必要な教脊内容によって、決められる。

すなわち，学習過程は必要な教育内容のまとまり

(scope of learning)を，効果的なI1国序 (sequence

して組み立てられるのである。その組

み立て方の根誌では，看護の場における

力を身につけるための学習過程を常に意識してい

なければならない。そのような学習過援の中で，

は，種々の既習内容をさまざま

面に適用したり，応用したり，新たな学習をした

りする場となるO つまり，学習内容の統合ないし

る壌となるわけであるが，仰をどの

ように統合すればよいのかを明らかにしておく必

要がある。

臨床実習における教脊のあり方:

龍床実習においては，いわゆる

に重視されるが，看護の場では当面の看護が如荷

になされるかが重要である。したがって，

る看護の方法に関する知識とケースのニーズに誌

じた看護の方法の選択のしかたが十分学習されな

ければならない。このような看護実践の土台づく

りとケースの看護計画立案能力を身につけるため

の教脊方法および指導者の役割安検討する必要が

あろう。
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教育議議

1.古ー年期の特徴

まず，従来からいわれてきた青年期の諮特徴を，

キーワード(青年期はどのような言葉でとらえら

れてきたか)とともにまとめてみたい。
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1)寄年期は移り変わり(過渡期)あるいは生

まれ変わりの時期である O

円奇辺人(境界人)J (K. Lewin) 

ども集団から大人集団への移行。特権が少な

い。精緒不安定，過敏性，仔勤の不確実さを

生む。

「第二の誕生J(G. S. Hall) 

f人格の再構成J(D. P. Ausubel) 

どもの人格から大人の人格へO

2 )青年期は精神的危機の時期である。

「否定期J(Ch. B由民r) … 急激な身体

の成長iこともなう不快感は， {日jに対しでも

定的な言動を生む。

「第二皮託期J(Ch. Buhler) … 感?奇的

皮誌から批判的皮託へ。

f疾患怒涛J(G. S. Hall) … 青年の感

情は，荒れ狂う波のように変化が激しく，翼

したかと思うとすぐ落ち込む。

3)青年期は自己篠立の時期である。

「自我の発見J(E. Spranger) … 自分と

いうものが，地の全てのものからポツンと離

れて存在し得ることを知り，それだけを見つ

めるようになる。

「自我!可一性の確立J(E. Erikson) 

児童期にもそれなりにもっていた自分という

ものが，害年期に見つめ臨すことによってま

たわからなくなってくる(悶一性拡散)。そ

のEゃから真の自分を選び出すことによって自

弘前大学 平時恭

分をまとめ， {函{直観や職業などを選択してい

く。

以上をまとめると，青年期のイメージには，

ども時代を通じて続いてきたものがそこで途切れ，

大人に向かつて新しいものに変わっていくという

ような急激な変化が含まれるようである。これは

青年期の不連続性を表すものといえる。また青年

期は，向か危なつかしいところがあり，危機の時

期であるO ひとつ間違うととんでもない方へいっ

てしまいそうに，思える。さらにそういう中にあっ

て， は大人としての何かしっかりしたものを

自分の中に確立しようと努力している存在である。

従来青年心理学は，離ねJ2)、上のような観点で青

年をとらえようとしてきたが，それほど間違った

見方ではなかったようである。しかし…

II.近年みられる変化

1 )青年期の始まりが平くなり，終わりが遅く

なってきている。つまり，青年期が長くなっ

てきた。 → ・小学校高学年で青年患の特

設が現れる。!足意思!の賠題。 ・者年期は遜

箆期でなく，一人前の発達段潜になりつつあ

るO

2)青年期が以前ほど不連続的でなく，先輩期

から連続的に大人になっていく青年が増えて

きfこ。

3)青年期は以前考えられていたほど危機的で

なくなってきた0

4)自己確立の努力をしない青年が増えてきた。

→ 親や権威者の儲舘観を協まずに受け入

れる膏年がかなりみられる。



教育講演

人間行動研究と看護学

一一コミュニケーションの仔勤学的理解

この発表でお話したいことは，私たちが「コミュ

ニケーションJということについて漠然と患い込

んでいることが，意外といいかげんなものである

ということ，少なくとも， rコミュニケーション
とは肉かJということにかかわる本繋的にまった

く巽なったニつの考え方が区別されずに共存して

いる，だからそれらをきちんと毘制すべきだ，と

いうことです。内容としては，それらがどう区別

されるのか，そのような区間がなぜ重要なのか，

という点について，人びとの行動を品うりのままに

してそこにパターンを発見しようとする方法，

つまり行動学的な揖点からの理解をご紹介すると

いうことになるはずです。

私たちが「コミュニケーションとは伺かjとい

うことについて常識的に指じていることとは，ま

ず第一に，次のようなことだと思えます。コミュ

ニケーシ罫ンとは，雷詩的メッセージの交換のこ

とであり，そのようなメッセージは，ボールが手

渡されるときのように人びとの簡を移動するが，

この移動ということにこそこの現象の本質がある

と考えます。それに対して第二の考え方は，ここ

にお集まりの皆様の御専門である「看護jという

領域とも無畿ではないのですが，コミュニケーショ

ンをたんなるメッセージのやり取りと考えるので

はなく，それに関与する人びとの間の「関係jを

作り上げたり，維持したりするものとして提えよ

うとする立場をとります。「夫捕のコミュニケー

シ冨ンが足りないjとか， r子どもの発達には親
子の良きコミュニケーションが不可欠だjという

言い方をするときの考え方がこれにさきたります。

この二つのコミュニケーションのうちの第二の

ものは， r関係の{云え合いjとしてのコミュニケー

弘前大学 北村光一

シ吉ンと呼べるはずですが，それがいろいろな意

味で，言語以外の身体的メッセージと強く結び付

いたものなのです。まず，身体的メッセージとは

いつでも，それを受け叡ったものに何らかの反応

を嬰求するものであって，そのようなメッセージ

の交換において，人び、とは結果的iこ何らかの「関

係jに入らざるをえなくなってしまいます。笑い

かける人は，相手が笑い返すように促しているの

です。また人は， r関部jにかかわる侍らかの本
心を相手に結えようとするとき，あるいはそれを

相手から読み取ろうとするとき，ことば以外の手

段に自を向けるのがつねのようです。頭を下げ，

手をついて謝るのでなければ結手が承知しない，

ということがあります。

このような身体的メッセージが持っている特撮

を， ッセージと対比して提えることによっ

て，ここでいうニつのコミュニケーションの区別

が明確になるはずです。すなわち， ッセー

ジは，第三者約に持かについて報告するものとし

て用いられることが中心となるのに対して，身体

的メッセージの交換では，そのメッセージ

者的なものには決してなりえず，それを発揺する

ことは， r関捺jの一端に自らなり，それと共に
もう一方の端を相手に提案する，ということにな

るのです。そして，コミュニケーションにおける

この二つの藍分が， じつは人が物惑を知るときの

知り方の二つのタイプに対応しているのだ，とい

う話題でこの発表を締めくくりたいと患います。
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教育講演

ターミナルケアからパリアティブケアへ

OLの維持・向上をめざした看護の役割一一

1.“罷性疾患としてのがん"の時代

統計によると(がんの統計'91，財団法人がん

研究振興財盟)早期がんの 5年生存率は，腕がん

CI陸がん)80.1%，結騒がん93.6%，直腸がん86.

3%，胃がん93.0%，乳がん98.7%となっている。

早期に発見すると，がんの治療効果は極めて向上

してきた。たとえ病期が進んでも，いま多くのが

ん患者はその時必要で可能な-治療を受けながら，

その人なりの社会生活をおくることができる時代

になってきた。病期が進むと当然，治癒的治療と

いうよりはむしろ緩和的監療 (Palliativecare) 

の対象となる。患者のQualityof Life (QOL) 

を尊重しながら，絞状を改善して出来るだけその

人に可能な社会生活を長く送れるように援助する

ことがその日擦になる。

2. Palliative careとQOL

Palliativ日 careの目標は，患者に残された日々

を最大限に充実することを目指して戦うことであ

り，その内容は1)徹践した不快症状の緩和， 2) 

心理的なケア， 3)家族のサポートが含まれる。

がん患者，特に進行・末期がん患者の 7~8 割

に，痛みが最もつらい症状としてあらわれ，痛み

の緩和は患者のQOLの維持・向上に大きく影響

する。患者の24時間の生活を者とるナースとして

は，痛みのコントロールに関してその役割は大き

い。基本的には患者の痛みの状況を適切にアセス

メントし， {也の医療職，特に医師との客観的な清

報をもとにした相談ができることである。アセス

メントに必要なボディチャート・ペインスケール，

フローシートを上手に工夫できるとよい。

また，がん患者におきやすい粘膜のトラブル，

特に口腔粘膜の適切なケアは看護の重要な役割で
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東札幌病競 石壇培子

ある。患者のQOLIこ大きく影響する粘膜のケア

はアセスメント，実践，評価と Palliativecare 

に共通するプロセスに従ってなされることはいう

までもなし、。

これまで述べてきたように， Palliative care 

の毘標は患者のQOLの維持・向上にあるが， Q

OLとは極めて主観的かっ抽象的な概念である。

私たち底療者にとっては，それが患者に異現化さ

れることに意味がある。従って法療者間での概念

の共通理解は欠かせない。私たちは， QOLとは

「人格としての患者の人生の可能性(選択の幅)

がどれ程広がっているかJと定義し， QOLが高

いとは「その可能性がより広がっている」ことと

考える哲学者清水の提案に開意するものである。

3. Palliative careとチーム医療

がんの病鶏が進行する程，医療チームがその職

種の専門性をオーバーラップさせながら日常の睦

療はすすめられる。有機的に機能するチーム援嬢

体制がシステムとして定義することが望ましい。

例えば合同Conferenceや種々のmeeting，学習

会やセミナ一等，同じ土俵で対話を重ねる土壌が

ほしし、。ナースはチーム睦擦が円滑にすすめられ

るように， コーディネーターとしての役割があるO

仁教脊と研究と実践

Palliative careの嬢史はまだ浅く，患者の苦痛

疲状の緩和についても，まだまだ工夫開発が必要

である。日常の実践を研究的に積み重ね，問時に

その思想、やケアのノウハウについて教育を継続し

ながら実援のレベルを向上させていきたいものだ。

すなわち，研究と教育・実践のサイクルの議続

がこの分野の医療の学問的な体系をつくっていく

ことにつながる。



特別講演

これからの看護と看護教育などに望みたいこと

弘前大学名誉教授 品川告良

盛長 弘前大学木村宏子
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特別講演

これからの審護と看護教育などに望みたいこと

弘前大学名誉教授 ) 11 良

次の諸開題について，私見を述べさせて項きた きたい。

L 、。

しこれからの看護に望みたいこと

1.看護婦さんは，患者さんの傍に， もっと語

て欲しい。また，いられるようになって欲し

い。特に，経験豊かな年長の看護揚さんに，

それを強くお願いしたいし，またそれが，可

能な看護体制になって欲しい。

2. [""病院看護jの実態，特にその欠点に，目

覚めて環きたい。

3.患者さんとその家族などへの吃、対， もっと

難しく言うならば， communication skills 

を身につけて現きたL、。

4.社会や臼常生活における看護(や援擦〉の

位置づけを， もう一度，考え直して頭きたい。

ll. これからの看護教育に望みたいこと
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1. [""基礎看護教育」と「専門看護教脊」との

別を， もっとはっきりさせるべきである。匿

学教育もそうだが，日本では，両者が漉i帯さ

れすぎている。

2.資格取得後の「卒後教育Jでは，専門技術

教育を， もっと充実させるべきである。日本

の看護の f卒後教育」では，非技術的なこと

の教育や研修に，重点が寵かれすぎている。

3. Communication skillsを， もっと身につ

けさせて頂きたい。

4.看護や監療と経済，特に物資の節約につい

ても， もっと教えて}頁きたい。

5.社会的，倫理的なことについても，もっと

教えて環きたい。また， この方揺の題題につ

いて， もっと議論の機会をもつようにして頂

滋.社会全体に望みたいこと

1.ただ「不足jを歎いてばかり居ないで， 日

本の社会は， [""看護婦不足jに対する具体的

な対策を，人口動態なども諮まえ，国民的な

視野に立って考え，立てるべきであるo

i 看護(や医療)の守備範臨(ないしは責任

範由)が， もう-)j芝，検討されるべきである。

特に，患者の f入説条件jの再検討が行われ

るべきではなかろうか。

3.闘ったときだけ f看護(や医療)ほど大切

なものはないJなどと言ってばかり賠ないで，

いつかは必ず自分の身にもふりかかる問題の

1っとして，看護(や医療)の開題を，社会

全体が，もっと真剣に考えるべきである。

4.病院を新築したり増床したりしようする者

に対しでは，予め必要なだけの看護嬬の養成

を，義務づけてはどうか。

5.文部省と厚生省は，もっと頻繁に， [""看護

婦問題」について話し合えないものか。

6.悶じようなことは，涯師会や看護協会など

についても言えよう。

7. [""看護問題Jや「看護婦問題jで，顕の切

り替えを一番迫られているのは，実は私たち

藍師であるのかも知れない。また，私たち

舗の頭の切り替えを一番訪げているものは，

終戦直後さながらの「制度Jと，いわゆる

「学校医学jや f経済j偏重の掻向である，

とも言われている。



築学会研究報告

人工股関節全震換患者の回復過程

および生活の満足度に関する研究

金沢大学程標技鯖短期大学部 泉 キヨ子

座長 千葉大学 草刈 子

65 



人工股関節全景換患者の回復過程

および生活の満足度に関する研究

金沢大学陸療技術櫨期大学部 泉 キヨ

E研究自的]

人工関節会置換箭は，変形性関節症や理性関節

1)ウマチなどで高度に関節に変形をきたし，終痛

が強く，可動制限のある患者にとって，無痛性と

可動性が獲得できる手術である。しかし，人工の

関節ゆえ，耐用年数の問題もあり，長期に使用す

るには，股関節にかかる負担を少なくするような

日常生活の過ごし方などの退院指導や継続看護が

重要である。

本研究は人工関節置換箭者の患者教育に有効な

手段を明らかにするために，術後 l年間患者の衝

後の呂復過程がどのような要国と関連しているか

を検討することを毘的とした。また生活の満足度

についても検討した。

【研究方法〕

(1) 対象はK大学医学部附議務院で人工股関節全

震換術を受け，退院後1年間の経過を追跡する

ことのできた81例(男 9 伊~，女72f91j ，平均年齢

56. 0土9.8議)であり， うち63f91Jは関節可動域

や生活の満足疫を検討した。

(2) 方法は，①大学病院退院時および退院後 2~

3カ月毎に現在のADLの状況， 日常生活の過

し方，杖使用の有無，術後のリハどりテーショ

ン期間や内容，筋力強化運動の内容，体重の変

化，職業，などの変化を外来での彊接または一

部郵送により prospectiveに調査した。②AD

L項呂は，腰かけ，ズボン着脱，入浴，正鹿，

すわっておじぎ，椅子からの立上がり， しゃが

みこみ，靴下着説，足指爪切り，賠段昇降，パ

ス乗鋒の11項呂である。 ADLの評価は自立3

点，部分介助2点，全介勤(不能を含む) 1点

とした。③生活の満足震は， Selman， S. W. 

のMODIFIED ARTHERITES IMP ACT 

MEASUREMENT SCALESを使用し，手箭後
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1年以上経過し 2年未満の患者に郵送法で調

査した。スコアは，術前・術後変化なしをO点，

箭後肯定的な反応をその程度に応じ十し+2， 

+3点，脊定的な皮応を-1， -2点として採

点した。 @ROMは外来カルテから記援した。

【結果の概要〕

(1) 対象は変形性股関節痕65例 (80.2%)，大腿

骨頭壊死 9 伊~ (11.1%)， f量投開節リウマチ

(RA) 5 f91J (6.2%)，大腿骨頚部骨折2例 (2.

5%)であった。

(2) 1年後の ADLは，ほぼ自立に達しているも

のが多かったが，パス乗降， しゃがみこみ，足

指示切りの告立得点が低かった。

(3) ADL 11項目の 1年間にわたる期復過程は4

グループに大別され，さらに術後3カ月までの

回復状況が，その後の経過に特設ある差を生じ

ることが認められた。

(4) 手術後は手街前に比し，活動性，P}動性， A

DLなどの生理的機能の改善のみならず， 自己

瞭念役割機能でも肯定的な反応が多かった。

またこれらのすべての変数間に正の相関が示さ

れた。

以上の成績から人工股関節全霞換錯は，一般に

患者の ADLの回復とともに生活の満足度も高め

るが，その程度は術後3カ月の時点での ADLの

由復状況の評価が，その後の予誠に有用と思われ

fこ。

従って今後，術後3カ月の時点で l年後の各患

者の ADLの状況を予測し，対象に応じた譲劫方

法や生活設計の長期方針を計画し，以後経過にJ;t

じて必要な看護ケアを異体化しながら，一層有効

な援助を展開してゆきたいと考えている。



l.，，~劣
とピスクラブは速効性、持続性に擾れ、有機物による不活性化の少

ない消毒剤で、主その効果は多数のデータにより検証され、英・米での

感染防止ガイドラインにも紹介されています二

手指南殺欝消毒荷i

組成‘グjレコン重量クロルヘキシジン4%CW/V)

選撃すぐれた除菌効果を発揮します。

構持続効果にすぐれ、長時間作用し続けます。

畿血液、体液などの影響が少ない消毒剤です。

騒MRSAへの有効性が評髄されています。

術蕊手洗いの徐蕗率 3関鮎開燃の手洗い互選察側予報答

一一ト1ibiscrub ……化ドンヨード

際効露を・効果綴医療総数における医関、署警鐘綴毒事の医療t主要事者の苧綴淡霧 器語使用上のi主主意E富山次の場合iこは使用しないこと E主主主の?DJt-へキシジン繁言語iこ対
する透敏症を銭こした苦言 i21次の場合には慎重量iこ使用すること 薬物語童数体重喜の者 以E詩作用 途数窓:ときに発疹害事の遂敏在室状があらわれることがあるので、

このよう主主主状があらわれた縫合iこは便局を中止することJ告のヲロルヘキシジン裂欝10)投与によりショyヴ主主状を怒こしたとの殺を告があるo 141，室用上のi主重量 1:手lli
3再議以外の積約lこは使用し幸いこと。 2)*書iの使用中lこ絞って緩に入もないようにf主主霊することc緩に入った議会i草、鐙ちによく水没すること。

議そのf也の慾緩い上の，主意書事については
添付文蓄蓄をご警告要ください9

発ぎを5i:i資料Z車掌先} 室長選緩ヲモ元

アイ・シー・アイファーマ株式会社 住友製薬株式会社
宇541大!&需中央径今換2T自5番S号 子541大怒市中央E互選努i!lJ2T!l2番S号
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建議自己紹介をします

〉誕実習

私<Kyoko>は、身長158cm体重は約

15kgで、す。〈ケイコ〉の妹として生

まれ、姉よりもずっとソフトで人

あたりがよく、いろいろな仕事が

できます。どうぞよろしくお願い

致します。
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母パイタjレサイン人形
@心音は音量も調節できます。

則氏1専は左右こめかみ、頚動派、

子茸で触診でき、速度も調節可

能です。

⑧j晶j支調節もできます。

本 社京都市伏見区下篤羽渡瀬町 35-1 (075) 621-2225 
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一般演題

第 1 日

( 8丹 1日〉



1日第1会場第1群

1) 術WJi肖忍法の上七絞・検討一人工役関節

会霞後手むを受ける怒容の皮関表:(EEfj検王室

~総大学医学部船底病院

。渡辺尚子、末永良子、高緩i議主喜子、松E室長室美

i伊蕨答率、白石Z昔、子、松主主滋子、喜喜多泰子

人工殺関節の手術において最も恐れられている

のが深部感染である。バイオクリーンルームなと

手術環境の然蕗fとにより感染率は低下しているボ

…方院内感染などぷ性習の出現;こより、いったん

主主努きすると治癒lこ鴎幾をきたす例が多い。我々は

手術患者に対し手術室搬入前にとどテン浴を続け

てきた。今回、皮磁の綿密培養検査を行い、消毒

液の稜緩や方法による消黍効果の浅いを検討した

く研究方法〉

人工股関節金援換衡を受けるj患者 17名を対象

:こ、手術当白書毒擦においてとどテン (0. 02% 

)、イソジン (0.02%、0.002%、O

001%)を用いた薬浴で 15分間入浴し.，祭器Zブ

ラッシングを 5分間施行する方法と、イソジン(

O. 02%)による浴拭で間一部位を 5秒間3回

済拭する方法を比重宝した。渓立文方法はllll液主主夫培

地をfflいたスタンブ法で (A)浴室き百ij、 (B)消

毒陵後と、王手術家で (C)手街頭耳石の 3@]、慾鎮11

の鼠径部および大事王子部の 2ヵ所から主主取した。

採取後37
0

Cで48時間培養して、菌検数を数え

、閉まEを行った。

〈結果〉

Aから B、AからCにおける蕗減数の推移は、

ウィルコクソンの11原伎検定、 1%の危険率で幸喜怒

iこ減少した。 Bから Cにおいては、菌数の場加は

殆ど認めなかった。 j誇毒液の種類、濃度、方法に

よる比絞をクラスカルーウ*. 1)ステストで分析

すると有意号室は認めなかった。検出された袋在援

はStaphylococcus sp. が殆どであったが、病原

菌となる可能性がある S. cpidcrmidisとS. ho 

崩inisも含まれていた。

〈結論〉

①j潟議液の稜類、濃度、方主主lこ潟{係なく、 1湾王室1夜

を伺いた言Ij処緩を行うと、菌株主主は減少する。

③前処lli!'こよって減少した菌株数の状況は、手術

基霊前まで保持されている。

③イソジンは濃度による効果の王室が大きいと言わ

れているがJ今回の研突では主主治、定かったn
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2) 剃毛馬ブラシの綿密学的検討

札幌厚生病院 O小山呂志、

弘前大学教脊学部看護学科教室 花田久美子，

米内山千賀子，葛西敦子，木村紀笑，福島松郎

剃毛は，術野の皮膚?湾海効祭を高め，術後創感

染を予防する践的で，一般に定着している術前処

置である。しかし近年，剃毛はむしろ術後部感染

の発現を高める，という報告もなされているo そ

こで創感染の侵入経路として剃毛用ブラシ(以下

ブラシ)に者自し，紹i*l学的に検討した。

研究対象および方法.外科病棟で使用されてい

たブラシ(以下病棟ブラシ)のベ27本の務!菌を調

査し，消毒剤によるブラシの消毒効果も調査しTこ。

次に，新品のブラシ(以下新品ブラシとする)の

留の経終的調査を行った。また，病棟ブラシと新

品ブラシを使用して石けんを塗った時に皮膚i乙付

着する総磁を，皮膚疾患のない学生40名で諮査し

た。ブラシの級滋採取は，生理的食坂水を入れた

滅磁試験管の中でブラシを回転させた後遠心分離

し，沈殿物を血液君事天培地iこ主主抹，主音護，同定し

7こ。皮!討の総磁採取にはト 1)ブチケースソイブロ

スぞ浸した滅菌綿棒を用い，血液寒天培地{こ塗抹

し，培護，向定した。

結果

1. 病棟ブラシから検出された細菌数は， i盟潤

群が乾燥若手応比べ有意に多かった。

2. 検出された留の種類は，黄色ブドウ球菌，

その他の Staphylococcus，Bucillus属，縁綴蔚，

その他のブドウ糖非発酵性グラム陰性稗菌，大腸

菌，その他の腸内細菌であった。

3. i潟毒剤による消毒効果をみると，治主義前に

比べ，消毒産後は有意に減少したが， 24時間後の

乾燥した状態では再び場加していた。

4 新品フラシlζ付着していくお!I蹟数は.使用

@]数l沼周と比較して2盟関以降で有意にt動員し

Tこ。

5. ブラシぞ使用して石けんぞ塗ったときに皮

膚i乙付者する細菌数は，病棟ブラシ群が有意に多

く，検出細菌は，黄色ブドウ球菌，緑膿菌，緑膿

菌以外のブドウ穏非発務性グラム陰性柊蕗，続内

総磁であった。



3) 

状況

小児病著誌における窓、交と審議長蓄のお検出

82主2芸科大学総j議病F完

O 問弁典子

千葉大学毒まま菱学部

5話口守支努

未熟児、新生児:ま1感染防5盟主5のヨ託手をiま:こよ号、

.~!廷しやすく、しかも、容易:こ愛痘{どしやすい令

また、 flrH員約王室主主iこ主主をな怒見をi反容し、主義@l保

管を11'なう{本苦手j(こは、とりわけ感染の後会、また

危F主役も介入しやすい。

怒没後Eきとしては、医療従奉者からの後議会j慾染、

iiii会考からの夜、染、三号、児向τとの怒染、怠交を耳Z号

毛主く環境汚染などが五まえられる。そのやで、今B

Z主主義従慈善まのおの検出状況を認宝ましたので、ここ

:こ、 宅設をきする。

対象と方法:綴書室慾見 1名、愛護主選延べ 18名、

5主総 1名毛正文¥jまとして、

1.慾!廷 :8勤関長会書官と終ア5寺の樹立夏と善意筏

2. 還ま 5愛媛 a.8 霊会関姶自11 と終了 E寺のIJ\il~Jíと毅絞

b . î説書室~入 2霊前:こ手洗い主主行 f訟のミ手

f言・ O[ijE翼・塁塁綬

3. ~g軍:務護主諸問緩:こ手?雪・鳴き覧・ 5革 Eをよ号

機体f*怒し寒天王子綴法主主iこさ霊布後、 370 Cの
1浮若喜怒で 24. a寺鰐土ぎを惑し、それぞれのコロニー数

をカウントした a なお、コロニー数は大、中、 JJ、

:こ分殺した。

総菜:

1 )忍j足、薮;室長蓄ともに、 Z容認・長率経についてみ

ると、重量綬の方 I)'コロニー主主が少ない@なお、

議絡ではコロニーの大きさの後手芸もき違綬のほうが

少な、'.

2 )管、炎、審議綴ともに、日数開始前より終了5寺

の:をうが、コロニー数の増加がみるれる。終:こ、

自室主携において、 5寺簡の経過:こよちコロニー数が

縫える i傾向方'0;る。

3 )字誌をい主主行後の ~g事・童子 E室長尋の三子治からは

喜iilま検出されない。

4) 慾染予防からみたまま護学受の鼠総長室の
ま器産ぎ検索について

- 1 王手持の喜革派実習郊と 3 王手後の震基m~ '，!;ì終了後

の察官主ブドウEまE蓄の分後と MICの護IJJEまさ祭一

札綴医科大学衛生短期大学部看護学科

O山白書妻子、木j京キヨ子、王手 寝室雲、 5草原 章2

〈白書守}人の塁率喜存運互に字君主E する黄色ブドウff:童~H立

、霊草 E在宅r~震の棄霊祭をもたない看護学笈 1 王手善寺は約

40%のさ群生にみられたことをう去のさ話学会に於て毅

告をした。今@]}立、塁革派妻子援の経験後の終的長室の

殺を重喜の現状を知り、今後の祭主話予防の童文予ぎに役

立てることを密約とした。

{対毅および方法〉対象は20緩から 22重量までの50

名女子診護学生 3年生である。意義床看護ささ留は 3

王手筋で合計22遂であり、塁革派義援をま霊験している

。検体の祭祭は 3王手持の多喜善ま終了後12麹 131こ行っ

た。採祭方法;立学生の重義務長主から滋務総務を続い

て、 1i'.:t5完1]1こ燦私立葉スワブを分量壁材料とした。

級審喜検察lま5%~手邸主主語審天 t吾泌を F詩い、 37 • Cで

24隊員罰法き撃し、 Colonyの波状を緩怒した。ブドウ

走者重苦の重塁手撃の間定はAPI叩 STAPHキットを佼隠した

@話ICの溺:)j定は説RSAスクリーン禁事天培地iこコアグ

ラーゼ滋伎のS.aureusを後手還し、 35'C 24!1寺Fa1ぼ

繋後手当J.i宣した。結5裂は、 i潟じ対象畿の蕊尿器議5軽
震喜Ijの 1学年E寺iこ喜Ij主主のi司じ万五まで行った綴鐙検

索の結祭と上七絞した。

〈ま毒薬) 1. 長率続長まから分綴されたブドウ去言語警は

S.aureusが 27(21.0%) 、 S.epidermidis iJま10(10. 

8覧}であり、その他S.Capitis 、S.hominisがわ

ずかみられた。 2. 長室E翠な者5護学生のi義務廷にお
ける資色ブドウEま磁の{袋詰喜容は、さ主体0)32%にみ

られ、そのうち潟傍)~議役者は 20% であった。 3.

メチシリン爵位蓄電色ブドウ球震警備RSA) 検言廷では

S時 aureus16毛まとも絵伎であった。 4. 1王手持と

3王手跨を比絞すると策色ブドウEま僚の際伎は 1f五

跨41.0誌に立すし、 3f手持32.0%であり{低下後向を

示した。湾学年にわたり際性を示したのは 10名{

20%)であり、陰性保持者は 19名 {38覧}であった。

陰性から綴俊へ変化したものは 5名(10%) であり

手暴投から陰性に変化したものは 9名(18%)であっ

た。 5.滋床受章ぎで話RSA慾設をきをけ持ってケアをし

た学主主9毛54コ5名l立、 E考古詳王手iこむたワ焚色ブドウ

ff:霊!i~主役会示し、 i名iま除後から隊後iこ変化した

• 2名iまま塁後から絵伎に変化した。以上のま吉蒸か

ら、 1 . 華ui棄なさ芋主主;こも長寿療事五重喜が約30覧殺をす

ることが証明された。室主し審議学主主 3王手持では

話RSA保盗容は尽ないことが島幸った。このことは、

愛護ケアを慈翁iこ擦供する土議会、くしゃみ..1翠f十

・長率孔に王子を完全れる毒事の動作が、慾染につながる

髪喜さなお子と考えられた. 2.闘RSA慾誉会受持っ

た学生 g名<=t1名が、委主色ブドウまま箆E還後に変化
したが、この奮は諒RSAではなかった。総SA怒ぎと

ケア援供苦言問の感染の関係については、今後検討

をつづげたい。
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5) ロ霊室内の級E喜学約な検討
資森市民主著書主還ま喜重綴

。石凋美砂子、 IE立E草子、中妻子宮室J!;奈美
山口ゆきゑ子

治化祭主主悠怠容の主審合、病状によってチュープ

が符入されたり、終童文豪色食もしくは水分のみ欽淘

若干百?となる念者iま少なくない@このような怠者の

場合、ロ経内の霊~i留がiJ?:たれず予言夜 E査による二次

慾染の可能性がilくなる@そこで私達i土、予言沼療

をさ局している念事量約 (0. 2 %イソジンガーグjレ

O. 8 %ファギソンガーグル)を飼いて、含草誌に

よってどの稜笈予言在留が滅蕊しているのかを知る

ためき実験研究を行った.尚、校体l土合鍬前、[[後

1 g寺間後に採取し、比較対象として水道水での含

綴もi湾擦に行い検体を採取した.その結果、会事設

の効系i主、会場ま発!の幸霊祭や方法にも大きく努電器を

受けていることがわかった e
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6) 呼吸訓練における続殺iiEの改妥労j祭に

ついてートワフロー Eとボルダイン5000を比較し

て

自治医科大学付属病院

。山口久笑子、宮下真理子、大illl言子

主主資3E.子、石堂j洋子

1 .はじめに

術後前i合併疲予防の-1frとして行っている 5臼

閣の術前呼吸詰11絞の効果を知る目的で、俊民人を

対象として、Irrli機能の改善t;1J祭及び血行動態への

影響を検討した。

ll.研究対象及び方法

健康成人女子14名を対象とし、 トリフロー君f8

名とボルダイン群6名に分けた。

方法は、 182回(朝とタ)の 58問、 トリフ

ロ一日とボルダイン5000(B2ドゾャーウ yト株式

会社)をそれぞれ15殴ずつ行った。締機能i立、ス

パイロシフトSP-300 (フクダ常子株式会社)を

使用し、施行前と毎日夕終了後lこ%旬、 FEV1%を

i!(l]J'Eした。血行動態i立、ぎil綴前後の血圧、仮泊、

酸素飽和皮 (Sa02)を測定した。 Sa021t、Ohmeda

Biox 3740 Puls号 Oximel色Fを使用した。

弘幸吉泉

1 siji機能の経終的変化

1)%VC:トリフロー蕊では、施行前はおごと 5%

であったが、第 1B El93玄 5%、第48El98-仁 4

%と詰iI綴によって有~:，こ (P<0.05) 上昇した。

ボルダイン若手では、施行前は 104こt 6% で第 1~

5BElまでの問、有意な変化がなかった。

2)FEVI% :施行前では、 トワフロー苦手は93玄 3

%、ポノレダイン苦手では民主 1%で、南若手とも ~JiI絞

による有意な変化はなかった。

2訓練前後の血行動態の変化

1)収縮期的lE王 トリフロー群では、第 1B E11ま

7 -ヒ 2問mHgであったが、!n2臼自は 4こt1剛 Hgと

訓練前後の血圧変動が、第2日目以降で有志、lこ(

P <0.05)ノトEきくなった。ボルダイン群では、第

i日閉が8ごと 2隅 Hgで、!n2日目以降も変動絡は

変わらなかった。

2)脈拍、 S昌弘;こは、一定の傾向がなかった。

3訓練後の8覚症状

めまい、疲労感などの自覚症状は、ボルダイン

苦手の方が少なかった。



1臼第1会場第2群

7) )fD手議 itJJ完I~警の存r 5t 

…一一-む言'!五忠告号・議rmiオリエンテーシ沼ン

アンケートに i見われた，ft盆?産主義 1議

'f.~ lil災科薬科大学説fl¥総長

0;之口 喜代をま J1"ヂド 治 fど 1110 二子重喜子

三子 fj、*:'{:溌&~ -:.j; t;s x1藍三己主1:(Vf ，t総数セ y デー
ト'J話災

長 1包1ilt 派手銭安!i;華録会;議(1878) で， f渇*

綴jyJ表選(7))宝議議が淀むされた。わが慰におけるおi

手続託l!議長室の笈設はこのIl'jWIよむ ，Hii守護 Ai菱総

ならびに総主主お 3菱総の!訟に少しずつ広まっていっ

たと考えられる@

続出í' 緩や・委託主義を返して議室長完治な芝告を従iJ~

する初手持;絞殺後のJlf，議 4こよればを続三lil潟長

rJiiオリエンテーシ z ンなどの持，訟のき義務 iま，話1iF

議JYLぉ;撃のil!:淡な古s分とされている@ 守語交に右

前オザエンテーション j をwi談後の分犯する慾

とするならば主総務詰~ J 土手緩?号線の分 illす

る3実務とみなすことがよ主主主る. しかしながら、

れらの粂務には，分!f!終P時めイ<!災なものがあり，

その主主;i1lこiJdられている.

そこで今村].手長持?言 J守泌総・綴綴，r;基綴にだし

て， 持ii潟三雪議決主主の分 J!!蓄をi議長主主主を災ゴをした@

[累必ブiIよ]終liiJ祭表 3美談。なおならびに f1rn 殺
による遜談会務の分終夜院のなよ之を災 2をした。

f対象 A • B • Cつ司令綴喜之の手議fお・外科紛争を

にjb務するヨ室長選のベ 12苦手平均年令 28才〉

f主主主義 j

し総務 ;fi霊安品業務と£綴窓 x1芸妓粂務および

i品フJ義務との認識を比較し寄えきのi立!{f，ミ Lこは，

各会主ぷ・各;持議書官 ;;>}Iこよザ衿々 の}r;;主主をよ立めた.

2，手持続ゑ j霊祭認な滋において告 fIIj訪問 i土葬f泌

オザエンテーショ:.-こえベ， jUI iIll r怒にぬかく，手

袋三立にt>l!{系する '1¥さちに後五:されるま話 fi:号があった.

3， 詩J必よ}j僚の突きもきさ設と会2主主主主を52では， 長持品主

力議会務の分復守宅担1T;-議室にすをを認めた。

4， 15号+分析により詩語立ち??託L!F子'@l巷i滋校長話

ご子・手持;ざを不安 iペヲが主b"ちされた@

ふ る智治お;長笈 J去のィ、百記事:t~主・抗争託収集. tii-務災

fJ¥の業務分おに!立!しても 4華々の怠絡を認め， 会吉5

には祭議ゴ主務とほとらえていないえ五もあった.

8) 手総祭器議長幸u)怒ヰ告の不安iこ対する終え

n 
お潟大会主総絞

01.iきE霊渓子

守二3語大学務i支学高li

阪口被努

:まじめiこ:

総 lì立訪問はほとんどの定例会~ :忽=%Tと初対立立であ

り、 15分から 30分前後の怨いmH菱自寺郊でiTなって
いる。そのかかわりのやで、手続~の宅I. [霊長警が筏

Fまで不安定之主主夫況にある怒還をの心耳芝生文主主需をどの怒
後援えられているのが、また、その従え1i(ま審議

総によって遂いがあるのではないかと、以吉宮より

疑問を感じていた。そこで、係官官訪問;をiTなった

審議長著:こ宣言切な?話線モiJなうために、李総怒容の

不安とそれを審議長議がどのように捉える級向があ

るかについて認波紋討したので綴をきする。

だと方法:

おゑ:19告i年10汚19Bからは汚25Bまでの約 2カ

F1 na;こ、 f高官語大空手続淡の外科総務{で、綴喜吉訪問を
i'fない手t訴訟受けた忍者42;sと李総窓若手波長選30名

フう・法:S T 人 1 の不~t:会至宝を筑前訪問夜行なうお:

の窓、警に渓Bまし、それぞれの平均得点、で 2畿に分
類した。そして、李総j去の?とをに李総意1]~jì の淡糸

さきア?去にアンケート約笈をtTなった。
一方、王手術家活設立還にモズレ 1t討議後三塁〈ト11P 

1 )を行えよい、外向絞殺ミヌす Ej墨ぷと神経質綴{勾

達三2ヌず災得点の平均{愛で4雲手iこ分主主した。さらに、
泌総i泌をl'fなったミ雪渓綴lこ訪問終了後:こアンケ

ート続交をirなった。以上の総長ミをは P 1分綴-
STAI分綴)lIJtこクロス集計し χ2検定を1Jなっ

た。

主主祭・

l)iVI P 1では季節笈安設綴がタトroJ王的綴ruJが長をも

強く、神経1:î綴!匂は!J~かった。

2)ヰ犬猿不安がおいのは;汚名令長自らないj怒、殺に多く、

怒後疾!E，!iE、還をや王手続経験のない送、老 iこはそのi滋i勾

がみられた。

3)綴lI百訪問で王手術家宅f菱総{ま忠、容のよ文主主不安{ま縫

えられていたが、 1寺?主不~~ま I足えられていない。

.j)M P 1の?主務分主主で、外{勾殺が強く、 w事皇室塁な
審議長警は怒毛?の状態不安を澄切に従えていた。

5)ミ実務がBjjるい，態度がリラックスしている， 22

芸さ数が多い窓、主きを状態不安が縫いと縫えていた。

6) ミF，~ムはおi 前訪問で李総i 笈:こ段j'ずる綴綴君主3Jiとめて

いないが、李総祭器緩急習と琢認を終ったことに2李

総を与えていた。
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9) 王手術を受ける態、容と霊祭族の不安

弘前大学教育学部看護学科教室主

0戸津瑞恵，米内山千賀子，木村紀美

花図久美子，葛西敦子，福島松郎

1. 図的

手術窓、者が手術による悩みと不安を持つことは，

その情緒商の乱れや行動の変化からうかがえる。ま

た，家族もその一員が手術与を受ける場合，多かれ少な

かれ不安を持つものである。そこで，手術部5----7日

から退院までの関に，両者の不安がどのように推移

し，さらにそれらの関係ぞ知るため調査を行なっTこc

i 研究対象および方法

対象は，弘前大学医学部F付属病院第1外手羽丙棟，

第2外科病棟，産科婦人科梼擦において，全身麻

酔下で手術を受ける患者124名とその家族91名で

あった。方法は，患者と家族i乙不安の指標として

不安自己評定質問票 (TheState-Trait Anxiety 

1 nventory，以下STAI… 1 ;状態不安， S T A 

I-lI;特性不安)を手術前5----7B，手術前日

(患者) ，手術当日(家族) ，術後I週間前後お

よびm続時に記入してもらった。[riJf期 ζ，心配の
内容を知るためにアンケート調資ーをした。

III. 結祭および考察

l 状態不安得点は，どの時期においても，患者

よち家族のほうが高かった。

2. 状態不安得点は，患者，家族とも手術部 5----

7 B，手術前日(当日)，こ比べ，術後1遜関前

後，退院時lこ有意に減少した。

3. 女性の家族は，女性の患者よち，退院時の状

態不安得点が有意に高かった。

4 良性疾窓、では，退続時における家族の状態不

安得点、が，患者のそれより有意に高く，悪性疾

患では，術後1週間前後における家族の状態不

安得点が，怠者のそれより有意に高かった。

5. 窓、者の場合，老年期の状態不安・特性不安得

点は，青年期・壮年期のそれらに比べ有意に低か

ったが，家族においては授がみられなかった。

6. 術後1i層部前後において，悪性疾患忠、者の家

族は，良性疾怨、窓、者の家族より「患者の病状j

について心配している者の割合が多かった。

以上より，手術前後は家族lこもコミュニケーショ

ンの充実，情報提供の機会ぞ鴻やす等の援助がよ

り望まれる。
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10) 局所麻酔で手術そ受ける患者の筋弛緩

言iI綴の効果

虎の門病続分続

O杉原子鶴

弘前大学教育学部看護学科教室

木村紀美、米内山千賀子、花田久美子、

福島松郎

目的:手術;ζ臨む窓、者は、多かれ少なかれ手術

l乙対して不安をもっている。局所麻畿で手術を受

ける患者は、意識が保たれているので、その不安

は手術中も継続されると考える。そ ζで、手術中

の不安を軽減するため、局所麻酔での手術が予定

されている患者を対象に、手i昔前iζJacobson-Wo 1 pe 

の筋弛緩訟i練を試行し、その効果を検討した。

対象および方法対象は弘前大学窓学部約属病

院限科病擦に入院し、局所麻酔での手術が予定さ

れている患者、男性17例、女性30例とした。疾怠

は白内棒、緑内降、糖尿病性総膜症、終膜;JtiJ離な

どであった。方法は、施行若手には術前5日間、毎

日14時以降、筋弛緩訓練の方法を吹き込んだカセ

ットテープを渇かせ、筆者とともに坐位または臥

位で行った。また、患者自身も l日3厨以上行

うように指導した。さらに、施行群・コントロー

ノレ群ともに、テーラー不安テスト (MAS)を施

行した。手術中i立、五立正、脈泊数を測定し、全身

状態も観察した。

結果および考察:

1.筋弛緩訓練を行うことにより、手術中の収縮窓

血在・拡張綴血EEはともに安定し、手術室入室前
とほぼ民じか、それよ引晶、鐙を示した。また、

手術中の紙拍数は、手術室入室より高かったが、

安定していた。

2.MASの成績からは、低不安群の患者より中不

安群の患者i乙効薬がある乙とが明らかとなった。

3.局所麻酔での手術経験の有無からは、手術経験

のある患者により効果があることが紛らかとなっ

た。

4全身状態、などの比較では、試行若手は安定した傾

向にあった。

以上のことから、筋弛緩語11練は、局所麻酔で手

術を?受ける患者の街中の不安を軽減するのに効果

があるといえた。



11) 怠2蓄の手筏淡定;こ及ぼす家族の彩警警

跨山大学医学部院長義務段

く〉久保五月

千葉大学看護学部

土屋尚喜室、金子宇利子

患者の李総決定;こ及iます家族の彩畿を知るため、

手続説明時から決心するまでの慾者および家族の状

況を重審査した。

[対象]

①S 51王手-H2与の?習に向山大学災後第2外科書毒事長

において人工皮門造設衡をうけ、役会主主活を送っ

ている慾者r45名，沼i波数36名{平均年令59.8こと11

8産量)

②ストーマケア{こ怒ら協力している家族45名. @]l波

数30名 (平均王E震設53‘Sごと12.8緩}

[方法]

慾者および家族が手綴説明を長遣いてから決定する

までの状況に関して笈閉経忽鐙訟によるアンケート

謁笈を亥絡した。また慾君主および家主主の手緩の受容

過程iこ関しては看護記録より後討を加えた。

[結祭および考察]

(j)ミ手術主主管iこ?認しでは7S%のE警察調がミ脅かに続t去して

いた。絡談怒号三はきc{i喜怒が緩も多かった。
②慾替が家族に穏談したE寺務と王手衡を決心した詩文号

との総iこは強い際遂があり (Cr詰 0.7の、ふた

つの符怒が一致する.~主主雪は72%を占めていた。

@ふたつの姥紛が一致していない慾者のうち、総談

してからきた心するまでに終問を愛した慾警は全員

「家族のすすめJ{こよって決心していた。 i受;こ、

決心した後;こ穏談した慾替は r~主きるため J {こ手

衡を選択していた。

③経毒ぎが李総を決心した怒Eちでは f生命の綾子寺jが

67.5%と絞ら多かった。 fil差かのすすめjで決心

した人は滋霊誌になるほどま議加していた。

③一方、 93%もの家族が人工区内造設綴iこ対して不

2交を慾じたと答えていた。また不安の内容は多綬

にわたっていた。

以上より、家主誌はj慾者の手続決定iこ大きな影響を

及:ます手ftEであるにむかかわらず、家綴EH手も手術

や術後の生活について、不安をi感じていることがわ

かった。今後は家族をi議議の人的資源としてだけで

なく、看護の対象としてさらに注弓する必喜きがある 9

12) 術前の呼吸言iI練の検討一呼吸機能回

復認iI綴器{スーフJ[， )の評価を試みて一一

九州大学窓学部約属病院

0大池美也子，

原間富美

じまじめに}

，馬場英子，

一般外科手術において、術後の設大呼気設の減

少や霊童素消費畿の増加のため、筋合併症を生じる

可能性が高い。その予坊のため、術部より，務理学

療法が行われている。今回、呼吸機能回援訓練苦言

(スーフル)を用いた術前呼吸訓練の意義につい

て検討した。

[対象と方法}

1. 鶏箆:王手Q!Z3年5月176-9830日

2‘ 対象:術部呼吸訓練、として呼吸機能岱復割線

喜善{スーフル)を使倍した25玖i

3 方法:スーツル使用部鉛、使沼後(8)にマイク

ロスパイロ HI-198(チェスト社)を

用い、紡気蜜の喜平衡をした。

解析は、 t検定で行った。

[総菜]

、ω2.606土741mi!ζ対

し、 (8)2.836土786miと場加した (pく0.05)。

器喫鐙者、女性、 60才以下の症例では、

増加したが、 ーンilU

では笈与を認めなかった。さらに、一秒畿の平均は、

ω1. 614:i: 750. 6me 、{お，)1.620土727mi、 また

一秒率の平均i之、 {ω61土 19%、紛 57土 18.5%

でいづれも脊怒差を認めず、年令、性別、肥満度、

喫鐙、術誌の換気降客パターン別にも差は認めな

会〉った。

【考察]

呼吸接言芸部復号iI綴援は、街拐、術後与を透し早渇

から鍔給することで、総合併症の予防に効果があ

るといわれている。スーフルは、呼気または吸気

に抵抗ぞ加えることによむ、呼吸筋を強化し、-

g換気盤および紡活設の増加が期待出来る。今回

の調査では、スーフルの使用?とより騎活震の場加

を認めた。しかし、高数者、霊喫媛替などにおい

ては、有意差ぞ認めなかった。よって、スーフル

の併潟とともに、気遂の清浄化を箆的とした総理

学療法fをさらに検討していく必要がある。
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1尽第1会議第3群

13) 手術家法を受ける社主手鈎怨、若宮の役劉機能

一手術後の回復過援の 3~寺綴における変化一

三Z霊穴学医療技お短務大学部

。明石慈二子

千三葉大学審議学部

佐藤稜子

[寧?究目的]役 ~)j祭主E とは、その役 ~liこ主主待されて

いる行動をとって役さ訟を菜子こすことをいい、その行

動がとれず役害1) が果たせなくなることぞ役~)機能の

変化という。人が病気や手衡を経験する場合は、気

:1li';交努!行動〈病気であることを認めよくなるために

とる行動)のとり方や病気の段階に沿った議怒の途

足立の佼方が慾賓の治療過程iこ彩警撃を与えるといわれ

ている。従って、家庭やま也域、社会のなかで愛妥な

役~) をもっ壮年綴にある人では、どのように病者の

役筈1)と社会的な役寄せを怒識し、その役割を泉たして

いくのかが問題となる。術後審議の目的は、怒、容の

技会主主活への適応、を促進することであるので、役i!;1)

後終そ切らかにすることは遜応という重量採で霊祭で

ある。そこで本研究では栓写真2慾者の言動から術後

の限後過程における役鋭機能の変化を紛らかにす

るn

[研究方法]手綴を受ける壮年期 (3ト59，涜)の男女

を対室長とし、参加観察法および窃後によって、病気

の各段階の祭霊童と壮年綴の談霊童の主主足立状況に隠する

慾者の言動をf脅報収薬する。分析は季節後の白後i墨

翠第 1-2芸耳、第 3錦、退後決定から退院当日まで

の3時期に沿って行なう。

〔幸吉5塁・考察〕窓、者の言動i立、病気と手術に関係す

る率線、現在の自分の状況に対する認議、 g分に対

する予測あるいは希望、自分以外の関心率lこ分けら

れた。分析の結果、 3草寺綴iこ特徴的な役割機能の変

化が裕おされ、考察した。(!)手続後殴i変遜穫祭 1-

2初 手術による身体的心主主的ストレスゆえに依存

欲求があり、病気の受容綴の特徴を示すが、校王手綴

の{呈~)も怒識して、そのパランスを保つよう調墜し

たり、それぞれの簡で蕊1哀を慾じた号する。 (2)手続

後回復過程第3英司 自立的iこ対処し、体力回復への

吉11擦において自信号を取号戻すことに関心をもってお

号、長室E更に戸]かうために、手i苛後の新しい身体を受

容し、自己穣念を形成し、依存から重量殺する。 (3)送

主主決定から返続当包まで 社会復帰への不安を!慾じ

ながら、:i13錠後の自分の生活、長室康管室主に必芸書な技

術を習得し、社会における自分の役割jを認識する。
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14) 術後精神症状の検討

一審議記録の分析を中心に一

三重大学医学部約属病読

。地崎真寿美

子葉大学看護学部

土慶尚議，金弁和子

手術適応の拡大に伴い，術後精神宮E状の発症率

が高くなっている。 M大学病院外科病棟において

も，食遂f高等の術後に精神症状を釜する患者が多

い傾向にあり，術後管理をするうえで問題となっ

ている。今回，術後精神症状発症の笑態、を調査し，

分析検討した。

[対象]

平成2年4月から 3年3月までにお!大学病院外科

病棟lとおいて手術を受けた怒者171f71Jの表護記録。

〔方法]

術後精神症状を①不穏動作②NG.チューブ・ノレ
ート業員の抜去③不眠@失見当該③幻覚・妄想・独

語③輿笈・多弁・怒り⑦うつ主主状の7項告に設定し，

以下の環悶についてよ記看護記録より分析した。

L 精神症状発症率

2. l'災怒君草加発症率

3. 精神宮室状の出現状況および初発日と持続期間

[結果〕

L 術後精神症状発症率は 18.1%であった。

2. 疾怠別発注Z容では，50%前後の発症をA群(終

綴議，食道箔，胞のう・Iill.管結)， 20%前後の発症を

B群(好綴癌，大腸・箆勝癌，腎筏，その他)，ほと

んど発症しないC群(腿石iJE，甲状腺癌，乳主主)(と

分け比較検討した。①A群では術百Ij状態の惑化及

び，手術侵援の大きい症f71j{ζ発援者が多かった。

②8群では緊急入院，術前状態、の惑化iζ加え，聴

覚障号さのあるiJEf71Hζ発症者が多かった。術後妥霞

では，気管チューブ舟挿入{伊Hと多く， またB苦手の発症

者が示す仮(王手鈴，入院総間，手術時間等)は，A群

の債に近い挙が分かった。 0C群では特異な{JIJを

徐き，ほとんど発症しない事が分かった。

3. 術後5Bまでの精神症状は多彩であり， 7 B 

以後は不穏動作と不綬が主となった。

4. 発症パターンでは術後 2~3 日自に出現し，

5~7B間持続して消失する通常型の I 群，王手綴

発症で持続君主の江詳，発症が透く綬綴裂のm群lζ
分類できた。



15) 乳芸塁手続丘~， ~雪の怠主主状態とソーシャル・

サポート・ネットワークについて

大詰玉大学5宣告非理3揮す鼠筑後

大震Z大学長室後主主主荷主泣liJl大学害事

O滋村手IJ亙l

松木光子

大谷3晃子

李主語霊祭、容の不安とそれに彩警警を与える E喜子とし

て各人の a談談室主.及びソーシャル・サポート・

ネットワーク(S S N) について議選後をrrった。
すでに不安J5l:と自我状主主.及び不安J5l:と SS Nの

喜君主筆主主については毅告しである。今[ejlま.外来受

診 E寺から手衡を皇室たil$揺さ後の乳霊童手続主主主音の a主主

i犬怒と SS Nとの総選iについて検討した。

対象なもび iこ方法 A大学綴後 iこで.喜苦手U61 t手

5flかち 62王手 2flにかけて災溌勿級長野を受けたJ怒

若宮23名を対象 iこ. 外三校時， S苛後 3カ月 iこTE G j:立

大王立ニLゴグラムを遁 外紫雲寺. 街後 3王手iこ詩orbeck

が!lIH吉誇E王が蓄葬祭:IJO室吾妻基.iEした封orbeckSocial 

Support号室関緩をF詰い総遂を行った。

なおま定量十分析は?検笈. li主総分析を思いた。

ま吉祭 1. 対象容は 29長室から 73喜美までで王手続平

均46.9土 10.9滋。草書綴の状況は是主語~ 21;s (死 ~IJ 1 

名) .長慾 2;sであった。 2. a主主状態を末松告

による TEGパターン分額を参考 iこパターン罫IJに

みると設に11;縁状態にあり.心身共に不安定な V

塁~. 主室長5タイプのr:tFu'緩平均裂. N P 後{位塁~ .合

資~~設. A後i伎芸1. 重謀役料.1it:提訴な Nl!:!. 管室若者タ

イプの A C長主役箆苦労役・援協な C P t霊位主主，

ã 己ミu長の強い主主 N~型，非行少年タイプのおH笠.

8霊変革主タイプの W'f訟に分けられた。入院首'ilこは V

Z裂が30.4丸長室長5タイプが30.4草.A C後佼愛が 17.4 

覧で.術後 3カ月では V霊1. 長室長5タイプ. A C長E

E立主主共 iこ21.7完であった。 タイプ ~IJ とま手議会にfl!l遂

はままめないが外来持の 50産量以上が50主義来言語 iこ比 L

N P. Aが符主主におい。総長3状況ではま定安香容の11

が C P. Aが溺く.宇野後 3カ月では FCが手i霊iこ

ままい。 3. S S Nと白波紋怒の喜善係は外来持 CP 

低い方がき護終的官事li琵の主義者]の TLFUNKτ.き誇成eHさl[溺

の総おのTLNET菅RK. ネットワークの大きさのS封サ

イズが有議 iこ大きい。外来雲寺から続後 3王手にかけ

てτLFUNKT.TLNET曹RK. S言サイズは鋳後 3カ月 E寺の

F Cが潟いほど符:叡 iこ士曽加している。パターンlJlJ

に外三長時の V 怒と長室応タイプを土色絞すると V~笠

の方がTLFU苦KT.TL苦ET菅買KI立手i1霊に増加している。

16) J3i!.i/c菩変室主手続を受けた患者の心王室約変

化について

熊本中央病院

。学認予定、

熊本大学教脊学部特別委議科

谷口まり子

1、はじめに

近年、務統緩務の増加により、また手総適応:の

拡大により、人工務統iを設者の数i立漸次治加の傾

向にある G また今8、術後の生活の鐙(母uL)の向

上ということが診:く認識されるようになり、線路

変更衡においてもこの方向にそって新しい方法が

行われるようになってきた。しかし一方で間欠自

己主筆原など、 a怒毛ぎが自分で処援する機会がま設方自し

ており、怨i革まに大きな不安怒をもたらしている。

このようなことから、今回、尿路変更総を受けた

患者の筑前から術後、返読後iこ玉三る心理的変化を

tE援し、受宅事過程についての分析を行った。

2、対象及び1]記長

K大学病筏泌尿滋科において、J7R1f告変更術を受

け、外来iこ通践している怨念日名ぞれ、U8=皆、45設j

を対室長{こ、手術lIIiから手術後、退院後にきさる心潔

約変化iこ関して質問紙による総き殺り認Z立を行っ
.J.. 
J、_0

3、結果及び完警察

1)手術について説明を受けたときの気持ちは、ほ

とんどがショックや否認などの筏懇や紡僚的退行

の段階にあるものの、三予筏E霊前には、認識のよで

は党修、おまかせのゑ認の段階にまで透していたー

か綴Il[後はストーマのことより身体的活緩やミ予約

に関する不安の気持ちが大きいっ

3)ストーマを初めて5e.たとき、宏、童話的な主主協を7J'

さなかった者は、主同月に考え方や視野の転換をば

かり、ストーマを受け入れている乏であったっ

4)ケアについて入読やは委譲緩や家族に依存約に

なりやすく、退院してからやっと自分のものとし

てケアしなければならないことを認識するという

傾向があったっしかし、退筏後に綴れる人カ句、な

L、状況の者、セルフケアの認識がある容は早期か

ら自分のものとしてケアしなければという意識を

もっていた。
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17) 悶絞切断者の心理状態

東海大学墜学部付属病筏

。大野久恵

弘前大学教育学部看護学科教案

葛西敦子、木村紀美、米内山千葉子、

花田久美子、福島松郎

1. 目的

自絞切断者は身体機能広大きな隊等ぞ受け、思

肢を失ったという事実によって精徳的にも大きな

痛手となり、心身両面の苦痛は計ち知れない。そ

ζで本研究では、自肢切断者の心理状態、ぞ知る自

的で、心理反誌が心理テストや包常生活とどのよ

うに関連しているか倹討した。

n.研究対象および方法
対象は青森県内の6病院に入院、通続中の患者

および身体障害者巡由診療を受診した患者の38名

とした。方法は面接調査により、心理反応、をS.Gト

eerらの分類を参考lζ 「苔定J、「無力・絶望J、

「関争J、「受?fi:Jの4つに分類した。さらに、

心理テストとしてCornell-Mとdical-Index(CMI)、

室長主主性不安検査(MAS)、 自己評価式抑うつ役尺

度 (SDS)を施行した。

出 結果および考察

l 心理反町、を分類した結果38名中「否定Jは

l名(3;;ぢj、「無力・絶望 J'立3名(896)、

「殴争jは7名(1896)、f受容J'ま27名げ1;;ぢ)

てひあった。

2. r奇定」の l名はCMIは正常群、 MAS
は低不安群であり、 SDSは施行できなかった。

3. r無力・絶望jは心理状態、は不安定で精神
的動揺が大きい。

4. i簡争」はザハピリテーションi乙意欲的で

ある反面、将来への不安の訴えが多く心理的葛藤

が強L、。

5. i受容jは社会復帰している者が多く心理

状態は安定していた。

6. 心理反応、と平均経過年数との比較では「受

容」は「無力・絶望 jおよび「関争J'乙比べ有意

に長く経過していた。

以上の結果より、心理反11、は符街の経過ととも

に変化して、 f受容 jへと移行し、障害受容に烹

ることが推察された。
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18) I C Uに対するイメージについて…ICU
見学の影響及び入室中の怠者の反応との関連ー

熊本大学教育学部看護科 0校関皇子

谷口まり子

熊本大学医学部F付属病院 渡辺笈子

1 .はじめに

一役約にICUはより高度なま誌や治療管理を絡す
場所として緊迫した異様な印象を与える。ヰ寺;こ手

術後入塗する窓、考が術訴に 1C U意義壌をどのよう

に感じ、考えているかを知ることは、衡計の不安

との関連も含め患者心翠を知るよで重要であると

考える。今回我々は ICUに対するイメージが術
前術後を通しどのように変化するかを明らかにし、

術前の不安や 1C U見学、入筆中の患者の反応と

の関連について検討したので報告する。

2.対象及び方司法
調査期間:平成2年5月~平成3年3fl。対象は熊本

大学医学部F付属病続外科病棟に入院し、手術後I

CUに入室した患者64名(16-79歳、平均年鈴56.4
二と13.6歳)である。方法はSDi去による ICUにつ
いてのイメージ尺度(15~翼El)を作成し、手術の

前日に実施される ICU見学の前後、 ICU退室
後にiiii接調査した。また、 1C U 見学後にiまST
A 1も併せて調査した。入室中の怠者反応、につい

ては表情・感情・異常行動・援E良時間についてチ
ェック表を作成し観察した。

3.結果

1) 1 C UIこ立すするイメージ得点はICU見学翁49.5
二と10.8、見学後59.2ごと10.6、送室後5ヲ9土13.2と見

学前に比べ見学後はかなりイメージ得点が上がり

有意差がみられた。 (p<0.001) 

2) 1 C Uに対するイメージ尺度15形容詞対のうち、

見学前から ii脅潔なjが4.6土0.7と高い得点を示し
た。

3)イメージ得点目u，二年齢をみると、見学議、見学後
ともイメージ得点の低いき手の平均年齢が低く有意

差がみられた。

ヰ)克学後のイメージ得点別にSTAI得点をみると
イメージが1まい群は他の群に比べ不安特性が高く、
強い不安を示していた。

5) 1 Cじ見守主議後のイメージ得点と入筆中の怠者反

応(表情.a';.t斉・異常行動-短波時間)との関速
はみられなかった。
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19) 子供の発動伎が係認される育児環境に

関する研究 ~干潟児と慾予言児の比較~

2富山 i設立高志学星雲 C八111続5喜 怒喜善主義飽き毛

笈UJ祭立中炎災後 主童話号室各子

京大喜三絞短大苦g 大慾万起子 iiIEE敬子

幼児が後主主祭影、と診断された持、家族ことに母

緩の受ける筏数l立大きく、病気・将来などの後々

な不安iこ笈われる。このような不安は資先慾笈iこ

も影緩を与え、子供gS去の成長発途上の長男塁塁が古寺

えられる。そ ζ で主寺子?O)心身発育iin• t斉卒者証文然笈

およびf手葉支の育児主主j交を紛らかにするために主主努

究iζ取り緩んだ。

方法 2-4裁の書写!注〈心主主怒・緩怠・撃手主主.怒

そのf'J!) 1 0 0名、主主認.，足 302名の母認を対象

として、玉手淡 1-2王手iこ然記名 el記叉の線交を行

った o 質問室長三縄本主義の幼児 g支籍後と資先潔波

書書室霊祭号線いた G え華街は次元号111ζ平均点で務先と

をき常児の比絞を行い、受iζ 本13Ii t;) r議係を t後定で

後討した。

総菜 1)心身発事事・務総長文換においてさを体的

iこ務先iζ玉長室長さがg立った。 2)育!尽主主授ではきま

室長不一致 (P< 0.00 1 ) ・午後三塁保護・溺愛 (P
< 0.05) ・不安主童保滋 (Pくな10)3)手害児渓壌
で i主家芸支の繁華fI~託・父母の人初関係において議交

の王寺綴iこ総皇室方向のさきさ芝を認めた。 ζ のことから

終!なの十毒事者未成熱にはまi主主安祭き2・雲寺誇主主翠渓もさる

ことながら終!乏をとりまく人約潔淡の総怒がある

と慾われる。言者!足と f手緩との怒2存在守な関わりにg

の;念や{議室n芸などの心?警が儀き、 これが苦手!足立さ
さ(1こ影警撃していると主考える。また王寺殺をとりまく

家援や父母の人間総採などの育児三索後上の滋皇室が

認められた。

y)上から、?受?主喜ミ.'.l'.!Iとの安否薮i後長芸誌のためには

私たちは筏綴の苦手先主主夜のみに尽を停]fすることに

苦言まらず、それを左右する怒絞53S干の不安定さ・

2室長霊祭淡の喜毒殺・文化的車1I設などをJ1;く統合して

アセスメントを行う必妥径が示唆された。

20) 入院生活が小児に及ぼす影響(1) 

神奈川県こども援療センタ-下)11清美

熊本大学医学部総長義病院 貯熔和子

熊本大学教育学部看護科 成毘栄子

入院克の生活行動には、その克の年令・疾患・

医療処置・家族背景及び生活環境の変化など様々

な要因によると考えられる影響がみられる。その

影響による患児の行動パターンの一つに小児の自

己概念の形成を障害し不安を引き起こし、不適応

行動を起こしていることが考えられるものや、ま

たその不透IZ行動ノfターンやE!c概念の障ミ警は疾
患によって違いがみられることに気づかされるこ

とがある。これらの忠克に対して、日常の看護活

動のやで看護者は、しばしば経験的・霞慾釣な働

きかけをしている場合が多く、それによってー詩

的な解決を得ることはできても、再び閉じ問題含

繰り返している。したがって今屈は、窓、克の拾え

る問題をより客観的に理解し、 5I)J来的な援効の手

掛か号令得る目的で、患児の自己概念を寝静し、

とその婆践との罷連性を明らかにする

「白血諮j怠克の主主活行動を比

較検討することを試みた。

対象i之、熊本大学夜学部隊銭持続小兇持続おこ

入筏ゅの§才-12二?の浸性管疾慾怠兇5名JJ;..び自

ぎ丘病等怠j足5名である。潟三奈怨訪は王子成3王手10月

38から12月258まで。研究方法は事例研究であ

り、対象j足及びその母親等に観察項自に従って蔚

接を行った。

観察項81之、わが頭の文献について、 r !J、見の
克明人説 r腎疾慾 r白血病jをキーワードと
して文献検索を行い、入手できた文献から小見の

生活行動に影響を及ぼす姿態を治出した。

更にこの文献検索と、クザニカルナーンングの

入院生活が小!おこ及;ます彩

饗そ判断する基準を、影響姿態12項自，自己概念

(自己尊重・役割逐行・ボディイメージ)3項自，

不適応行動11項自作成し、吏にこの26簸察項告に

は、 411の級項目安設定した。

10察側を対象に綴察した総菜i之、総数783J そ

のうち管疾患患児389，白血謂等怠j疋384であっ

た。好乏しくない影響と判断されるものが6i6で

好ましし、影響と判断されるものが 9i綬察された。

77 



21) 入続生活が小児に及ぼす影響(日)

旗本大学底学部隊属病院 O回熔和子
神奈)111果こども医療センター 下)1時A美

熊本大学教育学部看護科 成問栄子

入院生活が小児に及iます影響をおの観察項毘に

従って緩察した結果を、特に入院児の不適応行動

とその愛国の関連性についてみたものである。

窓兜の挟怠・生活環境の変化・家族の対応等が

大きな婆IZQとなって、態、児i主Elc概念の陣容を引
き走塁こし、不安を生じて、不安から感覚・知党の

変調を来したり、コーピングレス・ノンコンブラ

イアンス・無力感・社会的孤立等に陥った容して

し、Tこ。

生活環境の変化による生活行動の変化として、

清潔・食事・学習・人間関係の揺で大きな特徴が

みられ、特に学習晋慣の乱れは、 10名中?名の怠

!足にみられた。

家絞の対応の影響は、母親がイ守主添っているこ

との多い白取病等怠児に多くみられ、母殺の不安

甘やかす等、忠兇lこ好乏しく

なし

疾患、別にみると、腎疾患怠克では、自党主主状を

欠く場合でも治療上の制限が多く、 しかも治癒へ

の希望を持ちにくい。このような疾患・治療の特

徴が密定的な経験となって自己尊震が低下してい

ると考えられ、不安・コーどングレス・ノンコン

ブラ fアンス・無力感・社会的狐立が自立った。

一方、白血病等窓、児では、際総生活を送ること

が多いことや、そのために霊祭他者との関わちが

自己尊重の形成に大きく影響を及ぼすと考えられ

ることから、無力慾・社会的孤立・食習損の変調

・退行・依存的態度等が多くみられた。特に母懇

の不安が強い事例では大きな影響がみられたのし

かし、治療効果が現れやすく、髄時、主治患の説

暁を受けていることから、窓児は治癒への希望を

持ち、治療にffl徳的であ 1)、ノンコンブライアン
スに部る事例はみられなかったの

好まい、影響としては、家族と離れて一人で入

院生活を送ることで、自立心が芽生えたり、白血

鴇等J怒児では、苦痛の大きい医療処置を体験する

ことで、人の痛みが分かる心が湾った9する事例

がみられた。
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22) N 1 C U における未熟児の続続・ i選言語予言
透への援劾

安森市民総院NICU

0者自内陵子、 JII村辰子、議ゴとj湾ミ喜子

乳児iま尽々の母豪語との交流から.心身ともに安

定した発遂を絞ける.しかし、 NICUに入践と

なり、主主綴にわたり人工換気療法・気管内採管を

強いられた兇は、生命総持のため手客動を号訴H長され
成長発走塁をふまえた絵れ合いを持つことは怒しい

今回、主Eff告26ihil5B・エ 046gでお主主した

男児が、デンバー式発途スクリーニングにおいて

生後8ヵ月{修.iEfl令 5ヵ月)のま寺点で 1-2ヵ

汚穏当の発達室状況と返れがみられた。そこで、 f正

義誌の代りに様々な童書きかけを行い、発透が促され

ることを綴符した a 侵害雲を、①予告や号号、沃具Lこ興

味をもち、あやすと主主憾の変化が士替え、 F蓄をIIIす

②E夏iまいでま真を持ち上げることが出来る(菱重定に

近づく)とし、スキンシップや沃兵であやし、統

した鈴きかけを行った。童書きかけ 1ヵ月後では

発達状況にほとんど変化がなく、その~図として

兇を日中然環Lこ起こして働きかけたことが挙げら

れた@しかし、芦や沃兵などへの妻耳障まが出てきた

ように慾じられたため、それを引き伸ばそうとj乏

の生活サイク lレを総務しながら、好きな5元主主を使

illし、華道事主にゆとりを持って働きかけを続けた。

そして 2ヵ月後の生後 11ヵfl(修正月令 8ヵ月)

には、発送スクリーニングにおいて、言言諮及び穏

動i土5-6ヵ月初さきに発途した。

未熟児のE主主ミ・発遂を促進させると考えられて

いる、抱くー安芸するといった吉育長室寝室主義喜党員事lJii設

は、本来であれば日常生活において務7J'i3然に行

っている。しかし、災怒入絞によりその京j言設が少

ないj況には、量売の代りに童委譲綴が働きかけること

の必要性を湾議認した@



23) 超未熟児の看護

一高親と子どもの早綴接触の試み一

弘前市立病授

。後緩真理子，三よニ智草子，成aふく子，
柿崎ひとみ，蓬田良子.Bヨ村正予.j，霧問光子
JlI村京子，成田貞子，須穣和子

未熟児看護のゆに前毅が重要人物として登場し

てきたのは，比較的新しい事であるが E手銀接触

をしなかった母殺が，なかなか未熟克を，わが子

として受け入れなかったという報告もあり，母党

問の接滋の護嬰伎が関われている。

今尽，当読で初めての殻未熟j尼(874 g )の看

護iζ携わる機会ぞ得，初の試みとして，早期接触

(夕、ソチング)を行ない，両親への保育活動への

援助とし，その意義を検討した。

ス女、ソフが24符鵠を通じた，母親代壊の養育

者であっても，兜の惑覚発達には，母毅の手や認

しかけが最も重要な答である。タッチングはより，

a毎lζ殺としての情愛ぞ増していく様子が見うけ
られ，退院時には，既に家族の一段として受容さ

れた姿を認めた喜多で，その霊要性を改めて認識し

たので報告する。

24) 滋ヨ軽量義変の分続

一小児用霊堂潔テント内のき襲!t.究書家を考える一

青森市長寿電波

。上妻子鈴子‘露主主義千代子‘石原友T.衿 菊技
工藤t寧二子

震愛手軽テントは綴祭や喜多祭主主鐙のため、衡問する

殴数も多く、綾子器量豊!t.を一定Lこ保持することが磁

警護である@しかし、蒸留水の豪、永の愛毒事によっ

ても霊童Z芝、重量奇警告襲笈に変化を来すのではないかと

いう疑問が生じた e そこで.条件を変え絞ーした

方法で究自家約に行なうために、次のような実験方

訟をきf濁した e 小児用後主義テント 3台後F語、笑毒素

喜喜始前、 塁塁タトおよび察内の蓄基E芝、 喜塁塁芝を事室認し護室

5提言霊童芝雲?を21%もこ絞返する。 次Lこ霊童棄を議議度計のセ

ンサーを、交をi奴2きしていると仮定して、 j尽の口

元長電辺10間以内Lこ絞く a さらに氷雲ffこ5定数侵害警の

氷を入れ、霊童祭主Z蓄量芸10こ笑数回線の蒸留水を入れ

る@塁塁手警告菱重量10Ll分にあt13分後.徐々に5走塁実g

著書の主義援に下げ40%に安定するのを石室認後5分怒

30分間テント内の霊堂苦言漆笈是チェックした a

災裏金絡菜、蒸留水250.1、塁塁手警告菱薮2L/:分の議会

氷のま量 lぬでは後手軽き襲笈44-45%、氷の傘 2kgで

は霊童手軽量襲皮39-40%、永の蚤 3kgでは軽量三軽量整笈34

-36%であった@蒸留水250急i、後手詰言葉愛3L/:分の

主話会、 氷の幾 lkgでは護室長軽量震後42-44%、 氷のま蓬

2kgでは霊堂5軽量護皮36-41%、氷の笈 3kgでは震霊祭

主義!t.35-39%であった.語をf雪氷250.l、霊堂索後愛4

LI分の主審会、氷の議 lkgでは霊堂索富豪!t.45-50%、

永のま量2kgでは霊堂繁綴笈36-37%、*の議3誌で

は霊堂手軽量襲笈37-41%であった@蒸留水120.1‘震宣言語

波薮 2L/分の雲寺会、氷の王室 lkgでは護霊祭滋!t.37-

38弘、氷のまま2kgでは霊堂繁蓄量産主28-30%、氷の議

3はでは護霊祭主翼笈38-40%であった零喜義復水120.

1.霊童手軽淡蚤3L/:分の場合、氷のま量 lkgでは露支5韓議室

長室41-50%、氷の蚤 2kgでは霊堂繁緩!t.43-46%‘

永のま量3はでは霊堂繁蓄震度41-45%であった@喜草E雪

氷120.1‘霊童宮警告支援4L1分の主葬会、 氷のま量 lkgでは

霊堂5懇談笈46-48%、永のま量2匂では霊堂索襲撃笈42-

44%、氷の笈3kgでは霊堂紫雲整度37-39%であった

後手軽言語表、蒸留水の傘、永のf蚤の条件を変える

ことにより霊童然主義笈に変童書がみられた.塁塁手軽量豊皮

の変動を比較検討した結果、氷のま量2kg、霊堂手義主記

念 2L1分、蒸留水250.1が効率のよい灸件である

ことを分続した@
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25) 精神分裂病怠者に対する審議婦〈土〉

のイメージと態度

弘前大学教育学部看護学科

0西村知子，関部テル子

図的:精神健康の概念や精神降客に対する態度

のいかんが，精神障害者の治療，社会護婦に深く

鍔速しているといわれている。よって，日常患者

と密接i乙関わっている精神科勤務看護婦(土)の

イメージや態度は，重要な意味ぞ持っていると思

われる。そこで一般診療科勤務看護婦と比較しな

がら，精神科勤務看護婦(土)の，精神分裂病患

者に対するイメージと態度を切らかにすることを

自的に調査を行ない，検討した。

対象および方注:対象は，青森県内の4病院の

精神科に勤務する看護婦(土)220名，間じく 2

病院の一般診療科に勤務する看護婦 187名である。

方法は，自己記入費関紙留霞伎による諭査で，無

記名回答とした。精神分裂病患者のイメージの測

定にはSD法ぞ使用し.23の形容認対(尺度)を

設け，それぞれ7段階評定とした。精神分裂病慾

者への態度には. 3段階評定で27設問を設けた。

結果:

1. 精神科看護婦は，精神分裂病患者に対して，

f悲しLリ. ï~~t 、j. i不潔なj. I苦しLリ，らおき
なJのイメージが{尽く. ["人間的なj. i箕面白なJ
のイメージは，プラスイメージであった。

2. 精神科看護婦の精神分裂病患者応対するイ

メージは，うつ状態患者，糖尿病患者より，低か

っTこ。

3. 精神科看護婦の精神分裂病患、容に対する評

倣因子は，一般科看護婦より高かった。

4. 精神科看護婦の，精神分裂病忍者に対する

イメージに影響ぞ与えると考えられる因子は，性

別，精神科勤務年数，精神科看護への関心，卒後

の精神湾害者についての学習機会の有無で・あった。

5. 精神科看護婦の精神分裂病患者に対する態

度は，一般科看護婦より許容的であった合

6. 精神科看護婦で，許容的態度を示した者は，

精神分裂病窓、者の評価的イメージがプラス方向に

{傾いていた。また，拒否的態度を示した苦言は，情

動的イメージがプラス方向に傾いていた。
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26) 精衿分裂病患者に対する家族の態度

弘前大学教育学部看護学科

0江逮浩美，純部テル子

j. 窃的

精神分裂病患者に対する家族の態度は患者の主主

状の安定，疾病の回復と深い関連がある。そこで

看護の立場から，患者iζ対する家族の態震ぞ知る

ことを自的に謁査をf.fなった。

n. 研究対象および方法
対象は弘前愛成会病院と藤代健生病院に入院し

ている患者に面会に来た家族，合計100名である。

対象のうち怠者と同居している者は71名，非同居

者は 29名であった。

方法は震関紙法による面接認変であり，内容は

精神分裂病者に対する態度調査6項目と精神障害

者応対する態度項包 (AMS)15簡を中心としたも

のである。精神分裂病者応対する態度の自答の組

み合わせによって家族の態度与を12のカテゴリーに

わけ，他の設問への回答をカテゴリー別lζ集計し

た。また.AMSの11問について Ia.そうだjと

回答した個数を集計し，それをAMS結果としTこ。

1 結果
1. 精神分裂病患者に対する家族の態度は，積

極的態度は少なくあきらめ，回避的態度で、あった。

2. 精神分裂病患者に対して家族は，患者は暴

力をふるったち，判断能力l乙欠けるため，拘束し，

男女の病棟ぞ別にしなければならず，また，家族

の結婚の支障になるという患者理解ぞ示した。

3. 精神分裂病患者に対する家族の理解と態度

には関連があち，肯定的淫解を示すほど怒度は積

極的となり，肯定的理解が乏しいほど回避的態度

であった0

4. 患者の続柄から態度をみると，父母はあき

らめ，あるいは侶避の態度を示した。

5. 家族の態度が消極的，拒=&的態度であるほ

ど商会綴震や外泊頻度が低くなる傾向がみられた。

6. 外治時国った察，その時の対処方法と態度

では，態度の違いによらず闘ったとする事柄は似

ているが，対処方法では消磁的，回避的態度ほど

「病院へ連れていくjという拒否的態度を示しTこ。



27) 外来治療の精神分裂病j患者の級薬に関

する意識と実態

弘前大学教脊学部看護学科

01中国恵子，荷部テル子

[.緒言

務神分裂窮患者の服薬は長期間，または一生涯

行っていく必要があり，病気の予後に大きく関与

していることは明らかであるが，継続的で正確な臨薬

は容易なことではなく不規部な服薬を続ける容が

多い。そこで現在外来治療を受けている精神分裂

病患者の騒薬の実態ぞ把握するとともに，按薬i乙

対する意識さらに意識と服薬状況の関連を他の条

件との関係もふまえ分析，検討したのでここに報

告する。

ll.研究対象および方法

対象は弘前大学援学部F付属病院持経・精神科，

藤代健主主病読精神科，弘前愛成会病院の各外来に

一ヵ月以上退院を続けている精神分裂病患者110

名である。対照、群は精衿科領域では神経症(17名). 

銭諺病(17名〉怠者計34名，一般診療科領域では弘前

大学医学怒附属病続第二内科外来i乙一カ月以上通

院ぞ続けている内科的疾怒患者101名である。

方法はfin接法による総き取り調査を主とし，各
疾患到に集計を行い，独立役の検定を用い比較，

検討した。

s[.絡主義

1. 服薬の必要性とその理由に隠する精神分裂

病患者の理解には，持経主E.採鯵病患者，内科的

と差がなかった。服薬の必要な理由とし

て病気あるいは症状に対する治療効薬号をあげる者

が多かった。

2. 務神分裂病怠者の報奨状況は規則的臨薬者

が不規期的践薬者より多かった。

3. 精衿分裂病怠者は服薬を自己管理する毛ぎが

多かった。

4‘ 服薬回数ぞ守らない理由は r;志れるJ.r状
態i乙合わせて認節するjが多かった。

三服薬に影響を与える因子は，年齢，家族構

成，服薬の必要性の理解，服薬年数でめった。

以上のことによち，精神分鶴湾怠者の服薬応対

する意識と実態の一端を知る ζ とができた。その

結果から外来および入院中の服薬指導の重要性と

指導におけるいくつかの示唆そ得ることができた。

28) 殺事率分裂病者の社会復帰{こ関する考察

一共同作業所渡所生についてー

熊本大学教育学部特別看護料

。大窪渓炎、後屋真由美、谷口あげみ

甲斐俊子、佐々木光雄

〈はじめに〉 近年、務縛隊答者対策は通践援緩

やアフターケアの必婆性が強く指議されるように

なってきたが、間E寺{こ退i涜後の制度・絡設の社会

的対応の遅れも問題とされている。そこで我々は

入院治療と社会復帰・への中間過程にある務神障答

者一特lこ精神科疾患の中で中心的疾病である務持

分裂弱者一{こ注冒した。地域iこ緩ざして社会主主活

lこ後れていこうとする精神分裂病者の現状のー織

を捉え、怒言ぎが出来るだけ祭く、より浅い彩で社

会後策を祭たすための方法を模索しようと、共同

作業所を中心とした裁まきそ行い二考察を進めた。

〈方法〉 熊本察精袴際答者援社会i窓会会(以下

県連)運営の共同作業所6ヶ所のうち 2ヶ所より

5 答{YíJ 、熊本線 fあかね;ffJ より l~H日1 (伶滋新

i設所経験あり)計5琴fi7lJに対し、主主管燈・務経・

現状を絡まえながら考.i7lJ研究ぞ行った。問時期lこ

終速が6ヶ所の共同作業所i盛所生67名家族63名iこ

対しアンケ戸ト書室査を行ったので、その結果及び

事例研究を全体考察の参考資料として使叙した。

〈全体考察}設所生のーきB!こは、アルバイトを
しながら作業所{こ通所するという比絞的高いレベ

んの者もいるが、大体において作主義所が社会主主活

の中心である者が多い。そこで作業所が通所生に

とってどのような存在であるかが、大きな役会後

手話・のポイントとなる。 6伊i中5{伊iは f安心できる

主義J r~JII綴の場J r友人作りの場Jなど作業所{こ
プラスイメージを抱いている一方、 l例は「区II二

仲間・同じ作業ばかりで迭さ長がないjとマイナス

イメージを抱いていた。全体的{こは67名rT52名が

議所してよかったと慾じている。

今践の弱至宝では罵続・保健所など関係機関のi!!l

携の不十手与さがおめられ、適切な援助の検討の場

が必喜きであろうと怠われた。まずこ問符iこ、精神際

害者の生震学習の機会拡大も、彼らの知事霊獲得及

びg立竺j還を促ナ1:で撃まれるc それには窃々の

ニードiこ応じた確笑な支援ネットワークの存在が

不可欠である。
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29) 務神科入院患者の尽用品の収鱗状況と

病状との関係、

長約大学医学部鮒際病段

。金井田文恵、松武滋子、主喜多泰子

ご子王室大学看護学部

桜庭繁

千護大学看護実践研究指導センター

土慶尚義、金井和子

務神主主i怠替、君主の病状の喜平{砲に践しては、従来多

くの指標が沼いられている。今回GAFそ用い℃

患者ーの病状と怠煮のB用品収納保管状況の関遂に

ついて認査をしたので、その幸吉祭を報告する。

〈対象及び方法〉

当病錠精神神経科の大部屋lこ入院している患者

44名iこ対し、を喜遜金緩臼の午前中に、歯ぶらし

答、下着のB用品の収納、保管状況を、 8遡鍛継

続して絞察した。扇状はDSM滋ー RのGAF得

点で評価し、 g常生活状況は、食~、排t也、入浴

没頭、着衣、室主"Gの各重力作について5段総辞{阪とを

した。日用品の収納{保管状況は、 5段階:こ分類し

他人の8'こっくむき出し状態を 1J点、自につかな

いところに収納している状態を5ぷとし、この般

のを5段絡を程度iこ応じ、中長男の評価とした。

〈総菜〉

①繍ぶらしは露出しているものが多く、次いで答

、下着は収納しているものが多かった。

②今回の収納状況の評価判定には不適当な点があ

り、これらのOlJを除くと、叡ぶらし、主主の各i佼納

状況はGAF得点と相関していた(R=O.50.0.53)。

③ADLとの関係では、各収納項尽得点とはあき

らかな関連は箆出さなかった。

④街ぶらしと答の各収総状況にはあきらかな相関

があった(R=O.75)。

③在留ぶらしと箸を問符iこ評価した方が、 GAFと

の関係をより良好に表現できる。

⑥疾患)jljの収納状況は分裂病は怒く、鯵潟、その

f告の疾患は良い。

⑦ 8週間の収納状況の変動を、収納総得点変動係

数で検討すると、 15%に悲しく変動した伊jがみ

られた。これらはGAF得点が低{践の伊jであり、

しかも 8退問の経過r:t，こGAF得点が変化し、収

納得点はすべてGAF得点の変動に一致して、懇

化または改警を示した。
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30) 便秘を訴える務神科開放病棟入院患者

への体擦を中心とした教育的プログラムの効果

東海大学医学部鮒属病院精神科病棟

。深弁喜喜代子、長谷JlI美由紀、松尾主主子

使送異常のうち便秘は下痢に比べて治療対象に

なりにくいが、下知jの使用などの自宅療法を行っ

ている例は少なくないと考えられる(名尾、 19

8 0)。務神科領域でも、心理的不安・緊張や、

抗コリン性薬物投与などが原因して便秘を訴える

j患者は多い。当病筏精神科開放病棟でアンケート

調査を行ったところ、半数以上の患者が便秘を訴

えていることが分かった (31名中17名)。ま

た便秘を訴えない患者の中にも下剤による排便コ

ントロールを行っている者があった。便秘を強く

訴える怠者はそれに箇執するあまり内省が進みに

くく、精神科的治療に選廷を来す場合があり、そ

の改善そ試みることは看護上議姿である。

{便秘の改善策iこは緩下剤の使用の他に、運動療

法、食事療法、排便習慣の是正などが挙げられるσ

最近、排便著書助動作を強化することを笥的とした

体燥が効果的であることが怒かめられた(田中、

1 9 8 9、岩永ら、 19 9 0)。そこで当病棟で

も便秘対策のひとつとして患者のB認に新しく体

擦を絞り入れることをコ考えた。そしてそれをより

効果的なものにするために、主義に筋肉強化を留る

ための体操だけでなく、便秘の悩みの認し合いや、

排便機序や便秘の正しい知識提供も組み入れた祭

器的教育プログラムを作製実施することにした。

患者をプログラム実施前の群 (A群)、体操の

み実施する群 (B群)、体擦を中心とした教育的

プログラムを実施する群 (C群) ，こ分け、三群砲

で排便状況や呂常生活内容、下剤使用襲、排便へ

の留執度等を、アンケート識変、話し合いでの発

言内容、各elの日常生活記録、カルテ記事から収

集したデータで比較検討した。その結果、 B及び

C若手では便秘の改善傾向がみられた。
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31) 殺命救急センターにおける申し送りと記
主警の検討

ミ喜本本大学震学苦s{寸E義務院

O員.IJ竹数字

千三室大学審議学部

土慶尚警護、金手宇和子

[はじめに]

E与し送りや審議記録〈以後、 gej量とする)1こ喜還す

る研究や後誌がされるようになって初年以ょが途ぎ

ているが、 3;欠救急施設では、 8々 刻々と変化する

然豊塁、心5史的危機状態にある怒者および家族の審議

を行うため、 E詳し送りも審議記録も薬務よ愛護な{立

霊童をときめている。緊急、笈や雪量主主震の箔い怒、著までは、

審議事i衝をiきられるま暴言5も~い。このような慾還の

王手し送りや記録の<FIこは、審議手11緩や審議の豪華絞殺

を怒議室した内容が含まれる必要がある。今白、救命

救急、センターにおける取し送りと記録の内容なえ章受

し、ミ審議事i滋およびケアの豪華事実の授点、から弱者の特

徴を検討したので事設をきする。

[対室長および方法]

K大学長需際救命救急センター!こ入波中の怒審16名

延べ20留のs童書幸詳の{本滋渓を含む議後記録と 6毛主の
審議綴のま詳し送りについて r~基本約二一ド iこ燃する

審議行為等111翼sJ r ;合言葉・処餐・ 1金笈J1こ分{す件
数を上ヒ絞した。また、 「護霊慾辛11豊百・ケアのま護緩jの

筏点、力、らその内容を検討した。

[春吉祭]

1. J翼gの総件数では申し送りで 458{牛、記銭で21

23イ牛であり、窓、遺言一人さきたりの平均では、王争し主主り

で22.9主8.1、記録で 106.2土29.8件であった。

2. 内容そ上と絞すると記録の'pで約50%をそ占めてい

るパイタルサインと氷分出続i立、 E争し送りの中!こは

約20%と減少している。逆!こ主主主夫や喜幹事からの後綴

!立、記録には 7.5%に過ぎないが、 eし送り iま39.1
%をおめていた。

3.審議判断!こ喜遣するものは、 5与し送りでは総件数

の31.7%であり、記銭では4.6%を占めていた。

4.務後半1I綴の内訳としては、いずれもf宗像に関す

ることがほとんどをあめていた。生活像、人民塁後!こ

関しては、少ないながらもほぼ問芸名iこ認められた。

5 ケアの豪華絞!こ罪者しては、初綴計額立案の8や新

たな雪十磁を立案した81立、記録の件数iこ苓号車な縁組

を認めた。

32) PONR導入による審議慈雲設の変化

八戸赤十字病院

。下831手a~若森英美子 山本早智子

金谷君子中居フサ 中居京子

近年、愛護をとりまく社会情勢の変化はめまぐ

るしいものが為る。そのやで審議婦に求められて

いるものは、遂察する僅擦に対応できる約額カや

問題解決能力等である。当院では、質の主義L

をめざし、記録にPOSをとり入れて、 10年余り

となった。しかし、看護判断や問題終決の充実に

は烹っていない。

そこで今邸、考~~撃すーピスの充笑をめざして P

ONRIととりくんだ。その結果、

と笑施に良好な効泉を得たので報告する。

<方法>病棟看護婦19名を対象にアンケート弱査

を行い、看護記録に関する問題点を切らかにした。

それをもとに業務改議を行い、対象iζ苦j-~霊的な P

ONRの学智会を行った。そして段階的にPON

R 

について、 PONI主導入前期と比較するため、誇

度対象にアンケート翁ままをした。

く総菜>一回尽のアンケートで、 19名中15名が、

経詩的な記録が多く、

な記録がなく笑擦の情毅が正確に伝わらない。 12

名が、記録内容に満足していない。また、業務が

多く記録時間が足りなL、。と答えた。以上を改饗

するためCD審議初期苦j-II惑のノレーチン化、@ ワ
ークシートの検討、窃 申し送り器準の作成、③

-8の業務の流れを変更、① 薬局との話し合い、

③ PONRの学習会を行った。これら改替の評

{簡をするためにニ包Elのアンケートそ行った。そ

の結果は、 19名中17名が、記録の時路が土設えた。

PONR学留は、理解できたと、少し理解できた

が、 13名であった。また、看護の繋の向上につな

がるは11名で、どちらとも蓄えないが3名、否定

は5名あった。喜子定理由は、現状では無理、 1人

でき塁間は不安ということであった。

以上、 PONI:とを導入した総菜、 自擦の透

成期日を明らかにすることにより、具体的で約縫

な計E惑が立案されるに至った。それは、

として関わる看護婦全員にj湾様に実施され、患者

に良好な変化をもたらした。これは看護窓識の変

化で、看護の賞の向上につながったので報告する。
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33) 集中治療郊のおま璽業務内容の変i謹一過

去 15王手間にわたる看護記録の分析からー

tk E日大学5芸学音ili寸E奇病絞

。秋山五五子

二子 3芸大学芸52璽学説.~ ~雪 5藍 3走塁芸研究指導センター

こと慶尚護 金井和子

築中治事実務(以下 1C U) Iこは、治事室の過援に

かかわるすべての援助を必妥とする設定王子、容がJ!!Z

-gされる。

:u璽主義務は救急時の対応;から g常生活iliiの援助

まで多絞にわたっている。 1C U創設から 20与が

主主主塁し、 2歪害罪危機器宝否定雲中心の者護から患者中心

の呑滋へと変化している。今主主、経i迂15年間の看

護記録を潟王室し皇室王手変化を比絞、看護芸義務内容の

変i霊を検討した。

[対象および方法]

t.A大学病馬主築中治療器sIこ 1975、1980、1985、1990

年度 iこ入委した延べ 4王手応の主主主雪 1.767名につい

て、 祭r:ti台霊安部lO芸簿から告、言5ーのE芸i室、充足潟、 後主主、

事五燦などをお王室、築計。

2. のうちは75、1930‘1990年度の 6A Iこ人三ました

延べ 3 ヶ月僚の足~ 1言 103名について、主5j菱5己主義よ

勺翁三霊祭務内容をすべて~至宝し、 Jjj a 1)IJ iこ件後を

祭計、分析。

[幸毒薬]

t.平均年齢は35-38才から43才とあがっていた。

2.在家紛総は 4B前後で平均健的には差をおめな

いが在室鎖倒の延長している患者が増加していた

3.疾病綴速にもいくつかの変化がみられた。

これらは対象のお鈴化、疾病の慢性化 iこ{半う傾向

とおもわれた。

4.呑授業務の年度自IJ総{牛殺はあきらかに滋加して

L、た。

5. :u授業務の件数そ慾者一人、一日さきたりの平幼

件数でみると、非手持i怒l1幸、。才児、 ttjj[ 1努溺の

長い主主警は件数が多く、]l:!il.科、総人科忍者ーでは

件数が少なかった。

6.愛護芸義務内容別にみると、主主体情報に関速する

{牛童文が多かった。

7.観察に関する件数は1?;Iこ60%をおめた。看護ケ

アに関しでは 3%穏震と少ないが、 1990年度では

i努潔の後助 iこ持者遂する件数の増加が妻子BJjであった

-'Jj幸霊祭、指示 lこ隠する件数は滋少していた。
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34) 内科・外科病棟5JIJの直接的看護行為の

傾向と推移

近畿大学法学部附属病院看護部

O片山美子

山純弘江

公衆衛生学

早川和生

1)看護要約(返続時)!と挿入した看護コード表

より抽出された看護行為を 1986年から1991

年迄、消化器系内科・外科病擦における観察・

ケア・指導各々のおめる比率と推移。

2) 継続を妥する看護行為について、消化器系内

科・外科病擦における観察・ケア・指導各々

のおめる比率と推移。

3) 消化器系内科・外科を比較すると、内科系で

は指導が外科系ではケアの占める比率が高い。

内科系と外科系の者護行為の比重の違いにつ

いて検討した。



35) 続続における混交獲の主主主主

持奈JlI終立衛生短期大学

。山口利子、手話馬務江、矢野久子、段、El3'J、密会、

F喜合t母子

{尽約i

f角I>Aで71:を迎える人の士約百iこ伴い室霊安笠の{使用も土替

えている.I勾殺を炎ったばかりの選定起が室霊安釜でどの

ような緩毒素をするかは、怒務のプロセスLこ13襲撃を及ぼ

すと考えられ、さまざまな箇で皮長撃が必姿である。し

かし、議践の霊童'/;e遂をめぐる間童話については殆んど紛

らかにされていない。;ぶiiJf究の8約は、索後における

宣言まさ釜の笑怒ならびに2霊安室をめぐる議緩繁護者の認

i裁について恕差益し、ターミナルケアのあり方を考える

ーめとする@

{研究m去]
全E認の 3∞氏以上の持者続(彩子科ヰを滋く)の翁綾部

長を対室長とし、重苦i送主去による号主的総務まをそ笑Bをした〈

真喜r，lj 1991年 6Fl~ 7月)。線王室内容は、①綴援の渓

後 ③護霊安2告の災主義 ③対象の終後 @笠宮{E幻こ対す

る認滋とした。 1033放の識を芸きを発送し、 697枚(@]

4文芸名 67.5%) をi!!I~足した@ 支室効回答を除いた 688絞

(函2事務 98.7%)について分析した。ここでは、愛安

塗の笑慾について綴fきする@

{まさ祭およびヨ考察}

怒3Z:Eおま'12%が然践と伝jじE宝物内にあり、ぬんどが

地下もしくは 111警に佼援しているが7llJ淡のところも

27:;;あった。笠宮と2室。〉委主L立大m~分t.J(l1l室か 2 1'芝である

が中には8さをも餓えている所や全くない持者続もあった。

また、 83%の病院は笠宮{E室の委主は光起しているが、 15

2は不足していた。7E:'I;j'が援なった議会の対応;は、菊

名著から i変緩i長続させたり、察官1;]室が~くまで病綴で待

機させていた。議議怒il芝が護霊宣言言霊の管王襲撃言伝送である

のは{後か 8::aこすぎない。 61%はきちんとす返されてい

ると怒っていた。また、管ミ車交任者は設がふさわしい

かについては、:i'i/i菱苦s:!えがき望ましいと答えた者が13%

lこ土設えていた。}努綴する終需主の雲霊安芸三については半数

以上が閉経iがあると主主じており、その中身は位護2・設

鱗が不透22、管援が不十分、 i立主主への重己E撃がなされて

いないき卒であった。

以上の結架から、茎[jえ2きさの数は足りているが、設長室

・管理fYIでの問題がみることとi霊族への喜e!J撃がなされ

ていないことが紛らかになった。

36) 宣言安2さならびに?と後0)ケアに対する Ý~霊智淫

者の認議

神奈JlI!祭3主主寄金支豆綴大学

。お潟謬i註;、 wo利子、矢野久子、原間小喜子会、
議会法子

[8的}翁縫うま翠毛主である看護部長が、死者のケア、

i笠主主のケアのっち、持iこ護霊安室をめぐる問題について

どのような必議そもっているかを籾らか』こするe

[;方法]分析によ奇いた佼料L立総綴とi湾じである。ここ

では看護部長の終位、三霊安室をめぐる問題についての

議長室祭渓の認識について分析した。

{長吉よ長;議長菱総長の年令は、 50縫代が 77%で章受も多く

近童話容との?と百IJ体験は告はの有者がもっていたe ターミ

ナルケアへの泌心がぶL市長話、生および死についてよ

く考えるがそれぞれ71%、66%、死主主童話をしっかりもっ

ている 62%あった@

室至宝e]去については、持きさな、冷たい、手事ち緩いた、

緩いというイメージを;寄っ若者が多かった。

所主義する tVi絞め後~~さについては、死者をまと後する

のにふさわしいと，~己っているおと足、っていない容がほ

ぼ土手叙づっ F亡、 iゑ主主人とって霞乙怒されていると怒う2昔

話、怒、わなL、68%であったe 滋族にとって波長慧されてい

る内~としては、まま. (告緩長j・接語系など主主設ま室長蓄額を

あげていた。また、 IciJlllに従った弔いプ7ができると怒

ウ 17言、できるとは込tわない 82%であった。

7E主替の宇多i義については、なるべく入自にふれない方

がよい 92%、モうは怒わない自主であった。書量議長選が霊童

安2さにiiってお別れするのは災いと悠う 88%、是認しか

った 4苦己表が行ってお別れするのは災いとI~、う 58%、そ

うは足、わない 38%であった。

{まとめ}

①翁後部長のぬどがi霊童話容との7E71IJj体験を考し6jij1J

l-:U二の王宮がうZーミナルケアLこ強い総心をもっている砂

②怒ま(~さについては、死者の安援に声守してより i議族

への語ebぶこ対して、より多くの設が問題を毒装じている‘

③死者を総量記する主義~がを設号室く存在している。

(診省主霊鮮が言語交2さに行ってお別れするなどケアおで

の語~r.翠の必妥伎を認滋している。
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37) 乾霊祭患者のもつ社会的精神的意識議室

東京大学震学部総緩病院

<=T J 11秀記

李主擦は-fjt発症すると多くの場合、長期Uてわた

り治療を要する慢性難治性疾怠である。発症後の

患者のストレスは、か~I) 深刻なものと考えられ

る。しかし、本邦においては、笑態、誘査は少ない。

患者の精神約状態を把慈し有効な援助の方途を採

るべく、今回、アンケート調査を行い、検討を加

えた。

対象と方接

東京大学皮j努科外来を 198 9 年 2 Jl ~3 月十亡受

診した乾簿怠者83名(男性52名、創性3lZ)を

対象としてアンケート調査をおとなった。

翁まを草寺平均年農舎は、 男性52意気、損控57歳。

総菜考祭

1 )一番図るとと ;Eミ疹の見えgが惑い66.7'i6 

が長をも多〈、その他は、かゆみ、治療に手間と時

閣がかかるなど。 2) 社会生活上の問題としては、

入浴、水泳・海水浴K行きづらいなどと反感な他

人花見られる場合で67.9'JI;とほとんど合占める。

3) 病気に認する認識;空おっている 発性63孫、

女性52%とほぼ半数の窓者が{PJ等かのことを認

識している。 4) 乾擦についての知識の情報滋;

病援が66孫、本が30%0 5) 乾終発夜E寺にスト

レスがあったか;あり 男性37係、女性38係c

6) 乾護軍港忍ま寺?て袴衿的ストレスがあったか;あ

り 男性19%、女性46係。 7) 精衿的ストレス

を受けやすいか;やすい 男性32予言、女性57係。

8) 治療の重IJ作用を知っているか;知っている

男性76孫、女性48弱。 9) 多少のIIDJ作用があっ

ても皮疹を全部きれいにしたいか;したい 男性

88孫、女性54弱。 10)治療の内容についてもっ

と窓言語から説明がほしいか，ほしい 男性82予言、

女性81労。 11) 現在充分な治療を受けていると

怠うか;怠う 男性60係、女性81弱。

乾擦の忍者は、その病気故死8常生活会殺死わ

たり、消緩的になる傾向が強い。また、乾擦の尋

問外来i'Li盈錠しているl乙もかかわらず、半数ほど

しか疾彦、理解がされていな"'0精神話での配慮、と
共犯、三重喜きな議題と，望、われた。
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38) リハビリテーション者殺への窓銭と取

り組みの実際

秋田県長翼手公立病院

O北pi島緒子

自治医科大学還まま撃短真芸大学

大久保鈴子、松田たみ子、関口ヨウ子

脳卒中患者のま議終的予後は、発作ill:後からの還

ま警がどの擦に行なわれていたかにより左右される

と玄われている。 このことは零緩綴が慾者と去をも

多く弱わると言う特殊性を持っているためであり、

看護綴がiEしい総裁の下に審査霊祭務の中にリハピ

リテーシヨン(リハピリ)を耳立ち入れて行かなけ

ればならなという Z霊祭性を含んでいる。

しかし、 宅まま霊長器不足が間差きになっている今日、

審綬裟務がいっそう繁華撃になり、 一人一人の長患者

とじっくち関わる時間が減少しつつある。そのよ

うなゆでのリハピリ者畿の現状とりハピリ宅まま撃を

もっとそ資援約にfrなって1:1くためにどのようなこ
とを考えて1:1かなければならないかをアンケート

調査をもとに考察した。

領宝まは平成3年工工月 15日-11月30臼の

期間に J大学病院 5究者擦の習後約 106名を対象

として行なった。回収率は 91.3%であった。

結5荘は、 ①宅まま護主義務の中でリハビリ還まま襲として

を詳げた 9項Elの占める叡会は、全体の約 1/3を

占めており、各項呂共』まぽ平均約に行なわれてい

ることが捻察された。② 9劉以上の宅H霊郊がリハ
ピジ毒まま菱を"している"と答えている一方で、 も

っとカを注ぎたい業務も 7割以上がりハピジ幸子設

であった。 ③宅まま整綴によるリハどりに関しては、

8部以上の若宮護婦が十分でないと答え、 またりハ

ピリルームからの継続した着後については、約 7

翻の者懇綴 lこ十分iこなされていないとの回答が符

られた。④リハピリ看護を行なう際の河童!Hこ隠し

ては、 E寺f笥の余裕・雲まま菱重室長の数・リハビリの知識

・技術不足など還まま護者罰gの要因が多くみられた。

以上の結5裂から、ハピリ餐設は霊的には1:1なわ

れているが、内容の充5たという点に関して満足し

得る状況でないことが示唆された。上記の結采は、

対象若者綴が少数であ号、 外科系への幸運ちも見られ

たので、更によ主く 5語録を ffJiらかにするために混在

迫力E務まま中であり、 この結系を合わせて検討し、

報告する。



39) フレーム侵F号室主形手術患者の保j塁

C佐々木篤子上野多喜子出口悦子

ミ宇戸喜子江子 中翠敷和子

石倉EEつ子や怠京子

木村宏子

手術;を受ける患者。は、そのほとんどが襟体のま

ま外気にさらされ、そのよ、手術佼襲によって体

遺低下をひき起こす。

先に研究者らは、全身麻酔下での窓、者を対象;こ

街中{本滋低下の訪止と保i誌について研究した。そ

の結果、他科に比較して、霊童形外科手術15f9iJ中、

シパザング〔怒祭を伴う戦探、以後シパザングと

する)の発生が8f9iJと多かった。

そζで今謡、整形外科手続のやでも、手術会と

腹部のf拐に空間ができ、係j塁が難しい1f殺後方手

術用フレーム与を用いた手続{こ若怒し、保温用具の

使用効泉を試みた。

笑霊会対象{立、全身麻酔で脊殺後方手術沼フレー

ムを使沼した慾者50f9iJ(笑毅若手25f列、

伊1])とした。手術所姿待問i之、約90分であった。

?長oci封切5%とした。
しては、むフレームの

下iこ混主主食プラボトノレ3本を入れた。金属かけで

被援。号線袋で援護。 o局所用滋冷滋布認を路袋
のよから覆った。非実霊会訴は、保滋をさ長くしない

怠;者とした。

体議i立、持管降、 30分後、部分後、

務獲を誤IJ定した。その後引き続会、

後、部分後のH夜認混を測定した。手術中、手芥i後

の体温条件を統一するため、

算し、平均値を比較した〔換算方法は、絞窃翠lζ

0.3.c加えた伎とした〉。

その総菜、実験群、非笑芸会若手ともに、持管E寺36.

9 'C、抜管符36.3.Cとi制度であった。碕誌の滞主主

将からの体還をみてみると、実験若手では、:帰f~U寺

36.0.C、策委後30分36.5.C、非実験群では、係2主

将35.7.c.保護後30分36.0.Cであった。

雨若手とも、街中i本援には2をはなかったが、鴻察
後{立、笑霊会詳の方が0.3.Cから0.5.C高かった。

このことから、続やのフレーム使用髪形手術窓、者

の保言語は、術後の{本混低下防止につながる ζとが

わかった。

40) 郊告1]待の工夫
ーより{をいやすい締約帯会めざして一

公立野辺捻務主主総衿経外科病機

O~専務慈:美子

今谷正予，坂本レイデ，浮のりテ

脳千申綬外科疾怠怠毛ぎにおける抑制は.後々の~:

議隆三喜，態、毛去に実施され，患者の安全保持と治議上

欠くことのできない者護技綴である。これまで当

段脳外科のif言語lll;l:， !iB絞殺l憲ij議(グリップタイプ

ー東京後i材社製〉とシーツによる独白のもの〈以

後シーツ抑制帯とよふけを係筋してきた。

しかし，シーツ抑制設は計総して作成したもので

はなく，使いづらいぷもあったためさらに{をいや

すい抑制殺にする密約で，作製にと勺くみ考察を

おえた。

方法

1 過去1王手間後汚した会態、考12名の人波カルテ

から跨題点を:Jill出した 3

2.従来の抑制議の言十機?を，改良ぷ・大きさ・材

質を検討し抑制擦を改良した。

3.改災した抑制等?を縫没者2名で使ffl:;;送致した。

;き祭・考察

(1). jj著ひも・綴ひらの佼塁塁手が惑いと擦過傷をつく

りやす ~\o ひもの本数が多く総いと絞りさ郎、が~

gでない合その総菜，ひもの設さ.I怒・俊畿・ヱド

数を変えた 3

:g;. J誇ごろi滋が広すぎると抑制効薬が努くなる合

体製の遠いにより， ffijj-的だと抑制殺のずれが多

くサイズを〈大・づけ2:f!!!類;こした。さらに，縫

製をミシン 2乏がけにして繍強したっ

次に後;)言者2名の実験では，身体的・精神的苦

絡が想像以上に大きいという結果となったョこの

ことから，抑制需は主義に使汚綴佼と安全だけを考

えて利用するべきものではなく，窓、著ぎの心怒磁を

十分iこ若守護言、した抑制のできるものでなければなら

ないと怒われる。今後，身体的・務衿約苦痛lliiも

考え，抑制緩ば安会対策の一方法であるというこ

とを念頭におき，さらによりよい抑制援のあり方

を工夫していきたいっ
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41) 手Ll話自己検診に対する看護綴の認識

本L綴医科大学衛生怨真芸大学部愛護学科

orう関f王子、皆川智子

[はじめに}近年、主主E認の手し諮草壁懇の増加が姦し

く、第二次予紡としての自己検診法(BSE)の普及

と霊堂藤教育は必須である台今回、意まま菱織のBSEに

立すする宝主主是認ままを行ない、 BSE笑施皐上昇の喜軽量霊

を検討したので報告する。

{対象及び方法}平成3年lJl~2月にかけて札綾

子行内 6続設70臼;gの看護婦を対象に自記式笈関紙

調室主を実箆し、641名(91.6%)より沼答を得た。

{手吉桑及び考察]回答ミ告の若手令は 21殺 ~60主義、平

均32.8土9.2擦で、 30綴未満が47.0%と最も多かっ

た。緩怒状況は未婚60.7%、既婚39.3%であった。

BSE笑施者は57.9%、非笑施者は42.1%であり、 30歳

未主総若手と 30産量以上群の比較では 30歳以上詳のき~Iìtl!

率が脊窓 4こ高かった。回答者の 93.0%が BSE~定施の

必要性を感じているが、定期笑施主告は20.6%と少数

であった.不定綴及び非実施の立三な王室E包が「つい

忘れる J(不定期 86.7%、非実経-59.6%)であるこ

とからBSE笑縫への主主議{とが必喜きであるといえる。

BSE:lj定E患者につい tもf怠いついたとき Jf":行ばい

(74.7%)、 lHまもf手し設をしぼってみる jが17.0%と

少数であるなど、検診器寺期・方法の認識に!努して

怒皇室が示唆された.定期実施者ーと不定期~施者の

上七絞では定期実総省の1iがf.FJ経終了後lj題以内J

の実施喜容が潟かった。検診方法も「乳首をしぼっ

てみる jが不定期災施者の14.7%に比べ定期実籍者

は26.3%であるなど、遜切であった。これらのこ

とから、 BSE笑後八の主主議fとが正しい認識に結びっ

くものと考える.一方、葬祭施者についてみると

検診終綴と月径との関係を大多数の者(91.6%)が

認識しており f月経終了後i週以内jを透おとした

者は49.ぼであった.検鈴方法については実施者と

比較しその認識の程度に大差はみられなかった。

30絞米潟番手の実施率が低く、非実施辺自のなかで

「まだヨ去しりが33.3%を占め、開始待英語について

60.7%がf30f';;から Jと回答していることから、若

年溺へのBSE笑存在の動機づけが、 BSE実主置き容の上昇

に結びっくものと考える@そのためには「文献・雑

誌Jf研修・繁華室Jが若年腐の主要な後報告章、実施動

機になっており、学習機会の充実を図ることが必

要である e
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42) 看護とセクシュアワティ

治護者の年産告による認議状況とケアの可能性一

自治医科大学選議短銀大学

0松本鈴子，潟村秀子，在!j:ie jj喜子
自治医科大学付篤病院

妓聖子宮草子

1. はじめに

セクシュアリティとは人間らしく生き生きと生

きていくための生きる基盤であり、たとえ縫E査段

警の状態にあろうとも欠かすことのできないさき本

的欲求である。にもかかわちず、医療や者設の壊

では充分な検討がなされていない。そこで、看護

者が自らも会め人間のセクシェアザティをどう認

識し、どのような援効をしているか実態を把援し、

セクシュアザティを尊重量したケアの可能性を検討

すべく議査を実絡した。その結果、議護者自身の

性のとらえ方は勿論のこと、 j替、者のセクシュアリ

ティに対する喜志議や具体的なケアの実践に年齢に

よる笈が認められた。ここにその綴喜きを報告する。

rr .調査対象および調査方法

全国 2地域の 300*以上の総合病院‘の勤務年数

5 年以上の看護銭に、Êl言十式質問紙言喜変号Il~霊・郵

送法を1Uiをした。 3電線草月間iま平成 3年 7月から 8
月で、回収率94.2%、そのうち有効回答案tt、98.

2% 0571名)であった。

怒.結系および考察

1 )表護者自身、性:セァクスを年鈴の{迂い君主が

f愛J57.0~75.2% 、年詰舎の;îiïい毛主が f 夫録生

FoJ 72.0~75.0% ととらえていた。この傾向は

主主主主遣のとらえ方と同様で、専門織であるにもか

かわらず広がりがみられなかった。

2 )警、容の伎を rt意識したことがある j 者ば全体

で72.2%だが、年齢による霊堂はみられなかった。

しかし、認、議した捜E討を q生の総みや不安を相淡

されたから J とする毛まは40殺を筏4こして、苦手鈴の

高い者4こ多い傾向が{湾われた。

3 )性3こ関する援助をしている替、慾ヰ苦や家族か

ら牲に関する昔話みや紹談を受けている者、カン

ファレジスや看護言十頭:こ取りょげている考 i士、そ

れぞれ年齢と共lこ高率であり、セクシェアリティ

を肯定して受けとめている者1こ多かった。

4 )牲に関する学沼状況は40殺を袋に学習を始め

る者が多かった。など興味ある知見が得られた。
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43) がん窓遂の家主要の心の動ぎについての

検討

大綴径科大学揮す露病院

O本字 詰童三塁

千葉大学審議学部

こと慶尚喜室、会弁和二子

がん患者の葱設において、家主主の祭7こす役割i立大

きい。それだけに家族への後劾は愛婆であり、がん

窓善幸を抱える家主主の心がいつ、どのような持!こ動く

のかを匁れIt滋切な鰐iこ効粟約なま霊滋ができると考

える。

そこで、家主主の心の数きを鉛るために、より心の

動きが克明iこ記録されている手記の分析を行い検討

した。

[対象]

がん窓衰の家族により警察かれた手記 5書官

内訳:察によるもの 2罰

まま・ 5告によるもの 2fffi 

怠二子によるもの 1fffi 

〔方法〕

1.窓革まの心の重力ぎについては怠表が訴えた言葉

や、窪、議のB言とから主主きおしたものな、キュープラ・

0 スの「死!こゆく過程のチャートJIこ纂づき分析

2.家族の心の重力ぎについては毒若者E室長告とそれ以

外の家族の心の動ぎを繕いている部分を後きおし、

アルフォンス・デーケンの f怒号撃のプロセスJIこ纂

づき分析

[幸吉祭]

がん窓著まを抱える家族iま共i透して慾衰の競技、症

状iこ号室く心を動力、し、害警空宇釣打警察、否認、滋絵、狗

うつを示していた。

1.家主主iま忍衰の持者名を告げられた袴!こ激しく心

を動かし、手警守率的rr警さを示していた。
2. 家族!こ It.~塁審の死の跨襲警まで三苦言君、、孤主主、掬

うつの殺騒が交主義してま見れていた。

3. 宗室長の立湾によるよ~è 1. 2. の表現の遂い

It~君、められなかった。

44) 予後告知iこ関する看護織の認識

民主主主E霊祭技術短期大学 O水渓雪量子、 梅原美智、

2言a延子
名王宮E重大学震学務総長義病続 主禁E告書設さ害

はじめに:終末真喜怒者への菊名、芸者状告知につ

いては、インブオームドコンセントとの認遼もあ

わせて議議されているが、 終末真喜孝まま重は控室史的に

も最も該元的な毒まま菱状況としてとらえられ、護ま緩

の役言語が霊童筏されている。入院盟主擦において審議

言語が慾者に対応する機会は多く、来夏lJ!巻、著まの義務

に関室撃して様々なJi解をもつものと考えられる e

そこで、家綴患者に塁塁透する審議綴の認裁のう

ち、病状の告知に5書する虫IJj惑を言語宝ましたので報告

する。

{方法}焚街車記録変:告知条件について記述した

32の雲主総攻留について、告知すべきか否かについ

て考える程皮を 5君主務(会く考えない -1から奔

常に考える 5まで}で解答会求めた e 言語交対象:

総床笑習指導者繁華ま会受言葬者、及び、 チームリー

ダーとして綴尿意苦言撃をさ建設している審議綴である e

{緩系と検討}

有効邸宅事数lま247名、 その平均年畿は33.2義語、緩

署長年数は10.7王手であったe

i をき知を考える条件

そ予後fき知について比較的手守定的にとらえられて

いる条件は、 f慾革まの撃義主義が医務であるJ4.2号、

f初真夏菜室の議会J4.22、 f究者苦言から告知を希5還し

ていた忍者J4.19、 「大きな社会的支伎を持つ窓.

若手J4.08、 f診断内容を知って対応を考えたいと

いう怒若手J4.06であった e

次}こ笈間壌gの条件を比較すると、簿、きの王手重詰

j懇では、 栓年真夏>替差手燭>老年期、 怒革まの警霊祭で

は、 医綴>雲号室菱録、 霧車室内での役叡iでは、 経務的

3主投になっている>家率一坊をしている、器E霊童ス

タップのカ愛では、主治医が怨‘革まを支えるカ設が

ある>毒号室菱総の務事争的援里会カが十分である、 害者絞

については、初期言語>一時的に病状が安定してい

る、であった。

2 これら32項自について図子分析、パリマック

ス回転 (4.5以よ) した絡系、 !if主義翠念的条件、奪還

芸誌と知蓄率の粂件、支援と安定住の条件、祭、考の緩

やj粂件の4つの因子が主主おされた。
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45) がん告知についての医養従事者の窓議

弘前市立構院

O八木橋靖子，阿蘇のり子，宇野テツ子.中畑キヱ

弘前大学教育学部看護学科

木村宏子

わが留において昭和57年以降，悪性新生物

〈がん)による死亡率は第1位ぞしめている。

このように「がんJによる死亡率が高まるなか
で，がんであることの病名告知の是非論は医療の

現場でも取り上げられるようになって久しい。し

かし，いまだこの是非論の結果がでていないのが

現状である。

この問題に関する愚氏一般の意識謂査をみると，

末期務である場合「がんであることをはっきち告

げて貰いたいJあるいは「それとなく自然な形で

告げて貰いたLリとの意見が多L、。また，医療従

議事者の中でも事情が許せば告げた方がよいとの意

見も徐々に多くなってきている。

がん告知については，一律に全ての患者iζ行う

ことが適当なわけではない。しかし，末期状態で

あることぞ告げる ζとの利点が大きい場合もある。

また，告げることの得失の評価を適正に行い告知

に協力する ζとも重要である。

時代の流れとともに病名を知りたいと望む患者

が繕える一方，いまだ知らせるべきでないと消極

的な医師もある。 ζの両者の濁で看護者はどのよ

うな役割を果たすべきかが態床における検討課題

てeある。

そこでがん末期患者のより安楽な看護の方針を

見いだすために，当病読における医療従事者196

名の「がん告知jについての;意識調査を実施した

のて報告する。
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46) 大腸癌手術主主f9IJのQualityof Lifeの

検討 一病名の認議〈告知)との関係についてー

弘前大学医学部付属病院看護:邸

。藤田あげみ、相馬美香子、葛西恵美子、

)11絡くみ子

大縁結手術症例のQualityof Life(QOL)を評

価するにあたり、患者自身が病名を認識している

か否かがどのような影響を及ぼすのかプンケート

調査を行ない検討したc [対象と方法]対象は手

術時年齢70歳以下で術後 2~5年そ経過した再発

徴候のない73例とした。務査内容は、病名を知っ

ているかTiか、またどのように知り得たか、病気

や手術についての説明はどうであったか、それに

付隠して患者自身に病名を告知したほうが良いカ¥

さらに現在どのようなことが気掛かりか、などの

項目に対して各自記入してもらった。〈回収率90
%) (結泉]病名を知っていると回答した人は73

例時"39例 (53.4%)であり、そのうち「務 jと問

答した人は22例、 rH重星第Jが17俗であった。知り
得た方法は、底的から直接関いたが12例と最も多

く、次いで‘診断舎を見て、身内から開いてがそれ

ぞれ9倒、自分で何となく悟ったがs倒、マスコ
ミからが 1例であった。病気や手術iこ対する説明

については、良く理解できたが17倒、あまり解ら

なかったが9例、もっと説明して欲しかったが12

例、組答なしが1例であった。さらに病名を告知

したほうがよいと回答した人が19例で、癌と飽う、

付き合う気持ちができる、病気の ζとをくよくよ

悩むより頑猿ろうと思う、などの意見があった。

告知しないほうがよいと回答した4例は大きなシ

g ックぞ受ける、思い悩むなどの意見があった。

以上の結果から、今回議交した大路痛手術症例の

約半数は病名を認識していたが、認識しているこ

と自体がQOLの善し慈しを決めるのではなく、病

名-a:知るまでとまnってからの医療者側との関わり
方が重要だと怠われた。すなわち、患者の卒者神的、

社会的状況とEふまえ、医療者との信頼関係が成立

して、はじめて病名の告知がなされるべきと思わ

れた。最後に今回の調査中、患者の家族より癌と

告知しているような無衿経なアンケートだとその

まま返却された 1例とお叱りの手紙が1例あり、

改めて告知に対しては慎重でなければならないと

実感したc
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47) 務持続 iこ立すする薮護学生の慾議議事誇造(5)

CAS. STA IIこ示された不安緩向による検討一

山口大学緩室主主主総綬綴大学都

O金UJ.iE ~子 包ヰJ-:(キ二子

2主議医科大学E重要霊祭主詩短真芸大学

JlI;;転手IJ窓二子

千ま葉大学務言翠学総審議;A皇室主持究千言華客センター

内言語 きも

{喜斉究g約]

華斉袴毒奇 iこ立せする義務学生の議議室i立、臨床;A言ぎや

Z手雲選後の長室絡に影警警する。私たちは教育のまま礎資

料とするため、李道事事務に対する看護学生の慾言語争議

遂を紛らかにしたいと考えた。苦言幸設では、 3まE話約

うむ議室そ学習した後の還ま護学長そ対象 iこ5fE!子をt惑

tJjし、主玄識と不安とが隊長きしていることを見出だ

した。今@](立、 C.A. S.不安診護去後ぎを〈以下CASと

絡)と STAI(B大阪) Iこ主主された不安綴向を扇い

て慈雲義務長きの佼議室約関係を検討した。

{奇F究方法]

対象は、 1990王手芸芝山口大学E霊祭校長奇綴真芸大学総

容言護学科 3年生52名である。方法は、車寄争事事ヰ祭事苦

言Ijに「害警持続 iこ立せするイメージj のテー?でE!8討

認議議主去により語審主主し、 E母子分析(パリマックス砲

事五) をITい、 5在宅設若手与吾容48.6覧で 5畿二子を鈎tちし

た。 また李毒事事科書ミー密着ij.後に編笠したCASとSTAI

の幸吉泉よりまま得点雲卒、や得点雲卒、潟得点、若手 iこ苦手jJlJ

し、fE!二子得点の平均{怒号fE!二子設問 iこプロットし、

怒議議機長室の主主緩約関係を検討した。

〔総泉および考察}

1. CASでは、 LfE!子(パラノイド綴fOJ)におい

て玄室量約問綴E翌二子 iこ1%のぬi;l室主査を認めた。縫い

縫い、議長妬潔いなどのパラノイド綴向のおい学生

は潟絡を7Rさず、霊童立主に総長さするさ設露誌を姿ミ話する

綴向にあった。

2. STA 1では主主!1!不安・特性不きをともに玄室完的綴

察包子 iこ 5% で i若手!ì~母そ認め、また、特性不安と

:g量産宣言霊見書室因子とに 1%の巡幸容島還を認めた。次怒

不安および特性不安を潟く示した学生は、::l:童晃釣

銭安芸 iこ関長室する慾裏遣を号室若きしない緩i勾があった。

また特設不安をおくぶした学生は、客観的綴安芸お

よび偶然 iこ隊長室する怒綴をま空襲する綴向にあった。

還後学生の慾害義務迭に、以上のように不安綴向

が銃撃撃を及ぼしていることが示唆された。

48) 審議学生のエイズに立せする慈訟の務長差

(1) 一一入常時と 1王手終了時の比絞

産業医科大学医援投銭短湾大学

Ocわ 滋子、議室苦笑江

新 g量生株式会社 八綴童話室長新潟続審議主宰門学校

佐々木千秋

長審議大学窓療技術短媛大空宇都

室主聖子 三喜怒子

ヱ子主義大学選苦言還さ学部務議案霊童討議選事センター

i今滋}晃

g的:エイズは重量初iこ報告された慾容の委主名が

男性局後愛者や麻薬常苦言者であったことから、

絞社会の人々はエイズにおfして奇星雲な芸家慾でみる

ようになった。71<窃下では医療従喜多者でさえ感染

者のE言語塁を怠滋している渓繁である。このような

状況下での還後の役~J と笈径はきわめて震婆であ

る。審議をこれから学習しようとする l等生に対

してエイズに対する怒識の努まぎを行い議室遣の滋造

とその変化与を確認したので報告する。

方法:(けます芸家主よ百翁変喜寺銭 北九州市内の務

護学校在学ゅの 1写生 204名。内訳は A佼 60 

名、 B絞 47名、 C絞 40名、 D絞 57名。
E寺務は A.B授は入学議後の 5丹、 C.D

王手主主の毅穫を終了した 3月。

(2)潟資姿エイズj という病名からイメージ

する会霊祭を亨IJ室長eさせ 35J:語gからなる質問経を作

成。 (3)察衛 35の霊堂前夜g怨lこ5-1点、の S

段憾の得点を与え、それらの得点、からお子分析(

バザマックス回転)令行いA ・8校と C'D校お

よび全体の怒子構造の比絞を行った。

縫製・ 2考察

(l)全体の因子の命名・ 5認務主寄与芸名56.73覧で第六

鶴子まで鈎tおした。第一因子から綴lこ主義慈宙子(

以下扇子を主主路)、援効、恐怖、危段、不可終、

否定であった。

(2) A・8校の包子の命名・ 5誌綴幸容与怒58.87完で

間後;こ第六留子まで総出した。第一包子から綴に

主義怒、恐錦、危軽量、不可露草、脅定、~定であった。

(3) C • D絞の扇子の命名・ 5実務室寄与率58.11完で、

第一顕子から頗に主義慈、援助、恐怖、不可解、危

険、否定であった。

3君11ともに第一因子に主義慈伝子が存在し、また

C'D君主には援訪問予が存在する。 WHOが援隠

する「教育jの必婆伎が議事雲と考える。
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49) エイス'鰐題の認識および:窓議

一看護学生と看護婦を比較して

横浜市立大学農学部付属高等看護学校

。渡部節子，稲見すま子

横浜市立大学医学部細菌学教室 奥田研磁

今Bわが閣でもHIV感染者が増加したため，

看護の現場にある者にとって，その正しい知識を

もつことがきわめて重要になってきた。しかし

関島らによると，主主療従事者ですら，必ずしも満

足のいくような認識がなされていないと報告して

いる。そこで今居比今後のHIV感染予訪の的

確な教育および指導を行うための一環として，看

護学生と看護婦のエイズに対する知識および認識

の調査を行った。

<対象および方法>

白鳥らによる質問哀を基に改変した質問票を作

成し，看護学生310人(平均20.2才〉・看護婦97

人〈平均24.6才)を対象にアンケ…ト調査した。

<結果および考察>

1.入学後まもない呑語学生i年記也記~忘年

生に比較しエイズの原因・タイでのエイズ流行

.感染経路・エイズ治療薬としてのAZTなどの

エイズに対する知識が低い。又 自分のエイズに

対する予坊対策等，患者への対応iこ関する意識に

おいて著しく低いことがわかった。これは調査時

期が4月の入学時であったため，専門教育をほと

んど受けていないことや，欽米のように中・高校

で正しく教育されていない結果と怒われる。

2.看護学生と看護婦について比較したところ，

表護婦はエイズの原田・感染経路・アフリカでの

エイズ流行などエイズに対する正しい知識をもた

ない人が多く，特に看護学生2・3年生に比較す

ると著しく低いことがわかった。又 エイズj患者

のプライパシー保護など患者への対応に関する意

識においては，看護学生全体に比較して脊主主な室長

をもって低いことがわかった。

以上のことより，今後 HIV感染予防のため

には，看護学生のみならず，看護婦のエイズに対

する継続的な君事蒙も必要であると考える。
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50) 看護学生の死に対するイメージと関
連主主因に関する検討

帝京平成短期大学

O花野典子
千葉大学審議学部看護実践研究指導センター

二仁屋尚義 金弁和子

1. 目的

存号続で死を迎える人が多くなり、審議教育にお

いても「終末織の泰護Jが霊視され、多くの報告
がなされている。看護学生が死そどう!惑じ、考え

ているかをさぐることは、人の死をどう学ばせる

かを考えるよで護委である。看護学生の死のイメ

ージを明らかにし、そのイメージの関透喜雲閣を明

らかにするg的で検詑を試みた。
11.対象および方法

対象113年完IJ看護短期大学に入学した 1年生、

82名に対して死にかかわる経験、死に立すするイ
メージ、死についての考え、性格などをアンケー

ト調3ました。イメージは学生自身の知覚や思考を

ありのまま表現できるよう13E13記護法とした。
111. 結果

1.審議学生から提示された死についてイメージ

する言葉は 12 0 ~吾であり、各学生が提示した言

葉の半数以上を占める言葉のイメージでその学生

をマイナス，プラス，その他のイメージ群!こ分類

すると、 7 イナスイメージ群がら3，3%でるった。

2.死にかかわる綬殺では、身じかな人の死を経
験したものは74.5%と多かったが、実際に臨終の

場に怠合わせたり、死に逝く人の世話や看護を経

験したものはわずかであった。イメージとの栂関

そみると5訴さに怠合わせたり、世話や看護の経験
をもっ学生のマイナスイメージ鮮はヰ7.1%である

のに対し、経験のない学生1173.8%と高率であり、

死にかかわる濠接的経験はイメージに影響を与え

ていた。

3.死についての考えでは、死への関心，病名古き
知，滋器移転車の3J真gについて考えを問うたが、

イメージ群との招関11認められなかった。

4.脅威号事j激の認知反応パターンR-S5去(短絡
版)を用いてイメージと性格との相関を見ると、

R群25名、 S群6名で各君事ともイメージとの相関

はほとんどEられなかった。



51) 審議学生の死iこ対する主主裁のj守ち11

ーデEIこ対する窓書室形成に~努ずるJm[1TI­

自治医科大学付属大2言語E祭センター

O~高木 t薬

密治医科大学幸子緩鐙真芸大学

大久保祐子、松田たみ子、窓口ヨウ子

今回、予trこ衡する関怒i主総7tの考え11を中心に

クローズアップされてきている。 しかし、一建立高j

な問題として議翁されるが、 自分自身の7Eについ

て潔く51.つめ、考えることがどれくらいなされる

であろうか。Iii擦における社会的な関心からとい

うも宅点ばかりでなく、 予trこiiIiiiiしている5患者と援

する綴会もある達手緩絡は"人のヲE"についてしっ

かりと認識し、さまざまな限定基を見つめてf'1くと

問時に、慾還まがよりよい死を迎えられるように後

Il)Jしなければならない。そのためには者殺綴自身

が死を前向きに去すえられるさ喜怒が必裂である。

死 lこ対しての考え11は、文化的・社会的背交を基

礎に、教育や絞殺によって形成されるものと考え

られる. ~.守;こ一若宮室学生 i立、 議設や察官3をi謹して7E

について考える機会をもち、それらの緩み笈ねは

7E 1こ対する窓諮の形成に少なからすl!~宅ぎを与えて

いるものと怠われる@そこで、愛殺の学穏や経霊会

が、 死 lこまJずるイメージや窓霊安彩成にどの綴4こ邸

主主しているのかを紛らかにすることを自約とし、

務後媛大生を対象として宝空間孫吉去による翁笠を1'1

なった@

その結菜、 S Di去によって泌定した死のイメー

ジでは、学年!習に主査は認めれず、否定的イメージ

への鍛号が多くみられたが、管支在約な受け止めを

しているものの比較では、 '!f:.匁のi釜1'1と共に死を

~えまあるものとして従えている傾向が示唆された@

死を怠認したきっかけは、身近な人の死の経験が

各学年とも 50-60%に51.られたが、 5需をまt:fJrこ

'Jtけ持った慾去の死iこ後したことを挙げている学

生も見られたa また笑留意立後における7Erこ立すする

イメージでは、 5誌習詰fHこは否定的であったが祭習

後は背定的への変化も認められ、 君子宮撃の学習の遂

行は、 語ミ然としたイメージで主管えていた"死"を

主主毅イじする霊~[1TIとなっていると考えられた。

以上の結よ裂をふまえ、 さらに死に対する主主銭形

成 iこ髭饗を及iます霊g[1TIとして、特iこ宥畿の学習と

のお速について検討し報告する舎

1 B 第4会場第10群

52) 翁護学生における自己教育カ』こ関する研究
-e自己教育カと学習方法などとの箆遂~

東京事事11.霊主主要技続短長話大学

。語集千鶴，佐藤みつ二子，森下宣言子

千葉き大学望号護学f事務号室笑E芸研究す旨毒事センター
内軍事 告さ

[13的} 自己教育カiこは、次の品つの官話題がある。

①r1Hミ・発援への志向、②13己の対象化と絞鋭、③

学習雪の主主総と3喜怒、③自信・プライド・安定慾であ

る。 a己事支持カi立、これからの変化のき設しい社会に
おいて13己の生き方を決定する特に必至喜になる。そ

こで、自2.をさ主畿にわたって委主管しま託ける怒志を形

成することが蜜撃さとなる。今回iま f重宝資する自分j

iこ腐葉室すると考えられる姿忽について明らかにしよ

うと考え、笈問者去を用いて繁主主を行った。

{方法] 警室長男攻容は夜aの作成した f自己教育カ
瀦まま努13Jを飼いた。 g答売予王立l立、後回の2件ままで

はなく 5 段階評祭主告を汚いた。対象は、理il~護主主茶話大

学の i年次学生83名、 2年次学生79名、 3王手次学生

84名のまt246名である。回答を警交雪量化し、君主二子分析

を行った。雨時4こ行った 7エースシートの中で学習

方法毒事の渓gを務に分け、それぞれの関子得点の平

均悠iこより比絞した。

{華客後および考察]

1. lZ'l二子の命名

雲ミ談室寄与主事46.7%でとりだされた 61Z'l二子をE喜子食

事害援の攻13により、次のように命名した:プライド

鶴子、 g孝義主霊童文芸家欲因子、 自己絞予言iカlZ'lニ子、学習主主

欲空襲失lZ'l子、成長への志向鶴子、協議後堅苦手。

2.132.教育カに努事撃する察国

学年懇の比較では“自己銃剣カ滋二子"に霊堂が認め

られ、 2年次学生l立主主主霊が安定しているためか、 8

己の欠点を緩りよぎった号する綴i勾が季最警護された。

また向善寺に行ったアエースシートの中のさ詳潔方法

の宅資gの分布l立雪量 i左僚に討で示した。額二子得点の

比絞では言受 iに示す長室り “g害警妻室長主意欲lZ'l子"にお

いて fまねるj と回答した者と f試行錯誤するj 、

F審議潔釣に考えるj と[ill答した審との簡に有意室長が

認められ、 fまねるJ と[ill答した革まは、 g害警霊室長宣言室

主主が低い綴向が認められた。

ぎ 董 so 著書。 重 50 WSO WSO 筆 so

主えてももう 45 -.09 1. 03 ヘ12 1. Oi φ011.06 -.06 .83 司 06 .86 .14 .98 
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53) 看護学生の成車道 iこ及ぼす婆閣に泌する

検討 -DPI.SCSとの関係の分析から

東京女子医科大学審議短鰯大学

O宮(/1章受ニ子、 言寄5毛沢怒号喜子、 言喜若~iR の号ニ子、

渡辺文子、河合子慾子

く図的〉

殺築学生の成績に及ぼす皇室留を犯援することを

窃的とし、 今@]はさ詳F守成季語、 三宅苦ま成車菜、 DPL  

S C Sの関係について検討する@

く方法>

請書王室協力のf専られた T;ff~霊短大 3 年生に D P 1 

(遂磁診断項目:務媛然、 協議位、 f哀議位、交任

怒、 {関iliJ診断1蓑13: 1321言葉翼怒、 f昔話事位、 共長室位、

活動性、持久性、思考位、規律性、慾後安定、従

買IIH室、 13ミ主性)と SC S (0弘的 g慈主義、 公的自努

事建)をさを主題した。 有効な善吉5裂が符られたお名 iこ燃

して学内長主総(内科学、 外科学、 小児科、 段位、

看護学総論、 成人看護学、 ノト3忠義5護学、 f主役~~室

生詳}、 各議笑苦手民党総(急性!錦、 後佼!刻、 精神科、

小児科、 母性)との問主主を童書ベた@

くま吉泉>

1.定苦手成織と学内成車道Lままの綴f潟在米す(pく日

.01) .領域別には後役立話災復と裕子事科笑苦手で特

4こ穏僚がおかった.

2. 実習Jj1Z裁と DP 1のま吉主裂は装磁診断王室自合計

( pく 0.01)、鰯iliJ診街i:項毘合計(pく0.05)と

もに穏僚がある@ ヱ翼Elilせでは手議緩f主.t察震性・

3霊任怒・規律性(pく 0.01)、共怒性.~主格安定

(P<0.05) で紹闘がみられた.特iこ精神科笑霊ま

では蕊い招燃がみられた。

3. 学内自主総iとD P 1の結果はさ室長室診断溺g合計

( Pく 0.05) で組問がみられた.項図匁iでは務緩

性・僚議1'1: (Pくo.自5) で綴泌がみられた。

{関illJ診断:rftEl合計とは紹僚がみられなかったが‘

務ElJJ可では思考牲と号室い穏関がみられた

(Pく 0.01)• 

4. 公的自懇談が潟い人は自己僚級王室が{ほく、 協

溺伎が少なく(Pく 0.01)、感僚が不安定で、自

主性に乏しい(Pく 0.05)傾向が認められた@

5. U的自主霊識が言語い人は思考伎が潟く、 笑翠成

毒認がよい(pく 0.01)傾向が認められた@
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54) 看護短銀大学生のa己言手術的感震設に影繁す

る妥協 一他者による彩饗

E主主主都立夜祭技術短期大学

。佐緩みつネ森子綴森下節子

守二王芸大学看護学部審議案銭研究指導センター

内海控室

[目的 Fヨ己評{協約書室芸員{立、人との刀、かわりのφ

で他者ーからの受容や拒否など、{役者ーの発言や態度に

よって影謬を受けることが多い。また、身近にそデ

ル的人物がいるか否かによっても彩怒を受けると言

われている。他者による8己評価的意識の号室密を明

らかにするために、向混濁の夜祭、家族で一番彩警警

を受けた入、実性の友人、震f衰の入に焦点をあてた。

{方法]

言書査対象:看護短期大学生、 1王手次古学生81名、

2王手次学生73名、 3王手次学生77名、計 23l名。

章者資内容提出による「自己評鋭的窓議議主主攻aJ

iこ、自己評締約怒議;こ影響を及ぼすと考えられる愛

関として、他者として同E若者の有然、災伎の友人、

怒惣の人そ加え、質問項自与を作成し 5段階のスケー

ルで@]:g:させる笈関紙iこより調:蚤した。

舎占5誌の処震 回答は数幾イヒし、変数30項目は因子

分析により 5B努予を総出した。学卒}lIJ、問患者の有

然、災役の友人の有然、主主懇の人lこより扇子得点の

平均、擦君喜{綴2査で比較した。

[結果及び考察]

変数 3D!葉自を因子分析(~綴寄与率44.2%) し、

l"f愛車~~母子 J ra己27徐il?il子J 臼己劣等因子 ifel 

己受:d'i?Sj子.1 r 自己向上凶子jの5関子を効出した。
IfiH若者百IJによる上七絞では、俊幸主因子において、兄
弟と!弓尽している学会若手はlE、 j虫り害事しさ学生若手は主主

lこ魚将し、荷主苦情11こ1%の手王室主廷が認められた c こ

のことは、兄弟と間怠している学主主の方がさZいの競

争意識が生まれa2への自信点、もてる怒議員傾向語、認

められた。異性の友人の荷主連による比較では、向上

因子において喜毒性有の学主主裂はlE、者まいさ学生苦手は負

に負荷し弱者部iこ5%の手喜怒還が認められた。築後

との交流から尊敬芯れる人間iこなりたいなどgとを

向上させようとする慾畿があることが認められた。

理主需の人をあげたもらったところ、 a己劣等i?Sj子

において、王寺殺とあげた学生苦手は魚、特定されずと

窃答したさ学生若手は互に食事号し、両者指Hこ19-6の孝喜怒

廷が認められた。特定されずのさ字伎の方刀、劣等さき議

が高い綴向が認められたの



55) 務護学生の欠席・走塁刻・欠怒のさ霊祭
一第一学科・第二学科のえ訟を巡してー

8妻宅記念宅ま霊童学校

。佼議事~~宝.矢童書警ま疋i子.佼E事fきそ子.B 浴露草子.五十占えてい子

礼金護霊ま科大学祭生ま霊芸芸大学昔話務護学科

UJa一際

くF評議〉

待今、いわゆる f学校iこ逐えない子jの存主主がま苦皇室になって

いる。室主えないj三塁王告は様々 であるが、終i二五至近の学生につ

いては、ストレスiこだする遂応吉主力が主義返していることが後綴

されている。

2学校においても、年々欠箆・欠言茎・芝~j(1J薮が議会u1'る綴i匂に

あち、何らかの対主きそする必至芸径が議室きされていた。そこで今

回、本授における出席記録をもとに絞計約分析を行い、おE害状

況の綴i均千志議と?ぎまま塁塁認をま5る手がかちとしてみた。

〈繁華寺と方法〉

三学校関学以交のどHfb'記録号;:.)霊会;とした。学芸警怒号、欠席・欠

塁塁・遂嘉iの主主じたお付、 E受災害4El、怒さきま誇Z革、欠席の王室E住宅事の

II号認を会て3斗'イとした。このヂイを冬季主主義が王子持ちのト7②8をF語

いてT'oS i二保存し、その後i二子~-'1へ，-7.としてま定会した。
入力件数i立、選号室霊祭一学科〈長室長03若手緩澄)2.559件、第二学科

〈主主総2長手議室霊)14. 59l件、合計17.1501宇lこ及んだ。

なお、 γィヘ'-7.のf'FliXiこはき誇V3C管三塁工学Fr究所〉を、また3主

計・毒事訴iこはPC‘SAS(第6.04litDを宗j浴した。

〈幸吉繋および考察〉

①出席主主2克の王室内変霊会

欠If(，・欠言葉の主主じたB{干のダイかも8付f議委主によってそのE護

8を容jちおし、長室内変動そ綴ベた。務委菱第一学科では、会長室約

iこJlil菱自がやや多く、火E菱沼iこ{主主義少し、以下氷室還にぎ}2のどサ

を迎えるものの念客室iこは災び主義少する綴おにあった。これは一

章受約tg.人間の選F号室芝滋117."ムと、iま{ま合童文したものといえる。一方

第二学科の君主主主についてみると、 2-4英語主主i立量室内喜三重きが殆ど

Jl.られていないのに対して、主査i互の5・5茶話主主iまJli!菱aに大き
などサが存主主し、火Z震段iこは少なくなるものの、その後金奪還8

まで土整会話綴伐を談けるという、きわめて終建設的なさ芝幾ポトyを示

していた。

o欠E蓄が録中した科el
会欠E客室立をf草委主とし、冬季ヰEl S'l!こ上と毒遣を求めた。~然主主JJlHこ

欠fb'~容が上伎のi2措をえ絞したところ、繁一学科では共走塁した

科包がJl.られなかったのに対し、第二学科では、 f芸~;!苦 J r延
安望選?ミ護主支後 r愛護学左翼主義jが各星誕生ともよt立にさ葬げもれてい
た。第二学科の学長i之、絞iこP在宅雪察室講の免許をキまするために、

これらの2李総約終gをどちらかときえば薮授する然[古]にあるの

ではないだろうかe

5号欠E客ミ霊訟について
::tな欠席の王室践について麹べたところ、第一学科でi立L、ずれ

の芸高生でも f是正軍sJが上位にあった。また4緩急において it斉

宇中衿主主祭j が祭 1 伎であったが、これは特定の学生が主主主~Iこ欠

席したことが繁華撃を及iましたものと考えられる。

第二学科では、いずれの茶話会でも f勤務jが上位であったが、

4綴生以終主主毒素して f然扇IjJが蜜II伎を占めていた。また、

2芸芝生以後縫淡して、 ri誉主主義喜・宇主総不良jという遼僚が上位

にあ号、督言葉iこ述べたような学伎の長室応総力のさ議i皐が示唆され

る結采となった。

56) Il語家芸義務における学生のやる気について

の一考察

ーやるまま笈とそれを友容する喜善lZilの分析ー

愛媛民t:rr.~喜舞妓綴笈英語大学

。三塁塁妻子笑子、湾妻子{菜子、誉主主よ子

E芸床実習は、学生の議穫さ菜室主能力を警護うための

愛妻きなさ註'i?i議室喜である。そして、この学習活動を

ま主遂する章受も釜本約な喜警察として、さ霊安えが護まえら

れる。言霊芸士、初ち、察官f/v.こますするやる気は愛喜きだ

と震われながらも、やるままが学生の能力塁手予告に及

iます影遂に践する殺さきは数少ない。そこで今邸、

総夜祭習における学生のやる気をどう捉え、 5建'，!;

3手{還にどう位霞づけるべきかを検討する密約で、

やるきまの程度〔やる気笈〕とそれを左右する喜~1Zil、

及び言語言ft~李鍾との総量蓄性を務らかにした。

く研究対象・方法>本学務…愛護学科 (3年怒号室

.以下一念)44名と言語二翁護学科 (2年言葉程:以

下二議)26名Lこま守して、.lJZw:3年度回復綴雲jg霊祭

滋 (3遂罪号〉持?こ fベクト Jしまたやる主記録霊堂法Jを

F軽い、やるさ玄室芝とその姿lZilを議室ました。そして、

繁室主煎応援護毒惨綴ト爽翠成長蜜多平才L亭fれ 2li宣お渓

{隠し、やるままとの総遂f生を宅金言せした。

く芸評災総菜及び考察>やるま託E支の言語い学生の蜜lJ会

を一塁塁とニ畿で比重交すると、一議75.0%、二等霊50.

0%で、一経はこ務よりもやる気授が瀦い綴i均に

あることが分かった。;大Lこ、繁華皇祭儀とき需主~ii手俸

の捻移の{土方とやるまま笈との際遂径をみると、一

還まにおいて繁華妻、実習共3こ言手伝の潔かった革まのF号、

やるき忍箆が蕊い容の芸評j合は78.6%であるが、き建翠

言手{滋が下がった革まにも83.3%と夜E告であ号、やる

ま託笈が書室いことがき毎潔努{僚に結び#いていない状

況であった。二畿では、繁華室'FJ..び察室35手伝の溺か

った容は一議とi笥毛筆やるま主授が言語いが、爽室33李総

が却下がった容のやるまま~l土{まく (33.3%)、やる

ま託度が察習に及iます慾撃の大きいことが後測され

た。さらに、やる気を起こす妥密は、一議二務会毛

に、怒、毛まの回復への変化を媛認できる、態、容のケ

アに立せする受け入れがよい、怒者との格53乍F完遂

号室が食喜子である、意雪5室i島幸霊の渓僚が良好である

く義援の方向後をつかめる、ケアの有効性を議認

できる〉、ナースから指導が得られる毒事があげら

れた o 1Joえてニ警の務合、ケアがたくさんあるこ

とがやる気を起こす姿弱となっていた。
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57) 総菜適性と実習成綴との穏渓

群馬主主立福社大学校

0清水千代子

千葉大学看護学部

土震尚義、金井手口子

本校では明確なg約をもった質の浅い学生そ選び

たく、選後方法!こは学科試殺とは完IJに平成元年度よ

り後藤幸IJをと導入し穀業適性検査を行っている。前回

i立、これらと学業成綴との関i撃について報告したが、

今@]Id:稔業透牲と実習成綴との関連を検討した。

[対象ならびに方法〕

対象Id:平成元年度に入学した学生49名〔ー絞入

学生 34名、推薦入学生 15名)。方法Id:労働省綴

一絞殺薬適性検査を捻議入学生Id:入学袴jこ、一絞入

学生Id:入学後に実総し、これらと成人内科・外科看

護学実習、母性看護学実習、小児養護学実習のヰブ

ロックのそれぞれの成績を用いた。

{成綴ならびに結論〕

1 )看護職では職業遊性として知的能力(G)と言書

記約知覚(0)が必要とされているが、 f愛媛入学生は

共に基準価以よであり、一絞入学生でもGおよびQ

で喜~~整備以下の学生 I d: 8.8%1こ過ぎなかった。

2 )稔葉通伎の運動共応(K ) Id:、捻議入学生では

ほぼ薬害主錨以上であるが、一絵入学さ主は23.3%が3基

準術以下を示した。

3 )実習成事震は、看護過程の展開と実習態度(資

任怒、手IJ街力、協調性、湾潔感、明朗性、自主性、

実行力、研究心)で判定し、一級・後薦入学さ主とも

に審議過程の展開、~習態度で差は晃られなかった。

4)幾重量適性と実習成綴との関連では、いずれも

紹関係数 0.297以下であり関連は売られなかった。

5 )総業適性の運動共応が基準価以下である学生

も、実習成綴Id:{惣の学生と釜が祭かった。
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58) 短大生の日常生活行動が看護訪支術に及

ぼす影響と自記達成レベルとの関連

名古屋市立大学看護短銀大学部

0鈴村初子竹谷英子田中道子

現代社会において、子どもたちの家庭内におけ

る家援作業従事は漸次減少し、学業優先の社会風

潮に変化し、止まる気配がない現状下にある。

看護婚をめざしている学生の日常生活行動につ

いて、氏家、持永、野村その他多くの研究者によ

り、家庭における生活行動が、看護技術に影響を

与えると指矯している。

今回、 五看護短期大学部学生の家庭における臼

常生活行動が、看護技術にいかに関わりがあるか

を知り、その状況を踏まえ効果的な授業展開に役

立てることを目的とした。

〔方法] N看護短期大学部学生94名を対象とし、
1991年2月、日常生活行動の家事、食事等の項闘

を「する~しなし、J、 「つくる~つくらなしづ、

看護技術項目を「ょくできる~まったくできないー

の5段階を用し¥自己評価によるアンケート調査

会実施した。

【結果】①「家事を4田/週以上するJ (25名)

は、高得点の清拭日こなSD3.83土o.49~低得点の観
察、記録報告対二とSD2.96二to.77であった。 rしな
し、J(7名)は護尿が低かった。 鉛子操作、導pj(は

(pくo.01)、点滴介助、ガーゼ交換 (pくo.05)で「家
事4出/返以ょするjの得点が有意に高かった「

家事を4問/週以上する」と fしないjの得点は

「家事を4回/週以上するJが有意(pくo.05)に高
得点であった。

@r食事を3@]/週以上つくるJ{30名)は、 高

得点の、清拭 M::l:SD3.82土o.54~低得点の観察M土
SD2. 81ことo.18であった。 rつくらなし、J (21名)
は、環境延之SD3.43土O.81が高得点であった。

「食事を3回/週以上つくるJが「つくらなしづ

より有意 (pくO.05)に高得点であった。 r食事を3
閉/返以上つくるjは「つくらなしづに比して、

議尿 (P<O.01i、コミ品ニケーション、消毒薬の扱

い方、食事介助、筋注・皮下注、吸引、ガーゼ交

換が有意(PくO.05)に高得点であった。

以上、日常生活行動が看護技術に与える影響、高

得点の技術と包常生活行動の関わりが籾獲になっ

た。今後、授業展開時有効的に役立てていきたい。



59) ;{f ð笠学生のれ 'Jヂ;匁 r~~ [t}j 行動:二塁5 喫する

事HSl …「孫j潔へのさま i1JJ! をとおしてー
山梨際呑ま護教育奇f1室協議会

む小林たつ子 久保1ilna焚 北村愛子 佼益事

主主子 渡辺小善寺 後辺かづみ 深沢奈子 小

林察官士 大久保ひろ焚 3斉藤7百二子 流石ゆり

子 村松黒字さ 依m敏美

: 霊甚 W~定吉3 は千子': g:.のE芝努の知事をやf支衡を統合す

る土器である。学生の「済潔への後WJf'T童書4ニ警ヲ警撃す

る婆kSJj を分析し、 '1iJ梁ぷjなお禁事方法を昆いだオ

II lilf究方法;然{ヤさるに告htfiした 4名のさ手今の 2

gの浴護誌の緩WJ場あと子の後の教良との fliii:霊場{認

を手写軽率E立しミg[l¥jを分析・考察する e

m 結果及び考察:下 iß の(i)~(4)の 4 つの号室関が

数 fちできた e

① f教員のかかわり:では殺員iがそヂんを示し

たり、具体的な苦言り返りをさせたことて:'fi紛でt'!

ている 9 しかし爽総会十や CVP字書入rpの上号、合、そ

の状態iま認書室できていても浴潔への祭fllJ行動はと

れな L¥これは学生にどのようにイメ…ジ化させ

るかが議立さであり!"はがJt:~. Wi' i浮が ，.Ç~~ I若であった@

(芝) r総 j米実習守{本書長:では学与ーはお3宅金請のrrって
いる;{f~警をそデルにしていた哲従って者奇妙、でのお

鐙教育環境のそをを然える必至さがある内

③ r~1勾の災 '，1'114;募金三ではどのような fJ:. ~号体験

・:w菱務体験をしたかが影警撃していた a 学内実号干

の在リガカ'A!l'1約なliRW!のみの数字j'(こ終わってい

ないか。まえf'T鈴喜えしてみる研究的態度や剣道主役を

育む教育方法を考えてみる必事さがある句

③「怒手をL二女干する怠い!では「宝¥I1寺ちがいいだ

ろうか r7'j郊を与えていないか;などの窓、いが

.I!?~ーの立場 Lこ立った援助を了ー夫する E言動力になっ

ていた，

以上の絡采から翁議事方法として(1171'1， (:本約なま1tt運

行動がイメージできるまで指導を fl'なう。 (2)tiZ WJ 

滋泌を共にしながら説明や後り返りを ffなう。 (3)

教員・;器移~ーが怠らそデ J[; を示す 9 総数 77 約ま禁 f誌

を愁える" (51学内笑苦手では/ilJi笠捻がnつような実
習笈flMをおこなう.(Gl.¥l.I.去に対する自己のζ1のあ

りょうを予言に;t~主要できるよう、学生 iこ問いかけて

いくの 6J長汚を滋きだしたのこれらをそに深く js

求し、主要立ちできるための;主体的な指導のあり方に

ついて務究をきZねたいコ

60) "f:笠の筏辞I澄i等状況からみた行動形成

長室援の一君主君主

ーその 2: 護衣交換と主霊感の技術の比較よりー

受京女子援科大学審議短観大学

O金沢トシ子、 村本淳子、 E室主事懇三子、

商務典子、 行広栄子、湾台二fl草子

子主主大学餐護学部議議笑霊長研究治主事センター

こ仁慶尚喜室、 金井利子

王手研究では、 l学年煎綴の q菱衣交換 Jの校総

と{表裏書の「採疲 j の技衡について、 学生の塁塁手警状

況を比較後討した。

対象: 本学 1年生で、 直立葉芸 r~菱衣交換 j と f圭裏話

「採血 Jの潟方のま支i有チェック受験者8i名。

方i安1. チエヴクリスト q菱衣交綴 J77項El

f採鼠 J 74~震 g で校長奇チエツヲを行い、 意書5長を各

草~El三 E主総 i手僑( 1 -3点)で点差文化した。 2.

各チェッヲリスト墳Elを 4つの行動に分綴した。

r ~寒衣交換 J 1)寝ヨ支の翠綬・護奇心地、 2)手本佼交換、

3 )当主事議後片づけ、 4)効率よい行動。 r採血 J1)鼠

illi採取、 2)百証言Eの取扱い、 3 )詩霊綴後片づけ、 4)効

率よい行動。さらに、 3)は準i轄と後片づけ、りは

会俸の行動の遂毒素位と一つの行動の遂絞殺、 5こ総

分援した。また、二つの技術に共i重している、 t雪

渓不潔の立Z緩いと次の行動そ伝える項g宅H富土起し

た。 3. 分殺した行動・検出した項gについて、

各平均得点安土色章受験討した。(脅さ雲水準 1% ) 

結果~: 1. 総演El平均得点は r~菱ヨ空交後 j が認

かった。 2. 4つの行動は、 r ~菱ヨ交交手実 j では体

位交設が長室もEZく、 1践の三行動閣にはきをはなかっ

た。 r主主llIl.Jでは詩章容議後片づけ、 五証言支援要望の綴に

蕊〈、 f包のニ行動銘』こは5査はなかった。二つのま支

後衛では、 各々の授宇野に守寺管の行動の後衣の務綬

・議心地と鼠主主採取では5査はなかった。 詩主事着後片

づけでは f告書盗 Jが高かったが、 約分要員のま襲綴は

向者:こ釜はなく、 後片づけな F採血 Jが議室かった。

効率よい行動では「王室衣交換 j が高く、 その絡分

類も共{こ r~菱衣交換 J が EZ かった。 3. i警告祭不潔

の叡扱いでは「主主盟 Jが高〈、 とたの行動を伝える

宅霞Eきでは f寝衣交換 j が潟かった。 4. 二つの技

術織の繍人の平均得点の相関関係を、 まま君主百平均

傍点、各校衡に特有の行動、準緩、後片づけ、効

率よい行動、 t警潔不潔の絞緩い、次の行動を伝え

る湊窃でみると、会て穏関関係はみられなかった。
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61) 看護学生の観察能力の発遂に関する研究

(言語 1毅)

東京女子医科大学審議主豆類大学

O河合千恵子、尾淳主主王子

千葉大学看護学部鮒農審護実践研究指導センター

土屡尚霊童、会弁事日二子

表護学生の観察能力がミ基礎教育においてどのよう

に発透するのかは、教育者にとって非常な関心事で

ある。今回、一年;欠の看護学生の観察能力の発透に

ついて検討を行った。

【対象および方法]

本学 1年;欠の学生85名を対象!こ、心不全のj患者

に看護婦が清拭をしながら飲水愛の指導をしている

場面のVTR (1分45秒)を、入学当初と 1年終

ア雲寺に見せその澄後に観察したことを記述させた。

記述内容の分析は(1)患者の状態として ①病

名 ②病態③発透段階③生活に関するもの

(2 )審議婦のケアについて ①患者との対応 ② 

物品の扱い③手技③ケアの種類の項自に分類

し、観察工員尽と観察件数について比較検討した。

{成綴ならびに結論]

1.総銭察件数の平均i立入学さ話初 12.83こt4.∞、

終ア善寺18.78こ主4.73件と得意iこま雲加した。

2. r物品の扱L、Jr手投jの工員包では、記室まし
た者の数が有意に増加していた。

3.観察項Elr病名Jrケアの種類Jを除き、{践
の項目では観察件数1;1:入学当初!こえし終了時には有

意に増加していた。このうち入学当初から比車交的観

察できる項目1;1:、 「生活に関するものJと「患者の

対応Jであり、当初1;1:銭察できていないが終了詩に

はできる項目i立、 f手技Jr物品の扱L、Jr病態j
であった。

4.記重達者一人当たりの平均銭聖書件数でみると「

発達段階jでは当初と終ア跨で差を認めないが、他

の項目では記霊若者の増加とともに一人当たりの件数

もま努力Bを来していた。

5.学生個々について検討すると、総観察件数と

1;1: j) IJに観察項目と 1項目当たりの平均件数に関し、

学生iこより異なる傾向か言君、められ、個々の指導iこ興

味ある所見と窓われた。
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62) 議護学生の手洗いに対する意識と実際

援白保縫衛生大学衛生学部衛生看護学科

0小島照子、天野端技

看護者にとって、感染子紡のiiiiから手洗いの励

行は三重要であるが、その笑行には必要性民間する

知識と意識が必要である。そ ζで、看護研究の議

義の中で、手洗い方法の研究に殺り組んだ学生と

{也の学生間で、研究後行った笑沼場面で手洗いの

実際Lζ相逮があるのかについて識変を行った.

{方法}藤田保縫衛生大学衛生学部衛生看護学科

2年生45名iC対し、基礎愛護学実習中(2週間Hζ

笑絡した手洗いについてのアンケート 開き取り

誠資を行った.対象学生のうち、看護研究で手洗

いに関するさま礎的な実験研究を行った者 (Aグル

ープ)は10名、 f践の看護技術Lζ関する笑験研究を

行った者(Bグループ)は35名であった。

日古巣]m手洗い方法:機械的徐去?去のみは、 A

クソし…ブ2名 Bグループ5名で、その他の者は

化学的除去1去を併用していた.(2)…佃の手洗い待

問.平均ではAグループ 41.0::16.1秒ー Bグルー

プ 23.9土15.4秒で、手洗い方法lllJでも、流水のみ

の場合には2査はなかったが、石鍛使用時にはAグ

ループ44.0秒会 8グループ24.5秒、 j荷主義薬使用日寺

では40.0紗 25.3秒と、共にAグループの方が時

間が長くなっていた (P<0.05)， (3)一日の手洗い

@]数 a 問グループとも 2遡自に増加傾向を示し、

実習最終日は、 Aグループ7回ー Bグル…ブ 7.3

@]で有窓2査は認められなかった.(4)手洗い笑施場

面・前グループ間で2査はなく、食事援助に関する

場節以外では、援助言ijiζ手洗いを実施した割合が

低く、援E力後iC高いという綴向がみられた@

{結論]Aグループで研究結5裂を笑留に生かせた

と考える者は80%で、またおグループでも、学生

の研究結果を参考にして手洗いをした者は37%あ

り、共Lζ、手洗いで最低必婆とされる30秒間以上

かけて実施していた@手洗いに関する2基礎的な笑

験研究を返し、効5義的な手洗い方法Lζ対する意識

が高まり、実践へと結び付ける率ができたと考え

る。しかし、一日の手洗い回数が少なく、特に援

助言ijの手洗い励行に問題があった点については、

始めての実習の為、次iC行う手}I演の方Lζ気を絞ら

れてしまい、手洗いの必要性に対する知識を笑銭

に結び付ける奈はできなかった結果と考える@



63) 筋肉注射実施に対する学生の不安

藤忠{制緩衛生大学後;生学部議i笠委譲学科

0天野議校、小島照子

ため、学内実習を行っているが

注射の実習は学生にどの程度の不安を与えるのか

不安傾向の強さによって、不安の程度に2査がみら
れるのかについて倹討を行った@

{方法}対象は、議議系大学女子学生82名{王手鈴

19~20滋)、筋肉内注射(よ腕三角筋)の笑号~B寺

とした@不安尺度として STA!関学綴を使用し

状態不安を平常持、注射3実施言霊前及び患者役復言立

に、特性不安~平常持及び注針笑簸箆言îïtζ怨別Lζ

測定し?と.また、生寝室ワ尺震として平常時及び注

射実施符ー J患者役5寺前後Lζ脈指数の測定をした@

{結果}①状態不安得点は，平常時王子均39.2.実

路夜吉ii57.6.患者役箆詰ij48.8である@平常持Lζ比

較すると、笑施直前(Pく0.01ト患者役渡部(P 

くむ.00で共に有笈Lζ高く、実施渡部と慾者{支援

前では、笑総夜前のほうが有意に高くなっている

(Pく0.01).②信託指数は、平常持72.ヰ、 3美総度言ij

81. 5、思議役E霊前78.7である e 王子下支持iζ上ヒベ笑施

直前(Pく0.01)、，患者役立霊前(Pく0.01)共Lζ有

意に矯加している@③特性不安得点;立、王手下吉5寺も

笑綴夜奇iiも不変で46.1である.@特性不安のi溺群

(50以上の28名}、低若手(39以下20名}郊の状怒不安

得点を克ると、王手滋;8寺では諸君学40.8、低苦手34.6、

授、毛主役復前では商務52.4、{ま群44.5で特性不安箆

若手のほうが低群Lζ比較して有窓Lζ湾くなっている

(Pく0.01).また、笑施渡部では箆若手59.5、低群

56.0と共Lζ高{設となっているが、高若手と低宮学問に

は有窓2をは認められない@③薮初Lζ怠幸3{交を行っ

た場合とそれ以降Lζ患者役を行った場合のそれぞ

れの状態不安を見ると、平常時と笑施E霊前関 (P

<0.01)、平常時と患者役E宣言ij間(Pく仏むけで、

滋初の患者役、ぞれ以降の忍苦言役共Lζ有意主主を認

めた.しかし、阪抱数をJil.ると、最初の患者役で

は平常時と笑施E霊前開(P<O.01l、平常時と祭、苦言

役E霊前開(Pく0.05)で有意遂を認めるが、ぞれ以

降の授、苦言役では有窓遂を認めない.

{結論}筋肉内注射の学内実習は学生Lζ強い不安

を与える@よって状態不安だけでなく、将位不安

も考E設していく必要がある。

1 B 第4会場第12群

64) 爽習2手伝点の終{透者間変動 (r)
一学生l:tどのようにa滋しているかー

遂立主t!l}討議i零5看護学芸高著すま菱録手ょ;

。王子}II笑室長子，叉塁手夜子，伊チ争後雪量.務総笑芸霊祭.小口初技，

小野寺敬子.永a久子.1寺蕊恭子，長率ali'ZC子，主義主主笑美子
キしを完医科大学予寄生主主茶話大学苦5愛護学科

山思-Wj

B童書記念還ま護学校

五十長えてい子

<'f議〉

我々 審議事主i還にとって、学生警手{蕊{主家警警な段字詰繁華蓄の一つ

である。ところで5軽量51詮毒事・務鐙の談合{主、主霊童文の事!H還が主霊

童立の察官言主義pJiで、それぞれ数名の学銭安怒当して行なわれる

のが逐字書マあろう。その警護、いかに霊平{隠マニュアルをき整えた

としても、重立Eミ.ftel毒された病後・主茎長記f昔主翠著3・交手寺慾毛まと

し、った蓄霊祭が絡み合い、しiましiま後終約な警手緩iこもー授の後

号をさ主じることがあ号うる。この長喜怒i主、lJlJえば roo，主主主
lませいJ rx xの芸者授は主義jという主主会i二、学生や数災の滋

塁塁になることはあっても、その事選。のゑIErこ向けた科学金~f守

主義iこは結びついていないようである。

本幸霊では、 E寄交の泌総点として、宅主主主が警交箆.t首謀者雪の逐

いによる務{還のさををどのように塁審議しているのか、その爽霊童

を審喜怒した章者5裂を殺をきする。

〈対象および方法〉

道内のー老若ミ菱害実務機5還における 3~手と文学生38名を対象とし

たJ宇経済査を認によ司て霊平仮が淡詰ると夕、うか行った鍔穏に

よって終鐙が決まると忍うかjr災習のゲト7'!'If¥'べこよって
務鐙が左右されると，¥lj.うかjの笈fJJを苦言む言語土器な警害援護霊を作

王立し、笑習の幸司後iこ爽認して然苦十した。

くま毒薬および考察〉

m怒さき数災によって終f認が決まると思うかJrこ立すしてf忍うj
と1ills'した還まは、 5起慾喜.jIまS名(23.7完)、き超音塁後i立15名(39.5電〉

であった。災慾約iこi.¥立う」と答えた告名中8名(88.号事〉が量三宮塁後

iこもr.1!.'-うjと答えていた。一方、災室主総iこ仁きまわないjと答え
た29eg中22名(75.9%)が、察室li去にもrAまわないJとs'えていた雪

渓官華街の語家滋と受章塁後の窓畿の隊長室主主は、潟水準で平苦言霊なも

のであった。

2)r行った書写授によって努翁が主主まると忍うかJrこ対して f怠

うJと1ills'した者i立、災潔宣言後ともに25eg(65. 8事〉であった。災

苦言言立に仁忽うjと容えた革まのうち21名(84.0%)が祭苦言後iこもr.1号、

う jと答えていた。一方、笑務総 iこ r.~，わないjと答えた 13名の

うち g名(30.8軍)が、災習後iこも「忍わないjと答えていた。言霊

習官官の言霊滋とき長官言後の主主義誌の関長室主主i立、 i需7.k議室で手王宝まなもの

であった。

3)i察室還のゲト7')iハ..-:こよって審判隠が左右されると忽うかj

iこ対して「怒うJと答えた革まは災翠苦言36名(94.7事〉、爽習後31名

(81. 6軍〉であった。笑潔富ijlこ仁容ZわなL、jと答えた2名i立、災苦言

後iこもf，¥lj.わなLリと答えていた。

以上をまとめると、かなりの寄j合の学生が「本来の笑カ以

外の姿繁によって祭儀が決められるjという印象を抱いてい

ることがわかった。間E寺に、そのような窓主義はき建擦の察官主体

験によって殆ど変容しないことが後察された。
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65) 菜室35手伝奈の2手録者間変動(日〕
ーその笑怒と、修工E方法についてー

ヰL綴医科大学衛生銭期大学務幸子護学科

O山田一郎

遂立旭川高等審議学事主君愛護主若手'f

天野w:子.o'弁護主美.議長主美登E呈.小口初技，小野寺敬子

永岡久子，予寺霊草恭子.害事包成子，平)11美奈子，事塁本笑美子

目録記念看護学校

五十嵐てい子

〈序総>

学生苦手伝i立、学生が本来的iこ持っている、あるいは表出する

ことのできた能力〈それを佼玄上「笈笈jと呼ぶことにする)を

できるだけ性格に抱援するのが本来の姿であろう。

玉事事裂では、まずき是苦言寄手伝点が「資質」以外の星雲予告の影著書をそ

のくらい受けているのか、 2つの笑1)'Jをもとに検討した。そ

のま吉5震をもとに、苦手{直に影響する芸要因(後i5L姿5日)を議正する

方訟を築家したい。

く方法〉

議内の2つの毒まま霊教育機関で行なわれた基霊堂笑習の苦手{濁点

をデータとした。 í~査終務ftìli点 jを特性{蜜に室主き、さらに「怒当

教員Ji置eJlil病筏Ji5是習年次jを芸書留とする一員主主主形モn，(GLY)
そ作成した。この談合、学生の渓笈を含むその他の霊H!li;;、

絞計約iこは会てf祭器JIこ含まれることになる。このそヂルを

萎に、冬至芸図の彩塁審カを分析した。

くま吉泉および考察〉

察側①:A校のデータを紛いて、f教員Ji喜己認病後jのみを姿5ii

とするそヂルを用いて分析した。その結果、妻子総点の会変動

8.202のうち、よ#eの21喜5iiによって6.047までが決定されて

しまうことがわかった。加の言い方をすると、行き先の病後と

担義教箆が決まれば、それだけで務係点の約75%が決まってし

まうということになる。

突事IJ@:B 授では、教員が毎年m~苦笑習科を交代している。そ

こでまず、初年度-63年度の4年間について、各年度ごとに

「主主箆Ji震eJlil罪者授jだけを妥閣とするモデルによ与分析した。

その結果、2姿5iiの宣告審霊力{ま綴に75.3%.62. 0%. 33. 6%. 54. 2%と

なった。次に「実習年次jを姿留として付加し、上認の2妥図

を含めた H喜密モデルをつくった。 4年分のデータを合わせ

て解析したところ、評伝点の会変動12.971のうち、 31喜5自の影

響力は5.199(40.1百)とな号、各年度ごとにみた場合よりも低

い僚を示した。これは、教災が担当科を持ち主主ることによ号、

笑習終と教員のそれぞれが持つ、いわば「くせjのようなもの

が穏殺されたことを示している。

学生の「言霊祭」以外の察E自の修正法

J)王室終的な苦手伝点が袴つ変動のうち、「学生の資'ii!J以外の妥

5iiのf若草響力の苦手i合を計算する。この伎を禁に、妻子傍点を修正

できる。主主伊i①の場合、仮iこ100点をとっていてもそのうち75

点分は学生の資'ii!以外の妥留で決まっているので、これを25

点と修正する。このようにして求めた修正得点に、 f寄らかの

まま雪量点をJEし合わせればよい。

2)笑伊i②の結:!Ilに基づき、数E芝が特定の科の指導lこ傍らない

ように配畿をランダムに設定する。これにより、評箔点の人

為的な告書りを紡ぐことができる。
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66) 臨床笑裂における詳僚に{刻する研究

一一時形成的評i援の技法について考える尚一一

変母女子短期大学

O松村慈二子

東京大学涯学留;係銭守華経学教室

E古墳 !R. 

1. El約

臨床笑裂における学習過穏において、三宅際にある変

化が起こっているかどうか、また、その変化の愛や程

度はどのくらし、かを明ら1;ゐ Lこし、 ~~t :EIJl室Jítの向上を

めぎした形成約評協の技法について考える。

2 方法

綴簡は 1990年 4}守 ~1ヲ91'::手 11月。対象は小児看護学

実習指導を担当した本学学生59名@方法①評{阪の手引

きを作成時学習詳{阪46J員g各々に認知、情意、手喜一:持i翠

動0)3綴主主ごとに受容Jitの単純なクライテリアを lつ

明示した.@面接法時5産主主の中間期にlifi援を行い、学

'tl，';IJ透度のlii認と今後の学習課題を明らかにした.③

祭儀基準時 1):貫§において、各領域の3っすべてが遂

五えできた場合を A、2つのま話会を B、 1つの場合を C

全くできない待合を Oとした.. @~~I過程の変化を明

らかにするためにや間評価を築準とし、五査終評{憾の進

歩のさ主会を測定した.@中間期箇授の務主主的成系を明

らかにするために~~滋終期に笈関紙調査を行った。

ペ ー全部コ. 杭2分ミ

①評{麗46J質尽における全体の;IJi霊疫の平均l手、中間

!!.Jlの形成約詳{謡ではAの段階6%、8の段階57%.C 

のF交際37%であった。賞受終期の総括的評{遜ではAの段

j答32%、Bの段!怒る3%、Cの段階 5%であった今また

中間期と室主終織のAの段階芸IJ透度の進歩王手の滋い凝固

は 24倍、 ft~ い 1長 g は 2(i音、平均では9.41音進歩してい

た.②ElEEl記述式質問級事喜査を行い、ブルームf重論の

僚主主領主主におけるカテゴリーに基づいて主主壊した結采

記述内容は@受け入れ22%@反応19%、@fI函悠づけ19

%、@認滋化30%、01つのあるいは複合的な悠悠に

よる俗姓10%であった@

4. 号警告

益基床笑討における形成約詳{語に焦点をあて、自祭i重

成に必喜きな中間チエヴクの綴書主として、 lifi授ととを試み

たことにより、知らないこと、できないことはMかが

明らかとなり、学習方法や教授方法を答:綴的にみつめ

る機会となったと考える.また、今回の結果から、学

習の遂行過程で形成約詳僚を行うことによって、学習

室'1透度の向上をめざすことが可熊であると考える③



67) 寝床実習千言語卒 iこ女すする学生の教長努筏

ーーや学会の役絡による務i径fcii持;を中心に

室主京都li:12f需主校総短潟大学

0::0111 ふみよ、市言語録子、森 ヂ重量、大おお子

重51苦渋二子

亙..E乏し主主:学生によるお謀者認f認では、その有

効役や3字額三交のfき毅然、妥当伎は客室認されてきた

が、学生の量平f街言語刀といっぷでは、長率{際会f、学生

の気分や役絡弘、どにさe:t:ieされるのではない 7うもとい

うことが怒念されていた G そこで評悠結果をより

iE喜警に線電更し、実習指華客にi蚤元させるために、学

生の性格による評鐙綴向の考支去を紛らかにした。

玉音2じ瓦主主:学会による教員鍔僚には、 ECTBとよ

ばれる務綴スケー jむを参考に{字放した 43宅資自の綴

交塁塁を佼尽した.3Je目立 3年52の成人君雪量護学芸ミiJi，'C

各議~ìl'I)の終了ま寺{学会 i 名につき 3@] )Iニ 5 段

f替で言李総させた e また、考宅金の{全然は詫緩の議5を

襲警を F司いて分類した。言手{潔終5誌を 5-1ぷに点差文

化し、主ffi子主去による鶴子分析を ti'い、パリマッ

クス@]転後の図二子得点を役怒号IJfニ比絞した。

談二きとl:iーよエ主主主主そ:lEl -7. +.子容?の之さ袋、 これまでと

応援の 4[Q子が認liliされ、おテ[: fJ盟主義約淫終の

お禁事磁TJ、[Q子立:r人間総{系ffiそr、節子鐙:r，!ま
欲向上お子 j、E喜子fV: fbed s ideでのt器禁事留守CJと

命名した@額二子宮では iE裂:むpilcptisch(総務後

)Jカnz型:zyklotI1ym(星雲際笈 )J S loi'1:schizothym 
(分裂号室)J r H裂:hysterisch(塁塁王代後住絡)J i P裂

:paranoisch(綴数務的)J にえ絞して令。言撃に務く (p

<0.01-0.05)、やでも rs霊;(Jとの三査が慈明であっ

た。これは S裂の学生が数災との人間関係を円滑

にとれないことによると窓、われた。 ffi子滋では f

p裂jがrz霊堂Jr S室!J.J r H裂J(こ比率交して草寺葱:?こ斎

く(P<0.05)、活動約で後綴喜男Hこ物壌に絞り緩む?

室'10)学生 i立、華文芸ミの少しの誘挙事でもそれを有効に

活用 tさせ、教員から「指導してもらった jという印

象を持ったのではないかと忽われた。 ffi子江fでは

i S室主 J(こ比べ rz室主Jr N I笠:nervos 衿緩笈)Jが

有3まに路く (p(O.Ol-0.05) 、券社交約といわれ

るS裂の役絡をもった学生I;j:、対慾.若きという議室芸

では教員の{むきかけをより真号待していることがう

かがえた。学会の性格によりぎ主主主将僚に多少のf査

察がみられたので、千茸毒事の僚にはそう心たごとを

考緩していくことの必要性が湾後認された。

68) 内科系還まま撃さ芸習の教員による葬儀内容の

分析一一議床でのさ芸重量状況の記述から一一

議弁県立短真芸大学

O吉村洋子，竹ノ上ケイ子，牧野撃手蕊， J3倦[g.

ミ子

千言露大学愛護学部審議実践研究指導センタ

内海渓

磁波実習の祭僚については多くの文言誌で様々な

方法でまえみられている。特iこ見られるのは審議遜

裂にそっての凝縮と後幼技術評鏑，慾E芝務長蓄が主

なものである。本学では各教員が学生の審議送主主

渓隠昔話カ，学習状況をできるだけわかちやすく自

由紀筆まする方法をとっているe 我々は今回， この

ような教員の経絡号室のなかで，学生のさ建緩;こ認す

る記述内容から，孝文E還の蓄手僚の後点を事霊祭ずる続

突をしたので報告するe

研究方法

内科2義務言霊祭習を終えた学生{王手買え2，3年度

3年次学生)の数長2名による務{認号室 102;重から，

意味のある記述をさ主てとりだし，災i還なものをま

とめて分怒したa これらは邸宅翼131こ分けられたs

さらに各様13のlc童文の夜祭dllJに0，1で得点化し

て， 密予の害警警告を穏釣として.:ì=.~喜子法により E喜子

分析し，さらに 912塁手を主主Is後，パリマックス回

転そ行った窃

研究結主義

記述内容は学笈の援助主塾協の様子や愛霊童カに認

するき設箆の判断の記述， 学生と感、革まのかかわりさ曇

認の綾子や関係書言力についての数長のJ!祭，教室電

の指導内容と学生の反応・変化についての記述害事

であったョまた，学祭のよい銘力についての記述

は少なく，できない謬続や脅さカについての記述が

多かった含これらの記送内容のお子分析の籍条，

9[Q子取'Jt己し，以下のように解釈，命名した。

第 i因子は援助言主力を促進させる包子，第 II[Q予

;主主霊童書技術獲得の緩遜的因子， ま審邸[Q子iま援助官主

カのイ申び絡みの包子である。告書N6喜子iま援助に必

重さな人路関係[Q子，第V[Q子は命名が領逮で不明

閉そ子としたa 告書1在E喜子は， 5語習条件の襲撃~J3芝 E喜子

とした。 3事現因子 iま霊~E転で学ぶためのさ基本的条件

因子，震n霊[Q':fは援助言をカの自立笈密子としたa
第lX関fFl主主語ITiiを皇室開， 変化させる終カ[Q子とし

たe

101 



69) 母性愛媛実習の教員による~{[威内容分続

-~床での笑銭状況の記述からー

復弁巣立短期大学

O竹ノよケイ子，吉村洋子，牧野祭主主， J'lf努淳子

千葉大学看護学苦手看護笑銭夜究捻喜多センター

内海きも

雲H護教育の祭儀の考え方Lこは一つには窓若手が必

繁とする雲苦言撃の妥言語をま留かく行動自主義という形に

分然して、 それができる、 できないという形で評

修しようとするものがある。

一方、患者がみ、重きとする審議ができる、 できな

い、 という形で評箔するのでは墓悪霊祭程の学生に

はできないことが多すぎて否定的な評綴が多くな

るので、 これに学習遜複を1JU耳ました評僚がなされ

ることが多い。

本学ではこれらのことをふまえて、渓をは、各

教長が宅号室霊過毛主E塁塁苦能力や学習状況を自由に文宝章

で記述するという形の評{隠表を思いている 2

この度、 母没者懇学の担当教員 2名が52童文した

喜F綴ま誌の記述内容を分析したので、報告する。

研究方法:

f手役毒苦言菱笑裂を終えた学生(王手互支 2， 3年度 3

王手とた学生) の主主主立による終儀表 102;還のうち、 5誌

緩状況の綴iこ記述されたものをまとまちのある文

家単位で、 会てさ旨カード;こを警告践し、 共i重なもの

をまとめて分類した。記述内容は73王室霞に分類さ

れた。これをもとに各項gのiIc.毅の有祭JJUにむ，1，

で得点化し、 E喜子の事若手告を罰的として主包子さまに

よち因子分析し、 さらにlliZ'J予を主主出し、パリマ

ックス回転を行ったa

研究緑茶:

数員が震基床で学生のさ実践状況をみて、 喜手{鯖袋の

笑銭状況溺iこ記述した内容を分析した絡糸、Q)r
怠者への媛効能力の自立&節子J， @ r重喜・密主主

指号事点E喜子J， ③ f思考と行動の塁塁係性iZ'J子J， 

@fJ:塁効能力の伶び協み密子J，ミ号「震芸床での学

び7ぢのタイプ包子J，守幸「学生の内約エネルギー

留子J，⑦ f援劫笑事uこ必要5な人防関係留子J， 
苦手 r~草床で学ぶための喜喜本姿勢因子 J ， @ r学生
の人絡の成熟度E喜子J， (珍「場面を塁塁線、変化さ

せる能力民子1， @ r後勧告をカ獲得の促進協子j
の11因子が始tちされ、解釈、命名された。
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70) 脳波によるベッド上渋豊富の
効よ畏;こ隠する検討

九州大学医学都隊長義務院

Offic台湾子

ZFZ語大学看護学部署号室菱笑銭研究指導t;tト

JIIロ考察，奴口被主君

千芸語大学工学苦手ヱ祭主室、夜学科

寺内文ま量

豊富研究のg約

洗髪は、感、若まの清書誌のニードを語道たすばかりか、

事軽快感や務衿的なきを定を{廷す効主義があるとして、

当践の ICUでは、透、若?の状態を十分に5主計らい

ながら、筏緩約;こ実施している。これまでの笑銘

経験から、患者は淡髪後にき高校長芸を訴え、何人か

は主主践する者もみられ、その効系は経験的にさ定証

されている。

そこで本研究では、 t先霊童をすることによって怠

傘にどのような生理・心理的な影響をもたらして

いるのかについて、パイタルサインと綴波の認定

を行い、 5軽量史的に検討したので殺をきする。

震霊祭護金の方法

さ定数は成人女性5名を対象として、以下の2条

件を設定して、それぞれ行った。

①条件工;祭霊会鈴尽または当日較に洗髪する

③条件 2;28総淡霊童しない

披露金五まには、 さ超長実関始前工時間は経駁や飲食，

スポーツなどを主主iとしてもらい、 ジラックスした

状慾で過ごしてもらった。その後、ベッド上に安

静仰詩人伎で、際限状慾になってもらい、 S分間の

脳波誼g定を行うと問符』こ、 fイタJ~すりを事!Il，主した。

t先援は'J ~-A' .，ト.と苦t 護委主慧を併沼し、 護き滋ω.5。

~42S Cの範窃でベッド上で行った a 苦も霊童方法は

9~ 工 4 分の間で 2&淡いし、ì:íi;霊童終 γ 後 4~5

分間ドライトで筆書を乾主義させた。その後 30分間臥

床問自民状態で、脳波を去さ続記録した。

fイI'JIザインは、 洗髪室守 (1@j) ，淡霊童中 (4侶) ，洗

霊童後 (4@j)の合計9@j澱定した。なお脳波書事出は

10/20室主緩記号室訟で、 ieお前夜から金主怒毒事よちし、 援

荒~IまA/D変換し、ハ'1コンで路波数分析をi'Iった。

さらに洗髪終了後に、洗髪吉すの欲求との関連や

芸軽快感などについても間き耳立ち議資を行った。

塁審結 よ裂

E磁波を周波数分析し、灸件各の α波 F波 8波の

長室主主数パワー比率を上主絞すると、洗髪欲求のある

<条件2>は<条件工>に比べ、明かに α波が増
加し F波が滋事去した。淡霊童書官， >j:l，後のA"1空JIすり

の顕毒事な変化は、特にみられなかった。



71) 綴主主による足浴の主主主裂に隠する検討
関否~科大学路長義務院

O築貫主事幸子

ニf~雲大学審議学部君子言霊祭主主綴究 fei怒りト

JII口孝主義，Il&ロ主主努

喜還を耳炎の霞約

よ呈宇容は、 滋言語や事長滋のEl約の後;こ、 それによっ

て入浴をしたかのような効よ裂を、患者に与えると

雷われている e 終にこのような効よ裂は、不2渓を訴

える慾善まや、 呼吸霞襲撃を怒える怒遂にまぎしては、

心身のきをE裂をもたらすものとして霊童さな意味をき寺

っている e しかし、このような足浴の心王室蕊への

効系についての検討は、これまで経験的な毒素にと

どま号、科学的な後点から検討さされた釣はほとん

どえあたらないa

そこでヱド綴災では、 足?替の効主義の星雲悪霊的な5電車ょ

を若手る目的で、 ;皇室容に護主義名言寄せ雲設を加えることで、

感革まにどのようなE診察を及ぼずかについて、銭安翠

心怒ぬな奪還点からさ祭露金約}こ検討を行ったので報告

する e

書霊祭露支の方法

芸誌擦は、 長室隊長主人女役6名を対象}こ行った。災

後方さまは、主主露柔道?にベッド (JE訴を体幹部より下

愛した状露還に応策るようにした)上仰詩人佼で寝て

もらい、際らずに務官良状態を告書つようにす言涼し、

1 0分箆のきた審事後、 エS分僚の磁主主総定(室主数料

芸読書立)，そのま量、滋議議の入ったベースン内に良部

を15分簡を還し(滋警告刺激中)、 タヌrJレで十分iこ

水分を主えを取った後、 エS分飽き変喜多でのE濯を支(滋

棄さ斜滋後)そ認定した。 室主襲名約喜設の条件}主、 護喜護主

35
0 C， 420 Cの2条件で行い、 15分間学舎に一定

の滋箆が事長てるように浅護きしながら主主怒淡く行っ

た。 またパイタルサインをさ詰喜義務， 議主義主斜雲議室古，

複数料言語終了後，芸誌験終了後の4lill認定した。

E磁波の認定は、 10/20箆緩喜己言霊主去で左務室覧，ii:.後

室買の慾鐙宣言遊撃で 8った。震~~さした綴滋の鯵析は、

ン̂ト1・""7111トで品 -25HzのD1ii設を選択的Lこ主主

おし、 A/D変換をrrってパソコンで潟波数分析
を行った e

霊童籍 条

護主菜室議事IJj数I'tと護主害義務j議議11後において、 α波のパ

ワー主主喜容が機加し、 。波のパワー主主吾容の減少がみ

られた。護きの話芸渓の遠いによる室主務をJi.ると、緩

い露主主えが慈こったときによ島幸Zずる B主主のピークは、

35
0

むでは、言語j滋終了約30分後なのに対し、 420 C 

では、約10分後であった。

以上、その他について認をする。

72) 足浴が媛銀に及ぼす影襲撃

紫本大学教育学部特別看護科

。若吉元節子，さ草原E喜子，言守白ひとみ

十分な主主E設は号室E交の@]復や綾子寺iこ不可欠な活力

i援であるc そのために，怠容が容然な怒りを獲得

できるよう設立主することは看護上，愛妻さなことで

ある。 5雲E主言ざの}~浴i土 j翠主義法の効系や支薬務効主裂を

もたらし， さらに慾者i二議潔怒を与えることから

災い怒絞を得るために有効な援助方法であると蓄

われている。足浴については後ミ襲撃さ怒などの生理

的作用についての研究は多いが，緩怒との箆係に

ついて:g.祭約なデータを示したものは少ない92E

た，怒絞についてはお波，務室t!Zl， g塁球運動等の
主主理学的努究と滋E反感等さと客観的にZ子{還するため

の袋路議長等の関発が1Tわれている。そこで，今窃

は1 evenlng careとして足浴を総行した場合，怒絞

tちゃ媛綬中の心拾数にどのような彩警察を及ぼすか

について務ぺた。 工手互交3ギー10，99 Bから 11，930 

認の潮間{二， K大学総長義務段のき愛彩外科議綴の慾

三宮を対象として， 手綴後1;遂罪著から携家内さ尚子が

許可されるまでの安喜多iiR13校長語路I't， evening c呂伐と

して38-40"Cの7思議を用いて足浴を施行した。そ

の後，裁縫5寺から党察特凶器寺)までの心姶数を

溺乏し，究室塁後はすぐに縫E霊感認を祭に記入して

もらった。その経系，怒滋!惑については足滋欝{災

=41) と券g浴雲手前口特}では去をがR.られなか

ったc 縫E設f惑に影響を及認すのは箆絞そのものの

E喜子だけでなく， 包覚めの状態や身体的・綴字率

倉吉・環境告~[Z;l予が緩殺に絡み合っていることから，

就寝滋の足浴だけでは怒絞認に差がなかったもの

と考える。次;二緩夜中の心強数をえると足浴雲手で

は後大心拾数と費支小心拾数の2きが小さく， ほほ安

定しているものが多かったのにたべ，手手足浴容で

は葉支大心、捻数と霊登小心、鈴数の2乏が大きく，念体的

に心、拾数のきしれが見られた。足浴若手の示した心、数

数の変動君主 iえ号、革まが室長緩擦が得られた持に5Fす~

と類似しており， ?F足浴詳の心、治数の変動~{立中

途党議などで然媛!容が得られなかった時の主主と類

似していた。そして笑際に，患者から「足を渋っ

てもらうと包が覚めにくいような気がする。 j等

という雲号室も路かれた。これらの結系は， ，怠審に

とって怒忍苦言のg浴は良い段ちを得るための宥効

な援立方であることを示唆するものである c
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73) 会介効安静仰臥伎洗髪時の生体負担

について

熊本大学教育学部養護教諭科

O弁上範江

熊本大学教育学部看護科

谷口まり子、松調髪子

はじめに:日常生活動作の援助は看護の基本的

技術であるが、それら諮動作に対するケアーが及

{ます生体負援についての義礎的データはまだ充分

に解明されていない。そこで、今回は看護基縫技

術の基本的研究の一環として、洗髪により加わる

生体負担について、健常者を対象に、ケリーバー

ドを用いて安静仰!2A.位による洗髪を行い、被洗髪

者のエネルギー代議室、心t台数および皮感湿の変

化について検討を加えた。

対象および方法:平均年齢21.9土0.9裁の健康女

子を対象に、生体への気候の影響を考慮、し暑くも

寒くもない9FJ下旬-10月中旬のま寺期を選び、こ

の間-BIこ一人の被験者に立すし実験開始待刻等を

一定にして3年間にわたって向じま寺期に延べ30名

に実施した。被験者には、実験言IjBの夕方からの

合掌や牛t去に枝元苦手与え協力を依一綴し、実験当日

{立食物のSDAの彩畿を避けるため実験協始21f寺間

前に研究室で一定の朝食を提供して、被験者会員

の食喜多開始草寺~J と食率内容を一定にした。穀食後

30分を緩て、体温、脈拍、身長、体重、皮下脂肪

厚のì~U定を行い、更に90分仰話人位等の楽な姿勢セ

待機してもらい、その後安静仰臥位時の代謝輩、

心拍数、皮j替湿の測定を行った。その直後ケリー

ノfードによる洗髪を行いその腐の心拾数、皮f蜜温

を遠鏡測定しfこ。また、洗髪終了時に代議還をiJ!U

定した。なお、代裁量の測定はダグラスバッグ法

による呼気採取後、呼気ガスモニターでガス分析

したものから算出した。 E主魔者誌は全身平均皮f寝返

事事出のための6部位の他に滋の影響を受ける部位

として左右の首から潟への移行部を加え全身の8

音p伎にサーミスターの緒子を貼付し連続記録した。

結果:代謝重の安静時と洗髪後の比較では、有

窓に (p<O.01)洗髪後に増加した。心拍数{ま安静

草寺に比べ、滋のかけ始め、シャンプーのすすぎ始

め、リンスのすすぎ始めでは明らかに低下する傾

向(p<O.1)が認められた。全身平均皮f習溢lま洗髪

$，こ大きな変化はないが、リンスのすすぎで安静

時に比較しやや上昇する傾向がみられた。
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74) 決姿E寺の体伎とその負鐙(I証)

一受章都角度の変動についてー

喜11-1手女子短潟大学 O資重喜 Jt 

東京女子医科大学審議室主潟大学 村本淳子

東京都立医療技術短期大学

東:5(都立径築技術短期大学

策京都立医療技術短真芸大学

議ニF聖書

佐重喜みつ子

森下節子

本研究は、洗重量率使用E寺の怠若手の体伎とその負

担についてPRP銭、壁軍部角度の変動を中心iこ検

討をfjったものである。

被験者は、 20~21才{平均年齢 20.7才)の健康

な女子愛言護学生6名とし、郡定項径は、心強数、

血圧、滋苦手角度{王手緩水平線と鉛喜塁線のなす角度)

および身体遼和感とした。

教霊童革まには、ベッドよで3分間の事手話人伎による

路線安診を行わせた後、 6分隠の淡援を施行した。

淡祭の手j績は、 fぬらすJ60秒間、 fシャンプーj

120秒間、 fすすぎJ120秒間、 fリンスJ30秒間、

f流すJ30秒隠とした。術若手は、熱喜筆者と未熟事案

審2名とし、実験者のロ鎮での指示』こしたがって

洗髪を実施した。堅軍部角度は、 VTRIこより 2秒

毎にフレーム祭析を行い、皇室穏とストグラムおよ

びFF T (高速フーリヱ変換)による周波数解析

をfjった。心、拍数は10秒若手、血圧は l分毎に認定

をした。身体違和感i立、実験の前後に行った。

PRP鐙は、苦寺住喜の緩過とともに減少する傾向

と増加する綴向を示し、約者を負担の少ない場合、

後者を多い場合としてデータ処理を行った。

負担の少ない議会、頭部角度は23-56!lの終留

に3つの山を示し、広い撃を留に分布しているのに

対し、委主授の大きい場合は、 40~42i'室の撃ií ë!Hこ祭

申していることが示された g

また堅買部合軍芝の変動の潟真耳伎は、食援の少ない

場合と多い議合とでは、 0.04-0.07Hzの低周波主義

(l4~ 25老舎の潟織で繰り返される変動)に出渓す

るパワースペクトルiこ綴箸な羨がみられた。さら

に、 PRP鎮の変動は、身体遺和感と高い絡調を

mした。
洗霊主主事使用時の生体負担は、負担になる場合と

ならないとならない場合があり、これは類部の菜室

勤によって影響を受け、術者によって適切に言語か

された場合とそうではない場合では負担の度合い

が綴毒事』こ祭なることが明かとなった@



第14群

76) 佼;長注~;交の筏交{その 2 ) 

一一法晋1J1，撃によるliiJヲ努ill!1.長・安!審議 iTJ変動

~- ;，若手兵 ff 王手号室三~ ，事去五毒事常持

G松筑 後子

=c-芸大学窓殺さ学認定.室三塁 ï~ Bf突指導センタ

F弓f毎 4さ

第5会場1日

就床患者洗髪詩の矯効異の効果

..ー筋霊童留学的検討・..

秋a大学医療技術短期大学部
。石井範子

秋田県立衛生看護学説

平元泉、堤弁務美

75) 

[ a吉j1髪、/;;:気 7長 譲渡、特に徐強の双竜立とーまさ

のち;:夜、があむ また、長主要名の i君主主と恋緩め滋 3翠と

はきわめて祭後4:&1係があると 2ぎわれている，今

@1 き3電きを者空襲重しているき室筏と‘ 怒容が体を iJl.1こ

震基している誇滋とその符の笈 iTJ号室さから、議室寄託江

z変緩と f文語 i誌との事実 f古;を談ベプこ@

〔立す主主; 全霊祭でかつ IE予言な主主人大学生 4冬 {平均

年令 21走塁. 女でさ 3名号f主 l;g ) 

[Ji i安; 主主敬三警は下君愛のみの警i!l1.1こミ完遂を

ベッド jこに将軍i伎とし、後霊安委i災害詩まをの著名

よび手記絞殺さ芝よ十の言語綾子をZE級建造的機 6こ議

設さ愛 t主主誇 2をきsj佼よザ i協の t易僚に選立さ i芸滋した.

な行、 後手訟でき~ ~きを縫った雲寺もÈ: ij言語宅内綴のさき分

iま露出し、 主主的教の警暴露には交際立のないようヱ矢

した@ 反 iまさ主主主と綾主義‘ 80珍と 12告を歩、 さをJきを縫

った議会 下半身を縫った議会、会〈空襲わなかっ

た滋舎の訟は通ザ iTJ条件で変化撃を綴乏し‘コ釘定ま

丞iTJ警告廷を才?った。

{主喜祭'&、び玉号?翠] 主主総語教による変浅草IIIえは一語議後

3こ下 3蓬し、一定の善予約後に設大の{読になる e その

後‘ i送設を中 iとすることによって 蕊びえの後に

i愛する緩 f討がみられた@

5主総垣11)えの後大変化競aiTJ各条件 iこ若手 iずる者建

設については終幸裂で主主べTこ.今在!1tt滋芦 1数JXF.蓄磁

波変化務長撃のすべての係費支のは条件とのき喜主主にお

ける変化を綴ぎをした.す品:わち‘後六変イと掻に ~j

る迄の雲寺 f話1c 、実寄金言IJ{l喜への@ll支持?滋 b 、E支!護

持芝浅草‘ilIli.定変化盗品などに さト条件での指隣接主主

iTJ 去を認めた@さer，，1 {7:数位以下めようになった e

就床髪、者の看護において、洗髪は重要な日常生

活譲劾技術の一つである。係後窓、者、衰弱してい

る患者、及び体動の困難な怠者に対しては就床し

たままでの洗髪が必要となる。就床したままでの

洗髪用兵として洗髪落とケリーバードがよく知ら

れているが、ケヲーバードを用いた洗髪の方が、

患者の筋緊張、エネルギー代謝等の点でより適合

後のあることがいくつかの研究で報告されている

しかし、ケジーバードによる

には頚部の痛みや疲労感毒事をもたらし、

もよ肢のだるさや綾部痛をもたらすことが多い。

そこで、患者・施行者双方の負援を軽減するため

ケジーバードの中炎部に設置し患者の頭部を支え

るものとして、様助具を考案した。

今回、 5経験的に洗髪を行い、

の総桑などから補助兵の効果を検討した。

19-20才の縫康な女子学生6名を被験者に洗髪技

となり、ケリーバー

ドだけによる洗髪(以下A法)とケリーパードに

擦助兵制努汚した洗髪(以下B法)を行った"A 

法.B法の会経過にわたり、被験者の左右総鎖乳

突筋、

詔を翻定した。また、洗髪終了後、

を述べてもらった。

その結果、洗髪の全経過において、

突筋、僧穏筋、緩E主務に補助兵を用いた8

緊張が滋弱することが明らかになった合特に、左

右胸鎖乳突筋では生後塁手1%で、緩葱務では危段

率5%で有意差が認められた。

洗髪直後に被験者が述べている印象は、

A法では頚部から潟にかけての議みを訴えている

がB法ではこれらの痛みや苦痛はなかったとして

いる。

ケジーバードに患者の渡部を支えるための犠勃

ことで、洗髪時の患者の負担を軽減

することができると考えられる。

これらについて考察し報告する。

お

隅

隅

せ

叫

対

r= .2339 

r =ー .5!1告

なしT 単身

r三倍.3225

r=-.2044 

r= .0968 

?窃司 1114. 

r = • 1 B 2 8 

全身さ宗主主

ヨと

a と

T三位 .3864r=-.4484 c と

せと 33H 

c x喜主主] このことから、滋 3えそ主受注と復祭主主交浅
さの銀出務位による遠いが後察された@
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77) 皮終耳証書記の奇f究

手玉 j吉iタj滋に影響するおE君子

主主 EE大学医療技終短期大学昔話

O宅i'B苦 笑古晃子

チき芸大学議主要学務議室霊祭主主研究指塁率センター

内海 きそ

議iみに影饗を及』ます芸者鶴子を十邑主主するために今

疫i‘ 皮語審 I砲事をの変動を談後した.

方法:成人女性を被写実議とし‘安是予草~ B主，アイ

マスク佼 F耳の上、 互証淡者選定の葉草子をお前後内官警に

裟走?し、 三宅毒素の条件とした. また. f客長請負手~ 1土

「者t綴 iまさみ j をF詩いて皮露i3貫主きをはさむことに

より、終務事j芸誌を終えた.負荷詩在、負荷善寺、負孫

後、 それぞれ 2@lずつ 1分間のよ君主主事ょにて，皮

廃磁波を者認定した.その結築を.時間手持、家芸達、

体滋‘ 霊長始、 空娘、 f錆綴‘ 性問草書‘ により上主事交検

討した.

{結築 1l)午前と午後のき定重量で、午前の磁波の変

動援に終鏑による有窓皇室がみられた (P<.02)

2 )苦言語"25"C以上の実験において、負荷邸主主変動設

が、 2主議 25'C 以上の~~金 4こ比して、大であった@

:1 :4ニ~'"l!!す 35-35. 3"Cにおいて負荷耳元とす!?苦手を

にお稜擦が滋められ (P<.02) 、 36.5-J7"Cでま李総

魚沼により総存在変動が大きく絞少する級品1がみら

れた.

4)器完治でみると、 70-74/濁in及び75-85/髭げでは

主主痛の有害震によ世、血液変動にま査が認められた.

5 )空腹と滋 E撃の比較で、さ主立主における終潟負荷の

喜善事撃が強かった.

S)f主主号綴の上と絞で‘卵胞綴で負荷持と負手守後の鼠

淡の変動議にま査が認められ (P<.05) 、殺体朔では

盛1liを変動 i土少なかった .'!i! n支給骨量の 1盈書記変動と性

問綴のそれとの上と絞では . '!i!fi望潜践の芸評襲撃が大で

あった@

すなわち ま主主員約数に対する上記絡協子の影襲撃

は獲認され、 その議長f+l立、 '!i!様、総書室〉投開綴〉

塗認であった.手主総長日吉tIこは身体の喜立後の関子が

よザ大きな役童話を祭していると史、われる.
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78) 支持露政書記の研究

一一一安楽による主主織のマスキ y グ効祭

大喜長大学主主学部付隊長者佼

01長下 蘇 E包笑

千三表大学童~ ~護学宮古書雪量撃さ室長支研究拐さ翠センター

内海 君主

!ti議l土、一滋の生体防衛反応であせ、人協の生

存そのものに後<r.:lわっている. f.審議緩和につい

ては様々な夜究がなされており‘音楽もよく研究

の対象とされている.しかし、モの効楽について

は‘3::重量的な記述に iとまるものが多く、数2量的解

析のまたれる所である.そこで今回、管炎による

祭主義のマスキング効祭を客室発的に蓄主要告するために

皮 i寝耳証書記の変化を言語乏して検討した.

[対象および方法]

対象:幾康な成人女性 5名

コ智治:安静再Zf在，アイマスヂ使用の状君主で海流

言語交の潔子をお草寺苦言内僚に芸主義し、各 1分間の i二

絞添上にて，皮廃血流を務定した.三塁耳東 l土下認の

き宅寄金 A • 自の 2パター Y で行った.

{受験 Aパターン i祭負荷→音楽負荷→音楽と悠

綴負荷→!t痛負荷→祭負荷

{受験 sパターン i祭負狩→主主主請負荷司令音楽と!t

務負手7→音楽負荷叫実主負荷

[長吉祭及び考察]

l)よ主主主詳上によっておこる血淡の変動は，管室長負

手寺，手事総負荷ならびに音楽.!t持者負荷においては

ま査察が認められた.

2)1客長者負荷の耳証書記の変動 i土，音楽負荷を背景とし

た場合には，終長著負手守単独の滋合よ甘も.よ甘減

少する綴持]が認められた.

3 )音楽負手専に手事務負荷を加えた場合と，手事長義負荷

に王子三晃ゑ孫を加えた場合とでは.且11廷の変動パタ

ーンにお逮が認められた.革主義と後者とでは，手需

主告と図柄とが入れ替わったものと考えられる.



79) 伐 j岳怨 t立の記Zヲピ

一一ー経営と音楽の終舗に対するマスキング必 l芸

ぉ主豆大学主芸学芸B{.t fil.長者佼

C系金告 ~l ~ 

千葉大常務返さ字認定雪皇室~室長夜ヲtt若返事セ:，-;;

F会11話 5そ

Z長持 (J)安定や終綴緩和の e0':1で号苦笑言語主主の級交

が多〈なされている，，7kい音楽 t土決主主をもたらし

身体によい影響を与えているが、幸を fまはまた何ら

かの主主主書室事を及ぼしているとも考えられる。今@j

E主総をもった僚体にとって、王子楽やま量管が及ぼす

懇話室撃を E主総密主主の変動から後'ft.毛した.

〔対象および jj記長;

対象 きき伎な長主人女校生名 (23-絞殺)

ブ)l去 1;毒事裁誌でアイマスヲを袋三号し、お j二段

挙j乙を !分間後 iすお泌総内僚や5.:吉宮の袋詰寄盗絞め

変動を緩雪認した。 会草寺第rJi設として i土、脅さ畏 i土シ Jレ

クロード (芸大空1Iシンセサイザーにて主主炎)

とき蓄食 iま不協和音と E主総 iま左手稼を普色濃パサミで

挟む方後を f奇いた。

[義喜楽 3えび考察]

1)主義終な綬王子弟rJi笠i土議終なぎ渓究費j蓄量 3こえベて互江主支

の変動議が謀議イ訟を示した.これは、銭安が告さ長よ

りも号室いインパク?を身必に与えているのではな

いかと授、われる.

2)f註島をな資予定と主義終な幸量管に区長議員自tlil設を飢えると

その滋災の変動議 i土上訟のいずれよ告も露五銭をぶ

した@

3 )主要終な王子炎と主i淡な去撃をに終綴iI"Jiゑを加えると

終議事'Ji撃を終った守主要対話設が大なる土議会と終綴射

殺を保った銭安孫右撃が大 tl.るえ議会とがみられた.

41号雪深刻激の主主に絡をま覧表'J1髭がきた2話会と‘経営総

裁の主告に音楽舟n設がきた主義合では、マスネング効

5誌にいささかの援がみられる@これはま立総心潔学

の教えるコ Y トラストの渓ままを慾わせる@

5 )午前の受験と午後の笑寄金においては 音楽・幾

多・手写E議員計iJi敷の大 IJ、災係 i土liilーパヂーンを示すが

午後の 2雲寺告においては‘手客長言語，n致の効3誌が惑し

い e 午後 i土午泌;こえべてきZ僚の土k"患にあ世、さら

に舟'Jl数認知の需主党が鋭敏なためと考える@

80) 皮i蜜血流の研究

一音刺激の袴罰的操作による影響

三重県立看護短鶏大学

0汚原宣子，援本三智子

千葉大学看護学部看護笑渓研究指導センター

内海渓

tZ-楽による生理的変化の研究は，メロディーに

焦点を当てたものが多い。音楽を知るためには2

その素材である音響の特設を知ることが必姿であ

る。今回，単音車日数の時間約操作による生理的影

響を皮j務血流lとより観察し，検討した。

〔笑験方法〕対象は総カに異常のない女性18名で

ある。訪営実験室において，混入床安静， アイマス

ク装着後， 単王子刺激(Y AMAHA Porta Sound 
PSふ70VIOLIN悌1A音)をイヤホーンiζて碕耳

より段、取させた。音i玄関数刺激とし， 15， 30， 45， 

60宅金総穏で与えた。 E芝f議長江流設をレーザー血流苦j-

(ADV ANCE LAZER FLOW鈴信TERModel: ALF21) 

により，お手第2指先端iζて測定した。第 1実験

として， 60彩、資料数を与える負荷を5図行った。

なお，負荷と負荷との間簡は負荷E寺践とi湾じ待問

だけ与えた。第2実数は，負荷時間45秒，第35ミ

験iま，負荷時間30秒，第4実験は，負荷符照15移1

それぞれ5詔ずつ行った。会実験のベ40回を施行

しfこ。

{総菜]音科激による血流の変化は，上昇裂・下

降~.王子怨裂の 3 形態をとった。上昇するものの

伎，下降ーするものの儀の最大値をとってMとし，

最大僚に韮る時間をTと定めた。 5留の負符それ

ぞれのM，Tの王子均儀から，反復利激による反応:

の推移を最小2桑法により窃矯蕊線としてその勾

配係数を比較した。その結果， Miと関して， 60， 

45， 30秒間僚の音料激による反応は反復iとより増

加し， 15秒間穏の音刺激によるNlZi立反復により
減少した。また， T1C::関しては，有意差は認めら

れなかった。

{考察}それぞれの音刺激による反応に差異が生

ずるのは，音{ζ対する被験者の慣れと，テンポiξ

立すする被験者の文化的背景によると考えられる。

このζとから，音楽による影響はテンポの文脈に

関係するザズムから成立すると，恋われる。
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81) 主主佼 }iiによる皮長憲政主主への去喜怒

一材質、 使用時間‘イ史F耳障員主主ぴに使用者の

好犠Iltとの関係

向山県立主主 UJJl(溺等学校

O和部主fE主(c子

T!室大学;fj護学部看護突践研究指導センター

内海 渓

主主 i土就床時の姿勢に変化を与え.安楽器~ .こ慈し

い影警きを及ぼし、疾病の経過を左右するものと考

える.今@l，枕が主主体に及iます影君事を検討する臣

的で、枕使用中の E主f高血液の変動を観察した。

[対象および方法]

対象.健康な成人女性 B名 (27~ 43歳)

方法:互証書記溺 A装鐙 CTE301i'型を使用し、投の材質

3緩ま員(そ Iまがら・プラスチッデパイプ・'fl'e) 

について、 8 種類のさ芸写実在三塁絡した~望号賞金宅了後

に主主使用にIl(jし、質問紙によザ議資した.

{主主祭及び考書芸]

1) 材質 .~IJ の血液の変動悠の比較では、平均{曹は、

そばがら枕で比絞釣{低く奄羽毛枕で比較的溺くな

る綴向があった.

2)枕の材笈)jIJに廊流の変動{憶がg<，っており‘血淀
， • 
変恭ず援をきたした終の枕の税貿 i立入によって繁

っていた。また、そばがら主主で高{協を示したもの

l士、羽毛絞;での{車 l土i昆く、'fl毛主主であイ爵を示した

ものは.そばがら枕での{菌 i土li¥'.い i領向にあり、問

者には逆籾関 (p-，89) が認められた.

3 )使用語員では、 モiまがら枕 i立、第 1:;霊験とき再 E ・

3 ~さ験との場合にま翼似の健在示したが、パイプ投

と羽毛枕では第 l 突署員と ~2 ・ 3 :3霊験とで皇室が認

められた.

4)時間務jJlJに枕の材資による血液変動を比較する

と、夜間におりて殆んどま豊がみられなかったが、

午前・午後においては材穏に釜があ世、特に午前

ではその傾向が滋答であった.

5 )主主の材質による援がみられた午前の待問務にお

いては‘変動とその技;に対する好鎌皮とに組問が

認められたれ=， 64) 

6)耳証書記変動と使照表の、そのttに対する好嫌皮と

の僚主主では被検議開0.4において相鈎傾向が認めら

れ‘主主検表 N0 • 6においては逆忽関の傾向が認めら

れた.
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82) 医療場面における言話畿の研究 V
-iii2沈黙符Fu9の検討一

秋 E芸大学医療技術短期大学部呑渡学科

山本務員IJ

秋a大学医学務総長奇病段
加す{谷奇11子

千葉大学者獲学都

01有泌 j受

会話中3こ、現在認し合っている誌を相手が続け

たいと怒.っているか、それとも)JIJの話iこ移りたい

と怒っているかを知ることができれば、誌の進め

万4こ参考牟になる。信頼関係の成立を目的とする会

話は勿論、 f高幸霊収3長を自的とする会話でも、収築

する?毒殺鐙の決定などの指標となる@そこで、第

17包総会では、発言者が交代するときの直前の沈

黙持閣を測定し、沈黙待問の長さと話題の変化と

の関係を分析した e そして、絡手の発言;こ害IJり込

んでまで発きするときは話題の変化がなく、反対

iこ、長い訪;黙の後は話題の変化する割合が潟いこ

とを見出した。そこで、今回はこの傾向を確認す

るために、会おやに話題が変化したときの箆郊の

沈黙待問を担IJJEし、それらの関係を分析した@即

ち、前回 i立、研究者iH!Jの予断を透けるため、 i丈然

自寺聞の担IJ)'宣と話題の変化の選択を滋:a:-;，こ区分した

'そのため、内容にはふれなかった.しかし、 JJi

2誌の会jきでは、一定の衿i勾で話題が変化する場合

と、会く i童う務総に変化するときとがある。そこ

で、今聞は、話題の変化が大きいものな中心に、

その会話の主主郊の沈黙符僚を調べた. 会話i易商

の録音および沈黙待問の必JJEは、第 17殴総会での

報告と同じである.

会く i盆う話lIiiに変化したのは、 4@]であり、そ

の主主郊の決然E寺協は S秒、と 10秒、が各々 2阪である

@また、全く i盆う話題であるが、プロセスレコー

ドを分析し、発言言者の心理を考癒すると、わずか

に悶i準伎を認めることができる変化が 2釘あり、

4. 5秒、 6秒である a

以上の給薬及その{也の分析結祭より①Mの話題

と筏li重しない程話皇室が変化するときは、箆自立の1土

然自寺 f習はかなり長い②E霊前のii黙日寺聞が短いまま

に、あまり大きく話題を変えると、相手が戸慾う

などの傾向者t認めた.



83) 援妥結;告書における誉議の研究

一一一忍者指導のさを鋭、?雪諮苦言からの考察一-

九派大学号室学習付E毒事者続

O主:本裕子

T~ 大学務皇室学昔話議奇襲さ主主支援交議長草セ y デー

内滋 * 
忍容に i立、 g分の議祭や検華去の内容、あるいは

治証言主主ゃ ê~ での g 己管号室などについて教える必

号さがある@そのため.忍者扱塁率が行われる.怒号器

;言語事 i土、イ自人吉きなものやおおぜいの人々に問符に

行なうもの、 日常会まきを議して行なうその誇々の

き晋示などのような券公式のものもある.古事自の多

f亡なぎ義務のなかで愛護綴が効笑脅さな忍言語鋳蓮華を行

なうことは箆誌におけるひとつのき章受な星雲菱重であ

る.

〔対象および方法]

K大学長善後における縫隊長者数笈の慾主義絡通事をテ

ープレコーダーによす録音した.主意成長者数笈 i土、

5人書官緩め 1~主を E華街の場所とし‘ 20人前後の総

選が毒季初して行われている.被験者 i土.譲渡表選 4

;s、 E童話音 3名を議室び、 ヨ5主要書道にほ rt器尿病とはfOJ

か J r e己管王室のための投策 ra常生主主の主主主主

J 隊員曜には f合併 liJ r治綴の議;1;:J r約物愛主主

と主主邸宅密 J についておをさせて録音した e

さらに、各々の忍遂務惑が忍者に及ぼす影響撃を

務 2老実験者 8名に詳綴させ、 J審議皮ならびに怒ミき

への撃手緩授を綴点させた.

{結論〕

1)務 1被験者 7;sによる務当事のき芸懇においてぎ11ii

途後‘医療鰐言語t詰lJi.委員笈毒事に録的関係を認めた.

2 )草寺 2主主寄金審 6名による手昔話事後及び影響後 i士、 上

三eg喜僚とのおiにおいて、一廷の傾向があった.

3)遜幾多量 i土l2f首苦に比ベて，主主事室 F号滋 Aのイ惑が{低い

が‘ E三綴 F号3語E の{習が芸道いほど忍者への影響夜が

滋<. 援部 iま室主主運用務sの{濠が{皐〈、 墜事霊!iH語A

のf爵が潟いほど芝i毛主への影響皮が露五い.

4)怒者綴導主義霊童を初綴・中長2・終了織の 3綴に分

iすて震望書要すると、 言言語途変. 医療 i¥H話出渓委書皮塁手

i土![に移動して.山または谷を翁くが、その路長室

には絞殺会手数による鈎遂が認められた.

84) 看護記録済諮の特殊役 (V)
一特殊活祭事rJi者への動機付け①ー

市立1)、半著書有渓高等看護学君主

。主主事幸子主審Ellま撃子森重子主主総5是正FIil;綾子 )11滋シズ

T若rvJ、樽努2寿喜袋
赤坂E量子

礼金霊医科大学務主主主立芸芸大学部署まま霊学科

tl.J笥-g:j

〈序主主〉

我々は務遂記録で用いられているfflii苦の特殊性に隠して、

作年来多角ぬな検討を童書けている。 E宇年度の主主学会で、くE特

殊用語の分童話、②2主主塁手}による照会苦手j滞緩授のよ翠い、③殺を霊長選・

祭、考・喜諸君霊平警の遂いによる京I)ffl言葉l!!の皇室、③特殊用誇の示IJJ書iこ

主守する老若祭器・学会の宝章2器、という各筏点から毅告した。主主箔

すると、議床渓場ではf省審告さ型jが綴IZ.くF奇い告れていること、

またこのことの稼後iこ、「雲寺閣がない忙ししリといった渓5定

的な遼織が存在していることが明らかとなった。

しかしながら、こうした渓災約な濃密の他に、符らかの後

い勧告室付けとなる姿おが存主主しているのではないだろうか。

今!i!ll;t、このような重主主義付けE!l子の検討をrrt..ってみた。
く対象および方法〉

道内の3案審議学校学主主 CI年生28冬、2年生26名、3王手主主36名〉

および筑後遺まを室長選395名、総計485名そ対象とした。露喜霊登草寺点

(I991&手3.Fl)において、 1"手主主iまま事後災習を、まずこ3年生i立会

ての災習を終了しておち、 2年生はその中路役員まであった。

撃事紫綬l立、f議浅草詮であるという災綴をき奪えた善寺jおよびf務

護軍議<:あることに忍びを感じたE寺JI立、それぞれどのようえ主主義

iJijにおいてであったかを笈隠し、 37の主義iJijを後示して該当す

るものにいくつでもOをつけてもらう形式とした。この議室若

のやiこ、 f専門用絡を立さった雲寺Jr務後記録を緩いたま寺jといっ

た、記録に隠する夜gを怒り込み、f患の議自との関係設を蓄基べ

ることにした。その際、 0がつけられた渓尽には l、つかな

かった演gにはOの怒点を与えるものとし、!i!l:S:パターンに

お子分析を終すことによって解析した。

くまき累および考察〉

会対象者の!i!l:S:パターンから、まず rj建慾を食えた苦寺jの

E!l子としてsつが主主おされた。このうち努 i鏡子はよ潔き霊祭
儀をした符Jri宗務をした持Ji血!E翠rJ;:芝をしたe;きjなど101霞以

上の渓gと総長室しており、それだけでまち4恨の後努力を持して

いた。いわば、積愛者の包常芸義務会設に関さきがき幸い怒子と然絞

された。ここでf等門烈認を使ったE寺理号室菱記録を害警いた5む

の2項目{立、いずれもこの繁lE!l子と授も言葉く総主きしていた。

とえに、「主宰びを密室じたま寺JIこ隠して鈎tちされた留守乙は12綴iこ

遂した。ここでr~翠門F喜怒をむ芝った 5寺 JIま r.!!HH苦善事をした誇j

とともに 1つの8予約を形成した。これは務後者ーとしての専

門主主iこ関巡したE!l子と見られる。この5喜子教は、f患に「務ミ室長選

さんと呼ばれた5寺jともfl!l支をするものであった。一方、 f務笈

記事事を緩いたま寺jの方i立、f塗皮援に記入したE寺jとともにjjl)の

E喜子総としてま受われていた。

以上のま吉5震を基盤として、次報において一つの行動形成モ

デルを祭主主したい。
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85) 務笈記録用認の特殊f生〈ロ〉
一特殊F喜怒手'Ji晋への動機付け②ー

言i:lUJ、終病E是認主事務護学渓

。幸雲間ま章子主主際子 5草野木務災王子騒然-f- )11詰1t~ズ

言jJI.小争奪m2n毒事主

赤坂綾子

キL童話医科大学字詰主主主主綴大学総務護学科

UJHl-f(Jl 

くF字 書量〉

務総(v)に引き絞き、特殊F苦言雲寺lj}'号への動後付I:H喜子の夕、

索をg約とした。対象および解析方法のまま本1;;:前毅と同じで

ある。なお、@]:)害者にがイnを与えることを磁力澄けるため、
今包、主雪間Z翼gの中ではf特殊用言苦Jという表渓をとっていな

いことを付記しておきたい。

く絵築および考察〉

1)項 Eヨ長男の穏1i~塁走塁f生について

審議考であることに「謬びを慾じた待Jに隠して、五百殺で述

べたようにいくつかの主主回すべき因子が告書出された。ここで

さらに項目路の相玄関遂設を検討してみたところ、f専門局誇

を使った符jと向じ教に主主われた f務遂総さんと呼ばれた持J

という項131立、さらに別のE君子教ょにおいてf務渓衣〈災習衣〉

を務た時Jrれ17還をかぶった時Jの 2~貢 g とも夜祭 iこ鈎主主して

いることがわかった。符殊照絡は、一授の専門応急苦として看護

綴蕗で広く告をわれている。こうした舟誇を示IJ!Ilずる心僚が、

「れ17'をかぶるjあるいは「務ミ室長選と呼ばれるJ婆びiこ会い滋

じる毒塁手誇号待っていることは、将めて興味深い楽祭である今

2)学生主草笛のE喜子議議

対象者のやから、学生だけを遂択してお?擦にiZ]子分管?を行

なってみた。全対象の主話会と間後に、 fミ喜びを感じた若寺jのE母

子数iま12f霞となったが、務造的にはかなり爽なるものであっ

た。すなわちょ務議記録を怒いた符JIまf盤m:絞に記入した符j

rt-;;:ト糾こおた持Jr笑習で認務におた持Jと共iこ単独のiZ]子絡

を権成する一方、f尋問用誇を使ったE寺JIまrlfillH:JA:をしたE寺j

f滋診器を使F話したE寺Jという務ま霊祭衡の利用体数と結びつい

たíZ]~子執を構成していた。さもにこの教はよ務室霊長揺さんと呼

ばれた時jとも関長きするものであった。学生にとって、「用認

が使えたjという笑i怒l立、「習得した密室室主主衡を使えた」という

姦びと問じ次元で認知されているのであろう。

〈総括〉

以上をまとめてみると、宅?を護者にとってr!Il~きが{吏える」と
いう笑怒iま、まさに専門奇襲としての7fγyティテバこ包党めるに等

しい忍びを生み出すものといえるのではないだろうか。こう

した議びの慾主主は、その人の「特殊な用語を使うJという行

動形成を放く動機付けるものと考えられる。迭に、このよう

なf務ま室長請である笑慾jないし「忍びjの印象が形成されるま寺拐

に、!Ilii苦をiEしく3己毅するilIiI綴を行なえlま、その習得はきわ

めて効5詩的になされるはずでおる。

さき初、 f特殊な記録用諮がなぜ告さわれるのかjという禁事卜な

疑向から出発した本研究であったが、予誤IJしていなかったま吉

泉や新しい技点を見出すことができた。記録というきわめて

身近な繁材の中かも、主主々の臼常雪量務の主義り返りや、教育iこ

生かせるヒントが得られたことを潟度強認したl'o

ハUI
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86) 祭完全の絞究

一一対人的援主主における主主芸誌の機遂

北海よ重大生存室主主翼技術短紛大学部

O'8!ll， i!i:子

予言露大学審議学部

内海 ?晃

看護 lま多綬多援な人とのrl!lわワの中で~喜男され

ているため、対人関係のあり方は、看護効薬 iこ大

きな繁華警を与えると考える@

今回、主主総約交料のーっとして、各予告主霊段階の

人 lこ対するイメージをi還して対人的援量生における

君主議の構造について潟ぺた。

[方法]

看護学生 3年次、 62名を対象にアンケート議

査をき楚施した@

アンケート内容は、 「乳幼児J r 小児J r務少年
J r成人J r老人j のそれぞれに対するイメージ

と議員生頻度を問うものである@イメージについて

は、人柄をま受わす形容認を祭作為 lこ25 t霊類耳立ち

上げ、それぞれの対霊童謡と絡み合わせて 5段階祭

儀とし、霊登もふさわしいと思うところをOで記入

する方法をとった。銭高室長重度については、そのま長

笈そ fほとんど毎日 J r-ii!j僚に数@]J rーかR

iこ数路 J r f手iこ数回 J rほとんど援することはな

いj の 5~主総評箔とし、該当する箆所そOで記入

してもらう方法とした。 r援する j とは、Ela守を

もって関わっている場合と談現した。

{総菜および考察]

1 .今回E毒殺したアンケートにおいて、各発途

段潜の人iこ対するイメージiこ、特徴約な傾向

がみられた。

2. t差滋長室震においては、 f乳幼児j r 小児j

f老人 j との銭高主が著しく少なく、 f王手iこ童文

@]援している、もしくは、ほとんど援するこ

とはない. j との自答が、乳幼児については

9 2 %、小児については 82%、老人につい

ては 56 %であった。また、アンケート対愛

者が該当する f務少年J r成人 j についても

f ほとんど毎日後している。 j との@]答が、

資少年については 55%、成人については

79%であった@
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87) 務主識における還まま菱繁華葬祭怒務室主

繁華譲T普及喜寿渓

01言自みよ、太 æ~喜子、ミ三上紀子、牧野喜君子

予著書築市民喜寿院は 19 8 5年Lこ新築移転した、裁

反撃ま 538.罪者綴委主 12単位、愛護毒署員 31 1名

の総合病院である.新築移転を契機Lこエアーシュ

ーターの設援と棄まま霊劾手の幸喜入により、物品の韓宝

送繁華警は大卒蓄に絞少した@この務が蕊幾多言撃のま習

方自にま審びついているかどうかを知るため、 1 9 9 

O年工 1}'l13B-16Bの4B館、 棄毒事費8童書者

321;s.こワークサンプリング主去によるさ義務総交

をき建主きした e 奈良女子大学家政学部島語教授愛媛愛

子氏毒事のE支援護号室菱、 長塁後君愛護、 その他のき義務内容

にさ率いて l人あたりの平均統芸塁審寺隠を害事出し、 i白

書著書主と宅金&議室送終隠を、他絞殺と塁H妻、 r.，後零設
の所塁塁E寺織を土七絞、検討した@

物品綴送繁華蓄は 1984長手当事主主愛辺毒事が、 喜寿毛筆を

擦れた多義務の務災では平均 1B 2 6問、 11010 

分と仮定して 260分察していたが私たちの絡笈

では.WJ字書量王室終了 158寺以降に平均 1. 6 ~ヨで
1図 15分と仮定して 24分と、 j図書寿番告と比絞す

ると 1/101こ滅少した e

愛媛繁華喜内容を見ると、会療機平均言室主議室号室撃の苦手j

会は. 46%、問後輩まま警は40%‘その他iま14 

%である@内童文は室主主薬護去を警で号号室菱綴主主砲の蓄さ務iま

26%、E室主義介塁むき義務iま20%、f認援護号室菱で愛護

綴室主自の繁華蓄は 23%、童三害義介尾与さ繁華奪ば 5%、そ

の他の繁著書は 12%である e その{患は会室議、続最多

量多重苦が2%、体長撃が12%である@

1 988年皮笈!lI民主主主仁和炎喜寿番主滋王室とよ主絞すると

さき践は関緩還まま菱が 2%多かったが、他はほぼ!湾じ

総会であった.

r.n援護号室菱の 23%をE詳し至宝り、 議室筆記録、 宇富f氏受
Itに察しているため、少しでも滋少できるように

努示径のコピー等、究書5義的なヱ炎tJI必愛である.

慾毒ぎの蕊齢化とともに介劾を必姿とする議考古t増

加している。現在 19名の愛護幼手を長霊長し、震5

5筆、 震G1菜、塁塁縫護憲綴、 主急革まの疫のgりの革審々とし
た介劾毒事を、霊室長喜Lこは内綴霊童のー包化と媛霊童猿毒事

IVHのミキシングを委譲していきたい e

今後も議警務の.li複しを心がけ、袋、殺 1人々にあっ

たきめ絡やかな愛慾を提供していきたい.

88) 宅I霊祭主草分析

容を霊祭務綴認至宝かもお皇室 3義務の変化ぞ

考える一

主義浜市立大学苦言学お付録 i認さ事者三護学校

o ~宝 111 美智子 爆問せっ子

東京大学送学部付緩係長室'iK!lll学教室

至宝章R:

我々は、 1989年 1990王手 iこY 大学雲寺島主

〈外科・内幸ヰ・神経卒ヰ〉において、容を室

長選会員の行動量霊安定を行い、~幾三義務分析

を笑絡してきた。そのまさ菜、容議議著書

のよ佼 i手、 f紀鈴.E告し送り・診療の介

幼 Jが oめていた。

1991王手章者雲寺銭関設に{字い、 i潟主きする綴

主主の議門家が~-fl宣言室長蓄として祭まり終淡

走塁 iぎの芸基本方針を検討し、終段システム

・各苦言1r号遂 F詩言til語が決定した。宏事5・2雪
言護綴主事の琴q著作議・ i藍絡手緩き主事の雲義務

の究主主事イとを~るため、 「長室長案絞殺システ

ム・物品管室芝スステム・者護送システム J

が導入された。今まで災擦に~室主著が行

っていた袋三菱幾重警の φで、郊の章義務の人

でも綴ききできる{上家が妨害警化し、 3義務委

託した幸吉菜、容を霊祭務がスリム{とされた。
~ 4信忽O~ ネ- .. 九?、九
d 4λ そj 限定も閤:::;;;; ..，... ニ土ニ行為伊箸

でお急."，叩別立、ぱ込弱点紗%台合、'-' 1不

守点主主や考察室詩作雲語、 芸さの務長議などについ

ては刻の警護畿の人 lこ分鐙してもらいたい

と殺を室長警が考えていることが紛らかにな

っていたが、それが袋綴レベルで 2主総さ

れることになったのである。蒸発J1認や給

食係や霊革派工学校土が綴主要約に章者談終豪華

iこ努力話している。

またおJe寺iこ、'!'f護方式も従来のチーム
ナーシングを議室長選受け持ち叡jとした。そ

の幸吉 5員、意3言菱総が慾重まと完全れ会う本交の

tl:警~ Iこ築中できるようになったと援総さ

れる。

そこで、今1ffi1992年 3fl Iこ、 y ~護

学部付滋翁 J1it (童詩書写後〉において'!'f~霊祭

童話の災怒塁審査を 5主主義した。 30紗スナップ

リーディング主去により外終・内科・神去を

科書写綴を 3B長若返鋭して、会毅j務手誌の審

議室長吉会長を対象として作芸員内容を記録し、

還後繁華草分析した。その総菜そ、滋去の

データと比較して幸霊祭する。
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89) 土語Eまによる餐議婆員算定の試み

E震京鐙科大学千葉病院

O 符斐玲子

千葉大学看護学部

阪口被男

はじめに:

E築家主歯科大学病段 D~空外科 lこ於いては、年勺外

交忽者数および手術件数の急激な増加がみられ、

外来で処澄をした忍苦言が入践の必婆位が生じても、

~ベットがなく、入院できない状況である。 従っ

て、近々増Eまの計画があり、それに伴う適正看護

葵員数の算出の必要性も生じた。 そこで、今回、

現在の看護主義務分析や将楽の看護体制 Jをも考慮し

て、最低審議喜芸員数の算定を試みたので報告する。

対象:

東京歯科大学千葉病段ロ鐙外科外来、病後:こ於

いて、平成 3 王手 7FJ22B~ 問 27 日迄の 6B 問、

回数字告のみ愛護綴 9名延べ 38名、助手 3名延べ

1 0名を対象とした。

方法:

1 )ワークサンプリング7去に滋じ 5分毎:こ 8

S項毘の看護主義務の中から選択し、観察考が5己慈

した。

2)看護休苦労、看護業務内容、看護度、年休、

家族背愛などそ数~して勤務表のシュミレーシヨ

ンを行ない、最低看護婆員数の算定を試みた。

結果:

1 .外来怠者数並び:こ李総i件数は年々急増がみ

られた。 一方、人践患者数は足踏みの状態を示

しているが、;y.士写在pft回数の念、滅がみられた。

2.病僚の審議業務内容をみると、穫後看護で

ある、;患者の泣話の頻度が{まく、事務的義務が~

い{療を示した。また、愛護度得点は 1人当切の得

J?.isl.63と{まい。

3.喜Ij述のち因子などを参考:こ勤務委のシュミ

レーシヨンを作成した絵祭、 6Eまt営Eまのための看

護喜芸員数は愛護婦 3名〈パート 1名または 2名を

含む〉と看護llJJ手 1名穏を必要とする。
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90) 三交替看護勤務における自覚症状と邸

中ホルモン値について

北海道大学草学F付属病院

。和島王手苗、井上弘子、湾岸祐幸

高齢化が進む中，看護者もま手鈴が高くなり夜勤

者への身体lこ及iます影饗も大きく，特iζ深夜勤務

では「疲れjを訴える者が多い。今回当践の看護

業務環境で、疲労に織する自覚症状の検討と向時

iこ血中ホノレモン(コーチゾノレ， アノレドステロン，

ノノレエピネブザン)値を波Jj定し、 ζれらを三交替

勤務時間との関連性から検討した。

研究方法:当院に勤務する三交替看護婦 15名

(年鈴22 -56才〕を対象に、日本産業衛生協

会疲労研究会30項目調査表を用い f疲労自覚症

状jについて議査した。 r三交替別血中ホノレモン
儀J(ま包勤群(以下包群)、準夜勤群(準君草)、

深夜勤群(深若手)の各群において就業前後と勤務

中間の持点(深群・ 0，3， 8持， 日群:8， 

1 2， 1 7時， 準君学・ 17，21， 24時〉で

採血した血液について測定した。そして勤務外健

常者正常値(対照若手)と比較検討した。

結果及び考察 1.血中コーチソツレ値について，

深群O時の年代別平均値は， 2 0代・ 6. 2， 5 

O代:2 2. 3μg /d 1，会伊jの平均値は 6.

7， 土2. 7μg /d 1 ，特に高鈴者で高{霞を示

したのが特徴的であった。又3待値は会OJJの平均

値が4. 9 6，土 2. 2 2と高齢者でも低値を示

した。 ζの時間は多忙な前半の業務が終わった後

の休愁時間帯であり短時間の休憩でも精神的・肉

体的緊張から解放されたためと考えられた。

2.血中アノレドステロンは深群の O待， 8&寺いず

れも対照若手の約2倍の高値を示し、又/ノレエピネ

プリンについても，一般に昼間が高く夜癒は低い

とされているが、今関の検討では準群のいずれの

ま寺閉幕においても高伎を示した。準夜勤での業務

は連続する立佼動作が長く，交感神経系緊張の増

大と持続するためであると考えられた。 3. r疲
労~:l芝症状J 議室までは「頭がぼんやりする J r物
事iζ熱中出来ないJrイライラするJ等の精神的
疲労が深夜帯に集中しており、持閣の経過と共に

主主体iζ負荷がかかり蓄積されたためと考えられた。

更に年代別からみて、 50 代では 20代の約 3倍

以上の疲労を感じている ζとが分かった。



91) 産科綴主主における 2交主主沼iへの一試薬
事事戸大学医学部F付属病院

O 荻原議後
千葉大学看護学部

絞口被努

はじめに:

さき科で liなっている fマヲニテイ議1l1aJ及び
f外予定深縫指導 J ~まま究在それぞれ 1 名で鐙きまして

いる。これまで、深縫指導部門をよ号充実させる

ため、包勤務の主義務を祭穫し、現在の人員のεゃか

ら{采縫指導婆箆の害Ij，?おしを行なってきた。しか

し、完全遺体 2B詩訟の議入lこより、絡事事喜芸員の確

保ずら ffl喜重となった。言十磁を決めにくい分娩:ま毒2
2菱ま義務をで、返させ、しかも、怒と二子の 2つの命を
預かっている君主主室長謬の議干率的弱での負担も大きい。

しかし、夜隣についてみると、分続を除、:ナ:工、疑

E霊綴のケアニード:主上ヒ絞自主安定しているという産

科の特殊殺がある。そこで、渓夜の 3交主主役の勤

務体脅迫jそ2交主主苦手Hこ変Eきすることにより、{采縫f言
語尊重喜良の算出が百I絡ではないかと考え、主義務室輩、

愛護度、勤務号室作成などから検討してみた。

対象:

王子成 3年 10A6 B 1やら 10A12Bまでの 1週間

持戸大学医学者名F付属病段母子センヲーのllJJg討議・

緩ま室長率28冬
方法・

I)主義務分析:議夜勤・渓夜勤において、ワークサ

ンプリングj去にさ事じ、日分怨iこg己記章去による該i

笈を行ない、 10分ま夏、 43穏 eHこ分綴し、それぞれ

の分析をliなった。
2)審議笈得点:向線開中の審議長室そ総支芝、各々 f皐

点化し併せて分析をliなった。

3)アンケート認変:スヲッフの勤務パヲーンの好

みについても溺愛した。

4)勤務5誌ならびに夜勤の繁務若ミの作成:

総菜:

2交主主君主iにすると、擦を芝・漆夜主義絞の勤務となる

ため、夜間:こ分後があれば、器幾度得点がおくな

るとともに、看護雲義務室撃も士震え、交代で 2時間の

休慾が真文号にくくなる。しかし、il!¥:i三 2年間にお

ける夜間の分娩{牛数は2.6-2.8v1j /遂であり、分

後をE告げ:工、夜勤務の雲義務をき室獲することによっ

て、深夜 lこ充分鈴~~が取れるものと思われる。

また、 2交代剰にすることによ号、数務パヲーン

はスヲッフの婆E還を浴たすものにもなる。その結

果、マ?ニチイ議室喜と外来{采縫捻主導:こそれぞれ 1

名ずつの喜署員箆i採が可能となり、 g数字苦の{保健指
導の充笑:こ季語がり、 しかも、llJJij室長蓄のミ専門性1をい

かせるチャンスも士宮えることとなろう。

92) 手術言主審議行動の研究

一経終的万さ何十による議議絞殺王手数の比較

広重芸大学窓学都付属病筏

O滋村主事子

千三露大学理雪護学吾5看護実喜美喜寿究?量塁手センター

内海話芸

手衡釜看護婦は、手続中の急変時などに応じて

軽量教な動きが主主主食される。その動き方{立、主主義主に

よって特徴的な進歩があるのではないかと考えら

れる。そこで、手続護審議録を手術室経験 i年以

下群と 5年以上若手iこ分11、長時言語にわたって i分

毎に多数が記録される緩袴約記録式万歩計を装務

し、歩き方の遠いを潟ベた。裟藩雲寺僚は、包効率害

8待問、袋務部伎は、 E菱総務中炎iこ万歩計、事宇都

中央iこ緩ま寺的記録袋鐙とした。終了時iこ、たくさ

ん歩いたと怒うか?などを髭砲した。

〔幸吉泉および考察〕

手術2霊祭毒素 i年以下祭と 5年以上意手の多数を手

術中と手術以外のぎ義務に分11、 i分問の平均さ長数

を主主めて比較した滋5室、すべてにおいて 5年以上

波が i年以下若手ぷり多数において;ijf涯を示してい

た。これは、 I "字以下群ではま主毒還して問がないた

め思うように動けないのに対して、 5年以上祭で

は、ミ予言認を立てて計E霊的に動き、方々に尽を向け

るため、多く歩いているのではないかと考えられ

る。

これを、多数の綴笈(I分間に何さ最多いた割合

が多いか)Iこ竣ベかえると 5年以上群は、 i多以

上歩く割合が多いが、 l年以下若手は、 I t長もさ長か

ない都合が多かった。これは、 5年以上群がスム

ーズな動きそしているのに対して、 i年以下総は

立ち止まることが多いためと考えられる。

アンケートの結5震は、総多数とたくさん歩いた

と答えた人との践には穏衡があったが、ままさ長数と

霊童れたと答えた人の認には、 5年以上祭では穏飽

がおったが i年以下苦手では格腐はなかった。これ

は、 i年以下祭ではまだ手綴室勤務;こ後れておら

ず務神的緊張があるため総歩童文が少なくても疲れ

たと答えているのではないかと考えられる。
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93) 看護研究に対する念識と主体性との関

i重について

神奈川県立こども医療センター

C市江和子

神奈111民主立平塚看護毒事門学校

翌月よし子

はじめに:研究活動は、現在の看護にとって愛婆

な怒殺を持ち多くの看護者により取ワ総まれてい

る。しかし、 B設業務の中での取り緩みには多く

のを強霊長が{辛うと考えられる@

今回、!潟ーの震霊場で 2年協に 2回の研究に取り

殺み、 1 i手自にはまとめるにはいたらなかったが

‘ 2王手eHこは発表することができたグループメン

パーとかかわる機会を得た@そこで今後の看護研

究の指導に役立てたいと考え、研究に対する意識

と性格分析から研究をまとめるとができた妥留を

明らかにしたので報告する.

I対象および方法

毒事門病苦言(定床 238}5若}の外科病綴lこ室主務し

1990.9lf手に研究4こ取り緩んだ審議長講(:士

) 4名iこ対するi3f宇縁関局紙によるアンケートと

Y-G検査による分析

Il 結*=および考苦言

対象者l立会員が審議毒事門学校を卒業している。

繁i51J.'¥は 26童話(努性)で 4年勤務し臨床笑習

指主撃を7票当、役格は D翠である. Bは 25議で 4

王手勤務し性格は D君主である. C Iま28畿で勤務交

代の経教があり、勤務年数は 8年で性格は C裂で

ある. D は 29綴で、経験は 8年だが卒後継続数

資受言語後に務病院・病綴で 3王手勤務、 E寝床実習指

導を担当し性絡は AEJ，i:iである。

A.Bとも対象年度だから研究をはじめ、 C ・

0はさそわれたからと述べている@各自の役割と

しては分怨をまとめたが、終了後に Aはまた研究

4こ取り綴たい、 8・C. D'立機会があれば取り組

むとしている.今回について A'Cは主体的に取

り綴み、 8 ・Cは主体的には取り組まなかったと

している@また会箆が今回途成出来た主主自としメ

ンバーがよかった述べている@

まとめ:臨床において看護研究をまとめるには、

リーダー・シッブ、グループ・ダイナミヲスなど

の人舵環境が霊祭であることがわかった@
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94) 臨床における院内審議長斉究成菜の活局

新潟大学医学部附属病鋭

0渋沢幸子

千葉大学審議学総

土震尚暴露、金弁和二子

31lJl:では、毎年各科一霊童の餐護研究が行われてい

る。これらの研究成祭が研究終了後、実際の銘j宋の

ま暑でどの程度活用されているのか、過去5年間の院

内審議研究について、研究成果の活沼状況を認Eまし

た。併せて、表護者の研究iこ対する意識も調変した。

{対象ならびに方法]

1. 1986年 ~1990年の 5 年間に行われた校内奉護

研究宮7怒について、その実態を分析した。更!こ各料

金書長に、続究成果の活尽について笈間経によりアン

ケート議査した。

2. 当民主審議録 407名!こ、研究に対する意義警につ

いて笈問絞!こよりアンケート謁笈した。

{結議]

1.続pq看護研究97怒中、 f研究成果を活用して

いる」が82%、 r-持活用したJが12%、弱者を会
わせると悦%となり、 E皐床の土器において研究成果の

ほとんどが活用されている、と綴主主iま:g:えている。

看護者の f研究を活用したJEl己認識は半数であっ

7ニ。

2. 研究を分析した結菜、内藤の分類の変j去では

「審議の方法に関する研究jがEE僚釣iこ多い。タイ

プによる分類では「識変研究jが査委も多い。研究成

果による分重要では「解決策を実施後評筏Jまでした

ものが章受も多い。 r研究成果を活用しなL、Ji箆E告は
三事例研究だからとしているものがき善い。

3 臨床における審議研究の必要性について、ほ

とんどすべての審議者が、その必妥性を認めている。

しかし、今後研究を自発的にするという者i;:t14%し

かいない。

4. r施設外の研究会発表jで発表経験のある衰
の方が、継続研究の必妥伎を感じ、研究に対する興

味ももっていた。 r焼肉発表」では未発表者の方が
ま皆続研究の必要性を感じている。興味i立関霊堂がない。

これは、主主内審議研究が、ノルマや察室務慾で行われ

ているためと考える。



95) 院内教育担当者の教育力量を高める

教育担当者研修の評価(2)

元東京女子箆大第二病錠

。徳本弘子

87年に集合研修の教育効果について研究した。

結築は、教脊担当者に教育カ量が不足しているこ

とがわかった。不足している力量とは

擦の明確化に関する知識・技能争指導鼠襟~内

容・方法tこ3主体化する手績の知識・技能争指導
後の評{部こ関する知識・技能である。そこで.こ

の3点を{多得することを目標として8梓よち教脊

担当者研修を実施してきた。今回の研究は、研修

の効果を喜子錨し、次の研修に生かすことを践的と

して行った。

1 方法

88年度持論ら91年度までの4年間の教育担当者が

金額した研修の評{磁の変北と教育担当各自の自己

評f訴の変化宏観察することで評{隠した。

2 結果

窃擦は〈争各自が尽擦を持って

自己学習できる 舎教育対象の現状そとらえ目的

釘擦が立てられる 等教育対象にあった金額・運

営ができる③各磁場で研修後の援助ができる

とした。又各年度ごとの到達笥擦を提示した。研

修方法は毎月 1沼2時間、 88年度は講義安中心に

行った。教育学の議締をむかえ教育学の禁本理念

について学んだ。 89年度から91年度は金額した研

た。学習した内容は89年

度は指導自標的年度は研修指導案、 91年度は評

鏑について行った。その結築、 89年度研修評価は

研修自擦が到達したかどうかの評J係であったo91 

年度の評f出土自擦のあげ方・内容・講義内容・助

言内容等の研修の方法ゃ研修の進め方、時間配分、

発問のしかすこについての評舗が行われるようにな

った。また評綴方法も参加者の行動・グループワ

ークのまとめを分析して評i演する方法。研修後の

アンケートを資料として評価する方法。評価萎脅さ

を作成し、評続表による方法など いくつかの評

級方法で評簡できるようになった。億人評価にお

いても 88年度に自己評綴で(2)と評飯した教育担

当者数名が91年度自己評(3)~(心の評俗であった。

96) 宅内殺事ぎにみる;{j援護主災Wft草のさ喜怒

T;芸大学透護学告書

;壁笑是主主斉ヲモ#yi翠てン予 Oft:室主主主子

千 5重大学援会務総潔聖書袋 三玉十嵐笑主君子

昭和喜 2年表者笈章受議芸室長建議後〈罰友達~ ~藍窓会〉に

よれば、 愛護綴ゑ 4こ女せする銭的空交管ぎを「行ってい

ない i 芸者主主は 4 .き%である.これほどまでに総

力会古にす?っている笈列車交寄る、その夜祭について

は多〈の言語愛護が議後されている.

夜 F有数宮ぎの終十全 i土次の二点である'1:その絞殺

の綴喜，こ広〈学習の援会毛と与えることができる。

土E喜子去を返しての学習ができる。これらのま寺1さを

さ主かして、 芝璽護霊 af讃々が a与の学習の必号室伐を

g交でき‘ それらの学習ヨをさ塁線ずる後向教室ぎのあ

ワブ?を i喜主主することを g喜きとした.

コ守主主

2霊滋会の 8 文書雪 E護学会「務;警警fE塁分科会 J

1980年 -1きれ年にき還をきされた笈F守主主習に駁する務

237霊還を雲号訴にした@ これらの幸還をきの示後する

ものを務に、さ詑校教官?法務 15更にいうさま校教員の

援す多及び、会蓄を F奇数苦手とえ較検討し、今後のあワ

ユ与をさ震った.

主義然

発言菱左翼霊童 i土以下めように分室長できた.

( ) 内数字{立芸者塁塁数

主的救済さをま主とその夜祭の幸量生き

1)教事ぎ対象 jj!j~楚議録をき C 156 うち災淡を透して

のl'Jf移 35、突き芸を量産れての絞惨 117 . 符号室 。
2 )行ってきた数習の総緩と今後の方向づけ (3の
事者きをき主佼 ( 3) ?喜毒事Eぎを体 (25) 写a主

主官学習 ( 2) 

2 数望ぎ方 J去に泌する事室をき

1)殺事寄ブヲ主主雲葬祭 ( 1 1) 

3 )教育計言語立案(2 i 

2)字額二存主主塁葬祭 ( 2) 

3 災受幸還をき

1)殺事ぎ need長24還のための主題受(26)

2 )プ口グラム検討のための銭安(10) 

これらを、数量撃の専門治にるiH撃の必愛会・ 2霊撃を

殺を求める教員長再惨と、経宣言雲母雲主室長主の手段とし

ての笑務力向上に器約をお〈金書塁内教育と‘上主絞

し吾雪渓する.
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97) $ 終答護短大の学会と卒業主主の票実業的

{弓一位

軍ミ京E塁手品言語務大学主義怪童書寄生学:fjf

O君主多野綾子

埼玉祭立衛生王立芸芸大学

t.!'童子寺字社紀

務室翠絡が毒事F号車主芸達人として自己の穀業にアイデ

ンティティをもち、産主主還をつづけていく中でそれ

を深めていくことはきわめて大切なことである。

しかし渓笑には、宅雪護学生時代に草案芸違約河一色が

おまっているのか、再互主義後の変化はごのようであ

るかについてー笈した結泉が害事られてはいない。

そこで審議媛の議室語的同一伎を議べるための測定

尺度を作成し、それをfflいてこれらを検討した。

塁悪浮の研究をもとに、宅雪護婦の震喜美的問一伎を

示すと革まえられる 25工芸Eヨ5長童話苦言平定の言審査雲棄を

作成し、それを 3浮きiIJ議務課程、審議短大 1-3 

王手袋、務室璽潟、言r8 9 4名に実認した。これを~
E富子鮮によるE喜子分析およびG - P分析{鐙人総

書季五岩の言語 25%、後 25%の鑓で各夜ElごとのT

叩 TE $ T による)を行ない、総務で5s1 t2Ft"こ

すべての君事で 0.5以上のE5l子得点をもち、またさ喪

主言で0，00 1 水準で脊霊室主査のあった渓El12そf誌

とちし、 N 1スケールとした (イ言葉護主主はキューダ

リチャ-c'ソン第 20公主主により 0.90 7 )。
このN1スケーjむを用いて、上認の被葬者容のう

ちのs終審議短大の在学生 1年79名、 2年77

名、 3年76名と 13年間のま事業主主 442名の軍主

主義的隠ー伎を路絞した。

その結果、学生については学年im~こ脊怒な差が
みられ (Fo=5，30. P< 0.0 1) 、また慈雲還さ主

については、 13年館の2手業主主を卒業年次により

4グループに分けてみると、ZiS業年度llU¥こ脊書室主主

がみられた (Fo= 3. 1 6 • P < 0.0 5 )。また学
生卒業主主をあわせても王室は奇書室であった (Fo=3

.31 • Pく 0.01 )。全体を遂じて、 1年主主がN

I著書点が王設も言語く、 2年で大きく仮下し ($出 K

毛主笈0.05 %で有怒)、湾び3年生で上昇するカミ

1年生の討 I得点までにはいたらない。そして慈

雲芝滋後(;)卒業主主が全体で畿も得点が像い (1年生

との関に省主霊主主)。しかしその後は徐々によ興し

て簿業後8年以ムになるとN 1得点は1写生なみ

{卒業澄後と奪謬釜)になる。
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98) 関連職種としての介護福祉学生の実習

受託についての総括的評価

関立療養所香川i小児病院看護部

0石谷境美子

関1盗殺穏として看護と介護が相互に刺激し合う

よう期待し看護学生と55J]の時期に短期大学の介

護実習伎を受け入れて3年になる。

重症心身際答!足lこよいケアをし妥ましい教育

の場を提供するための資料を得ることをねらいに

介護実習の内容について調査した。

調査方法

(1)対象:介護笑習生21名，教官を含む実習

指導者25名 (2)期間:1991年12月16臼から19

92年2月27日まで (3)方法:質問紙認査法

〈多肢選択と 1部B由記述)および笑習記録とミ

ーティング (4)内容実習全体について，実

習の導入，経験できた内容，自己目標の達成の度

合い， ミーテインクーでf尋たこと

調査結果および結論

介護笑習 l単位の領域は施設の概況を知ったう

えで，生活の援助・コミュニケーション・日常生

活の維持鉱大と自己管理の学習である。

経験できた実習内容のまとめは，できた・やや

できたをあわせて，実習生が95%と指導者が88%

であった。この内容は受持ち慾児に応じた，食事，

排池，衣類の義脱，清潔，移動の援助やレクリエ

ーションなどである。

実習生の自己目襟の漆成の度合いは，到達でき

た・やや到達できたをあわせ，実習生が95%と指

導者が56%であった。この相違は実習伎は生活の

援助とコミュニケーションiこ震点をおき，指導者

は生活の援助に加えて疾病の殻解にもとずく銭安美

を求める傾向があるといえる。

実習記録からは，実習生が反応、のないと恕Lった

j慾児の微妙な変化に気づいたことが読みとれる。

ミーティングで意見交換の他lこ指得者が安全点

検のポイントや，実習生の綬痛妨11ニなどEl己管理

の助言をしていることがわかる。

以上のことから今後も看護学生の実習とは時期

をずらし実習前の方向づけと中間・終了時のミ

ーティングが大切である。これで怠児のケアlこ必

妥な情報交換と実習生の不安が解泊でき，その過

程が'If:号法的評筏となるe
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99) 義援殺者の絡線{怨在誌の主主因

-G  HQ (一級銭授質問紙法)による諮資研究一

長義者大学医学部的廃鋳段

OEBcわ智美、金井回文恵、下窃後江、小林初予

立JlI1'皇子、岩永喜喜久子、石橋由紀子、

主主緩E霊弓、松武滋子、喜多泰子

看護駿者の身体的および務干率的負担が大きいこ

とは、すでに多く報告されている。今回、 GHQ

を用い、互主錠看護戦者の務祢鍵定資状態を把握する

と共;こ、終場潔境、{士喜まの玉三気などとの関長蓄を後

~した。

〈方法〉

笈閉まま訟による務主主

① GHQ30 環El、②{土壌の議JE~やJ怒者への

対応に関する 18項g

〈対象〉

本院審議職員435名(自奴怒98. 4 %) 

〈内容〉

① GHQの b n a 1主きによる得点の繁A

② GHQ 得点の内科系、外科系の比絞

③ GHQ 高得点差言と 18滋gとの関逮

③ GHQ 得点の本院と家産主総人の比絞

〈総菜〉

① GHQ 得点は、平均7. 74、ストレスフルと

される 8点、以上は、 46. 1 %であった。

② 20才代が査委も高く、平均得点9. 39、40

才代では重量も{まく、 5. 1 3であった (P< O. 
o 5)。
③内科系護者擦では平均得点8. 号、外科系鋳擦で

は7. 6であった。

③ GHQが高得点であったのは、手術部、街潔器

系病棟、小児病後であった。一方低得点、であった

のは、李首干潟科、主主重量料、産媛人科であった。

③f土撃のやりがい、慾答への迅速な対応、検査の

説明で、内科と外科iこ事事慈差があった (P< O. 
05、P (0. 01、P <0.05)。

⑤GHQ 得点 16以上の高得点差言は、住家への興

味、議定、向き、不向き、わずらわしさに、 15 

以下lこ比べて軍事窓主査があった。 (P<0. 01) 

⑦本錠看護軍議員の平均得点は、家庭媛人の 3. 9 

4 ，こ比べると高かった。 GHQ項目別にみると、

うつ的感情、不安や充足感欠如、緊張気質などを

訴える人が、荷主義窃lこ共通して多かった。

100) 医綴・愛護厳関係の認遼霊童図に関する

考察 -s公立大学芸者践の看護綴の主主書室蓄電変からー

札空襲医科大学隊長義主著書主

0暮著者撃 さゆり

千葉大学看護学邸宅まま霊祭銭研究指導センター

主主メH事子， JII口孝主義

E器はじめに

S公立大学隊長毒素普段で行った尊義務語選定皮務交の

絡系、最も議書足皮が低かったのは「給料j の墳自

で、 次いで f重苦言霊祭務J r苦言綴・餐宮室長著との箆係j

の綴であった緩ま霊祭主審j と rSH革・愛護綴と

の関係Jについては、E..いにfiI!遂を持つ問題であ

号、 r~綴と還後綴との関係 j の改署警を計ること

は務室霊祭差警の改惑にもつながり、ひいては庫義務綴

，@!l芝を潟めるものと考えられる@

そこで本研究では、この「器H革・愛媛綴との総
係j に総わる霊書留について、務室を・検討を行った

ので報告する。

慰霊題笈方法

議室翠は、 S公立大学li/i"l!義務践に勤務する若者告奪還ま

護軍署長408名(書官邸行った尊義務総足皮務遂の総

主義より、 f 医師・餐綾綴との喜~i系 j において議選定

疫が蓄率かった3務塁?と、低かったS書官慈の言t16苦手悉

の務幾駿災)をます委員4こ1まった。回収数は 354 ( 

回収率86.8$)苓効回答数31 6 (有効回答率89.

3$)で、そのうち分析対象としたのは後愛護綴を

除く 302名であった。

言語王室内容は①雲苦言護軍還に立すする窓毅②医舗に立す

する主主繁③箆締・務緩綴の関係@他撃審議との関

係などについてである。違憲笈方法は、交関車誌によ

る寝室霊僚で行った@務宝壁真耳隠は、平成 3年11月18

Bから11月25であった。

撃事務室愛の幸吉主義

1.章譲位や劫E室長喜など駿穫の遠いにより、 愛護童書惑の

毒事門事還のE室、音量が有意に異なることが示唆された。

2. r~綴と i司事実関係にある j と考えている者，お

よび綴受や111童話愛の奪還では、 ~~事の敏符 t己主裂な

い指示}こ対し、宅資緩的に3蓄し合う行動をとって

いることが認められた。

3.密鰯が雲号室護綴を売霊祭していないことにますし、強

い不語審を持っていることが明かとなった。~続

の{僚人緩俊による霊童足度の影署警が小さいことか

ら、 ~締 4こ対する不審毒は、 産主級会長室に立すするも

のであることが示唆された。

4.援綴・雲量殺綴との関係iこ関わる認定.rl:に、宅号室霊

綴自身の主体位，自律伎の夜祭が関係している

ことが明かとなった a

117 



101) 深夜勤務に対する就業 1年包審議録

の不安について

E在京医科大生芦病続

。さをEl3t葬祭

ニf}芸大学審議学部

土E霊尚護室、金井手oi'-

夜間勤務は看護委務iこ欠かすことのできないもの

である。そのため就業 1年gの審議録であっても、

諮絞の謬憶により現状では、就議後3ヵ月以内に夜

間勤務をおこなうケースが多い。深夜勤務の場合、

特に看護要員が少なく、 1年gの審議縁にとって現

段階での知議・技術で薬務を遂行することは不安が

大きく、そのことが仕率への遜応を返らせるのでは

ないかと考えられる。そこで今回、深夜勤務に対す

る不安内容と不安疫を検討した。

{対象]

都内私立τ大学療践における就き雲 1年gの審議綴
〈以下 1王手包とする)66名、および絞繁2王手EIの

餐i室長事(以下2王手自とする)47名 ({e.し、李総

部、救命救急昔話、築中;台後部、産科書毒軽量、タト采iま

徐く)

{方法]

1.深夜勤務における不案内容28工員gについてア

ンケート識変 評径は H.宝磁!こで得点化

2 深夜勤務前後のST A 15li!1主主

3 議室主 81ま平成3年 11 j奇

{結論]

1. r不安を感じる勤務Jでは 1年呂、 2年患と
もに深夜勤務!こ霊登も不安を感じていた。

2. 1年包の深夜勤務において不安の高いI翼ElI立、

「緊急率重要が起こるかもしれないJr患者が急
変するかもしれないJr失数するかもしれない」
など緊急への予想であった。不安の後いI票ElIま

f問霊力者とのコミュニケーションJr伺霊力者か
らのサポート j などの対人関係に関わる l~EIで

あった。

3. 深夜勤務前の STAT王緩では、 1年包!ま62

41士7.55で2年笥に上ヒベ高く、深夜勤務!こ対す

る不安震の強さそ示している。

4. 1年gのSτAI鐙と不安工芸g得点!まO.556 

の稲罪者そ有した。1忽呂、2年gとも ST A 11績の

~い者iま、不安工翼自得点も姦い。

5. 1王手gの丁汽 AITのや鎮苦手以上に不安工員自

得戸、が高いことが示された。
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102) セクシャルハラスメントの研究

P - Fスタディからみた一考茨

山口大学援学部付綴王者 E竜

。語審弁 災受 E塁

千三芸大学選!護学部;B議笑室主主再究指導センヲー

内海 君主

書~ ~童委選 i土.忍主きや家族との対応でま童しい局筋に

出会うことがある.. iE￥1.え，塞5平においても‘議

んに暴露ぜられるようになった「後 j の的怒もその

一つである.

田中らは r;B ~菱総が忍遂との対人関係において

とる行動 i土、 その溺2遺書誌のもつ霊童祭主ま識や霊霊祭給

濯、さらにパ - '.J ナリティなどによって決定され

る j と述へている.セクシャルハラスメ y トの音色j

応、にのいても‘その滋に議遇した務議長量の役務特

伎に関澄し‘今問、絵童書欲求不滋テストとしての

p 句 F スタディよザその拐に澄巡した翁ま菱総の僑

溺を綴察した.

〔対象および方法]

対象 y大学主主学気付 E翼線銭湯皇霊長語 361人

1)愛護綴の務索・セクシャルハラスメントの有祭

内容・対処の方針など elE!3 f，e霊童波及び長選択主主にて

きを慾潟査を行った.

2) P - Fスタディを 5毛主主 f改定者支 P- Fスヲヂィ

{吏病手号1J に従い務点 Lた.

3) P - Fスタディからみた性格特性とセクシャ Jレ

ハラスメントとの関係を検討した.

[結祭] 1 )4 2.05% の;B~整合通が塁iZきからセクシャル

ハラスメントを受けたことがあると主主えている@

2) P - Fスタディによる欲求不満場箇に対する攻

皇室の方向を、 日本の女子平均と比較すると‘務議

綴の Er土低〈、 Mtまj{Ijい.

3 )議議綴 l土年令が潟〈なるにつれて Eが潟〈、 M

と 1tま忽〈なる傾向がある.

4)受けたグ Jレープはたのヰn遂， ~こ盤関係に、 20代

では茸の低い人が F受けた j と答え、 30fU;Oをで

は Eの言語い人が r~をけた J と答えている.

5 )受けないグループでは失のいる人 J に茸が

i¥Ij <、 「失のいない人 j に Eが低かった.



103) 渓合病老若における誉議長蓄の思考・綴霊)1(こ
ついて

産室史館大学医学部付属議絞

Otた水玲子
千葉大学審議学認

阪口干支努

はじめに:

近年、主主々f2[綴が高度{とし、専門{ヒが進んでい

くなかで、縫合療擦の看護皇警は多方iliHこ卒者i還する

必要喜があ号、従って、尋問金を淡めにくいという

綴矛 l霞ずる告書題点が存主主ずる。 ~i長会 J弱者芝もおj 援

である。そこで混合病主主:こ勤務する還をま室長警の思考

・情動について、主義一続審蓄の塁手議告書との上と絞検討

を試みた。

対室主とni.去.

けます霊堂は平成 3王手 7Fl22Bから問 24臼亥で

の 3B問:こ、護霊!足霊芸大学医学部総;議綴筏の三祭事震

における B数字警のみの餐愛媛言十 45名をます委主とし

たe

2)方法は餐三菱行動と思考内容及び感情iこ務ずる

議室霊童芝をF.Iいて、 7 B:寺点言十 2 1 ff寺点を自己記室主法

で鈎笈し、感…f湾整案との遂いを分析し、さきi:t会然
授のず五号 nについで宅金討した。
総菜:

l. t学芸選議所は「事室外 J が主義-j涛綴より i混合獄

事震が~い緩皮をおめでいた。そのがJ E= (ま線科では

李総および外来後玉をのため、これに文言し、総外科

とベインクリニックでは CT後笈や終予法治療のた

めの緩送介ぬであった。

2. t宇議塁内容では「薬務告さ芸義務Jがおい綴笈を

示しており、しかもその慾務内容は「怒り j であっ

た。なお、怒りの主1まは:i:tこコンビューヲーであ
り、終タト中心の務事室では終 iこ~い。

3. 霊安緩思考l立三務事案とも餐i室主義務怠五きが大務

分をおめていた r

そこで、愛護喜義務怠器ぎを還を護送緩思考と還ま渓退

廷外怠是ぎに分類すると、まず、還ま3室i遂怒ご言、若きでほ

;十留と爽主告が他よ号おい重量獲を示したが、 E送と線

科でみると総 lこ珍霊安の頻度が~く、援に笑筏が~

く認められた。さらに、審議jlg窓外怠是ぎでは雲義務

王手11援が後続事変Lこ上としおく認められた e しかも、交

の王手級者正式雪えているのは、裕外科中心の f湾~の審

緩主義であった。

以上のことから、総外科中心の病室のみの愛護

士本領IJ;を8宅ぎり受持体制から、 3-5臼の盟主主受持

ち寄手Hこ変える必婆があると思われる。

104) 療護潔携にIlilする入院怒者アンケー!、言号

室まについてーとくに入続中"良かった点" “図っ

た点“の分析からー

横浜市立大学震学部約隊法弁務筏

。線部紀子、苦言喜寿子

千葉大学者護学部 土E霊尚草案、会終利子

Y大学病続再重量翁芝評議の一環として、病棟建築

計溜捻遂iこ資するデータq又室長のため実施した入疑

怠容のさ寝室委環境iこ隠する:窓議議主主のや、とくに患

者の淡遂な生活環境を整えるための一助として患

者が感じている災かった点、怒った点の分析を行

っfこ。

対象および方法

Y大学病読の小児科を絵いた 16 i湾総{の入談窓

考 368名のアンケート潟盗のc炉、入続中「良か

った点JfE怒った点jのElEお8[.裁内容を分析した。

結祭

1.有効回答340名ψl1'lった点はなく良かった

点のみの指摘は 71名、良かった点はなく E怒

った点のみの指摘は40名であった o !1怒った

点良かった点ともになしは30名であった 9

2.指綴件数{立主主かった点 195件、図った点

2 1 21件であった。

3.良かった点E怒ったぷのすき議内容は綴迭設銭、

僚人笠間、感党的姿室長、後j主主立言、 f湾絞主党員IJ、

E霊祭審議、人間関係の 7議自に分類された。

4. 良かったぷの指摘は人間関係、俗人空部的姿

章表が多く、留った点の議議{立構造設銭、 j議!党

約妥索が多かった。

5. 1:ミかった点を議議した若手は留った点与を指議し

た雲字iこ比べ、入段病室のベッドが窓側iこ佼霞

している傾向]が潟いり生手銭、性JJIJ、入院怨路

との潟速はなかったっ

6.災かった点の議議若手はE怒った点のみの議議若手

iこ比べ援締・愛護総の印象、ナースコーんを

押したときの対応の詳俗をよいとした鎮向が

高い。

7. 図った点の指摘群{ま良かった点の指摘録iこ比

べ病棟設綴がmっていない、ベッド忽りとベ
ァドの広さが狭い、病棟のすが気になる、際

ベッドの患者から迷惑をうけたことがあると

辞儀している傾向が高い。また、入絞殺裂病

2震で個室、特別笈希望した銭前]が高いっ
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105) ペインクリニック外来患者の痛みの

評錨!こ関する研究

富山医科薬科大学術属病続審議部

。田中いずみ、山口千鶴子、堀井議窓

慾者の痛みは多種多様であり、我々には決して

理解できないが、患者の訴える痛みを間き、受け

よとめることは、看護の第一歩である。そこで、ベ

インクリニックの三叉神経潟、帯状提言疹後神経痛

務性罪事務の異なった疾慾における痛みの性震の相

途点号をとらえる自的で、①痛みが生活iこ及ぼす影

響、②疾患別による痛みの言語的特徴の留から検

言すしfこ。

<認まき対象及び方法>

三三叉神経議9名、帯状究室疹後衿経痛10名、務
性罪容痛8名の患者に対し、①十時忠秀監修の痛み

日記スケール、②マギルの痛み質問表 CMPQ)

を用い、質問によりスコアを採点した。

<結巣及び考察〉

l 、策み臼記スケーjレによる比較

痛みについては帯状癒疹後神経綴が、窓際につ

いては三文神経績のスコアが低かった。食欲、気

分については務性終痛が有意に高く、総点、で

性終痛が高かった。これらのことより務性終務窓、

容は終みが主主く、不眠がちで、食欲はなく、ある

いは摂取できず、気分は優れない状態であり、そ

の生活への障害は他のニ疾患に比べ、大きいとい

える。

2、MPQによる比較

MPQは大きく感覚、情動、評価用諮の 3つの

群からなっている。今回の謁査で、密性寒痛では

語群の選択率、総点ともにおいて感覚、情動、評

価府議のすべての群でスコアが高かった。中でも

注尽すべきことは癌性寒絡が情動照諾で有意に高

かったということである。これは癌性罪事務が情動

反応の訴えが強く、心盟関与の程度も大きいこと

を示している。

以上のことより癌性案策では他の疾患に比べて、

生活への障害や、情動苗への影響が大きく、精神

的サポートの必要性が篠認された。

今自の調査では、疾患別に痛みが生活に及ぼす

痛みの性質iこ注惑し、疾患の擢患期間や

問診時の患者の精神状態は考慮に加えなかった。

今後はこれらの点を加えて検討していきたい。
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106) 救急外来の災態から外来00.設ーを考える

一外来における患者指導を中心に

五所)11原市立îlli~ヒ中央病続

G 高橋ひとみ斉藤総子坂本淳子

第二次救急医療機関である当院では、夜間や休

日に来践する患者が年々搭吻nし、その診療・処置
内容も複雑化しつつある。

そこで救急外来の笑態を知るため、外来きち誼日誌

より昭和61年1月から王子成2年四月迄、過去5年

間の来続状況を調査した。その結果、救急医療を

必要とする患者と比較して発熱や風邪症状・不安

などで来読する患者が多い。 ζれらは必ずしも受

診を必要とせず家庭で十分対処し得るものと忠わ

れるケースである。

ζのζ とから、患者へ若手前に趨切な指導・説明が

十分なされていれば受診に歪らず、家庭で対処出

来たのではないかと考え、受診時の外来における

患者指導の重要性を再認識した。

しかし、外来看護は診療介助に追われ、患考指導

に十分時間をとれないのが現状である。

!)甑戸氏らの業務分析によると、患者および家族

への指導・相談・説明は、わずか3.1%にすぎな

いことが紛らかになっている。

救急外来への来院状況をみると、各年毎に来続

患者数i立場加の傾向にあり、受診科別では小児科

・内科が多い。また、診療行為別では診察や処方

のみで帰宅するケースが多い。

来段時のミ主症状をみると、小児では発熱ゃ風邪症

状、成人ではjfilJ惨・絃f校生与で来段する患者が多く、

ζれらの症状はいかに患者や家族を不安にさせて

いるかがうかがえる。

しかし、これらは家庭内で応、急手当をすることに

より、必ずしも受診そ必要とせず、外来での患者

指導の充実が52まれる。
現在外来診療のやには、いくつかのj患者指導が

組み込まれているが、今後は調主E結采から得た問

題を具体的にとらえ、①緊急時の観察のポイント

①家庭内での応急方法の指導 ①緊急時の受診

方法等、症状に対応した笑際的な指導が必妥であ

る。

従来の指導方法を組み入れた外来看護をと更に発

展させ、患者が家庭で安心して生汚できるような

看護活動をgぢしたい。



107) 外来主主審 iこ主すする BGMの効妥

弘前大学医学認総長義務長完

O千葉密造喜子、 務長重量喜子、 :t:iEilトミヨ

弘喜守大学室主学吉苦約 j亥鋳絞露草喜寺写ヰタト来で{立、 5苦手2

58王手より、 うヰト芸毛慾善言の務終的安毒事のEl約でパック

グラウンドミュージック〈以下 BG M) を流して

いる。今@]BGMがどのような効果を示している

か、金支主的、 心王室約影警警において検討した。

[務災方法]

1. 対象!立平成 3王手 7.Flから§汚まで耳李総科を受

診した外来E義者のうち、 BGMを号車かせたのベ 74

入、互恵かせなかったのべ61人とした。

2 主主主霊室守護三襲警をみるために~文綴義il lÙlEE、主主猿裏話

IUlEE、産完治霊立を、 義人EまE寺、 立，u3震15分後の 2点で;j¥IJ

A:した。

3. 心王室約彩警警をみるために診察終了後、 話 GM

を喜怒かせたのべ74人 iこアンケート線交〈芸霊長男まま法〉

をfすった。

4. 言語El(ま ri喜多量BJ の作 g~撃とした。

{総菜]

1. rt立E王・品安子容委主{立 BGMの手著書去に関係なく、 鉱

床 15 分後 iこ~文春喜緩怠夜、 t主E霊裏話立nEEとも;竣少した。

2. B G M Iこ立すする笠後では、 96%が BGMがi荒

れていることそ知っていたと@]答した。

3. B G M (こ立せする慾怒で{豆、 96%が BGMが診

察中!こ去をれていて災かったと@]答した。

4. B G M Iこ主せする笈箆では、 f気分が2喜透く j 、

f外来のき琴震霊祭がおらぐ j という回答が多かった。

5. B G Mの f緩み JIこ立すする安売笑については、

58%が f少しおらぐ j と密答した e

[考察]

BGMの手著書苦 iこ鈴わらず、 民u震は分後におj烹-

E票総数が滋少したが、 これは玄iこ異人伎による彩奪還

と慾われた。しかし今gのを斉交では BGM自体{立

大きな影努力を持たなかったが、 f患の5君子と尖に

交発事神経の緊張緩和にJt¥いているのではないかと

怠われた。またアンケート E語表から、 BGMがき安

静!こ良い彩警警を与え、痛みをおらげる効薬を努っ

との@]答を多く得た。 ;;Jよより BG M (ま外来慾衰

の安静{こ有効であると考えられた。

与4ンβ

108) 外采で翼iH寺される審議長議後

B 本医科大学付窓第二宗主君

O 悪事j東露喜子

二子3葉大学毒苦言要古学部

土喜重ぬ号室.全弁手昌子

近年、外来5塁審はますますま営綴傾向にある。その

cpで外来審議長義i立、窓、選のを霊E査よの罪号室霊や絡みiこg

を向けるより、慾還を手際ょくさばくことを後3をし

ているのが茨絞である。今@]、忍者が外来審議議jii

をどのように努鐙し、どのような外来務2室長翠を鰯持

しているかを譲宝ました。 ~T;こぎ.幸まと外芸員審議長警のさ霊

議を比重支し、塁lH寺される務E室長議長季‘を検討した。

[対象および15;三]

怠著苦 手手主主 3年11月168(こと〉の外系怒善幸のやで、

アンケートを震と布し有効@]答を@]l皮しf尋Tこ373名

審議後E竜 王手PX3王手11月148~228 に勤務のタキ策

審議官塾長塁56名

緩ま警告話会議20@]審議後E室内主会が求める餐E室長塁後j

及び努21飽審議繁後「外系審議後長室の言遠鏡向上iこ

誇還する一考察jにさ撃じて作成したアンケート街絞

を慾考には病院iE1l事玄際で索作為iこ箆布し、 f寺ち

雲寺関!こ記入し、診察まさア後在蓄え付けの@]q皮革審に@]

1設を俊幸葉。審議絞察iこi立冬外条に喜怒布し留めき還さ

して岱絞。

〔結果〕

1 慾衰のタト策審議E議長還の3卒僚は、 n翼gのうち

fJlきだしなみjが fとても災い・良Lリ会わせて

65.1%とぷく、 ri'若か11勢いき草壁霊祭jが39.9%

と縫い。審議号最終leH警の3手燭iま「挨拶jが48.2 

%とぷく、 「説明jが19.7%と後い。平均点iま

怒衰の方が語審い。

2. 怒、遺言が裏話持する審議終22工員gのうち、 f!慾い

やり・華晃容]・設里見・ 4言書室・慾皮jがよ{立5位。

f言言3霊・ 5宝飾と対等・チームゥーク・教警警・普霊祭j

が下位5位。 f生主IJでは「手数11・信頼jが女性

がii1!i<、 f明~Jl・ユーモア・教室警・ 1慾話芸j が努

f生がii1!iい。入院怒霊童のある革まは f質問・寺三弱)11・

1支it.iJ1.戸惑く、ない者iまfg克明・態度・ 2言葉j

が滋い。

3. 君主著まと議議長警のさ霊童建に義がある工翼el立、議選

!ま幸喜E撃を薬!こ主?し「章受切・手助11・信頼jがおく、

養護銭iま窓者!こま守し「き~OC .指示・物葱jが議

L 、。
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109) 当院における電話穏談の現状と指導の

評f函

東京慈恵会医科大学的潟手寺戸f雨続

。大谷玉子、田中キミ子

ニ子言葉大学看護学部看護実践研究指導センター

金井和子、土屋!肖義

当競の電話格談i立、地域住民の要望があり、発

足して約10年となる。電話相談の受付時間は週臼

16時~翌B 8時、日.祭日は24時鴎で行われてい

る。年々、相談件数は増加し将談内容も多様化し

ている。そこで今回、電話相談の現状を分析し実

態および指導後の相談者の病状の変化を知り、議

主撃の効泉を評価した。

【対象および方法】 J大学病読が行っている電話

穏談の1)平成 2年 4月-3年 3Flまでの 1年間

の総件数6963件について当直 B誌の記録より相談

件数および指導内容を分析し、さらに2)平成 3

年 7月 1ヵ月間の小児lこ関する板談の総件数 350

年について当夜臼誌の記録の分析に加えて、相談

者の一部を電話追跡し指導効泉の言平価を行った。

【結果]1)ついて (1)格談件数について:

①週日の…臼王子均件数14.3土 4.4であり各月JiIJで

の変化はない。② B.祭 8の一日平均件数は34.7 

:t 10. 2であり各月別での変動が大きい。③雲寺間帯

では 17-238'寺に集中している。④年齢J.lIJでは 1~

5オが約半数である。(2 )相談内容について:

①症状別では発熱25%腹痛12%鳴息 9%の顕であ

った。②内容には年鈴による室長がみられ、小児で、

は発熱、畷位、学三重では鳴息、外傷、成人では緩

痛が多い。(3 )指導について @当競受診のす

すめが42.2%で多く、次に経過観察16.7%の/1讃と

なっている。②家庭における観察、手当、薬剤使

用の指導は合計35.9%となっている。 2)につい

てCl)1ヵ月間相談件数l立 350件1)の問年

代7Flと大差がない。 (2)年代別では 1才未満

30%で多く、相談内容は各年代でそれぞれ特徴が

みられた。(3 )追跡結果について:①家庭にお

ける観察、手当、薬部使用方法について指導した

153件のうち66%が追跡できた。②病状の変化は

毅快、一時的軽快が87%不変が13%で慈化はなか

っfこ。
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110) 分主主{志位に燃する文建主学的研究

一一土手当主{位・ Z専!i.G位・半E人E毒Z君位分立免について一一

三室霊祭立運香菜窓鰯大学専攻科ま主主主学毒事攻

o f?!五 gよ、予言名主E津子、小泉 痘美
三三重芝県立看護短潟大学

水え き圭子、北村キヨミ

g釣;学長主位・ 5善努佼・半EAE尊E詰f立分殺の長所・

5室戸万を明確にし、 Z霊量豊及び介紛するE霊祭還の双方

にとってより&い体伎を考察する ε

方法;文書古学的に各分娩録音2の長所・主主戸去を考

察し ffill式化、そのま言集を比較後討する@

重苦笑とささ位 J(手、長所として呼吸が菜、努

空費を主詩 itJJ，い、 F客語審緩痛の軽減、 宅見室予のお大詰主

体性大、アブガ -(j葦良好毒事である@短所としては

会滋の浮媛、会議保護がしにくい司会絵差是爆の増

加、繁急特の処号室に不!古]き害事である. r ~尊怒をLJ

Lζ 、長所として努資を掛け易い、三重力と管釜誘導

号車が一主主・管皇室の可動性大均分主主言語 2織の待問短

主語、筋肉活動霊登少、視野の主E大詰実体性大・母子

の浅重量容易、 E告免心治主主滋少なし苓である.鐙所

としては会絡め浮喜重、会主童保護がしにくい均裟言語

の増加ーと担ill!の浅加、王子翁大詰縫う人多、介お介

入しに〈い、史認のま喜怒大等である羊私書室主著

t:l J 1京、さ是清として呼吸が菜、 竜童;壬・事等号寄を掛け

JJ，い、 F客芸書・ 5警芸警の翠滅、 喜重力と管霊童言語霧車票が-

~.号室室の可動性大・管室主出口の主主大功 i克の下路

良好・分立完言書 2l1ilの湾問短翁、 主主肉i霊重力至宝少、 浅

野の拡大司主体性大・母子関のeyeto eye conta 

ctも可能、見へのままき警告主絵が良好、介!l}J介入し易

い等である.短所としては免の下終大のため華文芸霊

遂のま員綴・会鎗裂官塾大が考えられるが、 Ritgen;:去

にて軽減可能とのことであり、会強の;手緩のみが

考えられる@

考察仰霊入佼j 分授がさ喜望者中心と薄手藷され

て久しいが、そこからの鋭却を g指して、これら

3分後体伎の長所・短所を図式化のよ比較検討し

た結笑 i誌、 「主主fiA滋E霊位」での分設が母子にとっ

て、安全で5母体的負担も少なく、また、母子濁の

eye to eye contactも良好で、王寺子禄B:f窄F号や将

来の王寺子持者古車も良好であり、革審締約にも若者怠の行

く主主伎と考えられる@一方、介務者はRi士吉enj;去の

マスヲ一等の条件はあるが、介主主介入においてJi.

2寧ミよく、双方にとって懇良な体f立と考えられる.



時

111) eh遺伝における安全分設へのー怒りま5

ミ三室霊祭主主理委譲笈滋犬学

O坂口けさみ

三重霊祭立表2霊短草芸大学君事攻王寺霊力護士罪奪亥

潜水 2幸子、深渓 充代

乏卒湾E室長A泰?賛も穴きく主義変りし、 ミ売主主では約

58 %が!:i5s苦立ち会いによるおE室内分娩である@こ
れらの変化iこ{半い草号室産主主主霊長率委主i正念選立に滋少して

いる@このぷうな喜善笑芸iJil霊聖書の衰退の中で、 「主力

愛媛の本芸者とは符か‘ ehg霊長著のもつべき家主号とは

{向かJを怒らかにする謬は急務である e 今@j私主霊

法、安全なお援を向かえるためのさ是号室怨等衣装奇と

分渓プrehの5翼線について、 一喜男繁華書室室主義そ対象に

喜男き実主つ Z議交を fTない、 2 ・3のま!l.ltを得たので

認をきする e

方?去;

三三室霊祭主公立喜市内で‘緩和初滋阜、らeh還後として

;孟緩し、 ミ是主Eもなお去を塁霊主義への後{縫?器等・分後プ子

主主に携 2つる-~塁 3護軍号室室主義を立す重量に、 間三宮怒り議牽

を爽Eきした a

基苦笑;

工)支悪~:;王将むな一章宣言号な去三聖書量霊祭診笈 ;ζ])0 え

て、積極釣iこ ig吉f立矯乏i去j を取り入れている@

ζ n， i革、 宮室伎と診さ5されたまま安撃を対象Lこ、 管室室内

へのü:~言な鎗突の下総・霊童入を{是すことをささ号に

ITなおれる方滋であり、 5つの手設を含んでいるa

2 ) ii室主義を緩和するために、震筆書霊祭伶善寺には F

E警告sEE i怠;去J を、 長聖書室長喜量支持には 4つの手E支を含

んだ r~妻都マッサージ法 J を怒り入れている e

3 )異体的な分立完ブ干長寿の方法i革、ディックマン

の緩主主綴と民法及びプラント・アンドリユース鐙皇室

j三&}:去にi互い方法であり、あくまでもEl然な分娩

議事去に沿った/J};去をき建まきしている@

ま吉3霊: 

今@j鉛り得it.俣事室指導筏様分立完介eh"i:支穏な、

5是正手の体主主の ctで:ζ夫され土器われた繁愛なもので

ある.私i塞i手、学びf尋た多くの技術を後ミ正してい

くと芸名Lこ、伝承していくことの祭径を議怒してい

合 e

島断3

112) 祷擦の血済鉄と母乳室長の関係

弘前大学教育学部看護学科

。佐々木菜穂子、葛西敦子、木村宏子

~袴溺貧血の主なものは鉄欠乏投策鼠である。

鉄欠乏性貧血では、まず貯蔵鉄が科尽きれ、血清

鉄、赤五立球鉄の1!辰で減少してL、く。今回、貯蔵鉄

が不定している潜在性鉄欠乏性貧血を知るために、

貯蔵鉄の動態と鑓係がある血清鉄を総定した。ま

た、母乳鉄が不足すると児は貧lfll.となり、

粘膜の器質的隊等をきたすとされている。母乳鉄

は貯蔵鉄iζ由来するとされているので、鼠渚鉄と

あわせて母乳鉄を測定した。

対象は平成3年7月から 9丹までに弘前健生病

院産婦人科で分娩し、 1か月健診に楽読した袴綴

30名としfニ。試料;立、産袴初英語と 1か月健診草寺;ζ

五立液4lI!tを採血し、遠心分離機で分離して血清2

dを得た。母乳は祷議自身;ζプラスチック製フタ

付きスピッツ管;ζ3'"5 lI!tを護接搾乳してもらっ

た。実験方法{ま血清談は松療法で、母乳鉄はオノレ

トフェナントロワン法による定護法で測定した。

結果は以下の過ちとなった。

1.血清鉄は、全体では護持初期の0‘81:::ゴ[).42

j1g/lI!tfζ比べ、 1か月自は0.88土0.32/1g/ばでよ

鋒傾向でゐった。

2. lfll.清鉄とHb催、 Ht鐙の砲には産袴初鰐、 l

か月告ともに有意な穏演はなかった。

3. 1か月自にHbf産、 Ht億が正予言・儀でも、血清

鉄が正常値の0.60/1g/ば以下のものが6名l20 

%ハ、た。

4. t挙手L鉄は全体で産祷初期の0.63ごと0.21μv

lI!t!こ比べ、 lか月eH立0.42:た0.26j1g/lI!tても苓窓に

減少した。

5. 血清鉄と母乳鉄i主主主祷初期は相関はなかっ

たが、 1かFlElは手ま窓な正の綴関がみられた。

以上のことより、母殺が策鼠状態にあるときは

必然的に克も鉄不足の母乳を欽んでいる ζとにな

る。加えて、血清鉄が正常値以下て沿ってもHb値、

Ht債は正常値である潜在性鉄欠乏性貧血の縛婦も

おり、貧血祷婦の発見には血清鉄の総定も重要と

なる。さらに母乳栄養を継続し母子ともに健康に

過ごすには、鉄分の議給を考慮、した栄養指導を行

うζとは意義深いζとである。
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113) 新生児黄痘スクリーニング法と血湾総

どり jレピン{霞との潟係

弘前大学教育学部看護学科教室

。小林圭，鈴木光子，木村宏子

新生児賞痘の管理において，精検のためのスク

リーニングに用いられる中村一秋山氏法， Kramer 

法，イクテロメーター，経IX的寅痕雪1-(以下，ミノ

ルタとする)の測定鐙と血清総ピリルどン値(以

下，血清総ビ値とする)を比較するとともに，スク

リーニング応接して回安となる鐙について検討し

た。対象は，平成3年6月より 9月までに出生し

た生後8泊目までの新生児32名38部であった。生

下時体重は平均3118g，:ti:s台期間， Apgar Score 
とも異常の無いものとした。ミノルタにおいては，

前額部・前胸部の2か所で測定した。

中村一秋山氏法では， (+ト)の鼠湾総ど鐙が15.7

2.92"乎/dt，(告のが16.1_と3.8mg/dtとなった。

したがって，一般に高ピワルピン血症の対象とな

る血清総ピ億五勾/泌をスクリーニングするには，

腹部から下校iζ現われる業主主の判定が不十分であ

り，看護者の経過観察によるフォローアップや他

法との併沼が必要てあることがわかったs

Kramer法では，区域3の血液総ピ値が13.9

1. 15 7i'''i/dt， 区域4が17.1こと2.87mg/dlと， 血

清総ピ値157T"i/dtをスクリーニングするには区域

4以上を結検対象とすると有効て・あった。 ζれは，

I=t村一秋山氏法より，腹部から下肢の可視黄痘の

暫定がより細かく区分されているためと考えられ

7こ。

イクテロメーターでは， i.刻定値3以上l乙綴ったも

のの，測定値3のとき 13.4土0.40勾/dt，3.5の

とき 15.0土1.14勾/dt，4のとき 16.0m事/dtとな

った。したがって測定値と血清総ピ{邸主大体平行

してよ芥下降しており，血清総ビ{践をある程度予

揺し得ることがわかった。また， 3.5以上を精検

対象とすると完全にスクリーニングできた。

ミノルタでは，前鋭部・前胸部における測定値

と血清総ヒ{践との椋関係数はそれぞれ0.657・

0.697，留婦護線はそれぞれY口 0.75X+2.52・

Yロ 0.74X+1.96(X ;ミノルタ測定値， Y 血

液総ピ{箆)となった。まTこ，前胸部においては17な

いし18以上を精検の対象とすると，最も有効で、あ

ることがわかった。
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114) 不妊症患者の検安・治療に対する意識

と受診行動についての研究

富山医科薬科大学約属病i淀看護音s

O山続ともみ、 UJ口千鶴子‘、議弁j裁定、

目的不妊治療の進歩に伴い、多くの患者が主主慾

にわたり不妊外来を受診しているが、後らの検査

・治療に対する意識、受診行塁手jの実態は不明て、あ

る。そこで今回、アンケートによる笑態務査を行

い、治療継続iこ向けて看護簡で、の検討を行った。

総交方法:1991王手8fj-9月の期間にさ当炭産婦人科

において、不廷を主訴とする忍者60名に、 f箆~Ijに

さ当科作成のアンケートをFおい、不妊治療に関する

さま議議査を行った。また、回答内容と診療録をも

とに、治療獲、検査の理解夜、不妊原尽の認識、

更に 5ヶ丹後の受診継続の有無について検討した。

結果:

1160名中53名(88.3%)が他施設での治療まさがあり、

その受診断念理由は“反復治療で効果がなかっ

た"が17/53回答(32.1%)と最も多かった。

2)当i淀の受診走塁a¥二、 “主主度な専門性・技術を求
めて"が27/83回答(32.5%)と最も多かった。

3)検査の主主解皮は平均66.2%と全体に主主かった会

心不妊JJf:13Iの認識では、少なくとも l扇子以上は

正しく認識している者が22/60名(36.7%)と、

本人の認識と診断よの不妊原因には差異があった。

日本人が認識する不妊原因には、 “気持の問題だ

と怨、う、精神的なものだと思う、性的欲求が夫

と合わないから、"などの、情緒的な理由(ここ

では情緒的因子とする)があり、これを挙げた

者が60名中10名(16.7%)いた。

6) 6ヶ月後、明らかな理由がなく受診を中断した

君主は14/60名(23.3%)であった。不妊原因の認

誌に情緒的殴子を挙げた若手では10名中 5名と、

中断ずる率が有意に誌かった(P<0.05)。

まとめ.今回の議室Eによ f)、怠者は高度な医療技

術を求めて受診しているにもかかわらず、不妊JJf:、

閣の認識は十分ではなく、情緒的節子を挙げる群

にみられるように、媛球な認、i談が治療のや控rrをfお
くことが示唆された。今後、怠者の背景、治療綬

を踏まえて話し合いをもち、患者自身の不妊の受

けとめ段階を把握したよで、{弱々に応じた説明や

指導をすることが、治療の継続に三重要きであると忍

われる。
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115) 潟皮綴におけるイン 7 オームド・コン
セントの一考繁

広島大学付E毒気b'6

Oこと主主受忍

守二言雲大学童j~警告罪認

石弁トク

インアオームド・コンセントの淫念はま芝怒し

つつあるが、暴露終的にはまだ問題が設されている。

その姿滋のひとつは、チーム援護霊におけるE霊祭ミ華

街の関係である珍怠者・ 2ま書官の2言者関係だけでは

なく、 a恋愛・夜釣・務務総の3議鈎係から、イン
アオームド・コンセントの問題を畷らかにする必

喜さがある。

そこで、本研究はインアォード・コンセントの

務者をと1;;:る談務内容と忍ミ去の王室然変、 dらに、 イ

ンアームド・コンセントの遜震における繁繁ミきの

関わりについて譲受した。その紘祭、去二子のまnA
を得たので幸裂をきする。

幾重芝方法

議室芝対委主i立毛慈市の茶室霊主主に茨践した妊産燦45 
名である。務官富i玄室霊手ヰ外来とした。後予主プJt告は参
加童話警察と、飽き耳元号線変を用いて産主書官及び紛愛媛

の言語紛の内容、慾ミ吾の至霊祭夜祭について分析した。

総菜及び考察

タト王者におけるインア才一ムド・コンセントの務

室iH立2つに大郊できた。一つは妊絞章受過での愛会長義

務室君、二つめは治療の可否を選択しなlすればなら

ない、つまりまたまさしなければならない状況務窃で

ある。 忍表の渓務長芝は f淫然しているj 、 fまあ

まあ忍議事しているj、 f理解していないj の3段

憾に分類できた。その害事主義、震毒事しているミ告は4

2. 2 %、まあまあ透持率している還をは 35.6 %、

Z霊祭していないミ警は22.2 %を占めた。
獲毒事している考の警議会を主義喜ii)JIJにみると、透主夫

主勢nnが喜多言葉務室主よ号言語かった。さらに総領内容の

さ翼髭護士も多かったことから、室主縁者の宝章審議の変化

を示していえよう。しかし、妊霊堂婚が王禁解できな

いままに、喜三筋からllsg症に決霊去をieられる察僚も

あった。

喜多草委主義在意では主主書官の言語堅持内容に不足が多いが、

ljJ]A芝露警の説草耳によってま壬鐙露警の漫然を言語めていた。
つま号、 WJil芝露警は主主義患の霊堂紛の務足だけではなく、

対象の S1君主主主きを恕怒した、 5主体的な務毒事方法に

よって効笑をあげているこが綴察された。

また、主霊祭度i二塁5警撃を与えた婆fiSH立、長壬絞の滋

数、退去に雨後な裂き立を受Itt二体験の手著書室、密葬護
者の態度であった。

116) 養育行動と母殺の出産前後の環境要因と

の関係{出産後4BElの授乳場面}

元jと硲]!大学医療技総設期大学苦1;

G石塚百合子

i はじめに

潟産期における自然な状態の母子のやりとりを

し、 ethologicalな視点をとちこみ、どのよ

うな養育行動が母殺をとちまくどのような潔境要

閣と関連があるのか、きめ鶏く分析しているもの

は少なし、

U El的
償援前後の議々な潔境妥協との関遂の

行動、母子の{立置関係を分析する。

ul 方法

対象は妊娠中から縦徴的に追跡、している S市内

総合病院で出生した第一子とその母毅21総〈男児

8、女児13)。奴緩やの合併症や分娩経過や児の

出金持における')スクはなく、いづれも正常総儲

の母子と

での授乳場立五く平均32分〉

録〉記録し、後育行動、母子の位援関係省::"15'秒、を

して分析。綴察者間jの一致率は82.0;;;ぎで

ある。妊娠30~36jおこアンケ-r， R-S 
向投資、 STAI検査、はめ絵検交(9コヴ〉を

実施会

中から会話しかける、

絞れる、金ゆさぶり、軽くたたく、金ほほえみ笑

う、争サツキングのための約激をするの 5つの行

動をとちあげ、平均ごと i標準協差を基準にして、

行動の多い群、少ない群に分けてみると、行まiま

えみかける J1ゆさぶ号、軽くたたく j行動の多
い母毅誌少ない母親よりも状態不安が低し、o I1ま
ほえみかける j行宣言jの多い母親は少ない母親より

もこの時期に赤ちキんを望んでいた気持が高L、o

fサ、yキングのための刺激をするJ行動の多いf手続
は少ない母親より王疑惑:までの乳児のt!t話経教が多

し、o i話しかける j行動の多い母殺は少ないfま毅

よちも然環にはめ絵のコマを不適当な所にはめこ

もうとする動作が多く、また「直接皮郊に絞れる

J動作は少なし、。また、新生党を抱くなど密策し
た~fi露誌にし、ることの少ない母毅の群;之、現主主まで

乳児の世話の経験が全くないことが確認された。
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117) マタニティー・ブル一発症の検討

弘前大学教育学部看護学科教案

0大元由香，鈴木光子，木村宏子

女性にとって妊娠，分娩はごく自然な生理現象

であるが，身体的・精神的に大きな負担となる。

マタニティー・ブルーの発症もその一つである。

そこで，妊婦の生活環境，性格，精神状態，身体

状態を調査し，マタニティー・ブルー発症患予の

検許を行った。また，発症原図のーっと考えられ

るエストロゲンの義的検討も行った。

対象は，弘前市健生病読で王子成 3 年 7~8FH乙

出産した妊産裸婦らO人(初産婦25人，経産婦25

人)であった。

方法は，妊娠期iζ生活環境，生育暦などのアン

ケート， Y-G性格検査を実施し， gお辱 3~7 El

iζマタニティー・ブルー発症に関するアンケート，

尿中エストロゲン議の測定を実施した。また，妊

娠期，産袴婦にマタニティー・ブルーの症状をき設

する者を対象i乙磁援を行った。

マタニティー・フツレ一発注因子を持つ人は， 26 

~30歳が 4 人 (8%)， 31歳以上が4人(8%)， 

21~25裁が1人 (2%) であった。初E室経立案闘で

発主主因子を持つ人は，初産婦6人，経主主婦3人で

あった。

精神的評価では， f心記事jの項告に発症因子

を持つ人が最も多く， r涙もろさJr気持ちの不
安定jが続いた。

身体的評価では， 「疲労感jが最も多く， f援
眠不足Jr性欲減退Jr鎮痛，頚霊感jが続いた。
Y-G性格検査では， B型， AC主主l乙発症悶子

を持つ人が見られた。

度樗王手期の尿r:tエストロゲン霊の測定の結果，

1μg/me以下が22人 (44%)であち，そのうち，

36%の人がマタニティー・ブルーを呈した。これ

は，発症患子を持つ人の9筈IIであった。このこと

より，産樗期のエストロゲン撃の急激な低下がマ

タニティー・ブルー発症の原思のーっと考えられ

7こ。
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118) 袴縁が入院中シャワー浴を拒否する淫

自

資森繁十和田市立中央病践 防護婦

0佐々木久美子、松岡淳子、金沢久美子
高木セイコ

主主祷期lま新探代裁が活発で発汗、懇露、手L汁な

どで皮1欝が汚れやすく、得婦の清潔に対するニー

別立高くなる。近年では、健婦の清潔に対する関

心が高まってきている。

当科では、女性の入浴日の他に袴婦のシャワ一

日を設けているが、入院やにシャワー浴をする人

は意外に少ない。その翠虫として、当地方では主主

後 f冷たい水lζ手を触れないJr結髪をしてはい
けなLづ等の雷い伝えがあるため、 ζれらの因習

に帰する家庭が多いのではなし、かと推察した。そ

乙で、樗婦のシャワー浴に対する意識を明確にし

人税ゃにシャワー浴及び洗髪を行う袴婦を増やす

ことを目的とした。そして、シャワー浴の案内及

びポスターを使用し、シャワーおの幣容がない ζ

とを説明し指導した。その結果、袴婦の意識を変

容させ、シャワー浴を行う祷婦が増えた。しかし

シャワー浴を行わなかった袴婦については、liSl習

が袴婦のニードを強く規制しているという結果を

得た。 ζれらの ζとから、得婦のニードと因習と

の関係を検討してみた。



119) SMC方式索u署管王室主去の一考察
鯵ヶ沢町立中央病i'Jt

0"幹線築後美、今 二子窓、 石F毒4草子、子育妻子京子

立す篤罪寄与

母乳手持警警が栄撃を学的、免疫学的、心王室学釣にも

後高C室長泰宏である ζ とは言うまでもなく街全自の

慈雲廷でらる。

廷怒ネから愛媛綴までの金量空?とわた皇、各種の

係長室手言語草が行設われている中、震をもそ否感している

ものの…つに母乳栄重姿の客室立の問題があげられる

近年、王手章受僚からの母乳3室主主も高ま Dつつあ D

f室主導主主としてもよ主一爆の努力が袋三表されるなか

以殺の機谷またや緩森王立毒事の指導者雲によるマジサー

ジコ守主主ーïJ~ ら、 SMC方式(S e 1 f .沼呈1t色部 a

C 0 n 七y 0 1 とh う容己管支祭器三が考案ざたた

NOち、母章受信らがマッサージ手授をう琴平等し、 マ

Y サージを行なうものであ D、指導悉としてはト

ラブノレなく母乳分泌出祭るよう遂勿~アドパイス

をして管支援する方廷である。

ぞ ζ でさき森喜さでもエ子liX:2年よ ]:)i苧草u算上手専の g
雪3で SMCミミE警守奪三言語去をき迄認している。

その絞築、 SMC方式後捻総長子鈴書室 11 81';と

S MC方式災合議後分後三言 13 5名を立す象として珍

系の石総を比較したととろ、わずか設がら母乳認

の上昇はみたが、退院E寺まで人工栄養警手を査を少篠

に抑えたのにも 7がかわらず、 lク月寝室長会雲寺には滋

郊の綴{均十てるった喜多笑をふまえ、退後Eきから 1 ケ

j守護主診までの問題点と綴委譲へのかかわ主方などを

再検討すべ〈主義されたき悪霊蓄がき5らかになったので

毅告する。

120) 分娩テエツクリストの作成とその活用

子主主大学窓学苦(lp付属病院

。宗像書記、浜野孝子

千葉大学看護学部

阪口1長男

千葉大学医学認約草喜助E室長書学校における分後介

助の指導・3手伝は病後動産緑Lこまかされている@

しかし、至IJj玄g擦が6jjli震でなく、複数の助産嫁が

i手伝にあたるため、指導者によって途いがでやす

くi手伝しにくいことが間鐙であった。そこで、 ff

数百草案を明確にした分娩チェックリストと5手伝の

手引きを新たに作成し、学生と指導者それぞれに

自己評也、他者3手{怒させ、今gのチヱックリスト

の妥当役立立び:こ各々の議自についても検討し、よ

号良いチヱツクリストの作成そ試みたので銭告す

る。

対室主と方法:

平成 3王手llFJ 88-何年 1j寺 78の約 2守月間、

T大学的廃病続効窓綴学校学生 18名と怒i;n塁悪金
5 年以上の慰a~室長義 6 名を対象 iこ、I) Y-G 性格テ

スト， 2)分娩介iliJチェックリスト (5段階祭儀法、

80王室[3， 3)アンケート書君愛(5議[3)を fjない、 自

己・絞殺 i手伝一致芸事ど郵送皮を Y-G 性格支翼 ~jjIJ'

t言語手議刻 .t言毒事圭手数百IJ ・分後夜勺扱い官~iJlJ (こ分析，

検討した。

結泉:

1 . Ei 2・1也毛32手{認の一致率:立学生と指導者がA言葉

であった場合lこ高かった。

2.指導卒者の5手伝:ま{邸入差が大きくせい評f透の緩

向がみられた。

3. Ei2・他者i手伝の至IJ遂度はともに滋緩ま手数が主主

くなり、分銭高文号数い哲IJが多くなると高くなる綴

向であった。

4.一致E容の{まかった積回内容は想定Eや解釈、法i

是霊祭淡のi千億方法であった。
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2臼第 1会場第22群

121) 入院による笠活様式の変化に鑓する検

討(第3毅)一女生活の窃からー

埼玉繁立衛生短期大学 O小後橋喜喜久代

大河原千鶴子

アメリカカソリック大学 荒}llo昌子

二F3E大学看護学部 土屋尚義、会弁和子

健康障害に伴う生活行動の変化は、入践によりさ

らに生活の場の変化が加わって、入院害者の生活様

式は健康時とはかなり異なったものとなる。前回、

思住環境の変化、際限様式の変化を報告したが、今

@]I立食生活の面から倹討を行った。

対象および方法:

一級病院2施設の外科および整形外科病棟に入院

中の窓者 152名に立すし、 aSe:および病筏の1芝生活に

隠するアンケート調査を行い、入院前後の変化とそ

れへの対応について比較検討した。

成綴および結論:

十食纂回数i立自宅3.1こtO.7，入院後3.4土O.3で、

青年努二子と壮年j譲に多い2回食が減り 3@]食が土替え

ていた。 1主喜善E寺芸111ま総支で約30分遅くなり、星t1主iま
30分、夕食1;1:約 2.5時間平くなった。摂取湾問I;l:a
sgでは草2・5芸食ともに約20分、夕食は約30分であっ

たが、入院後はいずれも約16分に短縮されていた。

2.入院後「一人食翠J1;1:約34%で、自宅に上ヒベ増

加した。ヰ-5入部屋の怠者でも31%が f一人支家J

と回答していた。

3 食事の楽しさについては、自宅では f楽しくな

L リが 5%に対し、人税後は27%1こ増加し、食器・

盛付への関心、 aSe:の夕食時五IJ、プライパシーの受

止め方との関透が認められた。

4. 自宅では「おいしくなしリが草月14%、タヰ%に

対し入院後は39%にま曽加した。議澄方法・献立、食

器・盛り付けの密室さとの抱透が「食欲を低下させるJ

とした君主はそれぞれれ%、 34%あり、おいしくない

と食欲低下とは関遂を有した。

5.病院食に「慣れない(含あまり)Jは13.3%で、

壮年女子iこ、 f慣れたJは71%で支岩手女子に多い傾

向を示した。慣れる迄の筋書男はその半数強が3-4

日であった。慣れに関連する妥協として、自宅朝夕

の支喜多時五IJ、入院後の食事の楽しさ、おいしさ、調

理・獄立、食器・盛り付11、稽好&の使用言IJ段、プ

ライパシーの受止め方があげられる。
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122) ハンセン病療養答の生活の満足皮とそ

の総主霊姿磁

芸霊知医科大学~学部公衆衛生学数笈

O 片霞万竪

滋笈際立医療短期大学審議学科

玄国公子

【g的} ハンセン主考書霊祭所で、主義い節役会と防

総された生活を送ってきた E患者の生活の溺足度と

その民遂芸雪国を明らかにする。

【対象と研究方法】 密立の…ハンセン病霊安泰所

入所者を対象i己留護霊法のEl紀式笈m是正で喜司王ました。
生汚の言語足度を、盗塁と表益A'こ二分し、性、王手
緩階級耳目 iこ喜喜べた。関連喜H'Sll立、自室主的慾康状態

とAD L (こ燃する長室綴状怒及び、家族背景や家族

との交流、文化的汚鋭、露室外への外出 iこ関する社

会的iillJ[箇を喜喜べた。

{結果と考察 1.生活の満足& 満足とした

者は努 44%、女 39 %で、性愛は~告れず、

7 0 -7 9喜誌の王手総階級が潟かった。この総菜 l立

地滋夜~~罰金3賓の研究結果と比絞すると非常 iこ低

かった。

2. 生活の非言語足と関i竪妥ftSl El主主的健康状態と

の総主主では、 5号に皇室綴状態の f惑いJ"言の非満足

者が多くみられ、 fよい j者lこは少なく、告さ康状

態と非言語足とのflIli翠がわずかに見主れた。女では

「登透j の者が多かったが、非主語廷との関長さはみ

られなかった。年齢F量級iJljで、 「塁手、いJ"雪が多か

ったのは男女尖 iこ60 - 6 9主主であった。 AD L 

の各項Bとの関遂では、 5司の非満足警に ADLの

重要介助容と介助不安審の主査は兇もれなかった。女

の非主憲足者 l立、 トイレ以外の議gで妥介助者は少

かった。王手章者が言語くなるにつれ、男女共{こ、介助

不喜芸者の非満足者は少なくなる傾向がみられた。

室主族育祭ーとの関長室では、男は、母と震と偶者が<i)1)、

子供のない替の非主語足者は少なかった。女では、

兄弟姉妹がある容で非言語足の者は少なかった。労

女共 i己、荷緩や兄弟姉妹がある者、ない主言、共 1こ

非言語足が多い王手鍛階級は 40 -5 9主主であった。

努女共に、家族との交流、文化的活動、護霊外lこ外

出をする蓄に非満足の者は少ない{傾向がみられた。

生活の溺足度の関i牽喜雲監3として社会的罷rJ[jjjが大

きいことが明らかになった。更に今後の検討が必

妥と考える。



123) 一次佐野症の愛綴透析怒著まの水分・重量

分・カリウム摂取のコニ炎

主著:li巣立衛生短期大学

O小野沢潔子、 小蓄量俊子

一次位望号室主の袋綴透析怠五まの食宅事管理室の特徴を

SJjらかにする為iこ、 S 県内で望号綴喜善怒者2支の会』こ

所廃している遊説血液透析怒革まから回答の得られ

た1033人を星雲悪霊疾患耳目に、 透析室室、 年言語から 18診

に分薮し、透析箆16若手以上の一次位容を必殺透析

若手と後の若手との水分・塁塁分・カリウム主交互支のヱ炎

を上主毅検討した@

まきょ義:各務は一次空主望号室主若手916人、 内透析震16年以

上64:t以下21入、 65才以上 3入、 11-15年64:t以

下131人、 65:t以上15入、 6 -10年64才以下257人、

65才以上44入、 1 -5王手64:t以下345入、 65才以上

75入、 工芸手米務64:t以下山入、 65才以上 6人の10

小若手。 務長室長還後堅苦主主若手117入、 内透絞箆11-15年8

4才以下 2入、 65:t以上 2入、 6 -10王手64才以下1

5入、 65:t以上 3人 1 -5年64才以下52人65才以

上 3入、 1 -5王手64:;1'以下52入、 65:t以上33入、

l年米諸64:t以下 9入、 65才以上 l人の 8小著字@

透析綬16年以上64:t以下群が伎の群よちも右主主に

さ走行していた内容はどたのようであったa 水分絞殺

では、 ①争奪笈の安審襲安でも長める②等喜宣告によって変え

る③芸菱重誌や入浴で;予を多く必ずの 3茨包@①は透

析蕊 1-5年の65才以上一次鐙望号室主審季、 ②は透析

箆 1若手米露毒64:t以下一次空主賢建君季、 1 -5年64才

以下と 65:t以上冬一次後密主主務、 緩潔章者数望号室主若手、

6-10年65:t以上一次俊望号室主務、 @は透析澄 1-5 

年65:t以上一次佐野室主彩、 綴尿病室主望号室主務よりも

妥行皮が喜善い (PくG、001)。 草草分祭主主では、 ①言語

線、 しょうがさ事委主幹事};fiH苦②球場汁を菜室くかゑを

さ多くするの 2議罰。 ①②尖透析宣言l伊5年65;ず以上、

透析震工年来総64:t以下務長室長毒性堅手議群よちもさ発

fr渓が潟い (Pてむ、∞1)。 カリウム摂取の二Eうたで

は、①氷;こよくさらして食べるの l境問で、透析

緩 1-5 年 64才以下~女性望号室霊祭及び繁尿喜善後望号

室主審字、 透析箆 6-10年65才以上一次性警号室主若手よち

も笑fJ度が議い (Pてむ、∞1)。 三、 j 

まとめ:一次笠堅手主主からの血液透析歴16若手以上64

:t以下の患者21人は、千患の透析患者群に比較して、

水分は体震や挙宣告を参考にし、 塁塁分は然草言言意味料

佼fIlを、カリウムは水にさらす工夫が多かった。

124) 潟産者考食遂長室長湯入院主主OlJの検討

大阪大学医療技宇野短媛大学部 審議学科

0滋戸泉弘，松木光子，者雪山美江，大谷3喜子

'f-~葉大学議議学番号積書室喜善銭研究怒毒事セン喜一

土屡尚霊童，主主弁和子

大震2大学医学昔話付緩務段震義務第二外科

毛筆g数二子

大量五大等生産E学部第二外科

村田持率矢，主主{卒事Ji!j支，滋続 土台， ~繋 渓爽

g約:数年前より言語齢者食遂洛に対する王子綴透応

が主主大され宇野後合併症や王子季語死亡が増加し，入浅

草書簡も長期化ずる綴i句にある。さき研究は長期入段

重主OlJを宅金訴し、 より遂切な王手綴遂応や雲:菱方ときを

確立することにある。 方法: 1986年 ~1990与の

5年間の手続OlJ(n=108)会A務 (70ゑ以上F

20) ， B君学 (65綴以上 70重量米議 n=15). C務

(60議以上65長襲来溺 n=24) ， D苦手 (60歳

未綴 n=49)の4護学に分けて分析した@ 総長さと著者

警察 :4詳の入渓裏話網は， A喜孝 92.8:主56.8臼 B

霊草 107.5土49.6B， C務 86.0土43.1B， D群

100.9土59.0日であった。 100日以上の長綴入

務主主僚は， A書学で 61予IJ(30.0完) ， B警手 8OlJ (53. 

3幻 ， C群 7OlJ (29.2幻 ， D言手2OOlJ (40.8幻

であった。各苦手のf差異完入段f予!の内容さどみると A群

では初期の41予Hこ3綴主義拡大リンパ鈴事ili脅〈以下

3綴浴車5後〉が施行されたが霊祭な合併主主の発

生が言語E容であったために，その後A若手には 3綴主義

撃事務は行わないことになり A怒の長英語入E主主主OlJは

主義少した。線小手緩の 2OlJの筏後生存綴僚は 2

1ヶ月と 31ヶ月でいずれも綴死であった。 8霊平

の祭実芸入競歩iでは， 6 OlJが翁後 1年以内をこ受話死，

E主号の 2Ollは， 13~18 ヶ汚をま差滋してき主存中

であるが，いずれも 3綴主義務機僚でさ筏後も穏

化液の逆流を喜寿えている。 C群D苦手の 長期入院

症例はABf<奇書学もこ比べて銃後生存は良喜子であった。

以上から，古美遂書室の治芸懇方針を検討すると， A霊草

では遂行実警の外科治療は望ましくなく，上と絞約学

期の提言では絡IJ、王子筏の滋Iitがあると考えられる。

B群については 3領主義撃事後の号室応はあるが，事寄E芝

の遂行絡に対する2革命効薬は少ない。なお，いず

れのグループにおいても滋療な季語後合併主主，手詰後

務事宇簿塁審，線下害事室蓄と怒号さを防止する謬が綴f去の

QOL向上のために必喜善である。
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125) ホーム入所乏人の対人交流の活性化に

関する検討

毛呂病院附原高等審議学院

O樗ì~害厚子

千葉大学審議学部

土震尚喜室、金弁和子

特別養護老人ホームでは、包常生活に変化をつけ

るためさまざまな行事が組み込まれている。しかし

実際に行率!こ参加しない老人も多く、単調な毎日を

過ごしている者もみられる。そこで、一般に有効と

される管楽を利用してを人間土の交流のと主義を企図

し、その効薬を検討した。

[対象および方法】

Y特別養護老人ホームに入所中で、一部介君主も含

め歩行がほぼ8立している62名に、音楽練習への努

力Bを呼びかけた。音楽練習は、敬老会で発表するた

めに平成2年7月 20 包~9丹市自の問に、計11回行っ

た。この局、 1@]でも音楽綴習!こ参加したものはお

名で(平均年産%79.6土 6.9歳、 64~93緩)これらの

お名を対象iこ、参加の懇度と練習中の対人交流の

程度の評価3基準を作成し、両者の鈎遂について検討

を試みた。

〔成績ならびに結論}

1.ケース)511参加率1;l:11@]中、 7@]以上が56%、

3回以下が36%と分離していた。

2.初@](第1回)と最終回(第11回)の参加の

態度i立、不参加者の割合はともに30%程度と変わら

ないが、初回に比し最終回では、参加度 1、2度の消

極的な参加者が64%から24%へと減少し、逆に 3、4

度の積極的な参加態度を示す者が 4%から40%へと

選方自した。

3.対人交流も同様に、交流度 1、2震の、練習の

間会くまたはほとんど周辺との交流のみられない者

は44%から24%と減少し、 iぎに 4、5度のかなり活発

な交流を示す者{ま24%から44%と溜加した。

4 参加震と立す入交流度i立全体としてR= 0.75と

明らかな相関を有するが、全体の傾向とやや異なっ

た燭透を示す37閉そ除く 108自の大多数では、 R=

O. 90と弱者の関連1;1:著しく高度であった。

5.やや主主なる関透を示した37回は、すべて交流

度によヒし参加震が俊憶の場合であった。

6.初回奉加雲寺の参加度とその後の参加疫の経過

には特徴ある傾向が認められた。
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126) トレンデレンブノレグ体伎が夜中 Na誹
t世に及iます彩警警(1)
東京警察看護専門学校

Ofi事EB貞代長尾節子
東京大学箆学部係長室管室主学教護

まき主室 克

〔目的}従来、主菜類宅整佐野綴主宰の毒薬愛者について

は、食家事実法による慾者指導が行われている。し

かし、味覚の問緩や食生活全体に立すする溺足度の

蕊では、指導が厨喜重なことも卒者告されている。

そこで、今回はインドにおける Temblka

rらの f頭部を低くした体伎がNaの鉾般に彩警察
するj研究結祭から体位により生理的利尿効薬の

有無について、 i仰臥位と伺1臥伎で下肢の挙上によ
る体伎において比較検討した。

〔方主主}対象は健康な 19-20産量の女子学生 6
名。協定都3日間は、被験者がi湾ーの食惑を取り、
アルコール、喫t霊、コーヒーを禁止し、欽水尿翠
を記録した。食芸評は 1800Kcal.草 3g/
臼の制限食と婆 10-12g/臼の普通念を摂取
した。体位は仰臥{位ロ争後位司何1臥伎で下肢を10。

2葬ょした体位と仰主人位司坐位司侭1軍人位の撃手におけ
る水分、後島幸索代謝に及ぼす影響について調べた。

欽水は議.IJJ'室開始 16寺照後とに7l<100mlを欽み、

各々の体位の 2 時間尿鐙、 1 分晃~þ完譲、 C E R. 
5完$及びIIn泌総奪事号室(トla. K. c 1. Ca)を
2 ff寺僚主事iこ測定した。血圧・豚t自及び{体佼変換E寺
の身体状況の変化を 1時間毎iこ記録した。

〔幸古巣及び考察) (1). N aの排池i立、仰星人位とさ控

佼及び{仰l1Af位で下絞を 10。挙上した体伎では尿

ヰ3Na'K.cl'Ca及び CER誹t世蚤に有慾
な主査が5i!られなかった。

(21. 側主人伎と鍔H弘、位で下肢を挙上した体伎では、

主主議の省主霊t.n査は5i!られなかった。
(31. 滋 3gの苦手l綴食では尿$Naの排t世畿は減少
し、滋 10-12gの官若返食では尿中野a排泌さ設が

増加した。 Na 3 gとNa10-12gでは高い

有意な表があった。

(41 霊翠毒事貿の変動は、証ni努と成中ほiまj司じ動向]を
~し穏関関係にあった。
(51. 被験者の書記拾・血圧の変動は、体伎や食謬の

内容が変化しでも変動は見られなかった。以上は、

首Fi伎の褒毅を追走事した幸吉祭であ号、変化の援拠を

知るには手IJ尿ホルモンについての測定が必姿であ

る。体位による生涯約やJl宗主主5誌が得られなかった
のは、i!l'J定の対象が苦言年の告豊後な学生であった翠

がいえよう。 Tamblarのi!l'J定でも患者より
正常者の反応が有怒に低いことからもうなずける。



127) 採鼠後の放護時間が血j矧 l淀儀へ及ぼ

す影響〈第1報)

名古麗市立大学看護短期大学部

。竹谷英子、沼中道子、鈴村初子、山田羽子

[毘的〕採血後の放護持簡が赤血球沈降速度(血

沈)誤.IJ定値へ及ぼす影饗の報告は多く、意見が分

かれている。 1972年、赤沈部門でWestergren法

が霞際標準法として推奨され、採血から測定まで

の時間は、室温では2時開以内、あるいは4'Cの

復温槽下では611寺間以内は許容とされてし必。

今回、採血後の放護持簡が血沈測定値に及ぼす

影響を明らかにする目的で笑殺を行った。

〔方法〕護語ll.23'C、被験者は18-19歳の健康女性、

3.8%クエン酸Na液、 West告rgre司法、松吉式血

沈台にて、採血後すみやかに測定を開始、 l雲寺間

値目立un以下を護本群とした。実験群は基本群と同

一条件で、採血後、 23'C室謹下で2待問(14伊iJ)及

び4待関(12伊1])放鐙、 4'C恒温槽内に2iJ;寺需保存

ひき続き23'C室議下で1時期放翠(11伊丹した後、

それぞれ測定を開始。実験各 3群の血沈{~とそれ

ぞれに対応した謀本群の血沈鐘とを比較検討した。

さらに、室盤21 'C、 30~60歳の健康女性を被験

者に、基本群と向一条件で、採血後すみやかに測

定を開始した血沈儀と、 21'C霊視下で2雲寺間放翠

(J 2ffi1J)した後の血沈儀と念比較検討した。
【結果〕採血後に23'C室温下で2時期及び4時開

放輩、 4'C恒湿槽内に2時間保存、ひき続き23'C

室温下で1符摺放翠、 21'C護議下で2時間放撃に

よるいずれの笑験条件においても、 1時間{護及び

2待問緩の王子均{獲の援における議本群と実験群と

の有意差は認められなかった。しかし、採血から

i¥lIJ定開始まで、 23'C室温下で2時鴎放霞した血沈

穫では、基本群の血沈{箆に比し、 IOmm以上の充進

安14備中4艇で認めた。 21'C室麓下で2&寺額放寵

した血沈{穫においても、採蕊直後開始の虫沈{僚に

上とし、 10mm以上の充進を12例中2伊jで認めた。

[考察]4 'c笹議槽内2持関係存、ひき続き23'C

室混下で1時間放震による血沈値への影響は殆ど

なく、検体の冷蔵庫保存の有効性を確認できた。

採血後、 23'C護議下2雲寺額放撃の条件で、血沈

{直が著しく完遂する例を認めた。今後、その再現

性を追認、性JJIJの検討など、正穣で誤差の少ない

血沈澱定が可能となるよう研究を発展させたい。

128) 身体;こ主義経する器具の温度iこ認する研

究…ーを霊疫の滋笈変化がf主主主に及iぎず繁華筆一一

5遠山大学医療技翁短期大学部

O近霊室主妻子、 巡回数子、 芸事沼鏡子

千薬大学者言霊学苦手雲まま撃笑践研究諸君事センター

内海渓

[ 5釣) 窓毒まの身体;こE霊祭看護RlAを接滋させ

る係拡多いが、 ヰゴでも王室し込み宮霊祭やj学王立トイレ

のを芝E室等級官手に書室れるものに認しては、透議のi豊

玉誌が必芸さである a 係議室談後付伎座の表iID語it芝を変

化させて、さ主体反応を心捻数 'GSRの変化と慾

3霊祭僚とで、検討した。

{方法i 被験者、書室長長女役目名(平均24.5才}

5定数時綴1992王手 2J'l、室内にトイレ大のささ箆を設

定、 2藍滋li-22t、 EP主電気三栄ポログラフで心

霊童図、 G S R (手等生) を記録した@使Eさ表産ff'こ議

反センサーを対移し使疫を15-20'C (主主議室童文芸霊)

2St、30t、34tの4ji空織の芸皇室芝を各被験者若手に

ランダム?こ変化させて各々の主急変に立すしさ定数した。

号室E主主主Rl喜立の32伎の{盛、 火事芝後iIDの皮震がE霊祭鐙

Eさに童まれるよう Eさった草寺のf穫の 2つをそれぞれ30

秒間づっ認定した@

主義芸的な感覚擦係i卓、一つの議後が終了し立念

特;こ、きさった雲寺;令たい、 を愛かい、 気持ちゑい、 と

感じたかを笈間し、それぞれに 5~空路評鐙で議事号事

を得て得点イとした匂 (工 いいえ 3 ふつう

5 まい)

[患者主義11心拾数の変化;会緩後けるE霊前10秒路

の心数数の王手土告を求め、 E護主詩げた後の心捻数のピ

ークとのき童よち心拍数港会司令主主めた。多平均鐙iこ

渓るまでの心捻数のIm~変容寺長号令認定した。僚主塁王長

官主沼雲寺i手、 霊長のImt堅持関iま遂廷し25'C以上では1m

後が浮かった， 2、GSRの変化;①Calibratio-

n=ム/R=2%、Eミ=56KS1よちムR=1.12KS1
E委設けた後のピークのGSR後/Calibrationよち

GSRの増加を求めた o ~b A翼後げる認のGS R{!墜

に戻るまでの回復待問を認定した。 34tで凶t震が

i護れ、 2StでImtl{が早い総長主となった， 3 、運~j芝

祭儀 主主ったとき気持ち良いと怒じましたかj

の得点は、15-20tでしょ 25tで3.6、30tで4.4

34'Cで4.5と30'Cと34tが"気持ち良い"との脅定

的評絡であった。

以上の結系について若干の考察を加える。
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129) 効象的な尿主主象潟2在宅金変の検討
予著書義市民需著書2
。菊池寿子、き霊山伊保子、沢森農民子

泉主義援言語定後三塁i主、患者がE主主主を感じたE寺に認

定義警に鈴銀を行い.震の勢いが治毒薬ととして自動

的に記録され、者F~量状慾を他党約に抱援すること

ができる.この告書交は前:iLn裏E語大症の診断に欠く
ことのできないものであり、予著書義市民病読泌尿器

科では3年前から笑擁している.

しかし、窓者の排尿状緩や心王室状況により、問

機の宅金遂を、数回、数日をかけてデーターを得る

ことが多かった@逮.者からは、処震l~主のー辞書で排

援するのは、 f忍うようにおしっこができない j

との涛が飽かれた。そのため、検査方法の検討を

著書じ参考文言案、症例毅告書事を主壊したが認定認の使

ffl方法の説明だけであった.

そこで芸若者らは、言事総患者が検査を進めていく

上で、負担が少なく、一回でさ全支を終える方法を

後索し、検査誌に飲水させることで鉾泉迭の稼加

を期待し、 5建験研究を行った e

笑毒素の結泉、 60才代から 80:;t代が翠も多く

宅金交対委員は高官立緩疾慾にかかりやすい年代と符号

していた.

判定義慾となる総尿まま 20 0 m Q以上の念容は

非言走塁実務23人 (57.5%) ‘ 5定霊童書学25人
(62. 5 ')(，)と若子増加した e また 500mQ
の飲水ができたのは、 40人中34人 (85%)

そのうち-@Jで検交を終了できた人は、 33人

(97%)であった.従って、後笈を行う上で飲

水iま有効であるという仮設は成立したとみること

ができる.

しかし、 500mQの欽水をさせることで、患

者に手響詩的、肉体的に苦痛を与えることは否定で

きない.これを務局していくためには、 5主著きをよ

く把援し、欽水の必重喜な患者、必至芸でない忍者号事

の棄まま菱判断を行いき需主主していきたい.
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三室

130) 病院看護における化粧に関する3基礎調

i毒I祭立衛生短綴大学 O大河j奈子室皇子

主重之;季淳子

浦和市立高等審議学院 松忠明子

千葉大学審議学部 会弁和子

議i互i立、女性の主士会進出がめざましくなり、年を

とってるオシャレを楽しみ、美しく滋力的にありた

いとの妥みが高まっている。一方、女性!こ最もふさ

わしいといわれてきた看護織は援なる愛機イメージ

では適用しなくなり、 3Kあるいは 8Kとまでいわ

れて、{遂E量的で明るく魅力ある綴雪量イメージへの脱

皮・転換の必萎性が忍いとおもわれる。

そこで我々は、税皮・転換に影響を与える妥屈の

ーっとして「審議婦の化粧Jをとりあげ、その実態

を把握し、審議録の意識に及iます影響を探ることを

自的として調査を行った。

対象および方法:

埼玉察内の2総合病院に勤務する審議爆のうち、

平4王手2月13日のg勤者 269名を対象とし、化粧

に関する質問絞誘交を行いほiま 1∞%@]収した。

対象の年齢織成iま20代 146名、 30代51名、 40代39

名、 50代21冬、 N.A.2名で、平均年齢i立31.7士 9.3で

ある。総{立JlIJではスタッフナースが64%と最も多い。

成綴ならびに結論

1. 8常 f-lと絞をするJものは、毎日する、通!こ何

包かするを含めて75.7%であり、勤務時iこ「化粧を

するjものは、したりしなかったりするを含めて84

7%で、勤務時の方がやや多い傾向である。

2.勤務持に「化絞をするJものを年代別にみると、

20代は55.5%、30代1;t80.3%、40代は74.4%、50代

1;t90.5%であり、 20代が少ない。したりしなかった

りするものは、 20代が26%、40代が13%で30代50代

に比べやや多い3

3. f-lと粧をするJ1塁密l;t身だしなみが52.6%と最

も多く、イヒ絞による気持ちの変化については、非常

にあるが 8.3%、少しあるが47.5%、変化なしは

31. 3%である。変化する内容の主なものは気分がひ

きしまる、気分転換、気持ちが明るくなるである。

4.勤務跨の化殺に対する配慮は、薄化粧41.9%、

号寄りそ淡iElにする 9.8%であり、香りへの忍感は50

代に多L、傾向である。
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131) 色:;~ ~í. 匁;の続交〈その 1 ) 

一一法務11然災符における色彩認郊の影

3吉良塁走JL医科大学総E翼系銃 O事本 有学

金沢大写生復学部隊長義務寄E

t奇玉医科大学総長翼J夜続

iみ災かつみ

長重護霊祭汚

二子宮廷大+還まま護学苦言 宅霊祭喜実務交提議事セン予ー

内海 i晃

;;J，、主警は忍党委重々 の王子4こ霊童まれてき主治している。

いたるところで BG与えがき言れ、ま斉字率の緊張を緩和

する侵約で医療主義僚においても BG 泌が ~F号され

るようになった@

また務後長選の3義務上、色彩の認知は愛雪さである

が、綴王子言語t乏に豪語く;i'i議長音の色彩2記長Eの祭主霊を検

討する税交は授をEのところあまりみられない。

今@]、色彩認知 (J)笑毒素とあわせて変革ili数の撃手襲撃

をMAS後三をとの競走塁において議パた。

く方法>

(l) 0 1 C. G R A F Gカラーチャ…トからマン

t )1;の5主総分言宗Hこそって赤一号変・?をー綴・ 縁

実芝・室主一裁の 5ま設で中間色を苦言むそ

れぞれ20枚 (J)色号事終を選んだ。

3 cm c郊の色彩繁を 7cmXIOcmの灰さ立の会議ミ

;こ倣ったカード20殺を 5綴5十100枚I'f.成した争

(3)後会tB予とのきたらない紙上;こ，潔・手2・長選・

宗主のカードを2さった事蓄をよ誌の 5綴ごと緩致容

の前4こ畿き、カードを i紋づっ祭示して総ごと

に分類させた。

込;カードはatrandomlこ綴設を決めて後五ミし、苦手j

露支雲寺?認は設けかかった@

{おそ去を務かせない土器会とEl{立最重宝きそ霊祭かせる雲寺会

とそーツ γjむト・フルートとハーブのための滋

爽議〈祭 2喜美翠) を言語かせる雲寺合の 3後緩め条

件を lO@]づっ、公30[HIなった e

(6)対象は 19終 ~34長室の号室 E警な -!J:. 後 16名。

<宗主総>

{i)色努力ードの分支援により怨ノえの色彩認知綴主まに

はそれぞれ変動があることを客室認した。

(2)(護人の色彩認知の変動する綴を混合色語容認知1者F

主主と名づけた e

(3)夜会色彩認知務主主は色彩カードにより 2査がみら

れた。

(4)渓会色彩認知茶話支は変革守護立に撃手警察を受ける s

(5)管刺激による言診察の受け方はお1A S 得点、により

支語c，された。

132) 主主525芦むの 6Ff交 {その 2) 

一一一混合色彩認禁容祭液中心点移ぬき立と

S D 1:去の晃容を長

金沢大学皇室生宇都約縁寺電話完

O込l3. かつみ

奈良祭立E霊平等大学的緩然PiC

本主 幸専学

埼玉~科大学長存怒然需主

綴護員 3雲Fl

子3翠大学審議空宇銃器;霊祭主主際交f話器李センター

内iiii 受

医療の爆において老22室長選は、号室管室芝草芝のやでも

iH霊iこ色事3そ認知する後書をにせまられている。今

@]、人 i玄室H禁t寛iこ対してどのようなイメージそ持

ち、色彩をどう認禁容しやすいかな毅乏し、i!f.会E.

*~認権緩や心点移動幾と S D i去の渋11*-をみた。

方法

(1) DIC.GRAF-Gのカラーチャート

からマンセんの急絡分害IIIこ縫って 3x品Cmの色彰

を 7x 10Cmの灰色の会絞に沿ったカードを 100

4文作成した。 示後、 蓄電去最、 総務、 事奪三去、 雲母手予の 5 

緩で‘それぞれ中沼色を含む 20後づつの色彩緊そ

i謹んだ。カードを入れる筏はや炎 Lこ赤、災、ま季、

、き告の 5主事~察そ塁強1) 5つ誌室綴した。

(2) 委事IJi数 i立、ラジオの8(3三号霊祭とそーツア)[，

トのフルートとハーブのためにの総務言語繁 2蓄基綴

(約 60~70dB) を、き霊験の 30移言íî からカードのう子

終了まで僚かせた。一人につきをき資事IJi教を 10@]

づっ計30@]I"i'なった。 5建綴終了後 iこアンケート議

笈を Ii'ない、 SD 1:去により検討した。

(3) 女守護ミ;土、 筏カ .t三千率・ 2霊力ともにiE字書な

;震学没、 宅雪i室長落 16:1;。

総長宅

i 銭入の f主主:~~知の変 fとする点を色彩認知章互換

点とさきづけた。

2. 額人の色芸5認知重三;桑点 iこな、それぞれ変動が

あった。

3. 色彩認知章三主義点、は、また色彩カードにより設

が気られた。

4. 色彩認知事去後点、は管事ilf数:こよ号塁2警察を受けた

5. S D 1:去の 31tSl子得点u之、き事Iji数と澱係した。

6. 後会f主名認知手筈滋中心点移動鐙i立、委事Ili数-

S D i.去の再望遠散によ号 1i右される。
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133) [!l.f;iZ加の筒究(そのヨ)

主j11~~!ア免: ; -f1 ~îJ. ~~;とブ3 色;f~;2 J:IJ H~ j;'l ;.')比較

f与Ji医n大年:(t i耳j':;"'1
O後綴禁fj

奈良書王立医科大学問係長守i花

tt 有学

金沢大学医学部首J尿病段

込貝 かつみ

下f長大さicr護学部 f-i~ ~を了よ~ ~Jt 1iff冗::7~平セン?ー
内海 ill: 

エとめに

主3i菱の I号fliiにおいて色はf立場な依然である し

かL‘色をやI1訴す之、スケールは!夜人:/)主総によ ι

らのが>く存在定住{ニ欠 it{;. J持会がJうる また .Ti

認を実践する場所 i主tf.守な総??が /6 1 } 否認~~; (J)心

身状態{こ彩議:を守えている ノ1~iJ.気災学生がお

淀採!こ成長する途上に fjいて -;.Tf;苦境が彩務ずる色

彩認知の形慾をiV1入!汽・ SD ;.};・ nsjH月・その{患

の条件により絞主きした v

2 実験方法

DiC  c.nλ;: -(jカラ一千 tートかん γ シ
-1: 11. :1>在~;;jrlf1l(こぞって;ざん1': (立花(で J; 41、

ぷ・紫、災 泌‘t!i-• ;::~. ;Jf;・慌の中間設の色彩

カードを作成 Lた &ぷカー 1"よfJ~I; ・ ~jrr 祭
ffの ff刻i京!ずでみー!ごを分視がせ ir J，宇(1'.:誌の終

了fえに応1いたf?の民:-~:~についてア L ケート認定を

行い SD法・により倹討し. i.l] &寺に 1'1r.~1 HR ~.) ~ßI :lE ~ 

た 1H主{ま視力.@.1布.~1J と L 1こiE7i古な千東大

学 H民呑認さf:i~ の学生l>おと:立:[;/;れまn~ 支=成諸民

生10会で. íì'.:J\作業 l二口 '!fi' 許'~fi . ~否認を rrn いた

吟それぞれ 10恒!づっ完結 Lた

可 字書5在

1 ) 1f ~を学生 G 名と G湾紙 101ミで各 ff~号Ii~{ (筏符

了j~l .然資) (こよろ況fy色彩J2.筑i指紋ではぞれ .-I'.t

1'L祭主:.....た傾向井f認められた

2 台芸~f: 1:の混合色23JZ知f存続(，>¥':・ f在):{i 

湾総の混合色彩J2.1ヨ1~r，:絞{主主・ fi )にIiM八%に

よる切禁:がち:むに見られた

言) {] ~ti :;: ~!: l， ~FI と n I~~~ h:長1自伝て [f;1:1; (~による a

FS認知転換点干客動に討する{下f.IJi); nな勺ていた
否認学生及(.":fi ;;要録，7) ヌ P;去によら形字~JriJ .~.t 

の 3:11子は Y4なる伎.f:;ntn::::f守を示した
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134) 念名主主叉こ泌する級交

一一一母子組合わせによる年令差の塁手宝章一一-

R本氏科大学付総 ffi2がa之
O鈴木 利子

予三走大会議主撃さf':iili;fi皇室2主主主研究採導センター

内 f話 芸さ

入fHlのiE刀の…つである eの認知もまた母鋭の

影響を受けているこ ζ が、絞返よく研究されてい

る.われわれは、 eの認知をと名によって弁翌日す

る方法の研究をjjj;ねているが、今回 i土、母子関係

において宅金討したー

〔方法;

!.日本色談室記念体系(内CS)ハーモニックカラーチ

ャート 20いL からカラーチ伽ート分割に従って、

6cs x 3cm の色紙を 10c怨 X 4. 5c留め白い台紙

に駄ったカードを 60枚作成した@

2.対象 iま投力、 e，平ともに工E索で事主主Eの通;t忍衰

の'f1から 3議~就学草寺の告殺までの子供とその王寺

'i)l 1 0 2絡に fiった。

3.明るい‘ 5支持す 8';1eの当らない K筑波小児科外

交診然家の正;い草Lの j二に赤・災・絞・予号と委?いた

4 .詩の絡の耳iJに被験者をすわらせ、上記検愛用紙

を一枚一枚与え それらのま宮に入れさせた.

f主主総;

l)滋入;こより同一色名認知書?と混合色名認知慢に

l主主主短があるが、 それぞれの平均健にはおおむね

致した傾向を認めた@

2 )母子君主 pu'における平均色名認知者?の境界で i土、

赤 Lこ対する認知の綴に遠いを認めた.

めよ子供の年令群!日jにおける乎土色色名認知日帯比率に

おいて年後群{就学孫吉歳)と年少若手( 3歳)に

有主主援を認めた@

4)王寺主完全手令君予綴における平均色名認知務長;獲にお

いて、 20歳代の母親群と 3自殺以上の母親若手におい

て有主主濯を認めた.

5 )年長況をもっ 20議代の f理主定者下(王手緩詳) と、年

少.~t:をもっ 40 量生代の f手銀事手 {理主婚~f) とでは‘ 平

均色名認知脊?に一定の傾向を認めた@
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135) 審議学生のf幸俊意書室について

緩怠医療技翁短期大学

0足立怒子、足立久子

千言露大学毒審議学部

土慶尚喜妻、金ヂ宇和子

母性は、子供または子育ての関室撃で考えられる生

滋!こかかわる緩急:であるといわれている。王寺章受の斎

児童雲露芝方f子供の母役懇蓄量の彩成iこ彩警撃を与えている

ことは、多くのを斉究者!こよって明らかにされている。

そこで今也、その育児態度そ左右する婆包の一つ

である母章受の育児意書撃が護審議学生の母性慈雲議!こどの

ように総量撃するのか検討した。

[ます 室長〕

G霊童話震設綴短期大学審議学生 1年生 62名とその

母章受 62名

【1i 去]

1. 学生iこl立、 f手後書室蓄量〈母章受綬・二子告発銀・育児

童受..建築綴・その他)1こ露遣するアンケート務笈

2. 王寺毅!こは、 予響!泡慈雲議(育児のき霊霊童・予害児t:tの

心i妥・主義への希望 '13己像・その後)に関するアン

ケート警護笈

[結論1

1.母豪語と学生の務児童更の上七絞では、 E高著まともに

き096以上が争奪恕しているのは、 「育児iこは父豪更の協

力が必婆であるJ r務!怠!~よ察官警らしい j である。 E塁

審iこ号室があるのは、 r!3分の袋容がいは務見だけで
ないjで学生iこ権主主の上tll裂が斎く、 「女妓iま育児!こ

毒事念すべきであるjでは王寺章受の争奪主主の比率が瀦い。

2.学生では、王草案受緩の姦得点遂iまヂ供絞る滋終

点である。育児綴の低得点、表i立、王手章受緩・子供霊童と

もに後得点である。

3.母毅では育児のき霊祭の低t辱点議i立、育児中の

心E堅・銭への希望・ g己畿でいづれも低得点である。

4.学生とその母綴の@l答の総量撃でi立、 「子供!こ

すべてをつくすJr女性は育児!こ毒事念すべきであるj
を争奪定する王寺章受のま震は「母豪華のようになりたいjを

禽定する者が多い。 r二子供にすべてをつくすJを否
定する母章受の主義は f育児iま箇怨jであるJを安定する

者が多い。

136) 父性意識の検討

1.自的

母伎に認する研究は多いが父子関係や父役の研

究は少なL、。努児:ζ男らしさを教えるのは父親で、

母親では役割不足といわれている。また家廷は人

格の原型を作る場であり、家鐙環境が父性iζ影響

ぞ与えると考えられる。そこで男性にアンケート

を行い父役意識の育成記子について検討した。

ll.研究対象および方法

対象は弘前市iこ在控の男性、中学生135冬、

校生68名、大学生85名、社会人努役136名の合計

425名で〉あった。

方法は少年特代の家箆環境や父毅との関係、育

j足iζ関する考え方などを内容としたアンケート lζ

回答して志らった。 中学生および高校生は各学校

にアンケートを依殺し、

の入寮者{ζ記入してもらったっ社会ノU立弘前市{の

ら無作為捻出した人に郵送法でアンケ

ートぞ依殺・送付し記入してもらったっ

ffi.結果およ

1. 子ども時代の家庭の努1m気が?緩かい j、

fやや媛かい jと答えたものが7寄せを占めたっま

た子ども時代の父毅像の7割強がプラスイメージ

7ごっ7ここと治るら、 る援かL

ると考えられた。

2 高校生では fかわいがった jという詔答が

他の年代よち有意に少なかった。

にあり、それまでの父母に対する絶対的な信頼が

らぎ、反発心が設も強くなるためと考えられた。

3 資先参加を当然と考えるのは3害IJだった。

しかし笑際は7認が参加し、必要時は参加すると

いう姿勢が明らかになった。

4 予言克についての教育そ受けたことのあるも

のは会俸の1舗にも満7こなかった。これでは育児

lζ対する玄議が向上しないと考えられ、男性iこも

育児iこ鎚ずる教資が必要と考えられたc

以上から媛かい家庭環境や教育が、健全な父性

意識の育成には必要と考えられた。今後は学校教

育だけではなく、父毅学級などの地域数寄が充実

されるべきであち、王手門知識ぞ手ぎする

地域教事互に尽力する必妥があると考えられた。
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137) 男子大学生の父f主主主:議について

JU怒送大学医療技綴短期大学部

O綴山f苦笑

ニH露大学巻護学部
こと慶尚喜室、金井利子

Z話代交f手i土、社会状況や家族形態‘の変化によ。

父役彩長立のための準鱗ができにくい状況にあるこ

とを燃慾授する傾向にみる。そこで今初、父性形

成』こ影警警を及lます言霊童書!?slのうち、家庭緩・父章受霊費

二子ども重量・俊男1]役苦手j緩・育児童支の問主主を紛らかに

すると共に.大学生と関児父殺の性]jl]役割重量・ 3寄

L皇室話についての比絞検討を行った。

{対さま]

①E玄宗務内及びその近郊の男子大学生100名

間i反主事86%平均年齢21才:t1.71 

②干し綴市保育関見父毅50名

自i反主事62克平均年鈴35才土6・s

{方法]

家庭童話・父菜売額子ども霊童・役買III宣言1]綴・育児童主

に関するアンケート譲受を大学生に笑絡した。

ilf.i飯l立、 1 (とても 2 やや 3 あまり)

4 (まったく)の 4設F苦手手俄である。役男IH交怒!鋭

については、言寄綴らの f父母のさ護軍5慾jJ{¥之島話する

言簿登 j と大学生との比絞を行った。又、保育!滋3Z

父菜更に対しては、育児童主についてのみ務室まし火学

生との比華交を行った。

{総菜}

1 ・父役窓滋 iこ燃する警H~l のやで、家庭霊更の得点

毛主主蓄.t:t .低苦手に分類し俄姿!?slとの鈎逮をみ

た。そのやで、父綴童話との関遂において全て

の項目に有慾芝きがあ号、家庭緩の得点の高い

人は父毅童話の得点、も~い傾向にある 3

2・性Jjil1宣言語i霊更において、大学生は f努性も議長重

的4こ育児4こ参加すべきであるJという主主殺が

87・2Zで父殺よりも潟い。又「母主主は育児に

専念するのがよい j いう慾議も 86'.::: を示して

いる。 r予害児iま女性だけのf史観であるJとい

う慾言語は両者共に低い傾向にある。

3 ‘大学生は塁塁Yc父殺に比べ、予害児 iこ対して教育

的姿勢が箆い傾向にある。
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138) 小児君主璽滋 cpj起'iPJにおける学生の渓題

山口大学!'&意実技術綬綴大学祭:

O邸中マキ二子、司耳石洋子

はじめに:小!足踏床笑習において、学生 i;小児

の成長発i翠巡稜に沿った援WJの方法を怒慾し、，]、

兇とその保護者に遂切な審議を3主主主できる基礎を

学ぶ。その過程で学生は、多くの悩みや戸主主いを

感じながら成長していくが、なかにはEl分のi主主各

iこ不安を飽き学習ï?!:欲 iこ~饗するものもある o そ

こで指導法の検討資料にするため、学生のもつ談

書道について潟きました。

対象:当短長芸大学部看護学科 3年生75名

方法 e 小児看護 ~~j定習終了待 iこ、 5号室主中の誤

差立についてアンケート章司王ました。なお、アンケ

トの内容は笑苦言中のカンファレンスにあがる ru~ I.¥li 

や籾談内容をふまえて作成した。

意書5晃・考察:学生は、小児審議室詰床実智でゑ担

に感じたこと、 rnったことがあったと々全員が答え
ている。その内容を綴位別にみると、 l)fすき添い

との対応， 2)怒!足とのコミュニケーション. 3)者

言霊過程の皇室繍，4)学内で学んだ知識や該筏の活用，

5)実習中の 5寺領配分となっているのこれらの原因

には、いづれも家族の付き添いが大きく影努して

いることがわかった。主主自として①怠jなと 1立す 1

で認す機会はほとんどなく侭をするにも家族が介

入する。室主計濁しでも付き添いの指示で必姿なケ

アもできない。③付き添いのいるところで慾児:こ

関わるには緊張して思うようにできず、 5寺?習を姿

すると答えている。そこで、小児の入援に付き添

いは必要か否かの:ll!:見も協いた結果、必、主i!= 65%， 

どちらともいえない=35%，必要ないと答えたも

のはなかった。また、付き添いがいるためにま震な

恕いをした学生は 21%あったが、それらはfすき言語

いを必喜さないとする主主nとはなっていな" 0 上と彩
きをの検定でも1.44と手i:ll!:主査はなかった。これらの

総長ミからも、小児看護においては、その家族も者

慈の対室長であることは十分 lこ走塁線していると思わ

れる。

霊童治後宮定慾、がま脅え、入退筏を去最ち返す症例がま~

110綴向にある小児科書存綴での室主床実習において、

学生の学習:窓欲を{促すには主支持riliiもさることなが

ら、現在の学生の特徴をふまえた怒塁手が、なおー

務5章受となる。
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139) tí!.l W :k穏における~{:1:のストレ::t/こi対

する研究四ストレ主主iのM目立;とその分析{第 3穏ト

Im児島大学医療後続短努l大学部看護学科

O主塁富美子 EDI察活守主 演e)土塁恋〔子

ai:惑さよ子 高ii皇子さとみ ま長a恭笑

[8約]言i2認では、 Paganaの滋床実習ストレス潟

室f~宝 (CS号)をもとに作成したIm大絞 CSQを、主主授の

3綴主主{こ災総した総長ミそ幸u~きした。今 @]i立、引き

絞き 4支丹念 iこも実施し、その妥当・{雲章主役の検討

と学年郊の比較をiTってみたので報告する。

{方修JP aganaのCS号{之、 Lazarusのストレス怒設に

義づいて、滋霊2・j完寄託・宇T1H・利益の 4つの怒総状態

をee:'.評定させ、ストレスの程変を議'1乏しょとす

るものである。ぎを大様 CSQiま、 Paganaと主主々の滋

愛車吉裂か品、ストレスの尺笈としては、利益の夜

8iま除いた15が災いとおH訴されたため、後議室・終

戦・符号室の至宝f斉状態を rd1う17項gから成っている o

x'lゑ:本校の31努会(7g名)と 4符i主主(71名}。潟蕊鍔i

ru~ : 1宮90-'F5ft!7Bか告 199 1 f手12ft!6 B のr.~ iこ 3十24

@]の災遂を災害義した 9 宣伝佼の主主入者護学尖'.Rliま、

i ク叫ん 3i護郊の ~t7デ m んで完了する。その i・3・5ク

-)レ討の学生 iこ、 4長ク叫ん毎 iこ~蛍初 g と i ・ 2 ・ 3i護

gの*a芝gの4@]の雲請をををiTった。
{字書芸ミIIデ叫ん 8の災留宇!JJBのサンプル(3 長!l~主将名

と 4 芸R~主 34名分}を用いて妥当・!言季五伎の主主討を行

った e 妥当役の検討:スヲワーテストで 3f1Sl子が

滋認された o そこで支f1Sl子分若干後パザ '7' ';1 デス@]

事去を fTった。 ;';t真言寄与E容は 49%であった。 If1Slそ子

iま綴露芝、 rr f1Sl :y. iまj義理主、 mf1Sl子 iま有怒と喜子びうる

ものであった c 信毅径の検討:デ口ンパァヲの α

係数はO.73であった。く3芝留経還さによる学王手上とをZ>

災留経途・f1Sl:y..学王手の 3元喜三塁塁による分君主分析

そfTった e そのまさ袋、 CS号絞:ま2足音3暫}包では学王手

際}の持管~l査はなかったが、 1.2・3i議gの木号室日で

は31弱袋のコヲが4芸n，主よ習も脊窓に互認かった。また

冬扇子の;を移を見ると、 If1Sl子 i主事ミ沼紛 gが緩も

言語く、その後経滋と尖{こ滋少していた。 n.mf1Sl

子 iま実習主主治との関係 lま認めもれなかった。くず司

んによる学年比較〉デ同ん.f1Sl子・学年の 3元喜三塁まに

よる分散分析を行った。その絃泉、 CSQ綴:ま3草書生

の方がり努ゑよちも有主主に筏かったが、ヲ叫んの捻

f~ による学年間のを iま認められなかった。

140) ttlW:k穏における学生のストレスにi泌

する研究 ーストレス過綬における行絞とその分

析{立i3綴〉一

!A児島大考古Z童話実主主Ui短Wl;大学祭看護学終

OEDs立待子 i塁白菜子 ai:器さよ子
言fj聖子さとみ 滋弓土星A子 築邸主主契

[ 8 iY-J J 若2殺では、宅[蔓学生が臨床実習に領し

て滋絞約と渓{録している状災を菜室3会務にわたり

溺ミまし、溶液f1Sl子として、 1 r審議3芝5主主主力 iこ対
するお径のな dj . II inriJ害者との関係 i二対する

e {蓄のなさ滋 f受j寺ち怒翁との関係に立すする

e f言のなさ J. IV r審議学生としての笈{壬を祭た
すことに )(4する ef言のなさ jの 4f1Sl予を捻上告し、

実習筏滋・持続による?霊惨を検討した。今gのEl

8ヲi立、 2年間の幸吉裂を上と絞することによ号、続殺

でのさ学会の怒a災習に'<1する望号露支釣銭{蕊の内容分
析をよ哲穣災 iこすることである。

[ )(1ま・ 15完全言 2等霊と!蒋主義、 家主交 3;.手主主を対象

lこ、 震守露支の{今?jJ.とき呈疫をg己祭主芝させる 32袋Elか

らなる号室樹祭による雲幕後を iTった。認査は平成 3

浮き互の綴i渓5JIJ実慾緊lf習にぎを大波CSQと鍔]終 iこ実ni

した。符効サンプル欽(;1、革1o¥iit430であった。

〔総長ミ]喜ij殺の総長ミ iこ泌え、今年後の認3主総菜そ

得点化して分析した o 1)各号室結j啄gとf主体の箔関

係数 i立会議g号電 46以上、 ク口ンパ yずの αE主主主は

O. 95で内的E窓会伎が後認された。 2)スクザーテス

トで 4f1Sl子が夜認され、主霊3子分析後、パザマッ

ク::t@]幸三をiTった。祭議室寄与E容は 60.1%であった c

各E塁手 i立言ij殺と i可後 iこ命名された。 3)j琴震完全体は

続殺よちも低かった。4)環 8'iZ上司得点のよ伎は宮喜

子 1iこ燦する夜El、下 ULiま5塁手誌に燦する議gが

占め、前後よりも下役援のI;l;設が時丹後になった o

5)f1Sl子ra9では箆子 1が長室夜、関与誼が長室{縫であり、

拐殺よちも 2査が草月獲になった。また、f1Sl子 1・f1Sl

子Il(ま官fj殺よひも立まかった。 6)f1Sl子 Eはほぼ交官3

会長耳{邸宅正還して室主{経であった。1)因子 1・f1Sl子 E

・ 8 子 IViま l デー JレElが長~?認であり、 3 テール回

以移より怒く、苦言報よりも E手続 iこ下がった。f1Sl子

rr iま1'/レElよ1)7デーノレ自がほく二言ij殺よワ

も下がるのにE寺院を喜きした。
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141) 臨床災切における学生のストレス iこ!到

する研究 一進学~ff.の q:1ミを対象としてー

IA児島大学Il<控室技術短wl大学部否認さ学科

01妥弓土星恵子 t是EiH宅二子 g 泌さよ子

回線給予 言'ï~草さとみ 柴田恭爽

[ 13的]今@]、 1クール 6昼間の実習を行ってい

る進学祭径の他校の学生を対象に、 IA大阪 CS Q 

と続長立の調ままを行い、露五床実習に対する受け止め

方と、その経過による変化を明らかにしたので殺

fきする。

方法]進学課程(A佼)の 2~手持で、小~f2.・母

校審議実習を終え、初めての足立入者え霊祭'.rl6 j墨限

ゅの学生を対象 iこ、実習初 8、及び各i患の木5童図

の3十7図、 IA大絞 CS Q と~~の潟変そ~絡した

〔結果]

1 ) C S Q の結果の検討・質問攻自の平均で~か

ったものは、 「不安だJ.心配だJ 気がか

りだ J など、いずれも潟r~ に反するものであった 0

5喜子別の経過の仕方では、潟産主(因子 1)は l@]

gが他の全ての悶よワ有意 lこEZく、次第 iこ有:窓に

減少していた。挑戦〈白子日)・脊答(5]子盟)

は経過によって変化はみられなかった。日~'iエ郊の

上と絞では、因子 1，ま扇子 rr.関子 mより脊:答，;1こ言語

く、邸宅子 mは、因子 Eより脊25:にあかった。本校

との比絞では、5]子でみた場合、5]子 I・5]子 m

l立A佼の方が本校の i・3 ・5デ Jレgより下手.E'.

iこ高く、5]子 11，ま At交が本校の 1クーノレ 131こ比べ

て有意 lこ{まかった。

2 )望号成の絵采の検討:質問項gの平均で高かっ

たものは、 f知識や綬殺が不足していることに対

する elf言のなさ」や、 「看護実銭能力 lこ:<1する怠

{きのなさ J. r看護学生としての笈{壬を祭たすこ
とに対する自信のなさ j などであった。因子郊の

比較では、看護実践能力:こ対する elf言のなさ(因

子 1)は指導者との関係に対する el(言のなさ〈因

子 rr)よワ予言:窓 lこ議く、5]子 111ま受 1:1"1寺ち怠設と

の関係 iこ対する自信のなさ(5]子磁) ・1J護学生

としての笈伎を主主たすことに対する elfきのなさ

(5]子 IV) より脊主主に低かった。本校との上と絞で

は因子で見た場合、5]子百・ 8子m・5]=子lVIまA

佼が本校の 1・3 ・5ヲ ノレ笥より脊~:!こおかっ

た。包子 1IまA校が本校の 3. 5クール 131こえベ

て有窓 iこ~かった c
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142) 手術慾毛主の看護授討せにかかわる学生の

不安・緊張のお登から実智均等をさくる

京都市立者譲短1m大学 募総老議議lill

O今JIIt託子 百回復子 手日系春美

(13的]宣言床実習において，王手術を受けるJ忍者へ

の初めての看護技術の笑絡に学生は強い不安・緊

張を伴う。そこで，不安・緊張の強い看護技術項

震とその至IJ透度，体験時の状況を明らかにして指

導方法を検討する。

〔方法]平成3年度の本学3王手当三49名を対象(こ看

護技術項毘〈持~jiiii 43項El，術後72r豆毘)(こ対する

不安・緊張の程度(4~主滋) ，$IJ j主詳{窓口段階)，体験

終の状況(5項目)を笈関紙を飼いて翁玉ました。

間4史は47名であった。今回は「かな号及び非常lこ

不安・緊張した J(こ50%以上の回答があり，豆つ

1/3 J;J.上の学生が体験した項目〈術前14現13.ffi 

後 19現El)について験討した。

〔結果}く術前>1). 不安・緊張が緩めて強いの

は「高官f主主主の実総J93.6%， r手術家への$し送

りJ93.2%， r華IJ毛j 92.7%であった。

2).到1芝2手{認で Fできなかった Jのは「手術室へ

の取し iぎり J30.0%.r中心静脈栄養の管理J28.6 

%. r I!苦渋華客人までの.~.考への対応;j 26.1%. 

「華IJちj 12.2%であり j前f主主主の実筏 j はo%で
あった。

3). r前投薬の実自主j ， r剃毛Jば笑習夜前lこ学

内実習を行っており「事前lこうるi践していた場函と

問じであった Jが多くいたが殺しい行為と患

った j のは80%以よあった。

く術後>1).不安・緊張が強いのは f包帯交換時

の介助j 85.0%. rハ、ルンカデーテんの銭去J76 

.0% .r卜‘レーンの管浬j 70.0%. 腎主去の管理j

69.6%であった。

2).郵送評{沼で「できなかった j のは f賢官まの管

淫 j 21.7%.r包帯交換時の介助 j 15.0%であり，

fバルンカテーチ)[.，の彼去J，r ドレーンの管理j

はともにむ%であった。

3). 上 ~è の項 g で「バルンカチーテ)[.，の銭去 J そ

除いては「学内実習をしていた工員思であった Jば

100 %近くあったが殺しい行為と豆、ったJの

は約80%あった。しかし「パ)[.，ンカデーテルの抜

去J (ま不安・緊議が強いものの「業しい行為ど患

った Jのは48.0%であった。



143) 伝的ニートを主主おしたE芸者と考古主主との

かかわちを分析して

iti滋泉3主主宣言月大学

C号塁手宇窪寺(]. 63弓J:1モテ， 太g節子

くはじめ:こ>

成人内科審議古学祭習で.学生入と学生 B!まM萎
緑色韻~ ~宗五霊 iと f妄( J;)‘下人し Sと狩:す〉で 2淳書号入

設している 5.i才の努伎を滋安定して受::1'持った。 し

かし怒号言法学生 B(こ対してのみ径約行為をき空白

した。 この3寺， 学校長~ ;主人滋11'1時iiiiの多主義住を学

芸まさせようと笑苦言そ議室長完させた。 この実妥結予震に

ついて.~章者の学主主人と B:こ文すする士10の遠いが

どのような意味であったのか，主主簿上どう箔塁手し

ていくべきなのか. 主主総 iこ怠い. これらのことを

符俗し考察したいと考えた。

く波宮モEla':J > 

学生と怒号雪とのかかわり及ジ浅草事内容を手専務王立

し. t主的ニードヰと渓とおした怒号雪:こ主主ずる援滋のn

i湾没を主a;). I言芸事157去を検討する。

く5長交n去>

会主主主のき宅翠記録及び主主主主の縁簿記録そ対象とし

芝草言電絡役会手専務5交して， 古学伎の怒号雪へのかかねり

万と n言華字の方向?さをaJlfi撃にする③
く総長ミ没ジ考察〉

1. ゴートンの援会主約終夜パターンの iil喜怒で学

主主人とちの記録を比絞したところ. アセスメント

とJ窪、議へのがかわ号の方向伎に途いがみるれた 3

2. 学生入:ぇ授g:こ三菱よりラ廷に対ずるき、いを

三塁tちされ， 怒号雪・~~実との~い関係そ i尋ている令

そして. 3遂容には怒容の死への2.いに文すし， 怒

ら怒号まの寺三そ誇るといった行為を17っていた。 し

かし， 学生Bは l遂容にミ塁審かる?還ま設立認の心得j

を多いたメそを 2だされたりとろいJ といった

お?弱者とされ.約を完全られるという 17為を受けてい

や。

3. 学さ記入浴成人愛護学祭習の一支として. iJJ B 

iこ特別受認老人ホームでの笑習を 17ったが.学生

Bについては. この実習の査を終B:こ1Iわれた。

J;).上のことから容をは学主主 B:こ対しではマス

ローでいう主主E望的ニードのE支援での関係:ことどま

っているため， 必然的:こ?宣言言行為を3去とちさせたと

考える。 そして， 今自のう士好を返して，笑苦言おg

c老人;f¥ーム笑習が窓‘をとの良い人総務i係そ形成
する iニで軍事主主でるったと考えた。 よって寺iこ祭

事足入段怒号まの場合では. 実習 1jきさは受持患者と

災い人f怒号さ i毛そ形成させるたぬのおき卒が必要でo
ると，aoれる。
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144) 透rtl1会心疾患凶ぎ答の生活指導の後討

一運動療法継続中のぞ、還について

潟三祭立衛生短期大学審議学科

O鑓之浮淳子、大河原子鶴子

子~大学審議学部

金子宇和子、之釜斜議

慢性疾き、の治療に大ぎなウエイトをさめるさ主;おき

き蓄や縫渓抱談{立、看護の愛護な役割であり、外系・

入践を問わず窓議や2震後iこ箔塁率や指談を行う役会1;:1:

多いっそこで生活指害警のうち特に食事と運動療法の

箔警について、その実態と罪号室重点を明らかにし、効

薬約なさ主j雲海草草のあり方について検討した。

対象および方法 一一

υ市総合病院!こ遂院中の苦言語E性心疾患患者のうち
[苦11実践のPF (ohyslcal fltness)センターでまさ銭

的に運動指菱i去を行っている忍者35名を対象!こ、 f入

院やおよび透院中の生活指導の苓祭Jft醤毒事を行っ

た毅穣Jr実行出系たもの出系なかったものJf P F 
センターにおける運動についてJrB常の食生活j

について来続符!こアンケート謁査を行った。侶::;g;:の

{尋られた還は24名である。性れでは努性13名、女?さ

れ名今平均年令63.6二と 5.0録。 f実E号、完Ijでは心筋綬婆

12名(50%)、残，心症9名(37.5%にその他 3名(12.5

%)であるの

成事審議びに結議

1)8窓生it5よ奈さ絞してコントロー)[，t.J<必婆な食率、

体霊童、運動、絞2室、遇税、ストレス、禁獲、その他

の s 積雪についての援漆従三事務j~11の指導 iこ対し、怠

三言が実行できにくい工員認は主主家、{本愛のコントロー

ル、ストレスの対処であった。

2) 8 r翼患の3Ef干の程度を得.a..fとし、{本塁塁が平均{本

震の10%をよ密る11名をA君事、残る13名をお若手とし

て弱容をよと車交すると、 A若手の得点が{乏し、(実行しに

くLリ線問を示した。

3)指導環自について滋穫れにみると、 ~g琢 I d: i遂罪完、

ftfn霊をや心に、運動指議員f;:l:j襲撃主を中心に会Z頁包に

わたり、審議絵1;:1:金三妻、続三室、栄護士1;:1:金三妻、薬剤

続1;:1:続三雲がさ三であったコ しかし審議磁の援護撃に対し

てのj患者の意書室!互いずれの項呂も後方、った。

現在EP Fセンターには審議織が蕊還されていない

が、議議の主主三妻、{本髪、 i筆致、ストレスへの対処な

ど5患者が実行しにくい環窓!こ対して、看護滋が議長量

的に指導・指談の役割を果す必婆があると怠われる。
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145) 急性心筋後家患者の食事絞れ塁手の心flf:i 

について H R. B P. P R P. P Aド R :¥ 

ドそを汚いた倹討

立!J京女子宮ミ科大学者号段

。笈耳zil草子

熊本大学教育学統芸~. ~霊ftl!\鐙

1巧擦!上ヒ佼子

自u守 e 急役心iPi+更芝草怠者の日常生活動{乍の中で

も、上と聖主的早期に~~始されている食事摂取が、 2

議;ことの程度の心負荷を与えるのか、また、どの

ようは婆留の彩繁:を受けるのかを検討した J

方法令急性心筋援護発症後cc じに双~ð れ、

S稼nn-Gallzカテーテルによる illl行動態告とl~'f 僚を受

けたfぷ若手 22 iJtl;を対象にし、主主食}努!怒を縫て?羽田

、 3由自の介主主による食事摂mff寺において、心、f告

主主 (HR)、総量h係f:E(PAP)、右努f:E(RA 

P) そ誼Ui主し、そのうち 8例においては、懲り二(

B f' )、心筋震を苦~ì島幸を毅( !' R P) らもとめた G

さらに、 f悠誇言、主主2まさE役、 じK加支{率、 1't JST立l

E寺罪fJ;務、摂取汚?喜gif:干潟、摂取鏡、 f主役、病臼との

関係について後討したの

去さ5長:(心対母、苦~ 3':: j本でみると、 i;r4i~ ヰl のSf. j今fift

で、 HI 氏lj: 8. こ':6. I b m ( 11.8 ごご ι ; り。 滋 ) 
立P R P (手 107l.7::1ご359.5 (12.2ごと 9. 1 % t哲) と

安静時より増加したが、 Bド、!'t¥ [J P 総長主総

主t7長WJf:E )、 出沢 t¥P (王F土司会長写j子)の変化{ま軽

微であり、介立方による食事tt!!Uij:主主尺性:frH"'1の彩

塁審は少なく、念、t主主耳の¥1:'.者においても乙、負荷は少

なかったっく;1)7 0才以上のお縁者ーでは、会禁中の

HRの増加は少なかったが、食後の沼111が主主返し

た内c:寺前星雲十室主主総l立、 後下夜十霊tJA君手{こえべて、 宝:

事手主査を返して、 H Rの士母方Bが有意 lこ大きかった(

pく吉村人命 CK mnxが150011忽ご以上のグ Jv

ブが、 15001U'"窓E米総のグループよ勾、 H氏、 P

A [) P、mRAPの士29i加が大きか勺たとお食芽it?f 

llZ ffr-?3!待問が15分米長著と緩いグループが、 15分以

上のグループより、 HR、 PA [) P、m記APの

幼主1Iが大きかった。愛会食事f:!i!Z時の体{立は、 sed-

ど持30' のグループが、 -(J]J星人伎の 7ノレーブよ号、 トi

氏、 PA [) P、mRAPの変動か激しく、 @]i授も

至宝返したお〈多発注からのJiiil訟が授いほうか、 HR 

の縫泌が釘J窓 iこ:大;きく(p くO.01 )、ド A[) P、

m 氏A Pも3'::絞迭を返して増加が大きかった J
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146) ，心筋授芸室E主主言の密後退廷における

Health Lccus 01 Contro!の汚移について

E芝3実雲科窓科大学医学部保健衛生学科

O苦言悪霊やよい

二子3芸大学審議学部

野口美和子、 さをデ宇和子、 土屋尚号室

セルフケア行動の彩繁華~~であるコントロール慾

覚そj約定する恥ItldimensionalHealthしむωsof 

Cont rol (以下船しC)スケール1立、構成する優位尺j乏に

より慾交の民主主を3手短ずる ;.~iJ定法である。しかし、

この方法による私たちの議室で1d:8本人の多くが

お問ifulOthers HLC(PHLC)優位を示し、実擦の言

動力、ら毅察された内的コントロール感覚が十分に認

筏できなかった3 そこで今@]ば似しCの後移にi.:主后し、

セルフケア行動との信号遂について倹討した。

く対象と方法〉 心筋授霊童怠者48名(56.7:士宮.5歳、

男没37名、女性11名〉を対象とし、入院直後から退院

後12カ汚にわたり、話HLCとセルフケア行動認査を行

い?詮移と関連を捻討しTこ。

く総菜>

1 )会{本として怒持的にInternalHLC(IHLC)、PHLC

Id:沼会話し、ChancenLC(CHLC)Id:i減少した。

l討しCの得点変化の大きかった者は14名(遠方012、

減少2名、29.2初、 PHLCId:16名〈議加12、減少4名、

33.3話)、 CHLCI d: 18名〔増加2名、~或少16名、 37. 5完)で

あった。

2 )制しむの復位尺度では36名c75紛がPHLC優位であっ

た。また、話HLCの優位尺震が変化した容が5名(18.7

約みられ、この尺j支が俗人の行動枠役として必ず

しも密定したものでないことを示唆した。

3 )セルフケア行動得点‘の祭加したクーループ19名

(39. 6紛では、IHLCとPHLCのよ昇、CHLCの下降がみ

られ、一方減少したグループヨ名(18.8紛でId:I HLC 

Id:不変、PHLCId:下降、CHLCはよ雰ずる傾向があったり

4)セルフケア行動ではPHLCと豆沼関するf遇税J!

被姿Jr栄養JId:得点が事念持されたが、 i討しCと想穏
ずるf禁jilj禁走塁Jri豪勢H情報収護Jfac;号'1A:J

では得点iま減少した。

以上より心筋授護思考のコントローJv!怒交の3平総

にId:f愛{立尺震の他!こ、各尺疫の後移に斎aすること
により、さらに得々の特性!こおしたきめの絡かい看

護援数が可能になると窓われた。



147) 食必忍者の g常生t蓄による心言語委主の変動

大震芝大学E主主菱技術短議大学務

。篠山美iI.松永光子，緩戸Eミヲム，大谷英子

[E!的〕

入院中の季tliIl.怠、考の24雲寺関心拾童文を没j:;主L.， 自

常生活による心拍数への綴喜蓄を後予言者との上と絞に

より主主討し，安静度決定のためのさ霊祭資料とする。

〔方法〕

対象者は，大媛大学医学三怒付燦病院入段<tの血

液主主慾窓容でHblO.Og/ d (.以下の繁盛のある努後

5名 〈王子均年滋51.6後)， 女主主5名 〈王子土今年齢34.

6菜室〉である g 立せ烈苦手として， 終予若者男性 5:8(平

均年齢49.5走塁). 女性S名〈王子均年筆者39.4走塁〕 令

得た。心言語委主のお定には愛善寺間心拍記録去十 (VA 

1 N!談〉をF書いた。容¥IJ;言葉完問中の主主治活動を分室菜

作成した主主汚行動内容に従い記録してもらった@

なお， 心治委主の宥霊童三重主主2きには t主主主主をF語いた。

〔総菜〕

入段慾還まにおける24際華街のき三な生活?活動雲寺喜男の

務会は， ヰZ主主で霊童滋35.1%， 寝入反安静20.4%， 懲

役安鯵18.1%，官長著答5.5%， さ暴行4.1%，資潔数千字

〈入浴、 j繁栄、波留)2.0%， iifi監3.1%であった。

主主浴活動内容ごとの平均心治委主について5選後者

怒と比較したところ，努設では歩行雲寺の平均心拾

委主L主食応答鮮のiiがギn霊(p<O.OJ)に?I1iかった。
女性でも歩行雲寺の王子均心強委主i主食耳込者容の15が手5

3芝(p<O.01)に言語く， 間後Lこ義人深安静， 生色{俊安審事，

おtJjj(，入浴雲寺についても宥玄議 (P<0.05)を認め

た。なお，努{主慾者告の入浴については入浴不可で

あったため，上と絞できなかった。

女径の入浴終における心拾数レベ;L-53lj t!:l渓E容の

平均をみると，長室予言者鮮では110bp毘以上2.4%，9 

Obpll1以下92.8%でるるのに対し， 交互泣警手で13:110む

P話以上83.3%，90bpm以下6.0%であった。これよ

号，入浴L主食lUl慾者の後三禁致態にかなち影響する

ことが示唆された。

大筋活動とみなされる心拾委主100bpm以上の 1B 

のお茨詩濁の平均は5毒性慾者5.7待問，女役懇者

17.811寺関であった。心拾委主古QDOb間以上を怒えた

動作は，努tE'響、若までは歩行，おH言，後伎で，女性
態、考では歩行，排尿，数{箆，入浴，告を蕊であち，

これらの労作でも大主主活動Lこ穏さきする心拾数の議

iJoが認られた。

148) 静緩うっ忠試験前後の血流動態と線溶総

選パラメーターの変動

第二報藤原病患者での検討

援1T¥7I<.子，援本三智子，

永見桂子，村鶴正幸，松陰宏

務係うっ血試験(venousocclusion t母st，VOT)は，

うっ血事日数により血中に血管内皮綴胞から放出さ

れる凝盟主事、議関連扇子を秘主主し，血管内皮綴殺の

機能障警の程度を評f必ずる方法として行われてい

る。深部;静係血後援をはじめ，動脈授化君主，務尿

病などで， 1脳全形成の予知予訪に役立っとの成総

も報告されている9 前田，我々は鑓常成人での検

討により， VOT前後での血中;疑協議接関i姿昭子の

変動のほか. I渇符に皮!替血流の変化を摂Jj;<芝すると，

さらに血管絞殺を評frlliするよでVOTの有用性が高

まることを発表した。今田，

行い. f主潜血流および線浴活性の変化を健常人と

比較検討した。〔対象]鍔際病17例(全身性ヱ J}テ

マトーデス4{7!1.会身性硬1ml伊j，

ほか3{予J)，健常成人37名。[方法HiB縫指尖室主総に

レーザー底流計(アト'パンス社)の光ファイパープ

ローブを装着し，血流が安定後，鼠皮翻定府カフ

をfflい，上続;こてや路血EEで10分間うっ血〈喜霊感)

させた会採血i立会認lIIl開始前，駆鼠終了産前，

3回行った3 採取した政液9

zfを滋ちに 3.8%クエン数 lZfと混和し， 4.CIこて

遠心後，鼠紫を後3ままで -80.C保存した。線溶関

連パラメーターとしてブィブワン平板溶解認猿

(FPL!l，.)， tissueぺypeplasminogen昌ctivator抗原

(トPA)，pl呈sminog母nactiv針。rinhibitor 1 抗潔

(PAI-l)を総定した。 L幸吉祭}うっ政務の鼠流iま，

健常人iこ比して全身性授化委主疲例て7妻子しく低下し

ていた。うっ血毒事徐後;こ見られる鼠j交の低下は，

健常人に比して謬潔病で弱かった。健常人では，

うっ血後政流が平く増加する者ほどtPAの放出が

良好でらったが，謬原罪毎夜{7!Jでは弱者に相関位が

認められなかったっうっ鼠後の FPLA，tPA， PAI-l 

の増加は謬療病夜{予jで有意に高かった。(結語〕

緩原病症f9iJでは， うっ鼠約数に対する長江管の反応;

性が低下していた。また，藤原病症例ではうっ血

後の線、溶活性丈進が著しく，長時間の静係うっ取

に注主主ずる必要がおる。
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149) .絞喜議後怒滋警のむ主要 芽13毅(1 ) 

主主f雲行動後立方の方法 iこ関する検討

tH害後書告と遂動学習の筏点から

医療法入札媛務主主総神経外科病院

Oま託E霊R:子 主主美奈子 事本総子

はじめに，われわれは昨年慈議室隊2喜怒蓄を f愛

媛生活隊答者」と規定しサーカディアンリズム iこ

さ5づく生活援助の重要妻役と鋭の巡動系の表現を{促

すE主主号援助プログラムの有効性について報告した

しかし、そのま望論約根穏については十分な後討が

加えられなかったので今回、:窓書室E章害患者の持経

学的特性に者 gして仮説を設定し、主主議長章答患者

の看護を発震させるべく検討と実践を試みたので

事室告する。

方法;(1)仮設 怒議隊言喜怒芸まに生活行動を獲得

させるためには、臼常の生活主要効そのものが霊童E夏

草寺の生活習f震と方法に慈づいて後供されることが

有効である。 (2)主主活後効プ口グラムそ実践した 91

年度の滋遂事毒害患者34察側の分析検討。

総菜・考察;慾議室鯵努慾毛主の生活援助ブ口グラ

ムを実施した34名中32:gIこ慈怒線適、食事行動、

排 j世行動において3手術すべき変化を認めることが

できた {第 3 綴の (3) 参 ífil) 。主玄言語隊 E喜怒苦言の宅if~菱

のまま本は効5長約な刺激の主量供によって、学習効5是

を高めることにあるが、これまでの刺激の滋択と

縫供は悠々の径数 lこttされていた。本研究の{仮説

は①:密書遺書襲警慾苦言は神経学的には大脳の認知、絞

合機能に著しい低下はあっても g律事芸能は比較的

よく保たれており、生活行動の慈礎的部分もまた

自律的であること。②主主活行動は、繰り返しによ

って滋立した遂塁走学習であち、この学習は脳幹、

小磁に保存される。そして自動的におこるすべて

のさ主体縫絡は自律線経系によって支震とされ、その

調節軽量序は見送車宇と華字憲章で営まれる、 という共滋主主

から華客かれている。以上のことから生活行動のさま

本となる遼動学習の寧期実施と各磁総数のま量供が

自主聖子中経系のコントローんをliEす方向設で系統だ

てられている本研究の生活祭劾プログラムが、従

来の感覚著書系に対する傍若IJの刺激援供という方法

iこ比べて、 主宣言語表章主喜怒苦言の主主活行動の獲得 iこ成祭

を収めているものと怒われる。
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150) 怒滋隊祭主1者の右議 耳13事室(2 ) 

生活行動援効の方法 Iこ隠する検討

8待機能とサーカディアンザズム視点から

5主要望法入札桜麻生駁神経外科病後

O主主美奈子 高玉E霊3立子 林宇喜子

はじめに;怒童話罪事E喜怒蓄のま雪皇室を発段させるため

に第 3幸誌の(1)では g律神経系を促す方向設で後効

を系統立てていくことと、その生活援助が主主総時

の生活怒号警に怨づいて提供されることが、従来の

刻激より有効であることが示唆された。ここでは

自律神経のコントロ ルを促す効泉的刺激につい

て明らかにし、 3玄書室控室答患者の生活援助の方法に

ついて湾検討する。方法;(1)怠徐神経のコントロ

ノレを促す滋浴の湾局と走筆致の効泉に!J1lする検誌

(2)生活リズムと効果的な生活援助についての再検

討。車吉5畏と考察;これまでも自律神経系の役割jに

ついては検討されてきたが、自律神経系に彫撃事を

与える有効な刺激の特定がrn菱重であった。検討の
結果、主主浴がEl律神経系への効果的な刺激として

活用できるのではないかと考え実絡したところ、

怒怒と党援のリズムの後立に幸子効が認められた(

第 1報)。さらに、途浴は心紡機能の向上に効祭

的 lこ作用し、走塁動プ口グラムを後極的 iこ展開する

ことができた。また、温浴は重力作行動に必婆な筋

や霊登の塁~~長そ低下させ、生活行動援助 iこ必著書な R

OMのS霊祭やお]者自の予紡だけでなく、姿勢保持の

獲得にも有効であった。以上のことから、自律機

能をコント口一ルし発展させるものとして混浴の

活用は非常に有効であった。生体ーは生活行動をく

り返すことによって生活リズムを形成している。

この生活リズムの2基本となっているものがサ カ

ディアンザズムであり、その向諮問子として議書き

なものが重量際と覚書室のリズムと、食事のタイミン

グである。霊童議磁客患者の食事管王翠がま至管栄主主に

よる場合は、語審下して比較的時間をかけている施

設が多い。こうした方法は本来のサーカディアン

リズム{こ影響そ与え、Êl~事機能の良好な営みを露見

すことになる。それ主主、滋翼連隊E喜怒、をの生活援助

はサーカディアンリズムの視点からも縫絞E寺の生

活習後 iこさ毒づいて縫供することが愛空きである。



151) 霊童議室綴号室窓毛主の審議 第 3毅(3 ) 

生活行護主主室効の方法 iこ泌する後災

要塞伊!の分若手検討ー

若草療法入札綴麻生露五持経外科筑波

O林様子 議王E霊3草子 主まきを奈子

はじめに;第 3殺の 1と2の考察そ受け主主主主援助

プログラム(言語 2穀)を、 3玄議室篠2喜怒者へ実践し

た総菜、本容?究の仮設の妥当性を滋言ましたので報

告する。方法主主浴室霊劾プログラムをき当号室の91

年の怒喜室長室等慾毛f34名 iこ実践した毒事例の分若干後きも

Z警伊j紹介。幸吉泉 L~主浴室菱主主プ口グラムの i と

E 、盤の暫]綴に①姿参事保持と手本伎の獲得を中心 iこ

した遂墨色学習プ口グラム、③ E苦手事干卒後系への効薬

ff.J車IJi数としての主主浴、主筆言語害事を取り入れた。その

総索、 A重量怒毒装長室可能24名、 8食泰行動 E奇書き29主主

C援法行動可能32名、。変化なし 1名となった。

Z銭伊IJ1 03産量女) SA症で入総、 A-comYC のク 1)

y プ番号後小E道援怒となり、霊童言語表章ミ蓄を愛する。主主

伊U2 (71産量女〉 総務苦替のお録、緩E委主主主室で入院す

る。 主主伊IJ3 (69走塁5/:l)在亙CA綴芸家の綬雪雲、 容量室主主

主霊で入践する。この 3主主タjに対し急性綴のE手綴か

ら霊室長霊的 iこ生浴室委主主プログラムを文書告したまき媛、

E主主主行動を後怒することができた。考察とまとめ

これまでの総数は、長筆書芝怒号を中心 iこ援!I!iされて

きたが、ぬ'が刺激を認知意書合してま受Z認する滋激怒

系 iこ、特 iこ体幹 iこ主せしての素IJi数はき議綴約におこな

われてこなかった。われわれは、夜参事保持や蓄基浴

や走塁数そ g鈴子串綬系への約きまとして奴哲人れ、霊童

謀議の言文芸警に効薬があることを滋認した。姿勢保持

は、主主主主行動のき革主主となるものであり、没後 1王手

で体得し霊童数紀後として綴華字や小綴系 iこ保存され

る。その遂重書記惨を引き出すために翠葉ij!こ姿勢保

持や体伎を他動的 iこ絞らせることはき霊祭である o

主主主谷やf警護右 i立、主主主量的事iiililでパイタ Jレサインを変

化させ、エネルギーを 7詩繁させ、怒図的 iこ自律神

経のコントローんを促す利差まとして霊童喜きである。

また、日常生活行動8体が、最長ち返しの学習から

苦言後化されたものであり、主主霊童約総額でのエネル

ギーの浴室霊と繍絵である。このことは、縫緩草寺の

生活苦言僚と方法に遂づいて主主主吉行動後銘が援供さ

れることが霊童書量綴謬塁芸者の看護に効薬約であり、

本研究の仮設の妥当性を示唆している。

152) 意識博蓄のある患者の経口摂取錆始終鶏

の決定

青森県十和田市立中央病院看護綴

。野Fl尚美姥衿佐奈江佐々木i陵子!玄白久

美子小笠原育子今泉悦子

脳卒中で意識滋警がある怠者にとって、経口摂

取を開始する時期を判断する事は襲撃しL、。そこで

私達はその医安を知るためにチエ y クザストを作

成した。また食事関始時期を明らかにする事によ

り、従来より経口摂取絡始までの綴簡を短絡する

事をg約として検討した。

研究方法として、緩下iこ関与する脳衿経学的な

項自をピックアップし、窓締からもアドバイスを

受けてチェックザストを作成した。更に点数寄ll!こ

し食事開始蕊準点を定めた。最終的なチェックザ

ストになるまでに自殺類作成し、その段階毎にプ

レテストを施行した。プレテスト毎に下記の事を

g的として行った。 CD.項目が適当であるかを知
る。@.食率館給基準点を定める。③.スタッフ

がj司ーの評価ができる。③.テスト所婆時間の検

討。@.対象を決める。これらの段階を経てでき

たチェッタザストを?名のJ怠革まに笑施した。

結*として、意識レベノレ CJCS3-3 9度

方式) 10になってから経口摂取開始するまでの期

間を従来と比較したら、 8B間短縮された。更に

線下校総炎そ起こした患者lまL、なかった。

この研究iとより次の結論が得られた。

CD.研究過程iこ応じて罰的を持ってプレテストを
実施した事により、研究のg約が達成された

と考えられた。

@.チェックリストを笑絡した芸評iとより、緩口摂

取までの羽鶴が従来より短縮された。

@.食事開始器準点を越えた忍者が食事関始した

後、線下性紡炎を起こした患者がし、なかった

ので、チェックザストの内容はほぼ適正と考

えた。

@.食事開始基準点を一つに定めたが、研究窓Oll

数が少ないので、今後も継続研究中である。
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153) 脳血管障害患者の内IiREl2管還の援勃

。増田信代

東京大学護学部保健学科

花罰金少子

脳血管湾害怠者にないて、内絞自己管理を8ら
行為、うとする意欲を高める援立方を明らかにするg

的で、看護婦の働きかけを調査した。

〔対象及び方法〕 謁変対象は、災リハピリテー

ション脳E主管センターで、内寂自三官ま還を指導し

た看護縁146名である。方おさは、内線自己管理を

き冬絡するRあたって、委護婦が怠者死考慮、してい

るととや溺待するととを答えてもらう質問紙を潟

いた。回答総数は117名で回答率は80.1手るであっ

た。分析は、経験年数2年以内の47名と 3年以上

の70名に分け行った。

〔結果〕 怠者が内絞自己管震をするうえで、考

ζとの内容をみると、疾病

の遼努は、経験生手数2年以内は47名中34名 (72.3

%)、経毅王手数3年以上は70名i='57名(81.4引

であった。楽に対する窓議はも経験生手数2年以内

は23名(48.9労〉、 3年以上位55名(78.6 )で

あった。セノレフクアの動機づけは、径数年数2年

以内は28名(59.6労)、 3年以上は50名(71.4 

係〉であった。

内殺虫己管還を顎始するにあたって、看護認が

窓考に考号室しているととをみると、内股自記管理

主て対する意欲は、経験年数2年以内は37名(78.7 

%)、 3年以上は61名(87.1労)であった。è:.f~

さずに内殺するは、経験年数2年以内は 34名

(72.3 % )、 3年以上は57名(81.4発)でるった。

介包絞を切るは、経験生手数2年以内は29名 (61.7

f基)、 3年以上は57名(81.4労〉であった。のみ

忘れは、経験生存数2年以内は32名(68.1労〉、 3

年以上は51名 (72.9努)であった。分包殺の字が

読めるはも経験主手数2年以内は22名 (46.8労)、

3年以上は42名 (60.0%)であった。

楽に対する窓主義と分包紙を切るの内容は‘経験

生手数2年以内よ.t3年以上の方が有意に高かった。

脳血管滋警，窓ミきを内服自己管王室できるように指

導する持、看護認は臼常生fぎになげるセノレフクア

への怠者の意欲を高めるととを考慮する必妥があ

Q 。
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154) 老人のエゴグヲムと ADLについて

(第一殺)

E事 æfl量産霊祭i 金大学衛生学部衛生芝j~護学科

O谷口ちえ、筒井fti二子

喜善鈴fと役会のやで一人一人の老人がいきいきと

生活できることが人的として最も望まし ¥..'0 しか

し加害事や疾病によ η身徐約問怒が g常生活をおび

やかし、それが務神霊iiiこ影響する。務神的安定が

得られれば人生緩綴の生活は安らかに過ごすこと

ができると考える。そこで老人の日常生活動作と

エゴグラムとの関係宏分析し援紛の方向づけを検

5すし fニ。

方法 :T特別室警護老人ホーム入所者40名{平均

年鈴8O. 79主義)に対し、身体約状況(体愛 'AD

L号事)とエゴグラム議査をしたo 老人のADLを

移動能力.iJIJtこA若手〈独歩)B群{葱簿二子・歩行器

使用) C群〈ねたきり)にわけ、 ADL動作(食

家・排読ま・入浴・表校・洗爾)を得点化(El立 1

点、 -ffil介!lj)2点、全介効 3点)し、それぞれの

エゴグラムとの鉛遂をみた。

結果 :ADL得点の平均10.3(A務;:6.6・B若手士

3. ・Ci1手1i 3， i Iと入 .B.C訴の綴Jこ得点がお L、。

体E霊の平均42.7Kg (A詳41'B1J:宇43・C訴45.3)と各

雲季大2さな L、。 皮Ha浮平均27，型車{八苦手24・3苦手25.1 ' 

C群33.おであった。

エゴグヲムについては、入撲は Cil季tこ上とベCPが

主主く (PくO.001)、FCは認さにC若手が高い (P<O.OOI)，

これはA詳の人はどうしてもうごかなければなら

ないといった自後が潟く (C幻自分を押える (FC)綴

向といえる。 C意字十ま寝たきりのさるか、歩けなくて

もL斗、 (Cれといった気持を関殺した (FC)綴向であ

る。 B群もまた g僚が1尽くにPl‘FCが高いことか

ら、動けるから L、し、といった気持の傾向を示して

いるとも考えられる o :¥と:¥CI土3君学共ほほ同点だ

がげはB喜平が五をも!尽く、 C'A鮮の自分で動ける

人は、自分tこも俗人fこもおもいやりをだせるのか

最も高¥" 0 しかし日は全体のやで 3若手然低い。

以ょのことから言号室ちになると!さへのおもいやり

がだせず怠己中心的なる綴向があるため、 FCをう

けとめながら)pz.言語めていくようサポートしなけ

ればならないと考える。

自己の在室E提言宇{鱈は元気4516・まあまあ元気5516で、

窓;識と各鮮とは一致しなかった。



155) 高堂義者のを霊康管理怒号~，こ告訴する筏交

(~ 2幸喜}一一老人クラブ参加者を対象iこ一一一

笈波大学霊祭技手持短銀大学吾ii OW2主宰子

守二3芸大学看護空宇部 之E室長当義

金弁和子

I. S約
第一認の縫渓管室喜怒度iこ践するE耳炎をふまえ、

白下室生活行動、議定度との関連をA.Banduraの社

会学的学習主主議iこさ毒づき王手議事・役買IJ.長室察室芝lJlJfこ

検討した。

立.対象と方法

君主人クラブで綴後約iこ活動しているおオ以上の

長室陵高言語害者を対象iこ、…i露関lこ亘る尽常生活持続、

MHLC 、ミ短夜のを霊祭状態に関Tる鰯援な号室長男まま

による議室霊をrrった。
蕊.総菜および考察

議縁者の筏動で多かったのはテレどと家喜多であっ

た。 65山九二「では社会参加と遂罪者活動が多く、 75

才以切とでは外出行動終路が多くなる綴向がみられ

た。これは、性別で女性が家喜多と外出行動、努伎

が社会参加とスポーツ、さき荻活動のE寺留が多かっ

たことと問返する総書きであった。

祝 日L C'こ綴する全体的評僚としては、1m鈴と

ともに会ての緩がよ塁手し、役去をは認められなかっ

たが、絵会参加持溜の多い者では、 IHLC'P 

HLCのいずれも、遂事ま活動時間の多い護ぎでは!

HLCのみ、家警若宮寺長男の多い容では PHLCのみ

が滋得点、であった。

社会的役割の語審足度と付き合い溺足笈とは密緩

;こ総滋し、終 iこ 5号泣・若年苦手においては、 R~O. 90 

と主主い綴関がみられた。そして、主義足震の惑い努

とiまい群で、 IHLCとPHLCが上昇する緩戸]

があり、箆いき寄王室j安芝草で IHLC老妻役、務遂から

縫い潟尽き芝雲手で PHLC優位がみられた。さらに、

長率足度低得点群では、 CHLCが悠く遂を支持す

る苦言が少なかった。

以上は、本研究において初日L C刀、、生活の瀦

足やg設の活動内容を決定iこ総遂したお子である

ことを示す総菜のー認である。さらに高齢者のも

つ f内約さ基準J1こ関する綴百IJ約なデータの分析を

加えで、を霊祭管理態度とその影響因子について詳

しく報告する。

156) 慈善幸入銭窓衰の華五銭転落婆~の検討

穴鮫積立犬学持者安定的E塁審議毒事門学校

0'毛主義紀子

予三重大学務護学部

之E霊会当選塁、 会弁手g子

警三fflJ華玉予喜i立入院主主義の3蓄量主化!こ伴いt雷完誌の綴向に

ある。 一方、銭安1;1:{鑓三むとし、 ベ y ド{まa霊会号室主芝を

作りと話す傾向にあり窓衰の次;叉告さ援はEE書室をま習して

きている。今後主主々 、華五銭転手喜予言方のための支譲歩]な

滋君主1;1:必姿と窓われ、 Z義主支J9l!をもとに喜さおを後討し、

主守主若者E考突した。

[対象および方法]

上手足立元年および2王手{こO大学害者言語入後中に転倒

転手喜そ起こした65Ji差以上の窓幸fi51毛主について、 主主義主

主葬放幸誌をき警察などから滋針転;菩状況の議笈をした。

2. 1弓病銭入続中の華云fflJ童三予喜を起こしていない65後

以上の忍者51名について家主主!こ鈎遂を努すると怒わ

れた15J翼設を議笈し、ミ室主主審との比較検i守主E行った

3. 際霊童ずる芸~~のうち f排尿 J について詳綴 iこ検

討するためにi吉i病段入続中の65議以上の撃、衰の中で、

原生成、 HF~塁 iこ明らかな管室望書を軍事しない 22名(銭高11

手話湾中11名・露H容なし11名〉について、遂事莞38織

の検尿器寺慨をa2lic入させ、 高fj~èl事主主連まとの塁塁走塁で

検討をli'ったa

{喜吉受および考察]

i 転倒華云漆iま塁審主主全体の約50%、65議以之の老人

が80%をときめており、 言霊遺言入緩緩遂の幸五銭童云戸喜署警主主

のきをさ主主主力〈察手芸におい惑をf去している。

2. 家主主iこ総霊童ずる霊室主きとして、 入器産g委主、 主主立没

後Ifn伎を引き主主こす怒刻、ベ y ト軽費、{ま栄髪、介室主

必喜芸喜寺翼語、-，議後のせん妄、策立主が辛II~せされた。

3. 葱主主姿~Iま湾問手葬により特徴があった。

4. 善玉fflJ童五落!ま綬られた雲寺長男手書!こ発生していた。 こ

れは謬致委ESJが診療行動だけでなく他の婆留があり、

?非主主パターンの犯者室だけでは謬主主iまヲ訪できないと

王寺えられる。

ふ塁走斉IJの軍事怨で排尿パターン!ま察なっていた。

6. 室主菟IJ続局者では身体的家主主妥~がなくてもま護持

鈴姿密やベッド織の不在請により22-2a寺・総露主党喜重

雲寺!こ家主主力〈発生ずる傾向がみられた。

以上から今産自明らかとなった転fflJ箆溶婆~を苓ずる

忍者l立芸事故発生をあらかじめ予;到して対処していく

ことが可能であると王寺えた。
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157) 言言語合容の緩徐歩行の遼動強度
系京大学医学部係長室学科審議学教家

O南沢f凡きを

g立した日常生活行動を総持していくうえで大

切な喜霊祭である歩行動作に注目して硲齢者を主すまま

に緩吉宗な歩行の逐動鐙について議べた e

長室長誌な言霊童害者20名を対象者として、 l分湾 60:3"

のさ争議で緩徐歩行 I、 1 分間 90~舎で緩徐歩行 11 を

行わせた。歩行中 Lこ被験者の呼気を採取し薮紫綬

JfjZ j還を設lJ主した。またトレッドミルによって速度

を1分間20m /minから 60m/minまで変えて歩行さ

せ、 霊支祭主葵llX1霊と同時』こ心絡を潟定して各主主星章者

の長室大震主主告;雲取璽をf量定した。

歩行中のE主祭摂取愛は、緩徐歩行 Iでは女性在学

の平均値は 0.3531/罷ln、 男性群では 0.583l/min、

緩徐歩行11ではそれぞれ0.441l/mi耳、 0.6151/ 

滋lnであった。 一方トレッドミ Jv歩行の滋祭摂

取笈は今@]の高齢者で待た自然な歩行とほぼ!湾毒事

な透度にあたる 30m/岳民および40 田/司inでは臼苦手、

歩行に比べて大きく、約1.5fiきであった。 トレ

ッドミルにおいては歩行速度の増加に伴って霊童祭

摂取愛も怒加したが、 i湾審の関係には言客室告者にお

ける特徴が見られた。 被験者毎 iこ後定した最大

震霊祭主主忍援をもとにして、 このg然歩行を渓した

緩徐なさ善行の逐童書強度を求めたところ、歩行 Iで

は女性 24.3%V02max、5号性て 33.1%V02max、歩行

11は各守 30.5%、34.9%であった e

芭然な歩行とトレッドミルによる歩行の差異、

高齢者における歩行速度と重量言語摂取笈の特徴、緩

徐歩行の潟齢者における透動としての慈議等につ

いて検討を加えた e
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158) 食事援劫におけるADLの拡大
一寝たきり努条老人の家庭復帰を密ざしてー

老人保健施設しんごう看護介護科

。臭予言子、否村恭子、石沼 γ ミ子

高童全化社会lこ伴い、寝たきり等の老人iこ対しす

ーピスを行う老健施設の需要は、さらに拡大し、

その質の向上がのぞまれている。クア、 リハピザ

;こ三重点がおかれる乏鐙の最大の g漂であり、一つ

の役割である療養老の家庭復矯を gざし、今呂、

寝たきりで 84裁の経管栄き妻、宮震カテーテノレ施

行中の高度痴呆老人に対し食事援霊力をや心とし看

護を展覧した。試験的経口摂取の待綴、移行裁、

そしてEl:sLへのま寺溺と、食事言十笛及び介主主の擦の

留意事哀を主主体的にき十麗し支援した。

排尿については、イ出脅部怒5蜜術後であり銀汚染

防止のため蜜愛カテーテノレが挿入されていた。し

かし、家庭復帰のトレーニングの一端としてパノレ

ンカテーテノレを抜去し、簿5査再発防止のためのク

アを徹底させた。

その結果、寝たきりでベット移動状態から主主務

子移動とな号、食事動作El:sLに至った。食事は、

患らの援で色彩をながめ、きらの手で食物を口へ

遂び、そして自らの舌で味覚を味わうという一連

の行動である9 食事という一つの行為が§立する

という撃は、そのために種々の逮動機能の向上を

委し、働き掛けは、その向上へのきっかけとなっ

た。そしてこのことは、 ADLが向上し介劫愛の

軽減がはかれたということにとどまらず、高鈴容

のQOL向上へとつながった。

今回、スタップ全員が、雪f酒内容を淫解協力し、

一つの g漂を共有イとすることができた。ケア;こさき

たる人が次々に君主わる勤務体制の中で、問じ問題

意識をもってクアできた奈がA氏のEl立を促した

大きな妥起だったと考えられた。今後もスタップ

簡の遠携を援にし、後退しがちな老人の5常生活

のやから何か向上へとつながるものを見いおし、

セノレフクアを充実させるため、受の高いクアを提

供していきたい。



159) 長寿者の生活援効を考える

社会福技法人 つがる三和会

特別養護老人ホーム三和慶

0大弁宏笹、大井千、高谷;蜜美子

羽場五十鈴、谷川秋子、大井正清

わが冨の高鈴化現象は、世界iζ類をみないほど

急激に進行している。 ζのような現状のやで、特

別養護老人ホームにおける入所者の蜜藍fとはます

ます高まってきている。

表化による身体の多蕗的な緩能低下とそれに伴

う生活能力の低下は、高齢化が進むほど、著明に

なる。 ζのような老人に老化という条件のなかで

最大綬に自立設を保持させ、よち人間らしい人生

ぞ全うすることができるよう援助する ζとが介護

者の役割である。

今関、超高齢者の介護と看護のあり方を考える

ζとを自約として、当施設に7年前に入所してき

た101畿の超高齢者の8常生活援助の実擦につい

てまとめたので考察を加え報告する。

事例i立、昭和61年2月iζ94畿で入所してきた。

本人は、複雑な家庭事情により入所前まで単身生

活であり、小さな雑貨l苫を営み生活していた。

入所さ当E寺は、痴呆症状は見られたものの、 AD

Lはほぼ自立していた。入所後は痴呆という撃も

あち、局盟との仲間関係をうまく作る率ができず、

自分自身の世界でのみ生活そしていた。高齢では

あるがADL機能の維持iζ努め「寝たきちにさせ

ない jを第1自擦に介護をしてきた。痴呆の君主状

については、それを受容し、本人のよち安楽な生

活環境の確保に努力した。過去7年間の入所中iζ

締炎を併発し、 1カ月間の入院を経験した。 ζの

館、寝たきり状態となち退援してきたが、介護の

働きかけにより、またADLは回復してきた。し

かし、転倒が毘立ちE義務子と自立歩行の併用とな

った。

乙の援助を迭して考えられることは、入所当待

のADLが、施設内で高齢化する現象にあっては、

ADL機能の綾持が難しくなっていくということで

ある。したがって介護技術の向上が重要と考える。
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160) 愛護学生の老人イメージの特設について

一後一絞大学金との土と毅から一

大阪大学5童書警技絡笈葉語大学部

0大谷笑子、松永光子

〔務究渓釣〕老人看護教育へのますJiG;を考える一主力

として、今回は愛護学生とー絞大学生の老人イメ

ージ及び愛人への姿勢を比毅したe

〔対象および方法〕対象はA議護短大 l写生62名

・3学会77名、 8女子大学 l年金66名・ 3年生31

名のき十236名。 方ときは、老人イメージについては

3D法による保坂らの透主主を喜多IE加暴露して佼F言。

問符に生活苦手索、老人ケアへの姿勢の質問まま議室ま

を1991年7J号にffった。

E総菜〕

1 .務護短大生とー綾大学生の会?雷管重警の議室い

怒父母以外の老人とよく話す学会は、審議短大

生の方がー綾大学生に上とし宥笈に多い (P<O.01)。

また、同居以外の老人のtをま蓄は翁護学会のブ7が多

く経験している (pくO.001)。会認の綴愛・内容、

i湾彦経験、近所づきあいは学校関で釜3まなかった。

2.老人のイメージ

1)沼二子分析の結果、 3手{蕊5喜子・活動主主E喜子.i嘉吉、

さE皇子・プライドE喜子の 4密子を捻践した。学校

]JIJにみると老人イメージは河援の綴i均を示し、?器

室主役tz;l子では否定約であったが、塁手{認忽子ゃあた

たかさ包子でl主権定約なイメージであった。

2) 1浮き主では一役大学生は翁護短大主主に上とし、あ

たたかいー上品・考えが新しいなど禽定約な乏人

イメージであった。怒父母以外のを人はさ豆父母に

比し、あたたかさ E喜子で否定約なイメージだった。

3) 3写会では議護短大会の方が、考人Lこ対し箔筏

約・プライドが潔いイメージであった。後父母以

外の老人と怨父母のイメージに援はなかったo

3.老人に援する姿勢

1)老人の世話については、 日常生活会長支のt苦言きを

したいとする者は愛護短大会51.1%であったが、

一絞大学生では16.5%と少なく、下の泣ききは遂け

たい37.1%、苦言し潟三子ならできる 12.4%と警察学

生に比し者窓に泌を童約であった (P<0.005)。

2)老人ケアへの慾僚は l年金では学校僚に釜はな

かった 3年金では主義しい・蕗Eきい・佼ぜ言語きを感

じる・ 3喜びを慾じるなど綴筏約書き僚を示す学生が

宥窓Lこ多く (P<0.005)、教育の主主祭がみられた。
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161) 老人との主義巡に隠する人間学約一考察

室互母女子短期大学教授

oæ~露邦治

老人の介護・議後においてしばしば指長脅されて

いることに老人の拒絶的懇皮や自己正当化的怒皮

がある.考人医学から見れば、痴呆や老人性の主主

蓄率芸喜怒として分綴されることが妥当だとしても、

それがく老い〉の待つ怒号長をとらえるに十分な方

法とはいえない.

2転発言誌においては、老人をく問題〉ゃく病理〉

として対象的に考えることが、むしろ老人の心還

を追い込む滋合があるという認畿から出発して、

人間関係にとって、言語一義的に重量姿なものとして

く尊敬〉の俗僚が考えEまされるパきことを哲学的

人間学や倫理学の観点から考察する。

滋常の人間関係やさ妥~~器において笈設される挨

主要や祭巡のもつ実家Rまは、以上の綴点からすればた

んなる儀礼約なものにとどまらず、人間が他者と

出会い、 f患者とかかわりながら生きることの後本

にふれるものであるように沼、われる.古来、交洋

の怒、怒に雲われたく礼〉、そして現代の総王室学と

りわけ E・レヴイナスのく他者絵の倫理〉におけ

る他遂のく迎接> (受容)の実家事長を考察し、 ;liH霊

における人間関係にとっての示唆を汲みたい@
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162) 老人病院人奴!.!!.手まとまま護綴関係
はJ[コ大学侵害実f支持i綬真芸大学部 O米問純子

千葉大学看2護学部

主E立尚ま室、金井和子

八DL低下や痴呆のために、老若言霊革まによる全面

的援助に事長らざるをえなくなった老人にとって、

老守護者との不良な人間関係は務神症状を葱{とさせ

る妥国となり得る。またま雪護者にとってはそれが

務神的魚沼となり生活ストレスともなり得る，

良好なま雪議関係が考人の活動状況や卒寿子中状態に

彩饗するか喜子か、昨年度に引き絞さ看護者鋭から

の評価を用いて今年度は老人病院入院怠者と翠ま室

長選との人間関係潔密度を測定し良好な義援につい

て考える基礎的検討をおこなった a

<研究対象と方法>

対象は老人持者寄;:2綴設に効務している者2室長翠で

係施設から iit6 3名に対して、関係の良好伎を測

定するための潟主主を1'Tなった。

対象となる入信号怠容は、向施設に入続中の女性

老人怒者で 8カR以上入院している者から選定し

た 21名であり、身体状況に関してiま"閣内をa
aHこ重力さ回れる:¥1l'・"、"筏たきりでおむつ使用"

痴呆波状に燃して I;i:"痴呆なし"、"痴呆喜重度"

.潟県 rtt・ヨif交.. 1'"..怨合I!た只書事と，ゑ3ft8カ汚

以内に3毒殺綴持者主主主の出現した者の君手を加えた 7

務とした，

<総書さ>

1 .全議trd室長静の全入罪2怒言警に対する平均CPRス

コア(以下CP R) (ま 65.46:7.53(41司80)点でほ

ぼ良好な人間関係が保たれていたが一部に低い得

点のものも見られた。

2. 21名の入駁慾者に立すする各審議長選63名のCP

Rの平均得点は66.28:3.65(56.3ω72.0)点で、入

続窓、者による2をは少なかった。

3. 入院怠容の婆iz;JiJIJ検討のうち療内自由と寝た

きりおむつの身体状況匁JJt絞では、手菱たきりおむ

つの得点が高かった e 持語5誌の有然別・穏IJ.iJlJ J:七絞

では、持話采の筏皮が滋くなるにつれて低得点の傾

向がみられ、~常務神主主状(夜間せん妥・ 3芸懇・幻

覚)が章受近出現した鮮では有3まに低得点を示した

4. 患者の身体状況・終神症状の総合せと革まま室長請

の年童告との関係を検討すると、いずれの苦手におい

ても50才以上の潟年鈴務議綴が溺得点、を示した。

5. 米就学児・受験織の子供を脊する20-40才の

幸まい藷務総の得点はいない草まま菱語審に絞ペm:い傾向

を示し、高年齢務議長著とは脊3まに低得点であった

6.慾言者と家族との交流が保たれサポートがしっ

かりしているほど得点が有怒に蕊く、義務綴との

関係も良好であると考えられた。



163) 脳卒中懇遂の「怒じこもり j:こ影響す

る包子の分析

鳥取大学霊祭主支綴窓真芸大宅金務審護学季五

平石嘉子、 Oニ潟主主E章、三好f美子

長谷川まなみ

籍取泉受信訟にある森本外科・長五持経ヂネ季五~ß.交

で行われている、訪銭審議やデイケア、懇苦言交流

会などに湾行し、をE285霊号室およびその家族!こ苦言獲

を行い、対象の2言動および議察した毒草案をありの

ままに記述した。そこで簿られた簿幸室、~読の記

録、 5ま議・害警護銭から得た後努力、う、その慈悲ま・

内容を分析し、~子として怒りとおした。これらの

~子~竹内孝仁の禁論;こさ基づき、身体・ iむ剛警霊祭

の3後jおに分11、5号体の活動没後総務IJSぎる遺子・

促進写る怒子{ご分譲した。 6撃事例宏、活動性ガ低

下し「銭じこもりJを芸蒸している喜多街、活動後任

綾子寺している喜多僚に分けて誌絞し、~:子 (J) 終遂径

を分析した。対象iぷ議事rmf王?室長選出立宮、総穫祭、多

発性産量護霊祭により後祭塁審~残し f三長室苦言のうち、男

性4名、女?全2名のき十6名である。

その諮5菜、身体母子!et失語，Aの寄祭、高来襲警の程

震に分類され、環境母子には、①家族箆{夜、②安安

の議議支章、③他者との援護愛媛疫および災害言ま寺務など

だあった。 jむの怨子{こは、①活動議欲、②気持ち

のをり方、③j案書患の受容などがø った。 5善幸孝~:子

ガ主主返しているにもかかわらず「銘じこもりJ状

態にある喜多綴とそうでない謬叙があり、 Eき徐容子

ガ「務じこもりJ~議定写るのではなく、査室苦言E喜

子、 Ilfの母子によって「綴じもこりjガ祭主e:eされ

るとミ蓄えられた。さまた、窓苦言のiむのをり方leH:築震

条件に景王室撃を及13:し、主義渓条件だi心の夜l)方!こ影

響1ぎるという穏fi祭主喜没ガままとめられたc

本E斉究の対象施設は、 「銘じこもりJ~!lJ3ょと写

るための患者を支援するま護渓~:子のーっとして三重

姿な機能を祭だしていた。こうした支援体勢ガ

「芸品じこもりJIこ大きく影響毛ずることを鉛り、怒

号言の人題性差E 豪事 E撃した支援システム~雲さえること、

健々の慈善言にあった怨別的な支援を行っていくこ

との喜重要性を湾蕊認した。

164) B内緩怠若手のそ主党

一後援人と比較してー

策京大学tlf学き手続E霊祭喜三 C王手幸子 後去さ

千三雲大考会審議考会怒看護疲究笑主主指導センター

こと慶 尚孝章

金子宇 和子

水52李主主23主念化している伝子宮立翠忍毛?では色党が

変化するといわれている e

Elr官隊怠三まが、手続後よくロにするま祭茨iこは、
r sJlるくなったJ rはっきり交えるj などの復力

の変化をあげている号一方「背く交える震互の

しみがこんなにあってj と、李総訴との色のi玄い

をあげているJ忍若手も多くいる。

そこでEき内長室怒多のそ主交の遂いなお5るために‘

童急援人とのゑ知党の上主絞をし、とた{こB内惨を支5.2さ

したブイ jレタ…fせきのカメラによるをの変化をみ

た。

{対象i

AJ史学芸者誇H.墨彩Hこi議後している52緩~間後の平

均年鈴70.6畿の白内襲撃慾者54名、及むq主党のiE君主

な 13綴 ~69殺の平均年総42.5長室の{三塁人 52ií a 

[方法j

1. a pち夜E号、王子、後援人の色気3党のは絞をする

会室主・ iffi.孝義・務三ゑのランドルト氏警護をF5い

た色ZIJ若手の毛足カ認定。

を工-2色で、できている10務績のぷ忽滋の4立の

互主写t!懇三塁a

〈号、安?とも長芝居芝 300lux以上とする。

2.色の変化をみるため、 1~主レフカメラに YA

-3フィルターを三売させ、点52滋設さ診する e

[s.支綴及び寒害総]

1.後援人について、 13議室-49畿では音色お採の

平均渓カ;之、主義・黒色f言援とJ:tベて余り変化はみ

られないが、 50綴~総長誌では後くなっている e

2. E言内!逐主主若手の主主jJlJ平均さえカでは、 f変色おき雲が

0.06 と-~委主主く、 f去のf霊祭誌、 0.14-0.15と余り

変化はみられない e

3.幾康人の50主義~総長設については、 2えカ約iこは

ro'霊きはないが、 f主色筏カを答{こしたffiのゑへの比
率があが号、白内長室ゑ是まとi弓じような色変化の絞

{勾をみせている。

4. a p号隊忍若?では、長室渓人が表草そしている色、

持?こ資・笈f立については違う色感交そもっている。
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165) 係長室生皐の訪問審議記録から克た在宅蕊髭者への

支媛状，兄

E在京大学大学渓E草学系研究科

O霊堂島徐子

札後医科大学衛生短J!jj大学部道雪遊学科

出回-llJl

<F評論〉

主力事的な支援を~関するためには、支援者の業務重量 iこ見合っ

た巡iE人員総鐙を行うことが必姿である。しかしながも、係

長室綴の滋正人民記霞iこ~ずる研究lま未だ不充分であるのがき起

状である。そこで今回、係長室長華が乏人とその家族iこ笑絡した

文芸愛に悠点を3て、その塁義的?君主霊にさまづく評俸のための方法

主義の篠築を試みた。すなわち、訪問審怒記録〈以下記録と絡す)

を資料として保長主総の業務長設を把援し、その関逮妥Eilの一銭

について分析を行ったので報告したい。

〈対象と方法>

対象は、札絞市A保健所i二勤務する保長室長罰が、 1988年1M

21 Bかも1991年10.Fl25Bまでに管室室主主主義の老人に対して行っ

た文章受状況を記章えした記録である。

保皇室長寿の支援状況の重量約把援方法'各記録ごとに、交後・主主

絡の対象81]1こ分童話・苦十数した〈以下「支援自主主jと呼ぶ)0![!!こ、

「支援回数」を支援内容別に総分類して計数した〈以下f支援滋j

と草子ぷ)。これらの分類i立会て、記録の紀終日ごとに行った。

このようにして、各~鋒ごと「支援回数jと ï3Z~霊祭jを3)(め、

比較・検討した。なお、記録によって支援認鉛!;i:14なるため、記

録を比較する擦にはf支援邸護士j及びf文芸塁数jを支援務総 iか

λ当f4ソーこると封 01:"<:>

くま吉祭と考察〉

本研究の対象として 8'h，が指i泌された。

各記録径の支援状況を重量的i二re獲し、比較・検討した給祭、
月平均支援回数lま「介護者が存夜しない」場合に22.4@]!月、

「配偶者のみjである核合l二3.O~4. 9@]!月、「銭Jないし?富ef品

者と娘Jである議合lこO.5~ 1. 5図/月の間lこ分布していた。伺様

i二月平均支援議を求めると、支援笈も介護者iJl]Iこ変動する悠

向が認められた。このことから、係長室綴による支援数I;i:i介護

者が設であるかJ!こよって決まる傾向があ号、保健綴の遜iE人

員記畿を行うよでき室主要な重喜怒になり得ることが示唆された。

次に支援方法jJlJIこみたところ、保健怒の支援のうちf伎の支

援者との遂終・議室査jが全体の48.5%をおめていた。係官室絡{立、

諮問活動以外iこも多くの薬務を遂行している。この状況下で

効5員約な支援を行うためには、係長霊長選にとってIf患の文変容と

の遂絡・認さ窒jが家主喜な手段の iつとなる。今窃の分析を透し

て、係長室綴のコーディネイターとしての役苦手jの遂行状況を浮

き綴りにすることができたといえる。

今@]把怒した係長室長選のま実務室設のデータをもとに、対象主主主誌

のE混在寺点における保健綴必至芸数を縫定してみた。その録、キL

俊市君主人笑怒認ままのデータを用いて、援助を必至芸とする対象

童文を捻計した。以上の結果、保健綴lま少なく見積もっても24.7

人〈渓定長の約2傍)が必妥という結果が得られた。

以上のように、訪問務遂記録のさ量的犯援の方法務1;:、今後

係長室長選の遂iE人民記長受の検討に発援できる可古主主主を持つもの

である。同時に今回、訪問看護記録の夜交交料としての有効

性が示唆されたと考える。
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166) 女子大学生の人生設計に関する認王室

イ土塁審・結婚・苔児との関連についてー

捻本大学教育学部

。河野有紀

水上司月二子

熊本済生会務筏

捻ロ格子

女性の生き方が多様化している今B、様々な領

土或で自己実現を果たそうとする女性が増加してき

ている。そこで、女子大学生がどのような人生設

計をしているのか、また、自分の望む人生設計を

送るよでの障害をどのように予測し、どのような

不安や笥藤を持っているのか検討した。

対象ならびに方法

平成3年 10月78~ lOFl30日の期間i二、熊本大学

教育学部4年生女子 246名を対象として無記名質

問紙により調査した。回収率は 84‘郎、有効邸答

率{立 83.3当であったっ

総菜

将来の人生設計の選択は、結婚・出産後も仕王答

品数絞する「両立主~J 47.8も、仕事を一時中断する

f湾就事詩型J28.8首、 「毒事業主総型J13. I官、結婚

せずに仕事に王手念する「仕事志向裂J4.9もであっ

た。各裂共に姪緩・出iJfi..育児そ高く評1隠し、

rt士芸評志向型Jそ除き、自分の人生の中での結媛

tfj~. 育児の黍姿授は主主かったっ

自分の望む人生設計の笑茨j支については、人生

設計選択恕聞に宅f*な室長はみられず、 fできると

忍う Jが 50.郎、 「わからないが惑しいと思う J

が47.1弘、「できないと思う jが2.1もであった。自

分の望む人生設計が「実現できるJと考える理由

{立、すべての裂で、〈主体約実現〉が最も多かった

が、その具体的内容は、人生設計選択裂により違

いがあったっ 「難しL¥j と考える毛まの賎警の内容

も人生設計遂択製耳1]の違いが認められた r伝:芸評
志向型J!立、支{こく伝統的伎別役割分業銀)(66. 6 

U であったが、 f碍立主~J (立、く仕琴・脊児の湾

立顕著産>(43.5川、 f湾就殺.'5)IJ，立、く:湾絞殺fJ5J去を〉

(52.2宅)、 {立、〈経済的王室密>(58.3

引が最も多かった〉



167) 審議学生のgZ2尚一色iこ関する夜交

一塁義援金守i湾一色形足立について一

名寄屋大学E霊祭授続短綴大学部

。安芸裏喜孝子

子3葉大学愛護学窓1餐譲笑芸主E芳炎f室主撃センター

内混在宅

く g約〉

率菱重芝のi蓬択は、 g分が{可苦言であるかという g己

:iE霊童すなわちEi王支局一伎にとって不可欠の婆繁で

ある。 審議学生の土塾合浴、 すでにその入学致後の

やで震菱重芝遂択を迫られ、 ft!!の務王手滋を送っている

学生iこ比べて、 尽く撃菱重量への懇意審段F警に入るe 審

議学生の塁塁雲義的問一色彩足立について知ることはも

より看護士非主主のき是主主iこJlnした致事専活動を行うため

に有効である。

中E宝i立、 {認後章受と震建幾重量の二空室長まについて、 i弓

-{笠i翠自立・モラトリアム・写真詩完了・ i弓ー?主主主童文

の!lBつの{湾-{主総伎で尺震後成している。室~ I二、

段下i立、 ::t至宝の番号議室をさ率 iこして審議学主主に透した

f自主主潟一位地位テスト Jを問予をした。 令室主、 こ

のテストに選塁本約望室長男議gを加えて議室変し、 審議

古学生の撃菱重童約 i弓一色形成 i二塁5警撃を及iます喜さ[!lを考

察する。

く対雲裂と方法〉

立す塁塁 i立、 本学審議学科1.2.3年生 235名.

@jJ段差主 23 2. 有効@j答数 230である。

方法i立、 g王立i湾-{生地位テスト(玄E走路認定尺

度} と選喜本約紫筒i1iEl (選択をえ -lllI ~2j点王立) を

交問緩f去にでき建総した。 とたに密主主i弓-{主総{立テス

トを図二子分析し、 雲家tちされた[!l二子得点を各々の緩

f主君草書1]1こどと絞した。

くまき後〉

ふさ学生の g主主{湾ー伎に総係する 8[!l-子を縫Z乏し、

各々 、 震菱重芝の i苓-{宝i塞五支・{還後の専務完了{言書 1) 

. {怒f釜のそラトリアム・{箆{畿の主主費支.$議多還の主主童文

・毒装護霊のそラトリアム.{還後の毒主主詩完了(第 2) 

.主意図二子と命名した。

2.学年Jjlllこ密子得点の王手均{謹 Jこ脊怒さ査がみられ、

2富3学年で{飯{箆のそラトワアム・{髄緩の主主童文・惑星

淡の主主資支・議菱重量のそラトリアム[!l-子が溺くなる。

3.家族が病気をした終の審議緩草案， 筏父母の同窓.

入学E寺の希E塁塁塁手還などの j議後書季初では、 [!l二子得点

の平均{亙Lこ草寺怒号室がみられたa

168) 奉安言褒考会全生三 σ〉耳議議~段勺

多芸き主主釜支盈玉H芝CD-:5テオ'fi-

予定予言大学!2f空襲綬禁芸大学

。松喜子笑ごと 言霊祭スミ

者援数予ぎにとって、 $~主の悪霊祭約発遂のÌl!Ì絞を

分析することは護霊さな該~Iîのひとつである。そこ

で、 本校交では餐議室2をeH雲す学生の霊安芸喜怒芸達、

Eきさえの滋 lL や f患者への主筆致行委!iJ が 3 王Ff笥の古学受~

tさの中でどのような変化な巡っていくのかを考察

していく o

方法(1 )対象 1 88 9王手本学入学竺 10 

3名、 (2)Wl!'iをの内容 ①竺汚・ 5会擦の漆窓jに

ついて、 これは「夜祭をとりまくを議後への緩め J

などの 11項密{こ女せして怒抗があるかないかと、

怒?えを怒じる空宣言iについての議ヂto @悪霊祭{こ対

する怒主義について ③アイデンテイチイの発漆に

ついての溺王室。 この②③については下山(1986) 

による「草委棄さ米淡A:尺笈 j と iEl分の後立尺IlIJ

をfHl¥ 1.と。 ③参議・審議総{こ立せする見方・考え

nが入学さき初と比較して変化したかどうか、 変化
の内容、そのIltt綴についての務交。

( 3 )努至宝野草耳 CD③{診について 1才気 1(ni 1吉見百年

10湾、 2喜2邸内91王手 1f号、 2喜3[ij] 1992年 1Ao な

お、 Gについては祭 3@jH寺のみに鏡子fした。

総長ミと考察・ 2まず、 l 王手診(から 3主手次への撃還さ喜

怒芸警の変化をみるために悪霊祭米淡安尺号室の下{立?零

点の号室を分析してみた。 そのさ喜索、 i i:長定 j の終

点が手W~ま{こ土君主E し、 逆{こ「米主主 J f;箆認し察室哲j

「察室主 j の得点{ま草署笈{こ言語少していたが、 「意書予j

の得点はほとんど変!としていなかった。また、こ

の下{立得点、{綴愛媛}をもとに、 対象畿の号霊祭5任

決定のうFイブを卒1)霊去し、 1王手;丈と 3竿どたでの各タ

イプの室;1会をみてみると、 r i:主主主宇イブ Jが37.9

%1.Pち14.8%と1密会Eし、 r t受然守ヲイブ j が21.4 %から

17. r，;、 「米安自タイプ J が 13.6~から 11 骨 5% とやや主要

少しているが、 f患のずイブでなさ客約な浴室護{ま余り

みられない。 次{こ祭主主:こ立すする祭決言きの変化をみ

てみると、 怒告tを示す王翼g童文{ま手芸主主{こ減少してい

た。持(こ、 「注射・採血への字選 ~JJ J r緋?設への緩

fiJJJ 立、 l 王手次{こは 53.4%.49.5~ とほぼ半数の者カf

tまfえを示していたが、 3王手次{こは20.7完.6.9%と大

きくさ妥少していた金一方、 「522費や家絞の緩みや

心妻2詳の絡言葉約手になる J<:なさ芝わらず、 30芸以上

のものが何等かの認決を示していた。
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169) 安護教官による，長議会主主の主主議事l'ilIきの変

fとについて(第ヰ綴)

長特大古泣きま綴技術短話芸大さ泣き Olt聖子 炎綾子

ぎをさ爽喜三科大学主主祭投手持主室長芸大会 中 滋二子

千 f芸大法務護学部 内海 災

{設さき 1

2雪議数寄 i立.様々な慰霊室を含んでお昔、その研

究もまた多絞多主k~こ亙っている@今@I‘我々はそ

の中で愛護学生虫、殺も影響を交付るであろうと忍

われる鐙 5正案習に涼し若手の認さまを施行しその主主

突を検討した.

{裁きをブヲ後 i

対象:短詩耳大学 4こ在学する務護学生 1B 2名

さを縫星床実習喜昇給耳立後に eEil更さ想文を Eためて

非形式的、非主義王室釣アンケート草署交を行った.す

Jj:わち 5毎夜突習中におこった出来事を:

!)援しい》楽しい‘治決、 2)笈められ‘役立つ、

3) !2fjる. 戸売さう‘ 不安 4)悲しい、 手一い‘ イャ‘

5 )事j号去、勉強したいの 5'j'l aの笈翻綴で e 告に記

毅させた a

分析:各務第!績の&:委主務療を内容に従って‘ J~ [(i 

数 文学教を 3まえ 関係した人員~、対象となった

ヲおそ誌などを数後イとし弓 多変 i差解析の手法により、

務次実習務始前後の愛護会主主の意識緩急の変化を

宇多?討した@

{薬害笑]

1) B喜子分析によヲ考守護!zl子、ぎ苦を項 g鶴子、 H晃5

4芦aB喜子、文字数尽子、拒否E君子、 f吉l学5君子の 5

!zlニ子をiS却した@

2 )各会主の E百二子得点を入学務の会 i二裁き是認により

群5JfJ~ことこを交した.すなわち、滋浅草J;各!zl子得点の

平均銭を算出してまをの検定を行った@

3 )学校生活および言葉外活動害事においては、生徒会

活動のみの者一一一体烹系汚動のみの言語、 u立高校

一一ー公立高校出身の者 4こ有怒 2去を認めた。

4l家主主的 '.J V 7)レサポートにおいては、 3人家族

の者一一一巡父母のいずれかのいる者、5i'.・告告のい

る王寺一一いない迄などに有笈釜を認めた a

5 )家族あるいは友人に病気の経験のある者一一ーな

い泰 宏緩または叉努に E霊祭潟係建設がいる各一一一

いない者などにも有窓三査を認めた。
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170) 幸子該主主度{こ隠する者該学生のぎ~m

一学年による比較ー

校学門

学

専

大

務

開

閉

却

凶

器

短

時

ナ

誠

治

療

後

「ナ

出

向

。

f

匡

子

思

官

立
以
立
内
部
時
十

判

的

吋

郡

下

大

一
奈
川
一
氏
森
夜
間

受

〈

前

自

民

千

内海 i完

1. El約

審議学生の態度(こ関する窓2妥当正明かにする。

2. 方法

会 00の役務主三i壬ぞ>.{]立に幸子務妨(こ必要害な慾I!'G

r~ ElをE!EE記数lこより el答を求め 19rJl自に分類し

て質問託研{宇liXし、 ~l交学生 281 名を対象{こ愛

護態度ぞ雲寺Gf立まで記入させた。

3. 結果及び考察

回収主義 1年93、 2~手 92、 3年72忽の計257名

(91.5:0である。 e司王主主吉男さを回答UiiLの高いI:j(こ点

数{ヒして因子分好〈パリマックス回転)し第 4主因

子まで;白出した。 主寄与さ与は33.8~，である。

1 )をヨテの命名

5¥'1 1 e子は「思考力、知E号、;支tIJの工員gヵiiE

lこ r7[.芸号、 E月期決定室、 王寺だしなみ J の王耳目が賞、:こ

~H苛し去三ことからご能力・ i護 i宝因子 i と命名しれ。

第 2e子は「行動機敏没、冷静・浪芸~J の rJl Elが

疋:こ、 i i，jj~.守、 ;苦笑f生、 夕、いや !jJの攻Elが主主:こ

負荷し f 看護性行 ê子 i と命名した。言~3 因子{ま

「研究心、 自己評俗、 1震径f宝、iE澄J の工夏gが高

!主を示したことからと成長欲求問子i ど命名した。

第 4因子{ま「限努性、 社会後J が疋{こ、 「主主室主力

・気づき j が声、{こ負荷したことから["9:1人総係節

子 L ど会名した。

2)4 e't-における学年間の比車交

各学伎のお子得点の平均・!祭i狂信2歪ぞきまtちし分

散分好(こより比較した Fころ ;;#?e二子において 1

%の脊家主主が行めら η た。 すなわち、若議後lTe

子のうち 1i:手 i欠では「数実没、{.~ ~苧 j など t8 手応

ZE寝室ずる工電gの回答nf立が{氏ど、 r tT動機敏、 i告
祭 j党議j など看護殺の fT重力」このを毛皮{こ対しては必

要であると自主与している。 3年次では実習そ浅し

てき芋A、と怠われる怒号ぎに11ずる項目「お笑俗、 i主

将 j 害事の項 g がお !ji立~示し、 fT委主に隠する Jj伎

は緩い。 2 1'手 t欠も 3 年次と類似の傾向~寺そした。



171) i!芸等学校衛生審議科空三後のさまま重量完彩主主iこ

衡する議室主-4幸iこ草霊祭主霊2震についてー

熊本大学的E義務絞 01後荻 妻子三建デ

ゴヒ豆大学長寿安定 中ilJ 正泊三宅

熊本大学教育学部審議科 松阪 皇室子

水土暴 言審議

看護iま渓室、 大変喜ましい社会的状況におかれて

いる。 その援な中でも、 中学受の後提言で審議事選を

55し、 護霊等学校後i~主審議科{以下後i;薮と露告すこ

入学してくる生後:主主亭主手数多く存在する。彼女透

の学習による務i髪室史、 震霊祭さき、議の変化について知

る壌は孝之予雪上3霊祭な際懇である。 今回、 九千十i各祭

から fまさ撃に選んだ長話器 S授の 1~3浮き三 2164人(お安土

llil 答童文 2087) について警警交を多~b留し、 審議終:こだ

するイメージの学年遂行、 察室号車宝島薬害事:こ伴う変化

について分析した。 ミ議室をは雲空間級を警告送し回答し

てもらった。 葉主総l!ま王手主主 3王手 7 Fl 18~ 向王手 7Fl31 B 

である。

喜吉5震は、 学年遂行及び、 5寝室3ま室長棄により、 意襲

撃還に対する手守主宣告守なイメージの童話会{立後下する傾

向にあることは、 察官3等でま建5還を蕊授する土器産言語f

護主室撃を与えるとぎえる。 しかし、 努ま警の数a殺害事
については事~;:宣言守になっていくことから生徒遂は

学習につれてより多磁約(こ還まを襲撃菱をま定えるように

なるとも考えられる。

また入学憾の怒志が主主い2主主をほど餐言襲撃還に対す

るイメージiま手主主主的であり怨言霊長選という護霊祭を

5主の毅喜善として縫えている受径が多かった。

全体約傾向として、 i密殺さ主主をは審議毅に対し禽

定自立なイメージを持つものが多く、 OI!を考会げると

F怒れ J!こ69.4%r役会:こ必姿な J!こ96.2::と存在

し、 より終終:こ審議を後え後れていると雲える。

しかし、 イメージの中でも r!'l空襲達三霊長義 Jはほとん

どなく、31:t主:こ怒し、 g立できる悪霊祭のーっとい

う従え方が全体の70%以上の生徒iこ定怒していると

怒われる@

これらのことは、 お花らの言語審学生対室主の三簿登

とtt車交してもほぼ{弓じ意書5震を示していた。 議員襲撃菱

iこ対する怒主義は発途塁走長去によるとぎうよりも、 愛

護霊菱:こ対する純粋なイメージあるいは長室塁さによる

ものだと考えられ、 後i泰生徒がをま王手番舎であるから

議き喜怒裁が長まいとはいい緩いと怒われる。

28 第4会場第32群

172) 警護教育における審議滋設へのi包容参郊

の試み

字書弁喜義立短M大学

Oi!喜UJ成二子

近年、医書室主主繁華まと忍者*家族との rt警報の共

有Jの必婆f主が長会議されている。 J祭賓と ft誇幸まを

共有する j とは患者と罪皇室喜点やg若葉、審議去十習を

慈し合うことで、つまりは緩謬i選手皇への忍者参郊

の援効の必姿 f主を~している。アメリカではま去に

1952年以降殆どの文露去に慾答書き泌が~(されている

がg本ではまだその建念:及び笑霊長が定轡するに至

っていない。そこで今包、慾辰吉建習において学受

の震関する審議主塁手霊iこ慾容を参加させることを計

言語し、 3護主を言Ij卒後の怒容の反応及びきを喜霊前後の学

2主の怒5もからその交主主義、主霊霊童を検討した@

きをS主主護所は穫後葉5・llilt震実IB霊童までき事 2審議学科

2年生20名{結果釣iこさ詫施できた学生iま14名}を

対象とした。

怒苦言(怒人数14i';)の反応の喜平{認は一定の祭僚

懇談に議づいて教緊及乙文学生が 4設予審で祭儀した

。慾~.i雪i立言走路線には i名が f非常に脅定的 j反応、

を示したものの 13名iま戸怒いを長室せなく fどちら

とも蓄えない j 的反応だった e しかしさ宅総εt.後

iこは「察手舎に下電2宣告守J11名「鋒 2宣言~ J 2名と大き

く変化し怒容の関心授の潟さを{湾わせ怒主主著書泌が

慾蓄にとってプラスだったことを笑箆した。

学さ主lまき宅総古iHこは主患者参;/){Jの試みに対して20名

中18各が f:j建絡してみたい J r燦とも怒うが&:ii苦

笑絡してみたい j と慾主主を見せながら、反芸iir a 

i震がないJr不安Jr察、が蜜い j と否定的慾擦を示し

た。しかし爽施後l立案書草学生14名のうち 13名と殆

どの学生が f話し合って良かった j と誇定約言李徳

をした。

き室主老後の古学E主の怒jlからこの試みの教育的意霊祭

を滋還すると@意まま室主塁手塁の芸霊祭が深まる -r雲fg菱

怒号室は祭、容にき義喜重するためのプロセスであること

がき建怒出来たJ一号慾苦言参iJu'こより章受も透切な援
立ちにつながることが解る-fa分遂がしようとし

ていることが銭って笈え安心して援訪を遂められ

たJ-③怒餐・愛護者関係が災くなるー「怠蓄を

非警護するようで設いにくかったことが認し合いの

土器が持てたことで蓄え、その後祭.容と認しやすく

なった j ーであった。
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173) 北海道におげる老人看護数湾の実態毅

をき

礼綴医科大学衛生短期大空宇都看護学科

O深沢妥T

北海道大学医綴技続短潟大学部

荻野潔子

礼申晃子宮立声高等看護学校

坂倉恵美子

はじめに:新カリキュラムで独n.した老人看護学

の数驚の実慾を議査し知見書e1辱たので報告する。

I .対象と方法:道内の 3年課程 37校にアンケ

ートを依頼した。章司王室英語閣は平成 3 王手 9 Fl ~lO

月。立.結果及び考察:毘i収率81.1%。老人看護

学の担当者の年代、 30代41.1%、教員置きは平均

9年であった。侵害毒担当者は、号雪5霊教員が圧倒的

に多く、 f老人看護学事費議J90%、 f老人保健j

71. 9 %、 f老人喜善床雲まま菱J，土数災41.2%、審議

長選33.3%、医師23.5%である。 3教科ともま文鼠が

鐙当している学授が 3校、非常勤務的が 2絞であ

った。審議緩言言及び係霊童i立、指定緩剣巡りのE寺際i

で行っているが、老人臨床務議では時間の壊滅が

あり、施設見学毒事を行っている e 5言霊まは 8'Jの学

校が成人・老人看護主主習として行っているが4絞

は笑潔のg釣を区別していた。考人宅まま護笑習を独

立させていない理由は、実習病院の入院患者の約

7言識が 65才以上であるとと、王室切なき建習施設が

f辱られにくい ζ とであった。実習の目的として老

人の生活歴、家族への援助、老人看護の役蓄IJを学

ぶが独立校に多く、 ~F独立後では老人を総合的に

理解し看譲できるなどが特徴である。また 23校

の学校が老人綴祉施設を活用していた。考人者謬

技術では、f.lFi殻・コミュニケーション・食事への

援助を重要筏して教育している。対象の1Jll毒事では

、老人を知るために老人クラブなどで老人と触れ

合う機会をもうけたり‘視盟事党教材などを活用す

るなどの工夫をしている。おわりに 1.老人殺

護学の担当は主宰任の教員が多いが3教科目安非常

勤務綴に委ねている学校も 2校あった。 2.5宅t裂

は成人とー絡が 8~罰l であるが実習の g 的で区別し

ている.5悪習、見学などに老人福祉総設を広く活

F脅している学校もあ号、老人審議学芸事問の教員lif.

保が図菱重な渓状の中で、老人者護学を広い視点、で

学ばせようとしている。
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174) 中霞と日本における看護綴に立すする認
識のお途について

然主主大学教育学部心理課程

O李渓

熊本大学教育学部議議課程

木土暴言富喜

近年来、中箆も包本も共に議議委主務がさ霊視され

つつある。者義教育の制度等についても、社会的

;こ愛聖書な問題であることのまま主義が不十分であった

ことは南関とも大差はないようである。しかし、

社会制度が奨なる箇の審議長選や看護学生は看護畿

に対する認議iこも穏途があるのではないかと考え

られる。そこで今回看護磁を選択した動機、適性

感の可否との関係、審議の尋問後やイメージ、社

会的地位等について調査を災施した。対象{立中盤

と8本の看護録及び看護学生 418名に対し、質

問紙により議査し、分析を行った。

その結菜、審議識を選択した動機l立中慢の場合

f人に主主められてj が26.9%、 8;;1;:(立 f専門的技

術を身につける Jが47.2%と第一伎で奇箇燭に

手王室霊の差が認められた。それは両国の社会鋭皮の

途いに大きく関係しているのではないかと考えら

れる。次に、看護毒装の特性として必姿と考えられ

る項目については、中思{ま f笈任感J82.1%、日

本{ま f綴祭カJ68.1%で最も渇く， 将 ~nこ手王室設の

去をが認められる。看護の専門伎に喜唱し、必要な項

gとしてφE還は f注射j が最も多く. 85.9%をどき
め，次いで f診療の介劾窓学知識指導j

で径擦の一員として参加しているように見える。

これに対し、臼本の選雪Z塁線iま f身の包りの世話j

が79.3%で重量も多く窓容の霊童島幸相談相手

チーム腐の潟豊富 j とま完~.患者中心の立場に

たっていることが伺われる。審議総のイメーヅiこ

箆して、中国の看護嫁は fjE蕊な j の平均得点が

章受も渇く. 2.34である。日本は f愛労働j が2.23 

で第一伎となり，南国iこ綴妻子な主査が認められた。

又審議に長室性感を持つ人iまそうでない人よりもイ

メージ得点が溺かった。看護の議牲について、中

E震は日本より f看護に議している J と答えた人が

多かった。日本の学生 iま f分からないJ と~えた

人が多く，模索の段階にあることも主管えられる。

看護婦の社会地位に関し、南国{ま f[l芸くないj と

答えた人が援も多かった。



175) 二年寄IJ言葉程における基礎審議校舎詩の古学

習E望書喜 一文章Ai苦活から得たものー

答弁書芸立短滋大学

O森山後二子

本学 2年寄IJ~塁手霊の学生 i立、塁走に透審議議数事ぎを

受けており、更には喜喜和62王手より社会人入学寄せ授

な設けていることから、本怒号室においても例年定

員の約 1警IJ程度が准審議怒としての絞労緩車奏会有

している。このような状況から、 2年寄せ怒濯では

学生のE交官まのま塁塁舎を主主かした、主主5義的な教育方法

をJi.いだす工夫も必婆と考える。

そこで‘愛護技会吾妻立青での学史の技袋行動彩成

iこ友銀なおいた教授一学苦言主霊祭の中で、総合的学

習として、文章主主奈索令活祭した学習を行った@こ

の童文苦手釣ねらいは、 f差是轄の知滋・授幸喜の学習緩

霊長会主主事霊的に体系イとし、ま受ミ売しうる認知能力を身

iこつけさせる j というものである。この過程で行

った文絞探索から、学生が必姿とした文議文及び活

沼状況について綾討したので毅告する o

対室長及び方法

対象;本学 2年寄せ繁華霊 l王手とたさ主将名

方記長 6~7 名のグループ学習体番号;を怒号、 3主体

的産主燃は、 f体位・姿勢J，こ関する畿:n::で、言菜室霊

として f体f立が変後できる j 毛主学生iこ与えた。こ

れをき建援する擦に必姿な芦O~惑を畷 E震にし、知議室の

後i毒化をはかるというものである。学習は、 f文

議文祭し吋文献i反雪量吋文義主霊霊祭→審議iこ必姿な知E撃

の捻 t主→安{]~菱の移送イヒ→綴主主 J~Hこま受王更する s とい

う-1翠の5売れでrrった。
幸喜5薬及び考察;鉛畿の全警察{務状叡作成}に必婆

とした文露天手菱重!li!土、 53穆{のべ80議}であった。

この文案文の内容は、 き吾勾のさ芝年記をE室認するための

き事警察緩から、審議f支幸誌を言語践するにあたりその稼

務となる鉛議、重きには還ま議室受iこ関わる文案支毒事まで

多金支にわたるものであった a 学生はー遂の学習の

疲れから、空襲菱まの知義署長男の関遂をJi.いだし、技術

を行うまでに多くの知識を必要とすることを湾認

蒸している。学生が塁走に看護の知識を持つ綴合、

文章:Uきi'iHま絞習の知事還を湾夜認した号、体験を喜義

付けることとなり新たな気づきがあり、学童ぎの主E

がちをJi.た e しかし一方では、文献探索を怒り入

れた学習後援の雲尊重喜など今後の誤怒を残した。

176) 災滋等学校衛生老若怒撃手攻科卒業生の

喜造土器移動における特性

一開設後12年間の卒業生の就業務支持、ら

8書写学芸露苦言等学校 o WI河鏡子

子議室大学務言室等主苦言葉雪言霊祭主主孫究滋達率セン予

書室メ11淳子、 }fJ [コ奉還ま

〔はじめに]わが閣の議議長著不足は、いまや役

会問襲警にまでになっており、そのIffi留の一つに若

い翁議長惑の撃霊祭主ま審議の多毛筆{とと、それに伴う撃を主義

移動があげられている@これまで大学やま歪綴大学

率修学校についてはE葬祭生のi室長率譲受が行なわれ

意毛髪や撃義務移動の笑怒号事が紛らかになっているが

言語校総攻科については線変報告がなされていな".

今回、意主3義や尊重土器移動における筑後響攻科卒芸芝生

の特後を sJlらかにすることを図的に Ni筏絞務攻科

の全卒3送金の途監事審議後を行なった。

[li存究1nま]対象 N言語等学校尊王立科念寺~3送金

44H、銭安方主去:繁問是正怨霊霊法、 喜善3をi諮問:3fLJ;Ji;

3年llfl10Bから llfl31B、回収主事 :67.1%

議室芝壊尽:(工){窓人的感役一年令、後5]11、ま警護霊祭、

(2)就業状況(夜警塁走号、 務総ぜ務) 一喜重宝露 w 撃義{立、 撃h

F完彩怒、毒者5ま致、設後主主主、 (3j;，!記長造、{工j後手手中

入学動機、学後接持If:Ilさ卒、②卒業後一撃霊祭主主義室主事

[然条及び苦手警察](1)平均車u義務73.3%である。
全体の 7~認が護号室菱総(大半が務筏勤務)で、 100-500

5在の者有罪t'こ7;!jlj、 i3治体、堅議案法人.i護人の病院に

6~認が勤務している@本議後 3年間 L手続繁華客90% 以

上で、以後は急激に低下する@平均絡会審年令24.8

草委で， 統芸達喜容が塁走疑者に挙手窓Lこ低かった。 手足撃義務

での主主綴綴簡は平均3.4主である u 然続奨学会の霊童

務年践の大学il(3卒であり、これをき翠後4こi塁率達して

いると後察される a これは2革審喜怒の終数といわれ

ており、言寄後華字攻科にも問機の専寺役がままめられた

(2)30草委以上で75%の容が撃義務移動受緩験するが、

20議f¥::の老若緩務総絞喜容は65%と潟く、 i弓じ2主喜喜怒

でもil1li絞務攻科は、 5宣告育会系の学校とは移動パ'l

-ンが星雲なると幾察された。 (3)議議室ぎ:議について

は、移動霊堂は殺!撃義務総統芸互に比べて iEl立慾を?写

る j という工震設で得点が脊~にまE く、移動する撃

による奪還雪道慾畿の形成は綴待できない繋が示唆さ

れた。これは、路佼撃事王立科出身者の撃義務移動が撃手

門伎を滋めるよりも、長誘きやすさや魚沼の安定を

求める綴向にある芸さではないかとf霊祭された。
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177) 対人関係における対象の翠毒事
O学生の審議畿の分析から一一

室塁王室審議毒事門学校

。人見絡江

本校(3年言案程、 i学年16:?;)では、 f立す人弱

係における対象の王室毒事j をg約に、体塁会学苦言(3 

在~ 4 fヨのベーシックと l鈎 2Bのメイン)安行っ

ている。そして、笑苦言綴萄において、この体重量が

生かされるよう窓図的に孝史資できないものかと祭

索している。ここでは、 O学生の吉己や対象への

関心がどのように変化したのか検討したい。

〔方法)0学生の f審議緩j と f体重量学習記録j

をままにg己や対象への関心の変化や経過を分析

〔経過・総菜および考察〕

盤患よ Uさんの若穏を苦言に託然

筋線を訴えるむさんを前に、 fもうちょっと待

っててくださe'Jときい、審議室請が来るのを待つ

しかなかった。その5寺の愛言葉綴のUさんへの対応

から、不安でたまらない思いを受け止め、孤独怨

そ豪華滋できるスキンシップの大切さを学んだ。

設産三L 務手をミ童書孝でき妻子きになれて絡しい

今まで、どうして後んな思ったこと・感じたこ

とをぎわないんだろうと、安んなに立すして反慾iこ

:ilí:いものを抱いていたが、実 i立 E当分 13~号も 5全くそ

の人，-:正すし:ζ感じているものそ議わtJいように渓

してきたところがあることに気づいた。

皆んな色々な所で慾じ、色々な2替えを持ってい

て、ミ聖書事しようとすれば、そういう穏手iこ気づけ

るし、そのことが絡しいことに気づいた。

議麗J... Mさんの喜客室事を受け止められなかった
f誇11去まさを長率じながらも、 s分で受け入れてい
くしかないMさんの葛藤を受けよとめられず、次々

と退筏m毒事を進めてしまった。窓、者自身を受け止
め、見守っていく姿勢が大撃なのだと気づいた。

境悪ム ?さんの気持ちと共にありたい

f死にたいi と緩り返し言う Tdんに立すして、

fT さんが死にたいと ，Ft!!~ わないようにしなければ j

と、 Tさんの辛い気持ちをミ聖書事しようとせず、 s
分の粋に絞め込もうとしている良分に気づいた。

自分にこだわらず、幸喜手との総f奈の中で手さにある

ことで、必要とされる援助;こ気づくのではないかo

総係のやで13己を知り相手iこ関心をもち続けたい。

議壁土で穏手の苦務iこ五E然としつつ、審議童話の

お然な行童書と怒考の変化に感動している。受託2..

の体毅学資の壌で、認手をZ望解するという遜浸を

体験し、その自分に喜びを感じている。しかし、

議盈之、そしてムと悩み行動し、 f関係のやでの

対象の主主解Jを筒い絞けている。
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178) 綴床笑習における人間関係の学習

一怠革まとよい関係を祭きにくい学生の特徴一

怒弁!i:¥立笈潟大学芸喜一委譲学科

0牧野智蕊、吉村洋子、竹/上ケイ子

患者lこ伺知的な援助をrrうよで、 総退まとよい人
総関係を成立させておくことは愛妻さなことである。

そこで、 前僚の務室まで、後俊英革実習において学生

が患者とどの援な人間総係そ言語いているかを務3ま

した。その総主義「出会い・終予を見る段鍔J (一

段磁)、 f発S霊・拡大・深化しつつある段穏j ( 

二段階)、 fよい人間箆係の成立している主主箆j

{三三段路)に分類できた。今街、送、基?とよいtiilt系

を言葉きにくい学生の終震設をJ!るために、 前回務交

を行った学生 (47名)に対して、 存度3王手とえの軍事

床実習終了 E寺{平成 3~手 12 Jì) r会実習をi還して

人間関係について学んだことを実践できていると

感じるか否かJについて認3ました。そして、前回

の綴交で rt護士宝剣主主習最終日;こ怠王子との鎚係が一

・二段階にとどまっていた学生Jでさらに、 f会

3認室3を返して人間関係について学んだことを5走塁塁

できていないと慾じている学生j を患者とよい関

係を築きにくい学長とし、その学生の特徴を教員

からJ!た祭儀表をもとに分析したので報告する。

結系後七主翼苦笑習議終日で，号、表との関係がー

・二設絡にとどまっていた学生j は33名、 f::'!主笑

望ぎな返して人rdl~喜係について学んだことをき室長室で

きていないと感じている学生Jは7名であった。

そのうち ft豊後期笑三喜怒終臼でー・二段穏にとど
ま号、さ主体笑裂をi援しても学んだことを実践でき

ていないと総じている学生Jは6名であった。こ

の 6名の数E遣の寄手鎖ま誌をJ!るとコミュニケーショ

ン技術の特徴として f相手に自分の感じたことや

書室認しなければならないことをうまくま長愛できな

い必要喜なことを自約にそって飽きすすめられ

ないj r計磁したことを笑行させるためにはかな

ち教員の緩泌を葵すj と密分の思いを袋路できに

くいと祭{隠されていた。また、 f 感性が喜をい，綴

手ーの気持ちがくめないJと諸手の立場に立って額

く態度が不十分と評錨されているものもみられた。

審幾墓後知事菱・態度に関する特徴として、 r~喜わ

型を喜1'1儲ずる能力が弱い基礎知裁が弱いJ r 

おっとちしている， 自信なげでオドオドしているj

f務主霊的，緊張が強いj と祭儀されていた 3



179) 成人{老人}餐議笑蜜 iにおけるさ学生と

援、苦言との人際関係一学生の芦j透度とその総遂iZ;J子

火器三市立大学5芝生宇部総露塁審議蒋門学校

Oi笈a夕、仁子小慾ゃっ子 言iIE司祭デ
査ミ まずみ 累gまさ奈fi:

1.斉交g釣

古学主主な‘ 選まま撃のま守;畿に怨完11釣な主髪室主を書室供する

ために、 怒、容との郊でよい人罪主総係を成立させな

ければならない② しかし、 現代古学生の特建設として

コミュニケーションを不得手とするものが多く、

人罪詩露喜G奈は希薄イとしている@ また、 本授の古学生に

おいても、 コミュニケーションに女せして若手主室長義

をもつものが多く、 機えの慾絡があることが絞ら

かとなっている，

そこで今銀、 学生EHきが慾じる人衛関係の成立

に鰯する霊童蓄遺書奪三塁および爽鐙記録を分析、 検討し‘

ilJ j翠震とその喜喜怒8平について考察したe

il. 交交万さま

主主佼 2与さ主83名を対象;こ、 人餓関係の成立にflIl

する芸IJj翠f.if.や歪IJi蓬善寺薬草について慾緩額三笠:Hrったa

歪IJj護霊芝iこ隠しては学生のさ詳笈の記述内容を人飯

器喜係霊室長会を著書量ぎに r t話会い j、 「なじみまさめる j、

rf蓄務総係の兆し j、 「穏Ii.筏遂j、 rEi立j の

51'長予蓄に分室達し、 検討したa

また、 芸守主室長芝ゃぎ11遂隊長寿 iこ喜塁走塁する婆iz;J!ごつい

ては、 三塁習詑言葉の内容から検討した。

ITI. 長野交まさ主義

1) 5菜室長昇のき霊童ぎで 2j翠EHこ人医兵衛霊長が成立した

とさ5えている学生が45%と霊をも多く、 3遂おまで

に84%の学生が成立したと慾じている@

2 )人慾i関係成立の歪IJi霊径としては、 fお会いj、

「なじみをさめる j が22%、 r{霊験i関係の兆しJ、

「幸喜亙浅ま透j、 r ~き.lI.: J が 73% であったa

3 )怒号雪との関係を長さしく感じている古学生は 3慾

gまでに人衛関係の波立をき喜怒しており、 賓室主王室

がみられた。

ヰ j 人間関係成立の歪IJi透度が悠い学主主には、 「謬.

苦言とのEl擦が一主主していない j、 「自己認知がで

きていな Lリ、 「間霊霊祭決に停1~.すでの手段が未然

である j という綴向がみられた@

これらについて考察し殺をきする@

180) 慾 F王宮~m の対人関係が学生に及 iます心

主霊的~怒とその対処行塁手1) (第 4幸喜)

E塁立後霊安ffi広島総渓

O三後綾子

7ï;~手生省設後研修務究セン予ー

W~察後二子

臨床実習は多言iiEl守主J入問機係が姿王立されるが、

今gは笑官flcドの学生[弱志の対人容器{系4二焦点を当て、

次の忍約で議資した。 (1)対人関係4こ伴う車lji設が学

生に及iます心潔約喜多警警及び対悠行動の祭慾を望書ら

かにする. (2)京守護立の認知や対処行動と不安感情、

自毒事慾僚との関遂伎を絞らかにする。

{夜空芝方法13塁手授、穏の 2年 3年余計 208名4こ

号室長昇級留め毅き欝至宝で、災復における対人r*'li係の
事li毅と心耳霊長ヲ彩襲撃及びその対処行動を議室芝した e

さらに不安感緩や協等感僚と心書室約露三欝および対

処行動との関係をみた@対人土器産5は「カンフアレ

ンス場fiiiでのf患の考之さ主との関係 Ji後の学生とのー

gの関係 j である@

[総長さおよび考察;儀氏5建設における学生向志

の対人関係は86.4%と多くが符A約認知をし、 iE

の心号室約影響を受付f愛媛約対処行動をしている a

否定的認知でまえの心を宣言内影響を受けると 41.1%は

綴主義的対処行動そし言~~tこ前向ぎに怒り緩む反話、

滋土手数は潟径約・@]長撃的対処1T裏金をしている@

カンフアレンス主議室若では喜子定的事lJi毅が66.4%と

さ多く符定約率lji数を上筒っている。友人や翁毒事務の

紛で間愛霊祭主主をするという心王室約緊後手;慾におか

れた持、友人からの綴宅量的なサポートがないこと

はその状況を否定的に認知tさせている。

-8の対人際係では、ネ考定的事Iji数が93.4%と多

くiEの心理室約言語警撃を受 iす綴極的対処をしている。

i援に、喜子主主約期li数は 6.6~~ と少ないものの全てtJ(

負の心漆約害容警察を受 !t@]支霊的対処は65.百%と有3芝、

に多い e 学生;立総Ii.1こ支援し、復産主する浴室霊;こ前

向ぎに取り緩む反弱、徐容から依存されることに

負担を感じる紋況にもあり災後殺がみられる。

自薬事長室緩や不安感情と心号室的努饗や対処行動の

関係は、カンファレンス場おにおいて主主自室卒慾傍

詳の77.2%が、 また言語不安星空機鮮の 55.4%が主主の

心号室約彩撃撃を受け務緩約・@]室約対処をしている@

自室事長芸憶が低いか、不安が緩い学生は対人主義函を

否定的?こ受けとめ罪号室霊解決金力行駄に忍りにくい。
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181) 'lif~霊短大生の臨床実習における交流分析

時間の機造化分析

毛k回大学医療技術短長芸大学総理H霊学科

O松尾典子

千葉大学者護学部還まま霊祭銭研究指導センター

内海渓

交流分析，時間の鍛造化理議はます人関係のあ哲

方を時間の構造化 6妥索 Fひきこも哲 J， r儀礼

または儀式J，活動J，雑談J， rゲーム J

f 室I131: J で草寺 rl~ をどのように配分して過ごしてい

るかぞみるものである。 この 6芸霊祭より書竜王室用紙

を作成し，以下のように務室主，検討を行う。

包約

看護短大生の臨床実習における交流分析， u寺rril

の機進化を羽らかにする。

対象

秋田大学医療技術短期大学都看護学科学伎{短

大伎と路す)74名

方法

喜善登用紙(怒2護学生の人間関係書B霊)は祭rJI毛i'i

El 40とし，考iEl 'I喜IこS段階尺伎とする。議室塁は i

年次， 2 王手次のまま喜怒理1:護学~習終了時 lこ~Iít揺する。

主音楽と三苦言芸

短大生(1年次〉の節子主主将援のおい攻尽につ

いてみると， 言語 1因子祭主主主義慈因子， 童書2因子雑

談因子，第 3因子自問向学図子，第 41ZC子非活動

・長塁手LIZC子，第 51ZC子活動因子， i'.Ii 6因子慾者逃

避因子となる。

短大生(2年次〉のIZC子負荷笈のil1iい攻呂につ

いてみると，第 llZC子内海思考因子，主有 2因子活

動因子， 主苦 3宙子儀礼IZC子， 言書 412日子E塁、省主語怒悶

子， 5答5因子緋他的祭窃結成因子，第 61ZC予非量産

談因子となる。 2年次と i年次の各6因子の犯協

をみると， 2:$次第 i因子と 1年次第 1，穿i5， 

i'.Ii6鶴子iこ，な年次第 2因子と i年次第 2，誌 6，

m4凶子iこ， 2年次宣言 3因子と 1年次第 3， ~吉 4

8子 Iこ 2年次第 41ZC子と 1年次第 l因子にそれ

ぞれ紹泌がみられた。

さき短大主主は l年次災習では怒者採慈についで聖堂

主主約関係がil1iい傾向を示し 2王手次lま内iiii!A'.考に

ついで活動約関係が高い傾向を示した。これは 1

年次の表濁的関係から 2年次には内節約な関係へ

の変化があったと考えられる。

160 

182) を¥1石fiii.i草{こ肉すろお探潟，;1)立浪{ニワいて

Bs ff1大学病F完

こう fjl賢官久采

ヂヰミ大学否認学部会議守~if是正Jf究儲等七ンデー

約iRp号子

'l"ff足元年.カリキュラムの改正よリミ54?時限m
が 1i I 0 時間かり 1()ち弓略的{こ均綴された

ニの時!:;!の中て、学生均九、かにま布~~的な亥~をす

ることができるか、よれまで異常に指導者への燃

r'f(土大きいマ・5大学術的の銭導者{主導任. .液任の
f旨持管.年き~. f言議経験 i手1;t7二・ど j若マである よ

認のような 3違い l手、指導{二村する g~設にどの様{二

塁~i語;~ているのかを明らかにするため、耳l1主総床

;告4事をしている t量採管{こ対'-~定!fr. ~玄議 dffl 主主を fÍ

勺た

級交対立 s弘lL大学病院:2.¥主投(以下汚F定
1. :2と臣告す)、 lnJ大学F在学部時!l喜望tJ震専門学t完

投~以下.学校と E与す) 1:~?;灼た:2 0名の指

議告を i.tき:と Lた

筋交鈎tm:lCJ<) ~11 Fl 12B~1 り<) 1 

苦手 llfl308 

研究方法:校rmrJl:渋で t~ j .. i筆者グ}学生筏‘ m課
税. !H.l!!与を主主:lifと!..-.総設守i. 宇治号'1.指導r主

?授与決別、 ~tf. .主任耳'iOllt絞を行，た

t占5長

1.学生密W:、施設耳せでは病F完i 年お耳'1では三

りす代がぼく、{むの総j2‘年代に有eな差:!:認め

た 草~1在任時'1では ftーさな去はなかった

2 . t告と草笛H主.総J2別では病院 1.手数寄ijではヱ

o 才 1;;: が{氏~ . (むの姥設、年代に釘玄r;;lを認め

た f~ ~事経験 i手数別で it. 『年来おと害年以上と

~) ffi! (こ浅いを認めた 専務{壬耳11では有意な走はな

か勺た 年生~号'1 を中心にお滋観を見ろと.否定

fI守{こ受itとめているの{土 2りす itがβiく. f出1")l手

代とのお~j に浅いを ä-:!. めた ffi i三事、 32苦?に段1~て句

研修~)必要性や臼主的な 6/111$ の参加については.

-i I)、苦 OrItが絡綴的に史み.ヱ οすit'土必愛

tlを:-5とてはいるか!3:J:: (1守な:iilf 終 ~l 毛主加はう"のだ

っ丈?
『時，

3. i'l m!ろは、専任、兼任時'1 で釜~認め、殺{王殺

の方が妓く魚沼を!5とていたや
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183) 血圧・心治数の包内変動に関する検討

87.乞産科大学付属多摩永山病院

。河村加奈子

千葉大学看護学部

土産治義、会弁和子

認床において、心筋筏塞患者が入践した際、循環

動態を把握するひとつの指標として、心室護臨モニタ

ーとともに、綴回な邸EE測定が行われる。しかし退
院後は、生活行動の誌大に{半い心負荷カ<t繋大するに

もかかわらず、外来受診臼のみの磁思{穫を治療の白

安とするのが通常である。患者に対し各人に適した

生活指導を行うことは、退院後の生活に自信を拷た

せ、湾発作を予紡する意味において重姿であり、邸

圧の8内変動の特性を見透かしたよで、行動による

変動そ評倍してし、く必援があると量言えた。

そこで今沼、心筋梗議j患者の邸在、心.4m設の白内

変動を記録し検討した。

対象

N大学付属病院内科病様、iこ:急性心筋梗塞にて、入

院後、症状安定し、外来通段ゅの慾者10名

方法

撰者帯型忠正i議絞袋設(フクダ霊童子主詰P必630)を{使

F認して、邸臣、心強数を30分毎に記録、その結5誌を

解析装鐙〔フクダ電子AA200)を使関し解析した。
iシてど 箆3
キ口 コキミ

① 10O1J会伊jの24時間にわたる血IH夜、1(，強数の変

動を平均約にJil.ると、午前?吟から 8時にかけ起床

とともに上昇し日中は高値のまま持続、就w後徐々
に下降安定し午前 2B寺から 38寺にかけ薮低伎を示す0

4B等以降徐々に上昇の傾向に転じ、早朝 6B寺から起

床後の緩に移行していた。日中では食率、排港、歩

行などの動作によち、時iこ幸子しい上昇を来した。

② 薩綬5寺、安静E寺および日中最高値の抱1iの関係

をみると収縮紛庖在、，C;胡数においては、安努時ま

たは睡眠中のf疫の高低は日中最高緩またはその上界

の程度と、まの穏関をもって密接に関連しているこ

とが示された。心拾数についても向様のことが言え

たが、拡張期血症においては組閣はなかった。

③ 正常邸在者による夜勤に慾じた生活の→伊jでは、

23ff寺以降 6H寺までの夜勤言葉務の擦の血圧上昇は、日

中に比べ軽度で8t:tの陸綬E寺の血圧様、 s乙舘数は安

定しているが夜間覚醒終に比べ低値を示さなかった。

184) 盛lEE誼o主5寺のE畏E若返勤特性
東京女子盗科大学審議主主童話大学

O村正転浮ニ子、行広栄子、金沢トシ子、手写震lg草子

~浮怒ミ三子、河合予感子

壁H雪女子短潟大学

斎藤災

大量還はElを遜しではじめて外界 iこ存在するもの

を:iU蓄にま走みとることができる。そして外界のな

にか iこ注慾をむけようとする綴合， まずF耳目良を動

かして対象を援し.それをとらえて主主主草する。そ

の自主主霊のプロセスはある程度まで潟E誌の王室勤によ

って華霊祭できると人間工学の分野でいわれている。

また章受喜襲3建議中. 塁塁塁菱重立 は刻々と変化していく

j援護主および長霊祭の状況を綬察し，考え・状況やH訴

するプ百セスをたどっている。その中で餐遂容の

塁塁主主(;i:，在者の反応やi丈怒をとらえるを議きと自ら

の行動を綴ることによってE憲法する鈴きの扇1iを

陶器寺 iこ行っている。しかし.餐畿の分野で議室璽替

の行動を塁塁王事支警護語の総額からと a与えたを斉究 i孟少な

し、。

そこで今@]， 血圧 illtJJ主5寺の絞玉事長室霊会を気慾!R塁手

法〈アイ'7-< 'J レコーダ :iACE!fRやり ε泌;'Eし.

日良主主の数きかも邸圧倒:@Ii寺の主主主設のプロセスを明

らかにするための2霊長壁的磁究として本務究に絞り

総んだ。

後援護ぎ は1年寄IJに 1. 5;議総の霊革派災習を芝毒素があ

る密室菱学生(2年生) 2名と滋F転車童数年数 10年の

護者 2名とした。

災験再子員長は. アイマークレコーダのアイマーク

主義彰ユニットを芸実務し， 後幾重nこ合わせ警護主主した。

次 iこアイマ-7主義影ユニットを3実務した状態での

ぎIlEEifl.，1)'在行動 iこ後れるため 3-4@]ずつ言語怨した。

その後.途中エラーとなった包は渋いた 2留につ

いてその簡のアイマーケをどデオ iこ記録した。

分析1i訟は， i1Il EE 調~:@行動を i 自の行動 iこ綴分怒

し，各行動分類ごとに緩まま走塁数のパターンを毒事析

した。具体的には法筏務所と停留E寺区塁である。

その総菜， 1雪護学生 i立今行動を起こしている家

芸員 iこ喜塁走塁する場所を注筏する綴向が主主い。これに

対し審議容は，慾容の後殺を取り込むような緩まま

遂滋のパターンを示した。
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185) 自動llll圧計による飯沼数週IJ定において問

題そ生じた例の検討

千言語大学者笈学部長芸能代主義学務l1ia

O山内一史

近年、 mタンそ押すだけで血圧測定値や事長治数
が得られる怠動式の血圧計が主涜となりつつある。

これら自動血圧計は、測定{径が正しく得られたか

どうかを自動判別する後後そ備えており、必要iこ

応じてエラーメッセージを表示するが、その場合

笑擦にj京間について解明されることが少ない。今

回血圧謹IJ定の実習において、水銀鼠!.H十と自動指

式血圧計ならびに、すでに以前の事司王まによちその

説tl定{疫の精度の保誌されている同一仕様の自動血

圧計2台をfflいたところ、その-J=jの自動血圧計に

おいて、目隠拾数週4定lこエラーが発生するI9tlがみら

れた。そこで、この原因を明らかにする密約で、

自動血圧計と他の血圧計のiIlJii::i伎の平均鐙を比絞

検討したので報告する。主吉5誌は以下のi湿りであっ

た。1)被験者を、水銀血圧計による血圧測定{霞の

平均{僚に妥の無い2若手〈脈拍数泌定エラーを起こさ

なかった自動血圧計lこより計泌する47名 :a若手，エラ

ーを起こした自動lIll.JH十によ哲計illJずる46名:b若手〉

lこ分<t、水銀と奇数血圧計によるlIll.fEiIllii::il疫を比

べると、 i皮綴朔ならびに控日長l!1lともに脊主主な廷は

認められないため、両自動血圧計の性能Lこ喜ましい

ま霊の認められないことが再確認された。 2)a，b苦手

ともに、水銀鼠fEli十による謀tl定{穫と比較すると、

自動血圧計の方が収縮矧血圧において低い値を、

鉱張llJl血圧において高い{疫を取る{傾向が見られた。

特にb群では、その菱はJIS鏡格が容認する緩以下

ではあるものの脊主主差が認められた。 3)b群にお

いて、続ta測定エラーを起こした者 (8名〉の収縮

鰯血圧のMi:立、駁拾がilll定可能であった者 (38名〉
と比べて有意lこ低くかった。また、一方、拡張綴

血圧はほぼ等しい{疫を示した。 5)自動指式血圧計

では全ての被験者の照治測定が可能であり、 b君事中

で脈拍測定エラーを起こした者は、エラーそ起こ

さなかった者よりわずかに高い脈拍銭安とるもの

の、宅喜主主な王室はみられなかった。以上の結果よ号、

自動血圧計が校総婦と拡張郊のlIll.fEの照でIDH告数

をカウントする過程で、{獲が.iEしく週tlii::したかど

うかを自動判断するための十分な時間が得られな

たため、エラーが表示されたものと考えられる。
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186) 食Z葬祭夜による循環変数について

一食事者警成のちがいによる検討一

名古震市立大学病銭

Oe'9J11 晶子

千葉大学看護学部

土E室長毒事室、会弁和子

3霊行重bがF寺にE霊大な綴草署負荷をもたらすことは経

験的に古くから知られていたが、主主街の様穏に関す

る定盤的検討が行われるようになったのは比較的近

年のことである。この点iこ認しニ仁屋、斎藤らも幾つ

かの足立綴を幸誌をきしてきたが、食率構成の干克J点、からの

検討iまいまだ少ないようである。今包、食察機民主に

よる循環負荷の透いの検討を試みた。

[対象}長霊祭女性8名(平均年齢 31.3:主2.4章受)

{方法]

上旬ーも車検遂に、会慈善奪足立の主主なる 2穣鎮の食葱

をBを変えて摂取させ、食Z葬詰IJ、中、後の心拍数、

血圧、 PRPの変動を経詩的!こ検討した。

2.食率iま共!こ 700Kcalとし、平常食(とんかっ)

と低1量紡盗事審笈(たらちり銭)の21主穫とした。

3.被検者{立、 30分間主主役安静後、坐{立lこて食率を

会愛摂取し、食後90分間安静とした。

4. 心滋lSl l立主誇手書裂心霊童図 ~è銭号号て問主主主主的!こ記録し

7ニ。血圧は水銀血圧苦?をiiiい、食事中1;<5分主等、

室主義手雲寺 iま 10分毎に渋J~宣した。

〔ま吉祭および考察]

1. 心治委主i立食謬中、 平常食15.1こと 6.1、後月量目方言言

意書霊童食14.4ごと3.9bpmの章受大増加をきたし、 街革まに

羨を認めなかった。 しかし、低miiff方言芸春雪雲君主主i立食

後20分でま2苦手持の鑓に復したが、平常食では食後

90分まで回復せず明らかな援を認めた。

2.奴車窓期血圧は食葱中、平常食11.8こ主7.4、 低脂

肪盗事審侵食9.6土4.1mmぬ上昇し、共!こ食 後10分

以降食前安芸争終の鑓に怒した。

3. P R P 1草食泰中、平常食2.158.4土1.205. 1、低

miin方高糖質食2.023.8土457.2の章受大議加をきたし、
両者iこ差を認めなかった。しかし、後務妨窓糖質

食では食後20分で食言IJ安毒事時の鐙に復したが、平

常食iま支後40分以降であった。

以上より、食行動による PRPの繁滋負荷愛!ま、

平常食が後絡紡2罰事室鍵食に上とし、約50%負荷受が大

きいと授、われた。今後i立、会ミ喜善警戒も念頭!こおき食

謬f旨ミ撃していく必要があると主主われる。



187) 徐迭の援劾!こ鑓する検討{言語2認)…E手続

支援雲寺訟原の綴羨変動について

資家女子医科大学審護主登録大学 o tt村震予
千三重大学審議学部審議案銭絞交滋幸喜センヲー

土E室長宅章受 金子宇和子

お~~別手数!こ伴う綴漆食事寺 i立大きく遂げ緩いもので

ある。ヰ寺に夜総持下;童書寺i立主重大な祭街を詔蒸する惑が

ある。今回i立、吟去三疫の姦議会認を祭器系疾患患者の足立綴

!こ緩いて、さらに篠原詩循環変数の後穏を忽るため

のさ事後約検討として、特iこ翠級交獲得13f5塁の特徴!こ

認する後手言人の殺事蓄を後おした。

対室主および方法

長室常女子15名(平均年総23.7士3.2議)1こ 24~寺路ホル

タ一心霞き十を幸喜怒し、夕方から翌事長にかけての心滋

図 j変彩を絞終的 iこ分析し、また誇F~京湾には Eき議会l1il EE

き十で、努Fs宗務、き室後、5分後、10分後の4@]血圧j号jまきを行っ

た。務保条件i立以下の巡り設定した。(A)就床建守の徐

尿では、水分を多めにとりE皇室霊を慾じてもt己主在るだ

けま主後してから鈴家ずる。語FE震前後30分iまま2務とす

る。 (B) 翠室主党喜星雲寺では淡illi~事の行動をせず、そのま

まトイレ!こfすき務猿する。f;fJi塁後30分iま室主務とする。

(A)(B)滋著者の変動の後穏を比較後訴した。

五主事費および総議

(1) (A)での鋒liK雲寺心治委主1181.8土5.H告/分で、"ii2

毒事雲寺iこ上とし平均18.0土5.8袷/分の主盟主立がみられた。(B)

での1~F尿器寺心治委主 iま 88. 5:!:7. 3拾/分で、室主義争跨iこ上とし

平均24.3主7.4千台/分のま護主号、さらに縫怒中!こ上とすと平

均32.3:t6嘆き捻/分と事苦しく大であり、事務室霊祭鍔にお

ける徐E聖書寺の綴警護fl.努の大きさが伺えた。

(2) (A)での平均血圧の変動iま安静雲寺68.1士5.1mmH

Z、徐E員約73.217‘7mmHg、蜜後74.9土7.7mmHg、5分後72.

5士6.1mm討g、10分後70.9士6.9mm封gて“あった。 (B)て防!立、

f;FT京高Ii77.9士10.3mmHg、澄後74.7士宮 OmmHg、5分後74.0

士旦5mm均、10分後74.0士7.3問 Hgで、(A)とえ絞ずると、

前後において(B)の方が滋い綴向がみられた。

(3) (A)でのPRPの変動i草、安毒事雲寺5536.4士563‘9、後

録音Ii6572.従1019.7、号室後6802.0士宮12.0、5分後5936.1

土624.7、10分後5736.4士578.0であった。(B)では、排尿

釘6799.6士878.昔、護後57き2.4士号52.0、5分後6035.5土?ヨ

4.8、10分後5843.9士723.3で、(A)と比較すると、前鐙

において(B)の方が蕊い傾向がみられた。
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188) 議み著書j霊設の反応』二塁塁する審議告さ研究

-i;支援護雲位水畿の変化と絵絡・不安との総量喜一

若手Z語大学援療技術笈真芸大学部

Oニ後三まZ工、 言奇弁治子、 後IJi，fi義夫、 伊芸事務一

群潟県立滋主上大学校

t替水千代子

ニF3露大学毒まま菱雪主総務設さ建議研究千香港センタ

内海渓

{El 脅さi

主主々 は幸喜後 1Cじ入主主怒若まの卒者事事室主我t己表の誘

留である怒怒長霊祭のさ薬草芸を皮露霊童霊佼氷主務(以下SP

Lとする)を ffiいて言語三塁している a しかし、 SPLIこ

は鈎人援があ号、 長受忍や手絡を霊祭の芸霊童芝、幸喜後の

家主主きや治主翠・まさ霊童も Jさではないので綴々の主主例

を主義務に比較するのは忽緩である e そこで七主総持

殺や不安といった繋留と喜三重義介入との総量撃の議後

的資料を後る霞脅きで、 手落み禁日滋?こまtする反応と後

終終慾・不安との塁塁係について検討をfTった e

{方法]

対象はA6霊祭怒大翠き護学科 1-2年さ主で、認定

への主宰務fsj暮られたもの70名である e

f高み警官言語}こi之、 集号室昔'，]1芝草芸者支 Z.5m 1の皮下校

長すを行い、 その前後10分織の SP Llえび霊誤認の変

化と後終終笠 (YG栓絡を支笈)と不きた (5TH) との

塁塁係を検討した窃

{事喜 美をi

SPしの家主E寺豹変化を念総の平均鐙でみると、注

射言立は・4.0副総後で、 注射il[寄立に -5.10v、注射袴

iこは-9.20v、;主義す盗室長には “10.70vと念、数4こ絵伎

に後三?、注射後4分でぺ.Oovとなった， I!柔捻は没

去す蓄すは65@]蓄す後で、 主主去すil[穏に68@]、注射il[後;こ

は50@]と減少し、浅去す後4分で64@]となった。

STHと SPしとの塁塁遂では、 状況王手さをの言霊祭点綴

(討十 lSDJ;l.、ーと〉 は、市長霊祭 (丹念 15D)、在三得点、審手

作-15D以下)に比べてSPしが怒没後{匂を示した e

器官諮動揺!.if.との箆量撃では、 5TAIの議得点鮮は、 中

総若手、主主得点若手に比べて総数の滋援が綴惑であっ

たむ YGt主絡宅金宝主の各薬草愛5lijfこSTAIとSPしまたは統

治との塁塁係をみると、各議室さとも5THと SPしには

柊箆はみられなかった， Ii最拾と状況不安との関係

では、 D議室さにおいて蓄えの符総がみられた e

以上の籍条について若干の考委譲を加えて述ベる@
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189) 怒翁緩和法としての指圧の効系

~苦言渡・ホJレモン激怒4こ及iます影響~

鳥取大学医療技術短裏芸大学部

O%，ffi;l幸子大元経代山総莫笑吉井潔慾

長;fr)1Iまなみ笠木主主

室十灸.111圧・マッサージを行ってま葉7蓄を[1!ることは、

省くから東洋医学において行われていたが、その作用

絞殺については未だ切らかではない。自らの身体を佼っ

て、手怒に活沼できる怒毒事緩和の手だてとして指圧を

還ま鐙ケアに取り入れ、その効果を翁環・ホルモン動態

の倒産百から明らかにするために墓礎支援を試みた。

ホルモン霊主主主として、苦寄害発生のお援にはストレス

発生器寺4こ分泌されるアドレナザンを、祭実事効果の諮擦

にはさ主体4こ備わった嫁菜様物質と言われているβーエ

ンドルアィンの幾度を測定した。

成人長室渓女子14人4こ対して扇凝りを発生させるよ

うな負荷を与えた。実験群7入には負荷後10分間の

指圧を行い、対照若手7人4こは、負荷後10分間坐伎を

保持させた。①負荷前、②負荷後、③指圧後の3[i耳、

βーエンドルアィン，アドレナザンの漆&.を潟定した。

i奇E寺に緩みの長室交の変化. (以下、疹綴スコアとする)

を洩i定した。綴Z量動支さのf者援として深部体議・IfIlJE.

瞬、拾の変化も言語定した。

その結菜、 7ドレナリンは負荷4こより実験終・立すR老

若手共に上昇した。負荷後10分で、対照若手ではわずか

に上昇し、実幾重平では指圧により降下した。 βーエン

ドJレフィンは実験喜平・対照群共に、負荷前・後の変化

はなかったが、対照童手は負荷後10分で降下するのに

対し、実験霊平では指lf.後に上昇した。しかし、いずれ

も有意差はなかった。怒策スコ7:立、実験若手・対照群

共に、負荷4こより還ましく上昇した。対照裂では負荷後

1 0分で“少し軽快B に留まったが、 3霊験群では、 Hr

圧により勺まとんど軽快泊となり、主主瀦スコ 71こ脊3霊

登が認められた。深音苦体語1..1立、実験若手・対照君事で気持

による去をはなかったが、 3芝草実務ではf11AIこより上昇す

る{傾向がみられた。血圧、綴f郎こは宣告がなかった。

fij圧後のアドレナリンの減少、 βーエンドルフィン

の上昇、深部滋の上昇、手事実事スコアの減少は、 f量産の

効薬によるものと考えられる。主観的にも、指圧によっ

て手事務スコアが大きく減少した。道具を使用しない禿

翁緩和方法として、指圧は有効な巻護手段として活用

できると考える。
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190) 著書察予防局袋兵』こ箆する臨床的研究

{図的]

ーエ71ヲトとチエ7方-17トの経略的体lf.変化

名古媛大学医談技術主主麹大学部署まま護学科

O主主選照子 江絡美智子 入江晶子

縁語審予防沼の寝兵の効果を知るため、経時的な

体lf.変化を震iH在的に検討する。

{方法]

使用袋兵は、噴気裂エアマット(サンケン，持韓

三和化研:以下エアマットとする)と医療用マッ

トレス(チェッカーマットレス， PARA時OU持TBED 

繍:以下チェッカーマットとする)を渇い、主主毒素

若手A (やせ主~， ADL自立， 62才， 5語性) と披露金者

B (擦慾体柊，寝たきり， 86才，女役)に各々の

マットに仰詩人位と左側話人伎を各30分節保持させたs

体圧認定級位は、イ出脅部と大意王子書官とし、測定間

隔は各 l分間協で経詩的に自動計測した@総定義

震は従来の f体皮分布謹g定袋署むを改良小裂化し

たもので、圧力センサ25if習を10x10 cm2に均等富E

91Jして使用した e 実験時総は、 1991年10f:lである。

[総菜及び考察}

イ出管音Fの経詩的体庄変化では、被島章者A，B共

にエアマットの方が除lf.傾向があり、特に被験者

Aの徐圧傾向は綴毒事で、徐庄の分布状況において、

最大穂愛，総荷3霊，荷主主範密の減少が著明であっ

た。チェッカーマットでは主主験者Bの総荷主主が路

始時より徐41こ増加しており徐lf.傾向はみられな

かった。エアマットとチェッカーマットの穏支比

率は披露金者A，B共にチェッカーマットの15が高

かった。大言託子宮Fにおいても被験者A，B共にエ

アマットの方が徐lf.傾向がみられた。問機に、ヱ

アマットとチェッカ}マットの荷霊比率は被験者

A， B共にチェッカーマットの方が斎く、また、

チェッカーマットでは被験者Bの総荷重が際始時

よ号徐々に増加しており除EE傾向はみられなかっ

た。披露金者Aにおいて、チェッカーマットの総荷

重は除EE傾向安示すものの、最大荷主立は増加傾向

が達手明であった a また、他管部と大草王子宮Fの荷重

比率は雨被験者共iこ、いずれのマットでも大草王子

部の方が潟いことがわかった。

今回の結系から、エアマットの方が応カ緩和渓

霊長が大であるため、経草寺的な産主圧効3裂は体絡的な

去を主主}こ関わらず大であると考える a



言す

191) 春季語菱予務ベッドの考祭及び手手続投の検

山口大学芸霊祭主支争荷主芝草芸大学童話

O徳永草書生、 E程玲子、務署2員長子

千ま語大学理雪r~護学総務 2霊祭践研究緩主謀センター

)11 [コ学務、阪口被5号

心機外科においては、手続長室応の拡大 iこ伴い幸吉

室電動皇室が不安定で愛吉警な j慾者が多く、体f立変換が

一時禁止されることがある。そこで、透護主役、体

lfの分語文章主祭が李裂をきされているウレタンマットの

よに、室長議後と主義!5l:な後さを臣室SL渓示している市

長震のナースパットを緩み合わせ、援護霊予紡ベッド

(以後、改良ベッド〉を考蒸し、 133謬例 lこを芝潟

したま吉然、会資 iこ霧器雪の書室E主はなく災喜子な総裂を

得た。今Iilll立、改災ベッドと従来の綴後ベッド

(以後、!日ベッド〉の全身の体lf分布をき認定し、

改主主ベッドの害事長雪予紡に対する手n君主主を検討した。

く災後方法〉数量全容は 18童話から 21喜美の長室淡な女

子15名で、露呈言語笈がこと 10%以内を祭尊重裂、 十 11%

以上を5君主義復、 11%以下をやせ鐙とし、各 5名

ずっとした。

i日ベッド(終・アクリル渓の数きぶとん)と改

災ベッドをそれぞれリカバリーベッドのよ iこ管室き、

その上 iこ4c忽結]綴で総務綴をひいたシーツを敷い

た。主主草案者にレオタードを務湾させ、中災のま至憲章

憲章交査をきsIこf出管室事の脅突出認を合わせて事事基i佼で

!av在させた。体lf分布の言語主主は、手1j霊討のセンサ

ー(磁径12m引を皇室談議案交愛車率上におき、その務

分の衡さ霊を口ガーメイト DL 12001こ緩主義して言語定

した (g / cm2 を窃箆Dglこ全員事事)。

くまさ祭>11出管室若の終夜 i立改良ベッドでは 11.9:t 

3.3沼健在gで、!日ベッドの 20.3会 7.0m滋Hgに比べて

荷重量 iこ低かった CP<O.OOll。体lf分耳石において、

減ベット共 iこ F奇襲語録~大見送華客よ擦にかけて 30~ 45 

制 Hgの体圧がかかり、改良ベッドはこれらの体lf

よち俗営華客の体圧が全斜において主主かった。また

体重2話IJでみても改良ベッドは!日ベッドよりイ出管擦

の体lfは間後 iこ低かった。後立宣告告の体lfは改良ベ

ッド 30.1:t10.2縫鑓Ug、!日ベッド 35.3:t 8. 7包認IIgで、

改良ベッド l立体圧を李主主主している綴向がみられた

が、手ま慈愛はなかった。また鐙留の体lfl主改良ベ

ッド48.5:と13.3脇腹Ug、 IBベッド48.2:t13. 4m詔Ugで

脊慾妥はなかった。

192) シーツによる怒者移除勧作における熟

産章者・未熟綴者の比較主主きす-r綴手去による方法
についてー

愛媛祭立医療技{務ま主翼芸大学

0多量松貞子、塁手本否合子、鈴木ルワモ子、菅木光

子、 治自主登子

我々は、シーツを用いて行う怒者移動善寺、緩手と

逆手による怒りの安全i生・安楽設を検討している。

綴手動作は逆手に比べ、{蛮人によるぱらつきが大

きかった。そこで今回、議綴者・来安さま護者を対象

?こ、綴三子による方法と費主主査との鈎主主について検討

した。

〔方法〕後援怒、考(体重[47kg)をベ、yド(言語さ 65c露)

に軍人床させ、ベッドと平行に議いた同じ潟さのス

トレッチヤ側関を4人の糧援護まで移動した。被験者

は、経験5年以上の愛護主筆?名(以下主要長室筆者という)

本学3年言葉稜l学会S名{以下.米安長綴有者という)。滋

{乍は①怒号苦をベッドからストレッチャーへ手前Iこ

移動する{以下、長棄事!という)③慾害者をストレッチ

ャーからベッドへ向う{潟へ移動する(以下、綴持と

いう入被験者は‘怒容の鼓僚の容とし、 :t5事[1]方から

VTR 後彩を行い、動{乍解析システム (Vト60AB‘新

大震支務会):を用い‘分析した。後数毛主の言葉I実務、廃

車奪部省対額、王子el‘怒毒苦言守互支部{以下、上半身という)

の駄・イントを7・Bけして位鏡子害"を算出し動作所姿

時織、上半身数塁率、慾名前務部数E誌を主主めた。定書

室童図は、 :t5!完の上競ニ潔銭、 jこ腕三頭Iiii!発援脅主主

の3カ所の筋緩に電援を裟走塁し、三菱i!ii議官室留を宥終

にてt替綴繋 (A十621G、B*うを電);こ誘導‘記録した。

同善寺に子・サbトダ Eこ記録、多用途綴分塁塁(幻叩601GB

2ドう号室電)もこ滋きを露分後を繁tちした。

〔絡菜〕綴{乍fJi喜号待問iま‘ F綴苦1.1緊急車棄容1.8土O.

24秒、未熟ま章者1.54:とO.18秒、 宮綴千平2数量護者1.54

土0.18秒、未熟産豪華n.52:と0.22紗であった。数量挙

では、来費名義筆者においてパラツキが大きかったが

熱綴有者・未熟談者共にま買と認が、 また立すと三予言と

窓、考頭が類似していた。室主とE警の彰liiきでは、数綴

容は、動{乍開始ifH長から、緩やかな認を絡を、来

熱綴革まは、開始i[{去は-.e.下降し、その後穏やか

な蕊を播いていた。筋室霊E若手露分{鐙では、未熟絞容

が各主主の平均径が多く、また F綴喜IJで絞援受筋

f額符2で上競ニ荻主主が、 空主綴革まに比べ宥完まに多

かった。
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193) 入後怒者のストレス3こ隠するさ主総

ーその1.ストレス褒留の分析

.q:~露大学雲号室撃学部委譲祭走塁研究す言語審センター

OJl!rコ考察，!>RロE章第

総北大学医学部陀属病院

佐重喜永そ子

大阪~科大学総長塁病院

ffi.mft苦T
二子3翠県立衛生主主翼芸大学章子ま護学科

E主弁美千代

塁審研究の毘約

主言語~Iこ入践している怠者は、章者支Lの治主義のため

に、 入読書立までのさ主主きとは祭なった、約隠された

環境で過ごすことを余儀なくされている。懇翁ーに

よっては、このような潔墳の中でストレス状慾を

さ主じ、長選E費留復の際空警になる場合もあると考えら

れる。愛媛緩i之、このような状慾にある怠者の心

理還を十分に怒解したよで、援助・技術活動を fjつ

てゆくことが必重きである。

そこで本研究では、"入院患者のストレス"に

ついて、老若念的な検討を行ったうえで、入院兵器王手

が、 どの毛筆なストレスへの脅威に爆されているの

かについて、言奪三主主旨行ったので殺をきする@

襲警"入院怒遂のストレス"の老若念:衿総み

本研究では、ストレスを f脅威4こ立すする一つの

反応j と定義委する。この主主義では、 ラザルスのス

トレス認知の綴念をも含んで主主えている。不発表

では、究者護軍芝草誌のなかでどの畿な惑綴(環境愛1?Sl)

が、どの穏な状況にある入後患者に(億人妥協)

ストレスへの"脅威"として認知されるのか等に

ついて、事実念的に整澄・検討し、幸霊fきする。

E霊務室主対象および方後

認受対象は、国立の T大学~学部隊長義務院 (111

8床)， c大学医学部隊威主著書主(835床)，及び私立の
O 医科大学総属病院(1119床)の内科，外科若者綴に

入院するゑ者 328名である。

言語霊堂方法は、 ①入院慈善雪の背きそ(王手緩，性別な

ど...)及び②入続生活で起こると考えられるスト

レスに隠する霊空間38項目， について、 復己記童文に

よるアンケート之、回収時の協を取り務王室によち

行った。主主要をま完では主に②の分析結芸誌を述べる。

襲警務室愛車喜主義

38渓毘のストレス』こ関する設砲について、扇子

分析，多次元尺Iit構成主去によって、その愛l?Slを解

析した総主義、 1.著者主主の後殺の欠奴 2.家主主への関心

3.物釣・物翠約若君事室への不溺 4.緩語害状況の不安

5.8数の潟 E告の京事事，他などの受留を主主出するこ

とが出来た。これらの絡3震について発主主ずる。
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194) 入liJt怒、各のストレスに認するを金言す

ーその 2.入院忽者の背景との総量喜一

大阪医科大学隊長義務銭

06ヨ尻后子

二子渓大学看護護学音官雲まま室主主星雲務究翁塁率センター

JI!D:;孝言語， 級口被主意

E玄北大学医学部F隊長室薬草絞

佐藤永子

千葵祭主主童話主主主豆真芸大学者緩学科

主主弁美智代

童書研究のg的

章者綴で入院生活を送っている患者のストレスは、

書官発表でも報告するように、 いくつかの霊雲閣によ

って説明される。これらの愛国i)'、議、表銘々人に

どの後4こ影饗しているのかについては、入後態、考

の設かれている状況や、授、各のE護士主などによって

異なっている匂 B.Volicerらは、氏らによって既に

検討したHospitalStress Rating Scale(1975)を

路いて、外科・内科JlIJの入渓患者のストレスを比

絞し、診療科ごとにストレスの内容が災なること

を窃かにし、報告している(1977)。

本報告では、前委主袋で傍られた 8芸i!1?Slをさ基本』こ、

外科・内科JlIJ， 在籍主臼費支JlIJ， 主主JlIJ，王手重詰Eすなどの

入院J患者の脊笈JlIJIこよって起こるストレス状態の

よ重いについて、比較・検討を行った。

襲警言語変方法および対象

義憲宝主主主義奈は、 顔立のT大学医学務附箆病院(111

6E転入 C大学医学部約疑事者銭 (83513転)，及び私立の

O医科大学的E義務続(l1l9}S在)の内科，外科書有害警に

入院する慾若手 328名である。

務室託方法は、①入需主怒若まの背景(年齢，性別，

入院経験，を後日数，言告書案科， YG俊絡を金支の傍絡

不安定l?Sl予のうち神主主交に関ずるもの)②入院生

活で起こると考えられるストレスに箆する霊堂開38

項目，について、自己記毅によるアンケートと、

回収時の関き取り言語笈により行った。

E還ま喜 主義

8妥協別にみると、首会主薬科)JIJでは内科の方が外

科よちもストレス状態は、やや溺い傾向を示した。

38空室長5項目の肉、 いくつかの毛震度で有意な主主はみ

られたが、 会議主的には霊会談科若手の援護毒事な主査はみら

れなかった。主主続日数加では、 4カ月以上の入liJt

怠者』こ、 4カ月以内の患者より溺いストレス状態

がみられた a 入院緩霊童JlIJでは、顕著事な主査はみられ

なかった。年露籍別では、若い者ほどストレス状慾

にあった。持豪華交の毛塁Iit)J日では、事字経交な者ほど

ストレス状慾にあった。

与えよの総長誌を言李総に報告する。



195) 入後慾者のストレスiこ対する対主主行霊会

-r仕方がないj慈雲蓄の7ントト綴室主よりー

渓北大学童三学務隊長雲筑後

O佐藤永子

千祭大学翠まま護学者手電苦言霊祭綴綴究f言語室主斉春季をント

JiI口孝室経， 長室ロ主立5尊

大級5室科大学俗芸義務絞

amnきチ
q:.~霊泉立衡さ主鐙真芸大学審言護学科

E支弁去を智代

霊霊研究の径約

害者践に入銭している五妻、還まは、 入警主主主主主で怒こる

主義々なストレスへの脅威Lこま立して、くあきらめ>

や<盗塁慾>などの主主蓄還を誇っているため、 ストレ

スにますしてかなち浴室率的な行動を示している a

ラザルスのストレス事実:念では、人間がストレス

完走露きに滋ったとき、 どの毛筆なまままき行露きをとるかも.

主主のストレス章表;念の愛撃さな佼鐙づけとしている。

主主はこの巡幸霊を、ストレスとして祭儀された内的，

外的な欲求さをま生怒するための、後予言約4こ変化する

認知約・ 11'歓喜主な努力であるとしている@

そこで本研究では、入需主主主主主で緩こると考えら

れる38緩怠のストレスについて、 f喜寿絞だから仕

方がないj という邸宅事項径を絞けることで、くあ

きらめ>ゃく主室長撃>の幾遂を会むf.号、愛慾審議の一室蓄

を祭り、 これにより入後怒還をのストレスに喜還する

さ喜怒約な資料そ争奪ることを 8脅さとした a

護審議重芝方法および対象

議議室支対委設は、 鐙立のT大学際学務総長塁率善後(111

6))転入 C大学軽三学務総長翠芸書籍言 (8351'記入 及び私立の

O縫科大学総喜義務後(1119，5夜}の肉料，外務;議事警に

入践する鐙，還す328名である。分析対委設となった

のは、そのうち笈路内容が王霊祭でき、かつ完会慰

霊さが終られた怒者259名である e

務室菱7主主主は、 ①入後袋、五まの移笈 (学芸誇， 主主jJti，

入需主棄霊験， 主E監Hヨ数， YG後絡宅金笈のき卒経笈の渓g
etc.)及び@入銭さ主義きで怒こるストレス;こ潔する

霊空間38議密について、ストレスの窓e.と伊tll1寺』こ、

f章者後だからf土7ぎがないj と，1昔、うかどうかについ

て、 自己記議室によるアンケートと、 @]J佼彦事の筒き

怒り言語室主iこより答えてもらった a

塁審総合 条

ストレスを感じている毛をほど f芸善隣だから仕方

がないj という窓毅は惑かった。重喜i?!ljJIJIこその釣

合をみると「符護者との喜善係J70.主主， r f患者から

の滋:sLJ73.3%が{土方がないと怒っていた. r 1資殺
の欠鈎JIま43.9%と、ストレス芸l!i?!lの中では長をも枚

方がない窓銭』之官まかったe 以上を言字幕惑に発表する。

196) 怒還のニードと繁祭主霊訪のズレl;t、なぜ主主じるのか

干し主義援科大学審?益三主主菜芸大学苦言還?を霊学持

u.Ji初予害容.:t:l~塁E王子.111皇霊祭災後雲寺子，松5霊童芝号乙.

Úl EB-~ 

くF字 書室>

愛護護者iま“.'!'.革まの幸吉5芝iこ言語った愛護"ということを念皇室に

緩いて審議後E訟を行っているはずである。しかし、務護者が

E塁審にとって良かれと，怒ってした行為が、むしろ怒芝ぎにとっ

て受認を与えているという経後i主主主して少なくない。こうし

たズレは、どのような撃さおで、またどのような議留で生じてく

るのであろうか。

今回、いくつかの務遂主義蕊について、窓審絡が怒いさ室くニ斗'

と、摩擦遂容jのそれとの笈災の宅金討をや，心とした警護室主そ行い、

怒予のま吉見を得たのでここに報告する。

く対象主主び方法〉

対象i立、滋f勾芸義務室護系長室コたの学主主158名、学会の室主務194名、

遂内芸芸大学総務iこ霊諸君蓄する選号室菱総59名である。

毒事変擦はま雲l!C名容認えとし、，!.還ま浴・警愛護者鍔の 2君愛実認を作

成した。.慾毛lfj君iま、等主主主の雲支擦の'I'で人容室豪華殺が彩る護まく以下

E主義容tlllこ、愛護老~!!l l玄学会の家族のやで入信主主主教がま苦い著3 ・

考会抜本人・芝草庶務室筆者〈以下毛愛護審{密O!こ慰霊5してもらった。

奪還交内容は、①予著書名雲寺著書名室長の後浅草寺ci)トAJ-んを持した

雲寺③鋒せつま寺霊長食欲不主義雲寺③す九どれこ{是ず終⑦不2長特の7

つの主義喜喜号をま霊~し、それぞれについて、怒察後UIこはその主義言語に

おける塁塁王ま議s(還ま愛護まにき塁立きしてももいたい渓怒〉を、また

棄をま養老雲;にはさ愛塁主渓s(三塁審lこさ霊長書したい宅義経)を、その後うも
E芝iこ従って記入しでももうこととした。

く事吉緊および考察〉

Iill絞筆宣i立学主主136名(86.0言〉、芸玄室芸119名(61.3覧〉、意号室霊毛f5i;d

く96.6主〉であった。

平均年齢i立学主主20.5録、芸家主菜42.8鋭、遠号室養護35.I葉支であった。

なお警察若手の平均毅淡主手数iま12.5"手であった。

①炎熱雲寺の対応については、いずれの務でも f俸を冷やすj

がき事l{立をぷめていたが、学金のうち 2~手主主・ 3 年主主で f長

Iilllこまきおるjが多く、 l年生.~語Eま愛護;i\f・還までは f毒事

棄さ続投与jや「器Z奪事を琴ぷjがIill:;蓄のよ伎にえられた。

o不5翠雲寺の対応については、 Eき‘毒fflJl;i:護霊E翠芸芝がほしい l計
上f立iこ挙げられていたのに対し、選護審議11立f不安の均三塁ぞ

塁塁く jがよf立にき葬げもれていた。

③食欲不さ霊峰の対応では、 2年主主・ 3等生.~芸家宅雪護者では

「食べやすくなる方訟をこζ炎するjがl{立であり、これはE急

務総と一致していた。しかしながら f祭ミ震にでもすすめるj

l立下設であり、 i慾i毛ま苦言jの1ill1l¥'との2を災がみもれた。

①.ØiまCur己主義 iìii、立警はCare~暴言言と分綴した。Cure~暴言5では、

ニードを充足させるためには、怒還まの芸主家 iこ反したことを~

護霊的喜三f撃のもとに行わなければえよ告ない。つまり、尋問畿とし

てのま君主設があるからこそ、慾毒まの欲求とのズレが主主じたと零

えられる。それに対してC忍問機苦言では、是主審の飲求の充足がそ菱

3もされるa慾若まは、還まま室長選iこf可もかのきっかけづくりの設さ詩を

茶話符していることについて、言翠畿を主主めるべきであろう。

審議容は、.'!'.電器の欲求を約害警に認さ塁しようとする主主笈と、

治療を災行するためのまDg議、またどのま愛立告さ翼sを後3をさせる
べきかという麹切な事j差万カの修得が必姿である。
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197) 愛護系短期大学における一般教育の

佼澄づけ 一物理護学を例としてー

重量母女子短期大学 O斎藤 菜、 a知邦治

看護系短期大学の新カリキュラムは、厚生省の

f指定線約改正』によって平成2年から告を行され、

本年度で完成年度を迎える。一方、平成3年7月、

文部省より『短期大学の設書記姦撃を一部改正する

を雪令3が発令され、カリキュラムの議由化、体系

的な教育慈愛の害警築など短期大学の鎖性化を促す

内容の条項が掲げられた。これと同時に、一室宣教

育、毒事門教育の区分が削除され、看護系笈真芸大学

の中で一章受教育科gがどのように佼設づけられて

いくのかは今後の大きな銀盤となっている e

主主々は、看護系短潟大学の一室貫教育科醤の位震

づけな、①f滋広い害者主義を身iこつけさせるもの、②

数遂とミ年内科目の境界領域で等門教育の出発点、と

なり、かっ時代のニーズlこ対応できるもの、③審

議蒋門教育の墓看護となり役立つもの、としてとら

えている e

このような考え方をベースに綴察した物務学の

カリキュラムの綴成について具体的に考えたい。

従楽の物実護学は、'd#主的なカ学および縫磁気寺会が

主体であったが、ここで綴祭したカリキユラムi立、

基本的なカ学、議磁気学、原子物理室学、心理物理

学などの基礎について学翠させ、議広い知識な身

につけさせることが第一の寝綴と考えている。 J欠

}こ、 これらの知事室を出発点として、 ヒト(さ主体)

と物理翠的な現象との関わり合いについて検討し、

特に解説j生理学、医局電子工学 (ME)、放射線

復学などの等r~墓縫教育科目の理霊祭を深めること

を第二のg緩としてとらえた，さらにここで傍ら

れた知識を等門教育科El (ボディメカニクス、主主

体計測、 ME綴著号の耳元扱いや安全など) ~こJt沼で

き得るようすることが第三の扇擦である念そして、

物理学が単なる公式の湾認や計算問題の祭き方lこ

終わることなく、学生が要量味を持ち、学習主主欲を

認められる科目であるよう配慮する必要がある。

しかし、ここで示したような新しい体系のカリ

キュラムを実施していくさ暴合、受蒸する学生の壁主

的重要量告が尚喜喜となる。すなわち、蕗授での号室数系

科怠の緩惨状況や翠解カによってき主主主の効系は大

きくさ己主まされることそ浅怒しなければならない令
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198) 経験と連総のかかわりー看護~~への

教育哲学的筏点一

聖母女子短期大学数授

O図悠邦治

書苦言護学教育において欠くことのできない磁床笑

習のあり方は、意雪笈教育者にとって字詰・に大きな研

究繁翼運である.

く実習〉をめぐっては、それが宝重要であるとの

語客室設は共有されているが、それの窓絞づけや、教

育過程における位箆づけをめぐっては各務教育界

内部にも様々な窓見があり、それが十分消{とされ

ていないために教育現場において少なからぬ1:$擦

が主主じることもある.

本発言誌では、 5定習く経験〉の人間学的分析を行

うことによって、学生の人照的かつ専門撃著者とし

ての成熟に資する経霊長とは{可かを考えてみたい.

く経験〉とは{可かについては、哲学史上もE重大

問題であり、アリストテレスから今日にJlJるまで

多くの哲学者の潟祭がある.本発表では、①アリ

ストテレス (B.C. 384-322)における、 r i還7llJ的

な奉納への知識J としてのく緩霊長〉の重姿性②ヘ

ーゲル(1770-1831) における、 く経験〉のもつ

く途上位> (疑い、主主主庁、§己批判など)③ゲー

レン(1904-)における、 く緩数〉のもつく決済

性〉とく活用性〉という 21l!j爵にふれてみたい@

最後に学生にみられる綴床茨場への不透応、挫

折、失敗などの経殺を前向さに受けとめて、人間

的成熟に毒事くものとするための一家として、 〈状

況への不透応〉とく状況からの自由〉というこつ

の筒から笑留〈経験〉とく王室議〉のかかわりにつ

いて考えてみたい.



199) 授縫~メディ 7 (コンピュ-:7・ VT豆)

iこ対する 4年最i看護大学主主の窓議

ゴヒ妥大学警護学部

O 禁~.!草子， 主李総 7 ミエ. j者又克子， 長谷JlI芳子

野々村手ミ子， 潟審雪怒さを子， ライダ-]霊長雪玲子

1. はじめに

審議数習における筏E章受富豪主主を用いての教育 i孟、

護士資効祭をあげるための一方法として広く行われ

ているが、 主主主経かも告をわれてきた緩急号におえて、

持今の絞殺事実塁塁の手差益さはコンピュータと絞後をま立

み会わせた童文苦手の司書老後を広げている。 そこで、

これらの孝義援にますし審後学会はどのような慈惑を

誇っているか、震喜怒号を行ったのぜ殺をきする。

2. 対象及び方法

会E患者幾系大学 11絞の各校半数の学生を対象

iこ学校宛{こ長女綴し、 回答はま罪主主i鐙々の努送による

方法で潟三塁を実施した。

7:.-ケートの内容は VTR、コンピュータの筏

F号室霊童章、 授繁 iこ{使F話することの霊童.!'t.怒皮コンピ

ュータザチラシーの2室長芝芸事を 15 ~露関にき立って額

資した。

3. 総長ミ及び考察

雲喜号室ままの喜三寺官室主699枚、 手寄交方自2客数560、 回i渓芸事

83.ぼであった。学会の平均年齢20.59走塁、 2.3写生

が多く、努子学生が3%をピさめていた。

1 ) V T R'ま95.5草、コンピュータは77%の学会が

使ったことがあると答えていた。

2 ) :i.な使い方 iまVTRでは努主主デ y キ66.8%カメ

ラ25.1覧であ宮、コンビュータはワープロ 38.8 

Z、 ゲーム草委 25.5葉、 3十害事後22.2富であった。

3 )これらの後認を授重量 iこ使F話することをさ学生は

者まねを譲渡的 iこさ芝， I:tとめている。 後室長 iこ佼汚した

主義会の学習慈悲えは両者とも約半数の学生が慾欲

約になるとしていた。

4 )コンビュータリテラ "'-1こ関しては、キ-;f.

ード操作は「見ながら大体スムーズ iこ打てる J

と fブラインドタァチ」を合わせて 43.8草、プロ

グラム作成のできるえ蓄が 15.9%おち、 コンピュー

タワチラシーはかなり進みつつある。

X 2 検定で 20歳以上の学生 i立20主義米露還の

学会よ号キーボードが軍事懇iこ(P<0.05)議く主義作

でき、遂に VT設は達まい人の方が言語く (P<O.Oll

様作できることがわかった。

200) 文童文から.!'tた f体毒素学習J授芸誌に
~する一考委主

g治E霊平等大学愛護究室級大学 O主主a i中
千ま葉大学審議学苦言 石弁トク

「体験学習J，立、務繁華交官干において広く滋り入

れられている方法であるが、そのJ:E議室は紛らかで

ない。そこで審議教育における f体重量学習j の笑

主主を籾らかにするために、 f体重量考会苦言j をテーマ

lこ掲げた文喜去をi反主義し、検討をおえた。

1.研究方銭

タイト }v、サブタイト }VIこ「体験学習j と掲げ
ているもので、務室主あるいは教育の対象が審議学

生であり、 JICSTによる文章主主主霊祭及び B:;;転密議室学

会祭主義・選霊童文字ぎ・月刊ナーシングの冬季建誌を元

に検索湾総だった文露支とした。 1981~199司王手で、

研究の緩塁きが紛らかな43文章支を分析の文守護まとした。

2.総菜及び考察

分析におたり「体重量学習jを、 r ，C;、葉室約体重完全詳
苦言j と f身体的体験学溜Jとの 2つiこ分室立した。

その終楽、 わ心霊霊的体験生詳苦言Jが12件、 「身体的

体験学望号Jが31終であった。
f 心意霊吉立体験学習 j の内容は、~l'撃のゲームを

汚いたグループ体験や心霊童?台後的体験であった。

これらのカワキュラムょのf立後付けは、カウンセ

リング・怒怒号雪渓などで、会緩やセミナーという

形慾で行われており、学生の自 E告書室怒、での努力百で

はなかった。グループ体験では f心室霊的綴主義j の

総鐙があり、心室喜幸子門家が千若君事したよで学生のEl

6慾恕による護主主君が，E，塁きであると考えられた。

f身体的体験学若手J，立、 「怒右寄・還ま言菱綴体験j

と見学などの f鰯接的な体験JIこ大lJlJできた。そ

の内容には、走塁務チューブの害者入、華客段、きH器、
皮下主主書すなどの学会iこ立すして身体的にも心室霊的 iこ

も後警護を伴う校舎~の祭主義が苦言まれていた。また 5至

上告n穫も多く奪還を告されており、学生の身体的心主望
的安全やプライパシーに対して十分な波長撃がされ

ているのか疑問が残った。これらの多くは、学生

iこ「議議j を与えることで5義者への「共慾jを学

ばせることを箆約としていた。マッケイは、学生

の尖E芸能力脅威iこは「批判的想、考の翠11綴jが必姿

であるとしている。これらの「体験学資Jが学生

の「共長芸能力」を育成したかについて、今回の文

言誌の中では紛らかにされていなかった。
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201) 成人暴言霊学授幾方法の工夫
ーゲーム毒事入を試みてー

蒸発大学医療鐙綴大学芸警告事

0:1主弁パック雪量子

高等教育における数警方法で最も多く佼われて

いる方法は、謬著書であろう，教授に立つ係として

は、決められた待問委主の枠内に、教授する内容を

いかに効系的かっ効率約におさめるか童置を悩ます

段りである.学生数が多い怒合、結果約Lこは繁華童

形式を葉支らざるをえなく、著書々の学生の至主務皮を

考長撃するゆとりもなく終務言式数となり.採点をし

ながら焦燥感を党えることすらある。

議室童形式i土、学習を助ける方法として効薬的な

のか否かe 今回.成人選号室護学のー単元にて、悶じ

学年を 2グループ(欝豪語グループとゲームグルー
プ)に分け、主事li;内容の喜多得度を上主絞したので報

告をする。

研究寄的:学生の理解をめける方法として、伝統

的な言葬祭形式は効果的な方法であるのか，受け身

き裂の総重量と能動的なゲーム方式では.学習内容の

金量得に楚があるのか苦言かを主主廷する.

仮設:議量産形式あるいはゲーム方式でも学生の愛

護学の金量得l!Hこ至宝はない@
研究対委員:愛護学科3年言葉程Lこを終する第2学年

98名(笑塁走毒事 50名，対照群 48名)， 
芸耳炎綴関:1991王手12.FJから1992年2月

続安苦労法:I求人選号室護学後f主主主i窓忍者の索後の
f撃手不全患者の愛護j の授芸誌を、学生を2グルー
プに分け、語審季語グループ(対然番手)には.従来巡

りの淡認をし、ゲームグループ(災後害事)には.

一切幾重量lま行わず、問じ内務をすべてゲームLこて

行なった。ゲームi土、アメリカのトレピアパース

ーを参考にし、ゲーム緩iまトレピアパースーを佼

沼し、 t話題内容は、研究者が考察した@ゲーム板
を箆んで、学会問~で問怒を読みあい答える方式
をとり、教員{研究者)はオブザーパーとして参

加した， a寺路は、濁グループ共、自 O分1コマを
2邸、言十 180分取った。雨グループ共、 1コマ

gの初めにプレテスト、 2コで<13の終わりにポス
トテスト.そして2ヶ月後に王寺テストを行なった g
結果:プレテストの平均正答率i土、 5葬祭グループ
では21.4%、ゲームグループでは、 18.3%，t-
検定により有意差はない (p>. 05) ，ポスト

テストの平均点は、言語暴露グループでは、 42%、ゲ
ームグループでは、 32.5%。涛テストの平均点は、
総務グループでは、 32.8%、ゲームグループでは

31.2%。プレとポストテストの怨人修得度の釜の
t-検定も、商若手間に有意2査はない@ポストテス
トと認テストの主主では、有窓羨あり (pく.∞1)，

考察:幾重量i主、一時約な知器量の金量得にi立後れてい
るが、知識の定義にあ、いては、ゲーム形式の方が

はるかに効条約であった@今後も、別な単元で同

じ災後を後み愛ねていく必重さがある@
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202) 務主要殺害事の検討

一一一アンケート r 務総の心に絞るぎ士宮fJ 

帝京大学市館長奇主主

O三fJlt木 曽I二子

T~喜大学祭皇室学吉号室~ ~霊安芸革研究お量産セ Y?-

内海 芸達

次世代のよさ走.護者を育てるのは，定3ま護者の教

干専に携わっている言語の大きな任務である.したが

って，教務する僚は予言に教育を受けている人たち

の反応や印象に心をき記り，教育内容を反省するこ

とが不可火である.そこで今聞は.索後宮還の教宵

における印象を 7Yケートを議して，手写王晃させ.

そのパター y よむま宇怨をまえみた.

〔対委主および方法]

対象 T大学長持 E宅建雪量霊長選 250名 g収数 180 

有効樹立主数 180 

方法.

1. EI己記入式のアンケートを笑施した.

2. 7 Yケートの f心に絞る教首 j に対する在主主主

を 33 のカテゴリーに分総し.悶子分析を行い.

8f'll子を抽出した.

。 3Zt詰された 5喜子得点をそれぞれの Jヌセ主主宇$11，こ

比較した@

{結論]

I)T大学病主主::IH整綴に「翌H童書道の心に残る教育 J

の主題主主を行った.

2 )カテゴリ-Jlljに録後すると，各年令君干において

それぞれ綴皮の主主~を認めた.

3)扇子分析により. j隙々の回答者にはー廷のパタ

- Y が認められた.

4)主主的されたお子 i土.書.霊祭皇室教務E自子，新人数

草寺磁子，毅絵鶴子，数宵@l長室E君子，学習5君子，投

手持修得扇子と命名するのが妥当と考える.

5 )問答者の箆設群Jjljでは，関子得点数の平均{誌に

あ、いて有:11!:去をがみられた.

治時需主同工臥仏両…山山巧‘
"!u!"吋‘珂4叫‘司 '-141.吋t.UiL吋‘"1'耳鳴吋a
i-1-1吋叫叫 L創刊吋刊吋叫吋叫吋
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203) 愛護紛の定穏に塁塁わる重差額

一私立大学索後の笑慾議室主一

昭和大学病院

O宅宇治緩そ子

千繁大学愛媛学まF雲ま言撃さ建設波多H言語草センター

室主だ淳子， I!I仁1='孝室長'

綴研究密約

当践ではiさ毒護者が年/:{主蓄郊の後{匂にある。 -15

で供給喜容は滋少の-i患をたどち、 著書発不足のさ菜室芸

が窃かである。事2状のままでは、愛護表選不足→的

事客約・務終的疲労→i塁奪還→務務委翠不足と、 諸事後号室

を毒薬ち返し、 宅まま菱重還の害護保がきわめて磁警警な状況

となる@このようななかで愛媛管遂においては、

念宮警告還の定着を慰ってゆくことが愛妻室主主務長室とし

て学げられる。

そこで不在斉交は、 さき践を草委中の愛媛言語のi暴露還に

宣言する怒雲還をさぐ号、 主主務?こ関わる霊童図を紛らか

にしてゆくことをg的として議室主・検討を行った。

量審議室整方法

議室空対象は、 S私立大学病設の還ま幾言語 351名，

送電量愛護綴 106名， 真!Jil霊会議 28名の合計485名，

回収費支は437， うち有効館空手数は 380 (有効

関空喜怒87%)であった。 務室愛15ままは、 自己記重宝によ

る管室まアンケートにより行った。

議室家内容は、 ①在護人綴室主 {玉手重義， 霊ci湾総幸子け 子

どもの符然， 長室率各学経， 出身賞きなど)③章子言襲撃警の

緩綴;こ箆わる芝草笛 (奪還務経整会;こ隠して 9項8，

奪還王室軽量絞ょの芝意書還に隠して 9竣 8，奪還務上の薬草

終に関して 8~露 8) について総重量し、主主遂に箆

わる芸者姿~について宅金討したお

霊童薬害 主義

ト f縁談窓志のある還まj はささ俸の 5言語。 r1M鋭鋒
豪語主意志のある者JIま2割に議選たなかったa

2.渓在 f務めたいj と窓、っている還まの畿会は δ紛

以上で、終にこのうち f愛緩撃還を選択したこと

に綴足j と怒じていながら f辞めたいj と思、っ

ている傘が約?言語もあり、 絞めて雲まま室長還の主主務

関塁塁の深刻さを夜、議還ささせられると共}二、今後の

改善警の余地が大きいことが示唆された e

3.餐懇警護事護憲完の窓志の有終と主主務3こ関わる言者芸書留

との鎚遂をみると、 f主量殺事議綴意志j との塁塁係

では、 乏に年齢， 室主務総書警， ~告主主蓄i:l iiまき音書号かミ5

か， ロールモデルの有祭，擦係還まの寝室を，夜数

回数希望の有然， jjlJなどに有主主重量がみられた e

f愛護奪還継続窓志j との関係では、教育脅さま，

務後奪還遂択勧告義， さき院選択鋭意義，主手絡の希望の

右主義jjq，意雪言襲撃議事遠鏡のための改警護自の内容に

有意客室査がみられた。

204) 筑波君主藍喜還の笈;{fi'こ隠する一考察
一私立大学病院の5喜怒災笠ー

E史家医科大学絞~

。豪華JIIs苦笑

予言語大学索後三詳密l~言言震災後研究f器等センター

主宰メIJ主主ぞj'-'1110浮き雲

くはじめに〉潟笈医療の愛者もを使命とする大学長有

害主においては、ま塁後霊堂かな季語広い審議J!と後衡を持

つ密室霊綴が不可欠である。しかし、当院では26

才米議の務愛媛が大学を占め、王手raH3 0名が入

れ努わるのが突然で、霊童約・ 3霊的iこ多くの鶴霊童号号

線えている。言葉釦jな審議長霊不足の中で人約盗塁率の

E室係i立感蓄量さを緩めてお号容室霊会議のま主務毒遣をよげ

る芸評が談窓となっている。さき彦主務愛媛の護主義売慾王宮、

のある革まはどれだけいるのか、又、毒事めたいとす

る潔践とそれに総わる塁~IZQ ，ま符かを紛らかにし、

定滋率そ潟める手芸きかりを終るg約で笑塁塁審警護まを

行った。

く方法>童書まま方法:笈協議王室~a霊法、対象 :T大学

綴鈴iこ撃ち務する夜資格者592名〈外来号告書室く〉

@l佼彩549名手ま効窃答者数47 0 (85.6昆〕

くま喜築>渓主義設での棄さま選霊童ii!;;{立、 4 : 6で絞めた

いとする季ぎが多かった。終iこ後者のうち rli喜重露警
の遂択したことに議議定しながら絞めたいJとする

者が7苦手!もおり、この潔怒(1)緊:念主主力〈支空手7れた。

護主義違慾;t;とを5姿おとの際主義で籾らかになったごE

ts.点、i立以下の長室哲である。1.議室絞慾石器i孟、王手議会
25-27;t 1こ手n撃に主主く、室主筆喜善53警では王寺室主・そ子綴
苦言 iこ潟く、外科系・小!Æ~長 iこ手n撃に立まく、学童~ . 

勤務総議ぎに孝子主家三査が認められた。 2.護士予寄望者援、

絡を語予定、雨量立の廃佼主主、・遅雲寺立の怒;:&;iJIJに芝きはな

かった。 2主主交と鋭校の出身客別にも2きはま夏、められ

なの、った。 3.;;事めたい後自の 60961ま労E議室護滋

iこ立せする不語審であり、終i二霊童金に立すしでは@:l喜容

の95%が不言語を示し緩ま議室霊志望1]1こ主査はなかった。

しかし、 f安手総主事J r~蓄浮き当 τj などにはま手島告別

勤務総悪霊iJlJに主査がま芝、められた。 4.否定効、皇室議室の

主主主~13l 1こ立せする不おは r%李めたいとする翁j にお

く、又、外草寺系におく、王寺絵、手綴苦IIIこ緩く、ま翠

談室霊ii!;;iJIJ、昔話譲別iこ手正霊主主査が認められた。

5. r本苦言葉主告のいない者JIこ「絞めたいjとする
おが7叡iで夜:滋iこ言者かった。
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206) 愛媛婦の章義務護者足に関する検討

一公立病践のさ走態言語ままから

本L宅建援科大学隊長義務院

Oi!審問重量美子
千3語大学看護学部看護笑銭研究指導センター

三草刈淳子， 111口孝霊長

E語研究目的

摩義務iこますする不溺廷は、 重量奪還，草草場移動に結び

つき、定着を{低める要因のーっとなる。 S公立大

学館長義務院の毒まま護婦の定着塁容は安定している。 し

かしそ手術部においては、毎年約114の看護綴が移動

し、手術業務に支僚を来している。

そこで本研究では、この問題を契機に S公立大

学館長義務院の看護婦の尊義務溺廷の実態を翻釜し、

綴人のE毒性・主主害警との箆遂について検討を行った

ので殺告する。

豊富務室主方法

議室ま対象は、地方都市にある S公立大学的緩病

院の看護綴471名で、回収数416，有効回答数347

(有効回答率83.4%)であった。議3差縮閣は、 1991年

5月 20~5月 27 臼のー遊間で、 言語安方法は、霊童鈎紙

による管苦霊法で行った。

調査内容は、①領人の箆性(年齢，主主JlI)，毒装佼，

教育背景，所長道部幸子など)②綴人の;慈雲菱(百日経に

泌する慈雲菱，宅ま後寝室主選択の勧告義， ロールモデルの

有祭，革審務のヨ苦笑感など)③Stampsの路発した毅

務満足の認定(奪還芸霊的地位， 審議総宇!l1iのf3警警，

Z事門事還としての自主章，毒ま畿管淫，医鰯・委譲綴の

関係，言雪言霊祭務，給料の 7構成愛き告を含む48項目

吾、一部修iEして使用した)である。

塁審絞 系

1.王手鈴Jl~では、 25~27 ， 31~33才に務足度が低

いW愛を示した。しかし、 25~36才までには有

為な援がみられなかったことから、この年代を

震にしたり型とも言える。

2.所鼠部委では、 rjj霊科 rrCUJ r特殊系若者

機j など、専門伎が明書室な領域4こ語道足度が高い

緩i匂がみられた。 r手術主主j の看護綴の溺足E更
は長をも低く、 童日書室移動が綴務策定}こ3重要な箆透

があることが示唆された。

3.首E訟にE還する主主裁では、 特』こ f苦手書号が返してい

ないj という本人の意識が、会ての喜l11tilの務JE

re:を低める原Itilとなっている。

4. r年齢J r，ij庁長義務審J r潟裁に隠する意書霊Jfこ

ついては、これまで行われた先行研究の結系と

向擦に、庫署務溺JEfこf3警蓄を及ぼす童書留として確

認された。さらに f戦位J r悪霊祭選択の動機j

も、草署務務廷と総量霊があることを示した。
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207) 一般大学・短大を卒業した看護学生に

関する考察

来京大学[歪:字:部F付属病院

Oiiil佼こずえ
守二楽大学看護学部;1:付偶者談実践研究指導センター

川口孝善寺，1{iメIJ淳子

くはじめに> 他の専門分野で大学教育を受け

た人達が看護WIこ参入してくることは，急速に拡

大・深化している看護にとって，歓迎すべき現象

である。そこで，その特性を知るために，看護学

校への入学状況と学生の窓設について調査した。

<研究方法> 質問紋留置法により，都内の看

護学校に，さJ施設禁:学年53IJ在学生数，一般大学

・短大卒業者の長所と短所を，又，当該在学生を

対象iζ '1J学生薬:出身大学・短大，看護学校及

び綴業についての意識等を認査した。

<結祭及び考察> 1)当該看護学生は[TI]答し

た44施設や30施設に 134名在学している。 2) 6 

筈IJが国公立学校におり，准看コースに約4答1]， レ

ギュラーコースiこ3害IJ在学する。 3)大学卒業者

は男性lζ有窓に多い。 4)出身学部は社会学系が

約 4部を占め位英米・国語， 2位福祉で営学

・宗教の学部出身者の増加が顕著である。 5)在

学生の王子均年鈴は29.9歳。 20代後半が士号えている

が穏広く分布し，高齢化が窺われる。 6)入学動

機は， 6寄せが「資格を取るためJr一生続けられ
る殺さ誌だからjを挙げており，性差は影響しない

(JI際位相関 0.92>07)看護学校の教育lζ立すして

は， 7劉が「設備・施設JIζ6割が f一般科自

の授業Jr課外活動・レクザエーションJ，ζ不満
を持つ r看護学校進学は誤りだったJ (329ぢ)， 
f大学・短大卒である為にやりにく Lリ (38%) 

は，殆どの項臼で有意iζ不満が高L、。 8)職業継

続三立法巴;Ii， 8答JJが定年まで働く ζ とを望んでおり，

30歳以上に有意におい (Pく 0.001)。 百)教釘i

側から見た一般大学・短大卒業者の長所は，明確

な目的意識・ ifijl、学留窓欲・理論的・指導力・協

調性があるさ手で，短所は， rプラ 4 ドが高L、j
f波長4を嫌うJrとけ ζまずに孤立するJ~撃であ
る。

<結論> 男女共に明確な目的で入学しており

?郎、機業継続意志と高い学習窓欲等は不足立す策{こ

も者護学生!こ刺激をもたらす函でも期待される。
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208) 悉;喜怒からみた i持続念認の~遂

Bjiiさからきz約まで

おw大学霊祭主支お7実室長芸大学部 宅t~芸学科

O 伊奈久恵 姦 EEii吉二子

i丘ft外科学が 5完治手足綴よち毒素塁手と i務E憲法をもっ

てまさま号、おZ護法が支寝室 t:去に発途し、 これに喜暴露

療法がhoわることによって縫乏したとするなら i三

銭郊の緩和初銭がその終怨にあたる。その鶴、審

議室妥は5宝級の室主督下で綴激震となって鈎吉、近代

タ主将空宇を支えてきた必姿不可決の滋援であったと

いえよう会そこで理完治から毅約までの審議議から

王子総とおrf;査のさき後 iこ彩霊安をあたえる総書ii設認に然、

去をあて、その変遷を潟室ました。

く級交方法〉

近代 82主さま議冬季子築指支の cゃから 7ff号{号完治23-

飽和 12空宇)および隊 W~科大学{す燦祭器u霊祭器認

ささ繋R立科において{吏F脅されていた数料襲安 2鈴(路

孝06王手}の計§官をよ号線続審議の記述内-gを検討

! .f-~ 
:.，.; 1":'。

くまさ祭>

番気勢ヲ(更蓄さ 2察})のうち 8~警は 2三銭ヲミ

{設は外入者緩華文 E認の事~jさであった。会会の後 32 で

:之、ミ予約言ii8・38の入浴を石?とするものやーアJ，

さ g の入浴を不吉?とし、その ~E告は渓 Z守宅宝章文化彩

筏せしむるためとあ号、 E主総消霊童効主義を算~i寺して

いた。号室号号‘怒然、喜[11務のある慾苦言の入浴の可否

は5主総iこ長男えとあるが、 塁塁手012王手3こ1Eると. これ

らのj忍苦ぎには全身浴欲せよとあ号、!感染二子i務iこな

終iこE重点がおかれていた。号と;おお伎の童文号扱いは

暴I!，毛. ß主総浴護霊・絞畿であり、ィ誇喜撃 3罰I!(ま:ti~走塁塁・

5手ゑ氷などの疫病、約聖子 iこはフふウルプリンケ J~

5ミ浴議{乏が古きされていたが、繁李登さと J慾言雪の耳~ì:夫

S~こよ号大ïE 6 ま手段:こはグロヲシヴヒ Eミ沃笈 γ 書室

決姿f去が多く 1'Tなわれるようになった。主主務{絡

会) (立、 内容と祭芸支持僚の毒1I阪であ号、 会塁手時事塁手

f設の理童話土・ 3実際の二子紡iこj主主主が払われていた。話E

ê. l緩や殺さ塁の安芸去は会怒とも茨 tt と余り~わ号な

かった窃心、flil釣援iJ)H土手続 4こ対する不安よりも!&:.

然への震ê~霊の必姿?主が 4 jj号iこ、 芸書士重l立明治23王手、

き霊祭(:t大iE14ままの擦のみに記述されていた o 大iE

6年後になると、j;i:i王¥':1こ{宇う議i言ii処鐙(努;先・ 2寒

波など)の ~2:i!Eがあ号、これらについて努事室する。

209) 毅 f責務護教育]j[ ~J 綴の;平穏をめぐって
一策京看護教警浅草E土手続王手芸芝生の動向議3まからー

埼玉県立綴主主主主媛大学

Oゑ聖子ヲィニ子

策京都立医療筏録i怒~Il大学

号号木E翼手

銭高裁判所ミ事務総長号

主奇弁妙子

告書和会室主E主審議毛主主斉交荻

JiI!議みどち

11議天笠医療主主主自大学

密室利子

わが留で社会的・主主主義約 lこ近代的考~. ~菱教育が総

長会ざれたのは第二次大殺後1:、 3H寺"事長苦手IJI.l芝のま女

苦言"と呼lまれた. 1947浮から 1948年にかけて念箆

各被Lこ新しいお毒事審議学践がまさ足した. 言護主宗務笈

室主震後築学設〈以下， を芝草e"存続〉はそのモデル絞

として GHQ公然衛生緩急上長号変懇談の潟森下iこ8

若手とセイルカを合問して総和211手:こスヲートした*

このさま2襲撃文章ぎ寝室1J夢見:こ学んだ姿たちがその教習を

どのを護:こ受tt1とめ、 その後の 82仁の務設と雲2i斐教

室ぎにどのような影響そ与たかを BJiらかにするため

卒奨金の動向議室芝そ行った.

くg約> 筏事芝生詳淡における殺害ぎが学生iこ与えた

影警察と特徴を王手議後の動向からさぐる.

く対怒と方法> 1990年 7!'L 筏撃を学践の王手芸還後

389名(1947浮から 1953年までこ雲寺笠竜撃を郵送し、

218名の@J答を得た. (磁波芸宗56%) 溺愛内容は

入学官官及びZ手議後の学堂室、 数段、 社会的活重注状況、

筏築学筏の教室ぎからうけた影響や感想、、 2支援の愛

護の状況に立すする主意見などである.

く総菜及び考察> 入学勤務:ま「技会ミこ役立つ仕

J が室主も多いが49%で半数以下， さ善後で:まちつ

いている勉強したい経渓宮古g立 j (まま王次

がiさむと増加し努主主2査があった e さ菜級学技のま文蓄

が主主:!gブ'j'(こ銃撃雲した82%， 認や:こ怒う 72%でま手次

完号、 f土ミ答の事著書華iJlJで2をはない. 卒議後95%のもの

が愛護絞:こま2き， 続土葬lま;湾設. 養護軍支苦言， 学校{楽

望室， 1果長室所のIi援に多かった. 議3霊終点で較にある

ものは1名 (56%).審議問{本の役・委員そ経験3

3%、ボランチア活動笑筏24%で社会的:こ活動した

ものが多い. 号義援及び主主会約活動泣き言滋の事言葉をおi
で主主なく，時代をおいた女径の生:!gJjを示しいる.
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210) 寄生後:Ú~整数苦手主主倉IJT拐の祭儀をめぐって
m2 季語.W:奈落?主義教務殺事五学校における走1~童数字干

の特徴と民主祭

緩和会臨床;&護学研究所 OJiIおみどり

E在京都支援綴校長在主主JIIJ大学 資木 俊二子

売をお裁判所事務総長号 車奇弁 妙子

埼玉条立衛生短奴大学

露支天堂医療短綴大学

く研究目的〉

桑野タイよ子

EIR 利子

長夕、数置さ後の占領下での策京議長室教育綾範学続の

教事干の特徴を切らかにし、その成梁を考察する@

く研究方法>

(j)当待の喜書資料を参堅手、し、教?寄の内容、待問数

などから、教育の特徴をうきぼりにする。

。卒業生の実慾綴査を通じて、当時の教育の成

昇ミを言宇儲する。

く研究結幾>

1 )綾級学反存立中のカリキュラムi立、再三の

変更をjもているが.各入学年次毎に共通している

ことは突習Z霊視の教育である。すなわち実習総i額

数{土、務主主ならびに院主主部門-88述、外来一 32;慰

(flIl和22年厚生省令)で、各学生f'}JIJの笑ミ望書寺街i数

l土、 1年生-l. 482時間(8時間後繁で 185 S) 

2年生-1. 775時間(問 221日) 3年生一1.775 

時間(向 237S )にのぼっている。

2) 1947年からは53年までの会卒ま量生のうち、

物放者、 長以外溺者雪之正主語、不務者そ霊長< 389名tこ

女せするアンケートお交(邸宅客数 218名，問答率一

56.0% )により、 当時のま史資で撃手警撃を5tけた項目

(後数邸主主) (立、 l{立が君主撃の2進本的な考え方
( 159;s-72.9 % ) 2位一策任感( 122名-56.0%

) 3位一総菜入としての!33主(88名-40.4% )で

あった。当誇の数管方針と f主主耳のき定習から JLて、

もっとも彩襲撃のありそうな看護きを践能力に関して

は、 19名-36.2%であった.

教育指導力(41名一 18.8% )研究的態度(36名

畑 16.5%)関際的視野(32名ぺ4.7%)リーターシッ

プ(22名叩l自.1%)管王霊能力(17名冊7.8% )等l立、

倒れも 20%以下の回答でハラツキが見られた。

く王寺言葉〉

東京看護教育後級学院の卒祭主主らは、現在のカ

リキェラムに比較して、穏当長時間のさ窪習を諜せ

られたため、在学中に一定の5主主主的カ愛を身 iこつ
けたと盟、われるが、彼女ら自身の評綴では、意~~整

5主主主能力よりもむしろ、その基礎となる遜畿の基
本的考え15の二万に、より多くの田容が主義中した@
言受任慾については、当時の隠しい完~~護ヒューマン

パワーの不足から、否応なしに潟資格支~~整合議と戸i

号事の途任を言葉せられたためと添う。撃霊祭的自立に

隠する問答の鼠さは、戦後初期の女子学生に共通

した窓蓄基とき震関係ではあるまい。

く参考文総>

1 ) Jill詮みどりつの議議教育史. 194ト 1954
草n宗務幾重史資校総学践で学んだ人々一③
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211) ヂ梁;尽における明治綴の共立病主主看護

ごf Wl大~:愛護学部総E語審議主主主主研究指導セン

ター O単品沢鏡子

明治 7:f:f.、渡部の公布とま寺をi湾じくして箆設さ

れた共rr.翁主主i立、 2年後には祭iこ移管され公立子

3支持寄綴として、およそ半t主主己を緩た後、大正12年

安rr.二子渓医科大学約際Zま続となった。

このE客室ljj誌の務主主の経絡や在霊能、受診怠君主、医

療関係者、とりわけ考務総係者の名称、ゃ銀総上の

位霞付け、役劉、 1ms主主菱総係者との認係はどのよ

うなものであったか、以後の変遂の起点を明らか

にするために議望ました o

会立病患主l主役念日展天支佐藤尚'pr~ 下のニ i法堂設

を初代務長として共立書写続続長If(第]-第7-463長

文) ，こ塗づき遂営されていたものと後測される。

i奇士克員IJ'pの2霊長号、薬局、等主務局の 3規則の存在

から 3緩滋のすlこ、またその 3組議室の補完とも考

えられる外来窓者診察主主翼iI、 E芯忍診察議員5、入liJt

鏡詰I! 、策~規員IJ の昔十 7 線量If lこ禁づく遂営である。

号号議関係者との総支芸家哀をみると、医局漢詩1)'p 

の 7・{旦シ入渓想、者ハ者護人ニ説示ス可シ者

務人Jf'(務向キニ主主窓シ・ i と2つの名称、で医書官の

室主祭下での存夜が後泌される。率務局議長4では、

f続添奉者奇人主主務病人ノ級料給料一選篠ニ収録ス

ヘシ;でi司じく 2つの名誌で、家族か、家族の緩

人と考えられる関係者の移夜が認められる。薬局

主完員IJにはなく、入総規則にはまま務審慈の原点を想

起させる f…等ハ…長寿者お人ニツキ者翁人一名ヲ

付ス J とあり、寄奇き主主主郎 (11攻毘〉ではその第一

iこ f薬局摂生害事ハ一切復員ノ命ニ努ク可カラス j

とあり、以下患者の入税金活iこ立すする心待漬窓で

養護者の役割関走塁項活 l立会くみられない。 5芸妓か

ら5ヶ月までの怠者数は 1315名、続宅建71授、事正チ設

は全治9196、3長治 6.496、死亡 2.296である。し

かし、年縁、?主刻、議索、入続・外来Zぜなどその

腎fまは不明である。

このように幸子護者については餐護人、務長寿人、

百fi芸者然人、認幸子毒者人の 4稔の命名でその存主Eと

汐i~雪〈病授、怒、若まの家族. Jj霊人)がf建設tされるが

性JJI)、役割、積1[1}喜係、総人数のいずれも不務態

であった。しかし、いずれの命名による警護者も

医書官の縫努下におかれ、その命の下にほ揮官の草義務

の…総を翁完していたのみと考えられる。



212) 言者支定員IJ・5害心得からみた幸子ま菱総の毒薬務の

変遂一公立千書室長言語主雲寺代(務治 9i手~大三10王手〉

千葉大学医学部総縁者寿喜E

o~n号奈子

ニ子書芸大学看護学務総潔

審議主主義主研究筏毒事センター

草書沢滋子

千三露大学医学務総渓病訟の言首長手である務治 7i手

綴殺の共立病後雲寺代;こは、愛護霊綴の考義務iこ認する

祭主主はない。続く月完治 9年から大lE10年の約半後

事己の公立総筏時代iこは、宅号室霊童議の還義務はどのよう

に変化するのだろうか。公立綴院総係資料のうち

雲毒気剣・言者心f与をや心iこ、審議管王室若手との関係で

宅金討してみる。

まず、病援の緩滋iま共立芸者続草寺ftl立、告室長号・ 3室

長5・奪事務局の 3級車議がや心である。ゑ立綴が拡大す

る公立病院E寺代lこも変イとはなく、意号ま室長請はいずれ

も蕊釘の指害事下にある。

宅まま菱重子として議主互に幾J1::を受けるのは、明治11

f手審議繁華塁審の f餐霊室長;であり、ミ建築主主より音量

祭される。!l!ia全勝の存者愛車基金設や処方言事の数量季で代

表されるように、l2f衡に近い草義務である。とえいで

奴治15年 f審議人iが笈定されるが、続言語変緩人

や緩務者等人と大遂なく、護主祭なものはfをされてい

ない。約20年後の司完治36年 f後緩言語J(立、言語a長を
沼し、 2主体幸霊会・霊祭主長のをぎミ翠・若宮兵器援の喜重ミ塁

・芸者Eまg誌の作成主事、 Z宣言言の毒義務のー若宮代行者と

しての章義務を扱うようになる。務議会議iこは餐幾人

iこ比べ 3倍近い議定項箆があり、努f泣から女性へ

の改正・愛護教育の銭始・ご子雲霊祭奪まま警告義務員1)のおj

z主〔明治42まわさ事から、養護主義への綴終が込めら
れていると考えられる。以後、一薮祭主義幾員IJのおlJ芝

(大lE4年)を後た大lE吉年の f毒号室菱総長 J(立、

表愛妻子rから透泌され、管護対象iこ審議童話芸葬習主主・

見習主主も方言え審議管王室iこ後し、 Eま書官や慾者への綴

若草は、 iまiま愛護会議に番号ねるようになる。

以上、審議長が議員として薬局・奪事務関係者の

設よりも先に議定され、害毒説内での後F良がある場

合li、務言葉綴iこはそれ稜銘力がなく、務治31年審

議事室習が関給され、審議長請の総力が向Jこすると、

審議長霊長は数民ではなく綴人や震署員として渓定さ

れ、森喜完i対での本長銀は低下するという翁1LiI!H系が

公立続続時代に成立すると考えられる。

213) 十五年戦争における鈎綴救護箆の笑慈

について-滋芳去最jの分析から

ilfl夜!大学術協鳥山高等事務護学校

01ねEBJ 1)子

千三芸大学看護さ宇部看護亥該研究梅毒事センター

務沢怒守三

はじめに

怨若手の毅持救護の活動は、号月治27王手の日清毅争

をまきめとし、明治33王手の:iti警察変、明治37王手の白露

戦争と続くが、いずれも毅場での後援者援lこはお

たっていない。~窓際約な救援活動:土、大1E4俸の

第一次没界大葉支がはじめてで、以後、昭和5浮の満

州多変、紹手012王手の臼中毅争、昭和16王手の太平洋毅

今と主主大した戦争L主総力単えとなり、多くの審議綴

が蕊接戦争iこ参加し、犠牲者も祭緩約4こ増加した

といわれるが、その1E援な数字や実態は紛らかで

ない。今回、昭和のとりわけ8中戦争以後の戦争

に参加した救護富良を中心iこ、どこで、いつ媛、どれ

だけの人が、何で死んでいったか，fi援労録jの分析

を滋して務らかにしたので穀倉する。

を持究方、法

使用した資料辺、1)む笠ラテま妻子努警護救護災 (8

本赤十字社 昭和32王手lUl18発行会388ページ)

2) ri議芳銭予告}綴i数獲f!ili著書 (8主主若手十字主主

昭和55王手3R発行金14ページ) 3)れまづつのあと

に(アントジニュナン数予言務交p}f 昭和42王手3月

発行)

高吉5是

認蕊項EHま下記の巡りである。 e

l、約言語習11救護王室人箆委主、死者4数、死亡率

2、子湾綴救護潔の死亡王手露言語IJ人数、比率、王手次JJIJ死

亡王手議会i)1]人数

3、殉警護救護霊ミの応D箆i)1]人数、上とE彦、王手次)iIJ応B

寝耳IJ人数

ヰ、窓外応召翁のrr.;召額百1]年次i)IJ入、比率

5、留外rr.;召容の応召E認定IJ死亡士告別人数、比察

8、売j緩ま文書室主主の死亡地i)1]人数、上七E字、年次号IJ応D

鼠月1I人数

7、箇タト応召言警の鐙外死亡地i)1]死f2Sli)IJ人数、比率

3、盟内死亡者{国外応Ð者.~室内応Ð者・務銭綴応

召若~íllJ)の死盟主IJ人数、上と等霊

号、 E設内死亡者(磁外応召者'~r対応召者・病筏鉛rê、

D1苦言1])の死f2Sl例年次号1]人数
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214) 援護志m!者募集広告に叉る，策主主，符章者帯主

主主主主数祭主庁の内務省免状産婆教育llIJ始時のさ起慾

二子3芸大学童まま霊学館

Oili苦手議みや子

明治 7年径約布透後，予定京府は東京府筑波にお

いて，従来営業者の教育と新規1lIJ~患者の教育(仮

免状産婆・本免状産婆)を路始するが，第一翼若生

を何時から， {可名を， どの毛筆にして入学させたの

か，第二怨生iま?そのき主主雲は窃かではなかった。

本研究では，東京府が明治 9年工 lJ'l29臼内

務省免主主主量婆教育の開始と産量室生葬祭』こ関する布

遂を行った後の，広告に隠する菜京府病院長長谷

川護きと菜京府知事者奪三主主援の往復文芸撃とさ芸際の遊

撃主主主事事祭広告の掲霊堂倹!をI1Jlかにし， それらを返し

てE在家府主善後澄婆教授所の内務省免状主霊祭の教育

関始姥の実態を明かにすることを試みる s

史料として策京都公文護宣言月号夜明治9年 .10 

4手段議去最， 内務省衛生局総務，東京日箆菜汚濁，ま完

深草育問，報知新開， 額聖子新潟，害事を湾いた。

E室JI(僚は， 1 1 J'l 2 9日の布途後， j三容)11蓄をの

撃さ綴lこより， 芸事室義〆切を 2J'l15Bとし， 主主義童数

授絞員自および教授綴自のさ主文を議寄せた内務省免状

主主皇室主主育開始の広告を 12J'l13Bよ号室ilJ'll

6 B，主でき十 5@]}器室主した。 その総長L，Z主廷に務た

ず，誇び長谷川護警の重喜諮iこより， 〆切日を 3J'l2

5日とし， 15名の追加募集広告を 3月工 6Bよ

りi弓25臼まで， 5 @Iにわたり掲議した a

その後，長谷)11霊長の要誇(写真 1)によ1J5J'l

3尽よち同 8Bまで 5@]， f5刃 15 Bより E量婆

教授を開始する。時間は午前 10 a寺より工 2a寺ま

で，従来開業の産主主で号車言葉を希望するものはお廃

してもよいj との広告を潟毅した(写真 2)0 

第一真夏生に擬して以ょの還まがI1Jlらかになった。

{明治 10時国議室奈)
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215) C r有給食系中滋年女役草署員の

蓄積約疲労控室伎と労働・臼手君主主主主

8 本赤十字看護大学 0加重要童子

ニF-~語大学毒~. ~護学部主主種差保長室学芸露E菱 重子 m~童美

(1. 目的}地方浅治体現業の給食系草署員は主に

中高年女伎で、労災の多い緩穫でもある。本研究

では35-64援の C子宮中高年女性翁王室長と非常勤 ~a

5善良(以下、百己務長)を取り上げ、その苦言緩的疲

労徴伎の特徴を、翁王霊長と露aH善員、及び草霊場別言電

王室長の内部比較と、事務草霊長・非常望書事務長との

外部比較を返して籾らかにすることを間的とした a

(n.方法]1.対象 C市中高年女役務理員477

名とおE善良113名。対照若手は同市中高年女役率務

事署員190名と赤字書勤毒事務長80名。

El記王立然記名の笈関紙による留鐙法でのZ主管言理主主

と笑土生溺まま。 3.i理主主内容;議綴的疲労役後イン

デックス (GFSI)と穀業・室長縫・生活・身体状況。

; 1988王手5月13臼~周年 6J'l 13 B • 

(1耳.結系]1.翁王室長の特徴;①GFSI8特性中訴

え塁手が25%以上の特設は、間後投疲労、1'2一重量的

疲労怒、1'5気力の減退のF震で 3特性 a ②CI'SI81項

13$訴え塁手が50%以上の境問は、 12.務起きた持

でも疲れを慾じることが多い、 59.よく扇がこる、

40.緩が痛い、 58.践が疲れるのj震で4項目だった。

2.震aH善良の特徴;①8特設中訴え喜容が25%以上の

特伎はなく、②81項目でも訴え塁手が50%以上の項

認はなかった。 3.言司王護員と重a>>善良の比較;①会

8狩伎は5%の有君主主去、 i叩①の3特性はi耳の存主主差、

②81宅資街中48項gと会体の平均f誌は5%の有主主髪、

1-②の4渓段ではO.∞l誕の有主主主主で務理室長の訴え

い。 1-①の3特性は保育所の1'5以外はさ在て25%以上

で、給食センターの1'6，1'2の芸事訴え主容が目立った。

②81宅実践では9項自に刊の有主主主去、 l司!②の4項gで

は40.だけに5%の有意差があり、会4墳gで給食セ

ンターは高添え塁手だった。

の比較;① 8特性では1'2が5%の有意皇室、1'6が0.1%

の有慈袋、②81境問中14項目は5認の存主主王室、 1-②

の4項段では12.だけが0.001%の有主主室長で務理長の

訴え塁手が高かった。 6.露目務員と非常勤事務長室の

比較;潟者共に訴え率が低く殆ど差はなかった。



216) 漁村における栄養.ii塁数・休号室務査につ

いて (2)一生活活動号室皮及び遂激突主主状況

ご子言案大学愛護学部基礎苦幸俊学幾度 O 中妻子蕊孝

主主 敏幸雪

聖子尻号室主主

1.はじめに

考人係長霊法による童霊祭霊会変データを事~)著した係

き室f喜怒システムを路発するための一環として、主主・

務災では、後援管王室LこZ重要とされている栄養・遂

護主・休養号事のさ喜怒を明らかにすることをお釣に、

喜多関係の漁村議gの童室長安診交受診者に主主して畿支

をfまった。

n.対委設と方法

ヱ主主再究の対象者;立、喜多潟県西伊玄関T及び笈茂キず

において、老人事長室霊法に姦づくを星陵霊会雪量な受診し

た住民1737人である e 産量E受診室主及び塁審宝まは1991年

8 J3 26B~31BIこ笑絡した。ま議変項 ïH之、ぎま交カ

ルテの主主宝差額gのイ章、 主主治活動強度、菜室霊訪・スポ

ーツの祭主主状況、争奪の痛み、カルテ記数以外の自

党議談、客員長雲行動等であったが、主主報告では、主主

主言語言動主主E芝、 i菱重吉・スポーツのさ察施状況等につい

て検討した。

m.籍条
1. 1 Bの歩行E寺硲は、 l湾問宗務の玉まが25.9

%、 1ll寺鑓 ~211寺韓基衆議が23.4% 、 2 草寺隠 ~4 湾

問米露還が23.6%、411寺間以上が25.0%であった。

2. 1自の内で立っている草寺路は、 21l寺鶴来言語

の革まが29.0%、 2 時間 ~6 草寺寝苦来言語が40.1%、 6 

5寺韓基 ~911寺総来絡が19.7% 、 9 il寺間以上is8.8% 

であった。

3. 18の内でカ住宅葬している柊箆i之、ほとん

どない容が40.6%、30分裂度が13.8%、1 H寺随喜重

度が13.9%、26寺路毛主主主 9.4%、 311寺鑓程度かそ

れ以上が20.1%であった。

4.走塁数・スポーツ等の亥絡状況は、童文歩・徒

歩での外出を祭主きしている考は23.4%、自転主義が

29.8%、比較的おだやな走塁動が10.8%、ややおだ

やな遂重力が11.9%、中毒重度の強さのき寺久遠芸誌が 3

.1%、土色絞約数きの滋しい草塁数が 3.2%であった。

5.走塁塁きの種類・強度から霊童霊会主主の尽安として

遂数点数奇換算したととろ、言喜善幸になるに従って、

逮動点数が蕗くなる僚向がみられた。

217) 漁村における栄姿・遂動・休遂について

(3 ) 一生m活動主主主芝と遂動ー

二子3雲大宅金委譲学苦手芸事選係長室学講座 O筏 きまき話

中野五孝

妻子fR.雅美

1. 事蓄言

老人気・丞法iこ墓づく{縫漆診交の籍条i孟塁塁字書所Ji.

がみられた受診者iこは有効に活用され王立系が得ら

れている 3 しかしながら、異常研究がみられなかっ

たき霊祭な受診変にまましては読書尽されているとはき

えず、往来の鐙援の保持増進?こまU{専に活恕してい

くかが長選愛霊会室撃を緩ま売していくよでの童生薬なさ菜室霊

である 2

そこで、 #;qi之さ主浴室ま渓チェックリストなどを

路発し、長室E霊言会変データをfiH喜した栄蓄を・遼滋-

t~ 号室などに潔ずる係長室指導システムミを量雪渓するた

めの一号室として3基礎的な言語遂を祭主義した@そのう

ち、主主幸震では g 常生活強き芝、住宅葬の蚤さと遼重h~霊

との5喜遂などについて幸まきする。

n. ;tf室長および方法
対象は1991年 8J3芸事関空芸E宝伊豆町および笈茂村

において笑3をした老人保縫訟に墓づく長霊祭診変を

受診した1737人の俊民である s 言議室まは書室E棄診室主受

診E寺』こ笑3きした 3 潟三豊茨g;之さ主ffiS寺路、 i翠霊訪の突

ささ状況、 も皇室霊行動、 長室長禁状怒などである s

著書なお、分寺?では rB常生活活動議室芝判定の密室と

表j を短いてき主主!;il寺間かる生活活動強度を岳若手lこ

判定した z また、 ?望室効点、委主とその換算の包安j

を渇いてi塁数の宅霊祭および議笈から遂塁務室をi筆致

点数として言宇治した 3 そして、白常生活残塁室、住

宅暮の棄さとi翠霊33室jこの塁塁遂などについて検討した s

m. 車喜男宅
1 .生活活動議室芝とi譲数愛との総支蓄をみると、生

活活重吉3主Z芝宜若手(q:程変)や滋若手{やや愛い)が

11l宇(祭い〉やlV群(重いこttして遂重力点数の

惑い衰の窓会が多い後i匂があった 9

2 *士宅事の玄さと遂互訪設との喜喜室撃をみると、 5号~

:ま仕者葬の霊[~、基まが華互い去に主として遂数点数が緩い

きの読会主E多い後{勾があった s

3.鐙E禁状態iこだする盆2.喜子穏と還動震との蕊E撃

をみると、五霊致点数の言言いきのt1J会は f浮き雲iこ災

いj が最も多く、 r，!まi選j、 「あまち良くないj 、

f芸者気をわずらっているj のj変であった s
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218) 成人女性における体綜紡率(水中体護

法)と肥満の評俗

長崎大学底療技術短期大学部

。西山久美子， i議問秀子，勝野久美子，

福山由美子，大塚健作

成人女性において，水中体Z霊法による体脂肪E事

例めと日常診療や検診に用いる肥満度，体格指

数，皮脂淳和との関連について検討した。

対象は水中体重減定希望のあった健康と思われ

る20緩-66歳の女性237名で，各年代別の対象者

数は20歳代82名， 30歳代73名， 40歳代45~ ， 50歳

以上37名である。身長，体重，身体局径図などの

計測と栄研式皮脂厚計にて皮下脂妨厚(皮脂厚)を

測定し肥満の判定iζ用いた。水中体重より求めた

身体密度を Brozekらの式に代入し体脂肪E与を算

出した。肥満の判定法に用いた擦慾体重法は，援

法，加藤法，徳永らの法 (BMI法)，松木の身長別

様準体重表(松;;j立法)，明治生命による

法)で，体格指数は Bodymass index (BMI)，皮脂

熔和は上腕部と肩甲骨下音sの和 2!点法 (3K2)で

ある。正常体霊えきの判定基準に肥満度90-110%，

BMI(ま20-25，SK 2 (ま20…55慨を用い， %FIま30

%以上を肥満とした。

各測定値の平均伎 (M土3D)は身長 156.72:5.6 

cm，体案53.8:と6.8kg，身体密度1.0388ごと0.0155，

% F 25.8二と 6.6丸肥満度は桂法106.2ごと 15.3%，加

藤法101.0:と12.6%，BMI法99.8二と13.0%，松木法

100.0:1:: 12.7%，羽生法99.8土12.4%，厚生法101.9

土 12.2%で， BMI22.0ゴ-2.9， SK 2 38.3土 12.3

mであった。 %Fと各部定僚との相関をみると肥

満度などとの相関係数は，厚生法0.61，後法，加

藤法， BMI法，松*法，羽生法， BMI， SK 2のい

ずれも 0.70前後であり正の相淘が得られた。各種

の肥満判定法による肥満者は %F64名，肥満度110

%以上では経法79名，加藤法47名， BMI法43名，

松木法38名，明生法39名，J!草生法47名， BMI25以

上27名， SK2 50臨以上40名であった。 %Fによ

る肥満者64名の各議妃潟判定法による肥満の頻

度をみると，往法が70.3%と最も高かったが，一

方非肥満を肥満と判定する率も 20.2%と最も高く

いずれの判定法が最も体脂肪蚤を反映するかは結

論づけられなかった。

178 

219) 肥満の評僚に関する研究

一水中体重量;去と近赤外線;去による

体路肪率の比較…

長婿大学涯療技術短綴大学部看護学科

Oi翁回秀子，西山久美子，務野久美子，

福山由美子，大塚健作

肥満を判定するには体脂肪量の測定が不可欠で

ある。最近，近赤外線、法制IR)による体路妨計が

開発され，その有用性をみる目的で水中体重法

(UWW)による体脂紡率(%F)との関係を検討し

た。さらに，日常的に使用されている皮下脂肪厚

(皮脂厚)から求める長綴i安による %Fとも比較

した。

対象者は男性的名，女性110名の言十150名であ

った。そのうち運動選手は76名，非運動選手は74

名であった。近赤外線法にはケット社製FITNESS

ANALYZER BFT-3000を用い，運動レベノレ経

(L)，中 (M)，重(初の 3段階でis.IJ定した。 N況に

よる測定値は逐動選手i立運動レベノレ廷，非運動選

手は Mの値を採用した。 UWWの%F(ま水中体重

の測定後から体密度を算出し， Brozekらの式iζ

代入して求めた。皮sei厚lま栄研式皮脂厚計を用い

た。すべての測定はいずれも照BIC行なった。

対象者の %Fの平均値はUWW男性10.8ごと4.3%，

女性21.4土5.2%，NIR男性10.5土3.2%，女性22.8

玄3.8%，長綴法男性12.7土2.7%，女性22.5:と5.3

%であった。会対象者における UWWとNIRの

測定値との閣には0.87と有意な正の相関があり，

悶様にじWWと長嶺法においても相関係数0.88で

あった。 UWWとNIR，またUWWと長嶺法によ

る測定値の平均値はいずれも近似値であり，平均

値の差iζ有主主主奈はなかった。さらに， NIRと長嶺

法による測定僚との閣には相関係数0.87で有意な

関係であった。荷法の測定伎の平均値の慈には有

意2査はみられなかった。

以上より， NIRから得られた測定伎はUWW

にほぼ近傍であり，また長嶺法の伎とも近かった。

UWWの測定には大がかりな装置が必芸きであり，

また，皮脂淳から %Fを求める方法での欠点を考

えると， NIR による測定は再現役が高く簡便性

.携帯性・被検者iζ立すする負担が少ないなどの利

点があり，臨床やフィーノレドにおける %Fの縫定

に有用な方法のひとつと窓、われる。



220) 翁護学生iこませする喫士重紡止教育の室主祭

帝京王子成短鈎大学

O 若者邸主115長二子

くはじめに〉

近年、 主主い女性の号室士霊祭主容の増加がf話機されて

いるが、 護まま霊学生にとっては、 本人の事!u菱の問皇室

という以上に、将来儀後数替の一裁をになう苦ぎと

して、 号室士重に関する知事室、 慾居室、 行動を遂切に形

成していくことがき霊姿であると忍われる@そのた

めに、 著まま護学生iこ喫幾防止致事ぎを行うことは、 霊堂

議室あることと考えられる@本研究では、審議短綴

大学生の喫t霊行動隊長霊祭僚を議室笠し、 その後、喫

士室長吉11ニ孝文章ぎを行った a そして、 その教育主主裂を非

警護士重苦雪と母護士重苦言とで比絞検討し、 理芝士重立寄i上童文軍事の

示唆を絞ることを包約とした。

く方法〉

対象i立、 宝章義語大学還まま護学科 2年生女子 121名で、

議運笈E寺塁塁;立、 1991 王手 4~51ヲで、 警霊的経による童書受

を喫士重防止数繁華霊前{務総テスト)、 童文務在室後

(il室後テスト)、童文章寄 6カ丹後{察後テスト) Iこ

笑B奮した@務総テストと察後テストは、間ーの内

容で、 本人の喫士重行動、 態度、 知識、 長警霊童の入の

喫士重行動、 霊童授を縁関した。 遅室後テストは、 本人

の号室士雲行動怒5雪、および授議室で印象の媛ったき誌分を

塁塁いた@

く幸吉祭および若宮繋〉

1. 喫士重行動塁塁走塁姿滋

喫綾子子愛告と総長室のある攻8は、 「友人の警護士重行

動J (pくo.01)、 rfj望組の人の非喫士重へのあい

まいな額千寺j、 f本人の奪還怒 4こ対する霊童笈j、

f本人の喫士重行動将来予言事1Jであった。

2. 警喜怒防止教育のrm主義
重主管 6ヶ丹後iこ変化があった務[31立、 手主母護士重苦言

の土曇合、 「大人の!;Ij牲の建築士撃に対する霊童皮j と将

来の本人の電護士重行動と容認主主があると革まえられる

f本人の喫緩行動将来予言事lJであった。また、知

事室の霊童間再選[31こ隠しては、 喫幾重まの土翠合ほとんど

変化がなかったが、 ~F 喫士重苦言の土議会、 多くの議包

で短言霊祭点、が上昇していたe

需繁士霊行動に関しては、 1ヶ月に 20;;$:以よ級う

芸まには委主事ぎによって変化がなかったが、 2 - 1 9 

本吸っていた答の 67%は芸事後テスト憾に警喜怒し

ておらず、 主主主義があったと考えられる@
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85判/122頁/定価1，100円(税込)
護技術

年間購読料17，600円(増刊号ヰ箇含む)

警警護高の鵜欝轄と庇むかお搾饗で建評議議器審護学錨専門諒

85申U/112頁/定価1，200円(税込)

年間購読料16，800円(増刊号i臨含む)

選挙響盤の騒掠と響麓@数帯警告む'9ぷ審欝離合欝

イ務E鰯忽勝算伊 85判/96貰/定価1，000円(税込)
Clinical Study 年間購読料15，000丹(増刊号2回含む)

番多額λナースと審襲撃学生のエース密度醸す各襲務学欝蕗

問問即時認 諮5申U/92頁/定価750円(税込)

護学生 年間購読料10，100円(増刊号i国含む)

警警護鐘試験曾鰭をめgす濃審藤学生のための学習@護費麓露

盟諸L;ZJZJr100円(税込)
鰯む1f.留の保鍵盤養護的n碍警告諜器オピエオン麓

@監修善久史麿(国立病院議療センタ一院祭〉

森凋泰彦{関東労災病院院長)

大圏真彦{お本大学教授)

坂元疋ー(東京女子監科大学教授〉

⑧A5司自j・1，536糞.Jニ製磁入
@定儲10;000向(税込)

@議著/聖路加額擦病院議議手旗委員会

eA5司自j・仁202資・上製

⑧定{蕊8，800円〈税込)

多密輸式的
品 者~102 東京都子代国区九段北3句会4 公(03)3263-7666 振替・ 3築家か 114708X子 !b.ll.7 D-"Jド傘傘



地球そして生命のために・.. 

幅鵠磁揚.

システムア
夕、イナスコープ3000システム

盟事輔33訪韓患者濫捜用装謹
08欄3300の心寵箇セントラルモニタシステムIel:.
テレメータで最前人までの崎腕織に監視で (新規格対応〉蹴番号紛1770
さまる慾者監視装露です。不整2尿検出や8Tレベルの
計測など最新の機能主主装備し，緩快なタッチキ…操

作でおとなえます。

争タッチスクツーンキー主主情で震霊祭なj築作。

@受f~モジューjレ (WE-3ll);を追加すれば2人・4人・5

人と怒号室監筏人数が拡主主でできます。

e 不警護軍吉検出後書Eを官蓄え，不き護係発~跨のアラーム­

VPC発笠数の表示・トレンドグラフ表示が可能で

す。

務アラーム発さ主将の心議ag波形を態苦言ごとに32波形記
綴し，表示および記録可能。

(オプションのICメモツカード使需で各慾苦言117波

形まで記憶)

@各慾苦言のSγレベル言十泌がPJ能で婆著書波形・カE雲寒波
形・sγレベルのトレンドグラフなど乏表示でさま
す。

@窓者名の君主示ができます。
謬心電テレメータ送信機 LX・3100
(オブPション)

oME後喜善の総合メーカー

亨 7'7o::;T-.璽事籍軍電袋詰安
本 社東京都文京区本郷3-39-4 まま(03)3815-212H代)
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③装麓字額
。勉診による胎児の位讃の縫認
OJ[)掠用とタト;~U簿湾トランスジューサの正しい装潜

@障霧曲線と胎児心拾数譲線の読み方
02つの障罪事周期測定法O給見心拍数の読み取り方
。アクセレレーションとパリアピリティー

③蛤児伎苑を饗議すべきパターン
。援軍R 0軽度徐脈 O軽度変動ー適性徐脈
O.s界発一適性徐脈OJ[)拍数釜線級変動の箸しい変化

。給兜仮死のパターン
む言語度徐脈 O遅発一過性徐脈
。高度変動一過性徐脈 Oパリアピリティの消失

臼本母性保護医協会

子宮筋麗を考える

鍵療でき産しくあり綴けるために

乳かん厚期発見のために

咲希ちゃん 中村家の出産沼記

日母霞療セミナー・自母大会

建式子宮全掲出徳

子宮癌「準広汎全都術」

子宮癌rI)ンパ筋廓溝手

卵管欝警による不妊の管理

ぼくどこから生まれてをたの?

大人になるってどんなこと?

The思春揮 Partl
γhe思春期 Pa代日

あなたは女性

妊娠と出震

避妊の科学

努性のさ主連

喬春の龍学

受胎 γHεMIRACしEOFしIFE

驚異の小宇宙一一人体{全S巻)

名曲アルバム{全6巻)
たばこのはなし

母と子の記録

わが盟の母子保健

念頭

わたしの赤ちゃん

妊娠中の生活

妊娠中の栄養と食事

妊娠中の不快な疲状

妊娠中におこりやすい病気

安震教室

遺伝と先天異常

妊娠前半期のところえ

妊娠後半期のことろえ

赤ちゃん誕生

"'F8，785 (税込)VHS'βII 

産後の生活とところえ

新生売の湾て方

乳漢の手入れとマッサージ

受胎謁節

赤ちゃんの膏て方

ママの応急手当

不妊症ガイダンス

子宮かん

璽若手期

分娩第 I潮の看護

分娩介助

祷婦の巻護

新生兜の取。扱い方

新生兜異常の見方

看護婦さん勤務上のマナー

救急処盤

東京/東京都千代田区一ツ橋1-1-1毎臼新聞パレスサイドビル
〒103宏音03-5252 -4930 FAX. 03 -5252 -4935 

大阪/大阪市北匹堂島 1- 6 - 16 毎日大阪会舘
キ530岱 06-345 -6606 



第18回日本看護研究学会総会議事事項

題

1 )平成3年度事業報告及び会計報告，

2 )平成41'手渡事業計語集について

3 )平成4年度予算案について

4)第四回(平成5年度〉会長の選出について

5 )会員立の攻廷について

6 )そのftち

報告事項

1 )学会員の動向

2 )平成品年境焚学研究について

3 )平成3年度奨学研究の発表について

4)その他

1 )平成3年度奨学研究者表彰

2 )平成4年境奨学会研究奨学金授与
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平成 3年度会計収入

項 g 平成3年度予算 平成3年度実綴 予算と iのきを

1.前期繰越金 118，985 118，985 O 

2.平成3年度会費 9，495，000 10，340，000 845，000 

包署£般員鵠会 察
7，395，000 6，645，000 ム 750，000
150，000 150.000 O 
950，000 940，000 ムふち， 10，000 
1，000，000 2，260，000 1，260，000 
O 345，000 345，000 

3.雑誌広告料 1，125，000 1，225，000 100，000 

4，雑 収 入 1，300，000 2，692，569 1，392，569 

5.受 取 手目 ，怠 120.000 246，800 126，800 
f5、 き十 12，158，985 14，623，354 2，464，369 

年度会費項 13:評議員I名送会
雑誌広告料項目 5思x9社 4回x1社 (@25，000肉)
雑収入項目:臨時増刊号， 990部叛売含む (@2，000PD 

平成 3年度会計支出

項 日 平成3年度予算 平成3年度実績 予算と実績の差

1.学会総会補助主主 400，000 400，000 O 

2.地方会運営焚 50，000 50，000 O 

3，委員会運営費 40，000 53，230 ム 13，230 

((縞奨 学築〉) 20，000 20，000 O 
20，000 33，230 ム 13，230 

4.雑誌、印劇祭 7，300，000 8，141，374 ム 841，374 

((遂雑 誌挙〉〉 7，921，366 
220，008 

5.会報印刷費 300，000 O 300，000 

6.郵送送信費 1，580，000 1，631，803 ム 51，803 

護i霊喜務重通量量1j 
1，300，000 1，255，034 44，966 
110，000 176，214 ム 66，214 
100，000 58，160 41，840 
70，000 142，395 ム 72，395 

7 .会 議 資 300，000 419，780 ム 119，780 

((滋選 常挙) ) 353，140 
66，640 

8.事 務 資 350，000 486，737 ム 136，737 

(( 遜選 常挙〉) 426，800 
59，937 

9.人 {牛 費 1，800，000 2，579，010 ム 779，010 

(((選常磁 用用挙) ) ) 
1，500，000 2，101，010 ム 601，010 
250，000 362，000 ム 112，000 
50，000 116，000 ム 66，000 

10.予 綴 霊堂 38，985 1，481，092 ム 1，442，107

11.雑 f員 O O O 

12.次期繰越金 O ム 619，672 ム 619，672-

自平成3年4月1日
歪平成4年3月31臼

綴 考ー

乏戸

15 
94~ (来約す名会与
452 
69~ (来約2名合う

5.l1J刻り，雑誌(有料)

定j見普通預金

自平成3年4月l臼
至平成4年3月318

備 考

第17回総会(千葉)

近畿・四園地復

事送務料費十会ぷ マfずノ寺A ざ

雑誌5部， 5.lIJ制り

今じさぺ/三子めず〉メ

量雑3E誌回5凪別刷り
，振込料

理食事事会代3回， 監査

今/三ヴ;

封封筒筒， ラベソL他f也
，ラベル

発発会送送員管理潟引，越禁会し計

事務局移転費用

~芳三
メ仁当コ、 言十 12，158，985 14，623，354 ム 2，464，369I i 



貸借対照表
日本看護研究学会慰産現在高

平成4年 3月31臼

項 El 借 方 袋 方 綴 考

現 金 1. 1 8 8 
預 金 7，010，140 
為 替 G 
前 ~ミ乙ム 金 8，155，000 平成4年度会費，
玉長 収 金 150，000 会費
信ー ~ ζ 金 7，0 0 0 未整理会費
前 払 金 381.000 4月分家賃， 18@]総
次綴繰越金 ム 619，672 平成4年度前受会
1仁3h、 計 7，542，328 7，542，328 

広告料

補助30万
資より充当

損 査
一
回
一
問
問在現営連ム法学拘九研護一一一侭本向凶

益 計

平成4年 3月31

項 自 僑 方 貸 方 綴 考

前年度繰越金 118，985 
~ 資 10，340，000 
広 tCh 3 料 1，225，000 
綾 収 ノ¥ 2，6宮2，56 9 

~ 取 手目 ，留、 246，800 
総会補助費 400.000 
地方会運営費 50，000 
委員会逐営費 53.230 
雑誌印関設 8，141，374 
会報印刻費 O 
i透 資 1，631，803 
ぷ:z:;込Z 議 霊堂 419，780 
事 務 費 486，737 
人 イ牛 霊童 2，579，010 
予 綴 設 1，481，092 
雑 t員 O 
次怒繰越金 ム 619，672
ぷ仁入3 1ft 14，623，354 14，623，354 

査報告

尽本看護摂究学会の平成3年度に関わる会計を監査しましたので報告します。

1.監査実施日 平成4年 5月30臼
2.平成3年度決算審査
平成 3年 4丹1日から平成4年 3月31Bの関の援簿，並びに証拠諸表，現金，預金通騒の提
示を受け，平成3年度会計収支報告書に基づいて謁衰の結果いずれも適正であることを認め
ます。

3.注意事項
特記事現なし

平成4年 5月30日

日本看護研究学会

監事 金井和子母
監事 田島桂子母
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項 図

前年度繰越金

浮7専℃ 学 金

賞状，筒代

利 4言ま

本学会より補助

i議

毛葬 務 受

次年度繰越金

l仁3入 計

平成3年度

日本看護研究学会奨学会決算報告書

収 入 支 出

4，586，152 

100，000 

3，440 

86，844 

20，000 

9 2 0 

5 0 

4，588，586 

4，692，996 4，692，996 

自平成3年Hl1B 
奈平成4年3月31B

綴 アJ 

泉キヨヲ三

定期預金

のし袋

次期繰越金内訳:現金21，573丹，普通策金267，013内，定期預金4，300，000円

髭と
よ怒工 報 書

日本看護研究学会奨学会の平成3年震に関わる会計を監査しましたので報告します。

1.監査実施臼 平成4年 5月30B

2.平成3年度決算審査
平成 3年 4月 1Bから平成4年 3月31臼の関のi握簿，並びに鼓拠諸表，現金，頭金通帳の提

示を受け，平成3年度会計収支報告書に基づいて調査の結果いずれも適正であることを認め

ます。

3. 注意事事
特記事項なし。

平成4年 5月30臼

日本看護研究学会

監事 金井和子⑮

監事 鹿島桂子命
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平成 4年度事業計画(案)

1.年 1回の総会を開催する。

平成4年8月l日・ 2B (ホテルニューキャッスル〉

2.機関誌の発行を年4回(季刊)行う。

3.奨学会を運営する。

奨学研究の選考と発表

4.地方会を運営する。

近畿問題地方会
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平成 4年度会計収入予算(案)

項 自 平成3年度実績 平成4年度予算 儲 考ー

1.前期繰越金 118，985 ム 619，672 

2.年 度 メZ又L 費 10，340，000 15，186，000 

hi錯
6，645，000 12，131，000 

ii1fi7名152 3名150，000 255，000 
940，000 1，400，000 
2，260，000 1，400，000 
345，000 O 

3.雑誌広告料 1，225，000 1，125，000 25，000fIJ x 9 *-土X5田

4.雑 収 入 2，692，569 1，400，00 り， ~詰持増刊号

5.受 取 手立 .~，、 246，800 250，00 期，普通預金

止Eコ、 言十 14，623，35417，341，328 

平成 4年度会計支出予算(案)

項 尽 平成3年度実績 平成4年度予算 備 考

1.学会総会補助費 400，000 4同斜盟会(弘前〉
2.地方会運営費 50，000 50， 臨地区

3.委員会運営費 53，230 60， 

(( 奨編 学祭) ) 20，000 20，000 
査読，著者通信費33，230 40.000 

4. 在日 結1] 設 8，141，374 9，250，000 

((( 雑会そ 誌報他) ) ) 
8，000，000 9，000，000 1，800，000x 5閏，別席1]り

141，374O i i 
100，000 

会回費翁求，響務連絡の 150，000 

5. 菌 主主 1，631，803 2，150，000 

ji雲霊 費務 通請 霊事jj 

1，255，034 1，750，000 350話自，0料OO，円X5 閤176，214 200.000 
電4 郵便料，振込料58，160 200，000 

142，395 O 

6.事務局運営費 Q 1，382，000 

iFifi 
。 972，000 8l。，JOOOO内円X12ヶ月月。 240，000 20.000fIJ x 12ケ。 50，000 100.000円 2 多〆。 20，000 。 100，000 

7.会 議 費 419，780 450，000 理事会2部，監査

8.事 務 費 486，737 350，000 

(( 遜選 常挙) ) 426，800 350，000 封筒，ラベル， コピー用紙偽
59，937 O 

9.人 f牛 資 2.579.010 3，170，000 

護8Z持雇雇 E窓
2，101，010 2，600，000 会発員送管，理会，費議会求計 (時給750円)穴行穴
362，000 470，000 
116，000 O 
む 100，000 総会，近距離出張

10.予 備 費 1，481，092 79，328 

11.綾 f員 。 O 

12.次期繰越金 ム 619，672 O 
iコh、 3十 14，623，354 17，341，328 
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日本看護研究学会会員IJ

第 l条(名称〉

本会は日本看護研究学会 (JapaneseSociety of Nursing Research CJ.S.N.R)と称する。

第 2条 (目的及び活動〉

本会は広く看護学の研究者を組識し，看護学の教育，研究及び実践の進歩発援に寄与するこ

とを自的として次の活動を行う。

。研究会の開催。

2 )学務講演会の開催。

3 )学会誌の発行。

4 ) 

5 )関保学街団体との連絡，提携。

6 )その他，目的達成に必要な活動。

第3条〈会員)

本会の自的に賛同し， の推薦をえて，所定の手続きと，会費の納入を完了した者をもっ

て会員とする。

2) (賛助金員)

本会の民的に賛同し，本会に寄与するために入金を希望し，理事会の承認を得たものを

助会員とする。

3)特別の理由なく，引き:続き 2年以上， 受納入しない者は， の資格を失う O

第4条 (名誉会員)

本学会に永年に亘る貫道夫の認められた会員を理事会の推薦により，評議会，総会の議を経て

名誉会員とする。

2 )名誉会員は本学会の諸会費を免除し，学会議関紙を送付する。

第5条(会長〉

会長は本会を代表し会務を総理する。

2 )会長は理事会の推欝により，評議員会の議を経て，総会で決定される。

3 )会長の在期は 1年とし，再任を拐げない。

4)会長に事故ある場合，評議員会の決議により会長の交代をすることができる。この場合の

任期は残余の期間とする。

第 6条 (理事及び理事会)
iらふくも込

本会は，会長を補性し，会務を掌理するため，理事をおき，理事会を組織する。

2 )理事は別に定める規定により評議員の中から選出し，会長が委嘱する。

3 )理事の中から常任理事若子名を互選し，本会の総務，会計，渉外，編集，奨学会，などの企

睡蓮営を担当する。

4)金調運営に当り，必要に応じて委員会を組織する。この委員会規定は部に定める。

5 )理事会は会長が必要に応じて招集し，議長は会長があたる。

ミ
ル
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6 )理事の任期は 3年とし，再任を妨げない。

7)理事の任期中の欠員は補充しない。

第7条(監事)

本会の会計，資意を監査するため監事を 2名おく。

2 )監事は評議員の中から互選し，総会の家認を経て会長が委嘱する。

第8条(評議員及び評議員会〉

本会は，会長の諮問に誌じて重要事項を審議するため，評議員をおき評議員会を組織するO

2 )評議員は別に定める規定により，会員の中から選出し，会長が委嘱する。

3 )評議員の任期は 3年とし，再任を妨げない。

4)評議員の任期中の欠員は補充しない。

5 )評議員会は年 l田定例に会長が招集し，議長は会長があたるO

6 )評議員の 3分の 2以上から請求があり且つ，理事会が必要と認めた場合は，会長は龍時に

評議員会を招集しなくてはならない。

7)評議員会は評議員の過半数以上の出席がなければ議事を関色議決することができない。

第9条(総会〉

本会の総会は毎年 l沼会長が招集して開催する。

2 )理事会が必要と認めた場合，評議員会により開催の議決のあった場合，及び会員の過半数

以上から自的を示して総会の開催の請求のあった場合には，会長は臨時総会を開催しなくて

はならない。

3 )総会の議長は会長があたるO

4)議事は出席者の過半数をもって決し，賛否問数の場合は議長が決する。

第10条 (地方会〉

本会の目的に即して，地方活動を行うために，地方会を組織することができる。

2 )地方会の名称は日本看護研究学会を冠した地方会とする。

3 )地方会の運営については，夫々において別に定める。

第11条(会計)

本会の運営は会費及び本会の事業に伴う~文入等によって行う。

2 )会計年度は年産4月1日より翌年3月31日までとする。

第12条(会費)

会費は次のとおりとする。

年会費 理 事 15，000円

評議員 1O，000fIl 

会員 7，000円

賛助会員c1口) 30，000円

2 )納期は年度初めとする。

第13条 (事務局)

干260 千葉市中央区亥鼻 l了日 8番 1号

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター内におく。
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第14条 (会到の変更)

会期の変更は評議員会の議を経て総会の議決によって行う。

付員IJ

この規員IJは，昭和57年 5月10日から実施する。

1)昭和58年6月1日 一部改正(会費〉実施する。

2 )昭和58年5月1日 付期 1~4 項削除

3 )昭和59年 7月23日 一部追加改正(理事会)実施する。

4)昭和60年 9月7日 条項追加改正(名誉会員)， (地方会)実施する。

5 )平成2年8月4日 一部改正(理事会)， (評議員会)， (会員〉実施するO

6 )平成3年7月27臼 一部改正(会費)
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評議員選出規定

上この規定は会員日第8条 2項による

2. (地誌・定数)

の選出に関して規定する。

全閣を付表に示す地誌に分け，夫々登録した地震の全員数の約10%(四捨五入とする)を地

匿の評議員定数とする。

3. (被選出者資格〉

評議員の被選出者となる資格は，会員となって 5年以上の者で選挙公示の日までに会費を

納している者。

4. (選挙者資格)

会員で選挙の公示の日までに会費を完納した者とする。

5. (選挙公示)

評議員の任期満了の l年前の会長が評議員就任の期間を明示して，評議員選挙を公示する。

6. (選挙管理委員会〉

評議員の互選により選挙管理委員3名を選出し，会長が委唱し選挙管理委員会を組織する。

2 )互選により選挙管理委員長を選出し会長が委唱する。

7. (投票締切日の公示)

選挙管理委員会の協議により投票締切臼を決定し，会員に公布する。

2 )投票締切臼は年度末 3カ月以上部に決定することとする。

8.選挙管理委員会は地区別に選挙人登録者名簿及び被選出者名簿を作成し，定めた締切臼吉tr1 
カ月までに選挙人である会員に配布しなくてはならない。

9.投票は郵送により行い，投票用紙，投票用紙入れ密封封簡及び返送用封筒を各選挙人に配布

し，定められた投票締切日までに投票を完了するよう文書で徹蔵潟知怠せる O

2 )投票締切臼消印は有効とする。

10.規定による投票用紙は登録地区評議員定数による連記斜とする。

11. (投票締切)

投票締切日消印の投票封筒の到着をもって締め切る。

12. (開票)

開票は選挙管理委員全員が立ち合いの上行う。

13. (無効，有効票)

投票用紙に地竪定数以上の者にOE[Jを記入したものはその投票培紙について全員無効とする。

2) 0印が地区定数に満たない投票用紙についてはそのOE[Jを付したものの得票として有効と

する。

3) 0印以外の印(開えばxE[J，ム印等)が記入されたものは，そのものについては無効とす

る。 OE[Jのほかに称号，敬称等の記入は有効とする。

14. (得票，及び名簿作成)

各地区毎，得票数上位の者により定数枠内の者を該当者とし， これに次点者を明示して加え
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て，票数を記載せずに名簿を作成し，理事会に提出する。

2 )最下位得票者に時数のもののある場合は珂得票である旨明示して名簿に加える。この場合

は次点者を設けない。

3 )次点者に関得票数のもののある場合も悶様，明示して名簿に加えて記載する。

15. (会長操薦〉

会長は必要に応じ，この選出方法とは55IJに若干名を評議員として理事会に議薦することが出来る。

16. (評議員の決定)

理事会は選挙管理委員会の報告と，会長による推薦者について地藍毎に審査し，評議員を決

定する 0

17. この規定は，昭和57年5月間日より発効する。

付JiIJ

1 )平成2年 8月4日 一部改正実施する。

く付 表>

地区名 部 道 府 名

北海 北海道

東 北(青森， 宮域，秋田，山形，

関 東 千葉，茨城，栃木，群馬，新潟

東 示 東京，埼 UJ梨，長野

東 海 神奈JII，岐阜，静岡，愛知，一

近畿・北緯 議賀，京都，大阪，兵庫，奈良，和歌山，福井，富山，石JII

中国・間関 高根，鳥取，摘出， [，広島，山口，諸島，番)11，愛援，高知

九 列1 福潤，住袈，長崎，熊本，大分，宮騒，鹿児島，沖

く投票用紙書式〉

投
3機理"五之さ

g 
評議選ヌド 投

大 日 時 神 秋 補候 挙者
四富喜て 長

管護 締 投
手口 2ド 代 ネ土 野 者 怒研 切 月草草て

氏 委究 1誇 り F詩
機 太 昭 字し !i>. 名

員会 学会
印 日 ゑ去

r、、 有
子 良日 手口 子 そ子 ア 効 年 O 

イ 地
段 殿 殿 ウ 月 区

エ
、../

オ 印 日
日係、.../

(投棄する候補者の頭の投薬襖iこO印を記入)
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理事選出規

1.この規定は本会会期第6条 2項による理事選出に関して規定する。

2.会関を付表に示す地誌に分け，夫々の登録した地区の評議員数の約10%(四捨五入とする)

を地区の定数とする。

3. ]f選の方法は，新評議員が各地区の新評議員の中から理事定数の連記とする。

4.投票締切日は会長が決定し，投票は郵送により行う。

2 )投票締切日消印は有効とする。

5.開票は選挙管理委員(評議員選出規定による選挙管理委員が兼ねる) の立合いのよ行

つ。

6.投票用紙に地震定数以上の者にOEPを記入した者はその投票用紙については全員が無効と

する。
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2) OEPが地底定数にみたない投票用紙についてはそのOEPを付した者の得票として有効と

する。

3) 0印以外の印(例えば×印，ム印等〉が記入されたものは，その者について無効とする。

OEPの他に称号，敬称等ーの記入は有効とする。

7.本規定は平成2年 8月4臼より発効する。



日本看護訴究学会奨学会規

第 l条〈名称)

本会を日本看護研究学会奨学会(研究奨学金と絡す)とする。

第2条〈告的)

本会は尽本審議研究学会の事業のーっとして，鐙秀な看護学研究者の育成のために，その研

究費用の一部を贈与し，研究成果により看護学の発墜に寄与することを話的とする。

第3条(資金)

本会の資金として，前条の話的で本会に贈与された資金を基金として，その金利をもって奨

学金に当てる。

会計年震は4月 18より翌年3月むまでとする。

第4条(対象〉

日本看護研究学会会員として 1年以上の研究活動を犠続している者で，申請または推薦に

より，その研究目的，研究内容，審査の上適当と認めた者若干名とする。

2.奨学金は対象研究課題の 1年間の研究費用に充当するものとして贈る。

3.研究が継続され，更に継続して奨学金を希望するものは，改めて申請を日うこととする。

第5条(義務〉

この奨学金を受けた者は，対象研究課題の 1年間の業議成果を次年度目本看護研究学会総会

において口頭発表し，更に可及的早い時期iこ日本看護研究学会誌に論文を謁載し公判する義務

を負うこととする。

第6条(罰金〉

を受けた者の負う義務を怠り，また日本看護研究学会会員として，その名誉を甚だし

く塁走損する行為のあった場合は，委員会が査簡の上，鰭与・した奨学金の全韻の返還を命ずるこ

とがある。

第7条 (委員会)

本会の運営，審査等の事業にあたり，日本看護研究学会理事会より推薦された若干名の

によって委員会を設ける。

2.委員会に委員長を置き，本会を総務する。

3.委員会は次の事項を掌務する。

(1) 基金の財産管理及び日本看護研究学会会長への会計報告

(2) 奨学金設与者の選考，決定及び会長への報告

(3) 授与者の義務題行の縫認及び不履行者の査鵠，罰則適用の決定及び会長への報告

第8条

委員会より報告を受けた事項は日本審議研究学会会長が総会に報告する。

第9条

を譲与する者の募集規定は委員会において別に定め， に公告する。

第10条

本規定は昭和54年9月248より発効する。

付期

1)昭和59年7月228 一部改正(会計年度の期日変更〉実施する。
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日本著護研究学会雑誌編集委員会規定

1. (自的)

この規定は会期2条による学会誌の発行lこ関わる金田運営のため，会期第6条3項 4項

に基いて置かれる，日本看護研究学会雑誌編集委員会(編集委員会と略す〉の運営について

規定する。

2. (委員，定数)

委員は理事評議員のEゃから五選により 9名を選出する。うち 1名を委員長とし，編集割当

常任理事となる。

3. (任期)

委員の任期は3年とし，再選を妨げない。

4. (委員会開催)

委員は必要に応じて委員長が招集し開催する。また，文書に依る思議を，これに代えるこ

ともできる。

5. (掲載論文選考)

J.jIJに定める投稿競定に従って投稿された論文は，委員会の審査を経て，その掲載を決定す

る。特に審査上，問題あるものについては委員長の依頼した擾数名の委員の査読による意見

を聴して決定する。

6. (手当)

査読に当った委員に委員会運営費より手当を支給することができる。

7. この規定は昭和田年12月1Bより発効する。



日本看護研究学会雑誌投穣規定

1.本誌に投稿するには，著者，共著者すべて，本学会員でなくてはならない。位L 編集委員会により

依頼したものはこの限りでない。

2.原稿が席IJり上りで，下記の論文類別による制限頁数以下の場合は，その掲載料は無料とする。その制

限を超過した場合は所定の料金を徴集する。

論文類別 制限貰数 原稿枚数(合図表〕

際 妻子 1 O]j[ 約 4 5枚

総 説 1 0頁 約 4 5枚

論 埴 nミ 約 5枚

事例報告 3]j[ 約 1 5枚

そ の{也 2亥 約 s枚

超過料金は，席IJり上りで超過分頁につき7，000fIlとする。

耳目別については，予め著者より取込をうけて有料で印刻する G

}jIJ劇料金は， 30丹×路IJりj二り]j[数×部数 (50部を単位とする〉

3.原稿用紙は療員立として， B5絞， 400字詰機勢原稿用紙を潟いること。

原稿用紙 (40 0字詰)

5枚弱で蹴り上り l頁

といわれている。思表

は大小あるがつが

原稿用紙 1枚分以上と

考える。

4.図表は， B5版用紙にトレースした原簡を添えること。印総業者でトレースが必要になった時にはそ

の実畿を徴収する。

5.関表・写真等は涼稿本文とは別にまとめて巻末iこ添え，本文の猪入希祭箇所はその佼霞の機外に〔表

1 )の如く朱記すること。

6.原妻子として掲毅安希望する場合は， 250諾稼度の英文抄録，及びその和文 (400字稜度〉を添えること。

英文抄録はタイプ(ダブルスペース)とする。

7.原稿には表紙を付け，

1) J二段綴;こ，表題，英文表題(各麟諮の頭文字を大文字とする)，幸子者氏名(ローマ字氏名併記)， 

所属機関(英文併記)を記入のこと。

2 )下段識には，本文，関表・写真等の枚数を明記し，希望する原稿種別を朱記すること。また，迷絡

先の宛名，住所，電話番号を記入すること。

3) }jIJ尉を希望する場合は， }j3劇*部と朱記すること。

8.投稿原稿には，表紙，本文，図表，写真等すべての資読潟コピー 2部そ添えて提出のこと。

9.投稿原稿の採否及び，原穏の類}jIJについては，編集委員会で決定する。

10.原稿は原則として返却しない。

11.校正に当り，初校は著者が 2校以後は著者校正に2基づいて編集委員会が行う。なお，校正の際の加

議は一切認めない。

12.燦稿の郵送先は

千260千葉市中央区亥星第 1 8 -1 

千葉大学看護学部看護実践研究指導センター内 内海混宛

13.封筒の表iこ， i臼者研誌原穏jと朱記し， i雪留郵送で郵送のこと。

14.原稿が到着後，速やかに原稿受付票を発行し郵送する。
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原積執筆要領

1.原稿用紙B5蚊横書き400字詰めを使用する。

2.当用漢字，新かなづかいを用い，横書で簡潔，明瞭に書くこと。(ワープロも可)

3.原著の構成は

1.諸君(はじめに)， rr.研究(実験)方法 m.研究結果(実験成績)， lV.考察，
V.結論(むすび)， VI.文献とし，項自分けは1. 2…， 1)， 2)…，①，②…の区分とする0

4.数字は算用数字を用い，単位や符号は鵠沼のものを使用する。特定分野のみで沼いられる単位，

略号，符号や表現には註書きで簡単な説明を加える。

ローマ字は活字体を用い，出来ればタイプを用いること。 mg，Eq等イタリックを用いる場合

は，その下に朱のアンダーラインを付すること。

5.関表，写真等は，それを説明する文章の末尾に(表1)のように記入し，さらに本文とは到に

挿入希望の位置を，探稿の繍外に(表1)のごとく朱書する。

関表は環稿本文とは別にまとめて，巻末に添えること。

6.文献記載の様式

文献は本文の引用箇所の罵に 1)，2)のように番号で示し，本文原稿の最後に一括して引用番号

11読に整理して記載するO 文献著者が2名以上の場合は筆頭者名のみをあげ， 00他とする。

雑誌略名は邦文誌では，援学中央雑誌，欧文誌では， INDEX MEDICUS及びINTERNATIONAL

NURSING INDEXに従い，頁表示は各号ページとする。

[~êll実方法の開示】

・雑誌;近海範子.看護婦のBurnOutに関する要密分析ーストレス認知，コーピンク;及びBURN

OUTの鵠保一看護研究， 21 (2) ，pp. 159~ 172， 1988. 

; Hender、son，V. : The Essence of Nursing in High Technology， Nurs. Adm. Q.， 

9 (4) ， pp. 1 ~ 9， Summer 1985. 

・単行書;宗像権次.行動科学からみた健康と病気， 184，メヂカノレフレンド社，東京， 1987. 

;分担執筆のものについては:安藤格:心身の成長期の諸問題，健康科学(本間日

臣他編)， 214~229，震学書院，東京， 1986. 

・訳書;Freeman&Heinrich : Community Health Nursing Practice， W. B. Saunders Comp-

any， Philadelphia， 1981，橋本正巳震を訳，地域保鍵と看護活動一理論と実践一，医学

書院サウンダース，東京， 1984. 

7.表紙

原稿には表紙を付し，上半分に標題，英文タイトルの最初(文頭)及び前霞詞，冠詞，接続語

以外の単語の最初の文字を大文字とする。著者氏名(ローマ字併記)，所属機関名(英文名称、併

記)を記入する。(上記英文雑誌の例示を参照、〉

そしてその下に本文，図表，写真等の枚数を明記し，希望する原稿類別を朱書すること。下半分

に連絡用住所，氏名，電話番号を記入すること。

8.顕著投稿に際しては， 250語程度の英文抄録 (Abstract)および，その和文 (400字程度)を付

けること。
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基本から学ぶ

審護過程と看護診間続掠
著=R.Alfaro 監訳=江本愛子
eEヨ5頁194図101992定価2.266月千300

看護・震学事典第5瓶
議集=臼野原言葉明・永井敏枝.J:t密睦子・大石 実

@四六判頁1124鴎51992定価5.665丹キ300

くシリーズ看護の原点》

感性の看護論(第2築)
近森笑美子

eA5実2941992定{滋2.781内千300

共感的理解と着護
綴築=R.C.Mackay，f'怨
霊ま訳=)11野雅資ー祭沼久霊長
eA5頁230図21991定儀2.781円キ300

者護の檎理人題学としての看護
資木茂

eA5頁2281992定鏑2.266丹干300

ボディ・イメージと審議
綴築=M.Salter 訳=前)11摩子
eA5 jl霊266盟481992 :i'定儲3.605月千300

母性心理学
花沢成一

⑧A5頁266図8写真81992定{笛3.296舟守300

者人躍療への新しいアプローチ
全人的評婚とケア
綴築工=昆野原議明・柄漂昭秀

e85資388酪65写譲111992定価5.665丹〒300

看護溜穫にそった精神科看護実欝
)11野雅潔・筒口由美子
e85頁158題71992 A俄2.884間千300

躍療事故看護の法と嬬理の視点から
石井トク

.A5頁196~5 1992定価2.781間千300

かんからの出発
ワット縫子
eA5寅2081992定価1.854F弓〒300

医への想いしなやかに
小笠原望
eA5翼2041992定悩1.648円キ300

ところは生きている
ある審護婦とのカウンセリング・ブ臼セスに学ぶ

石原文翠
eA5寅2681992定価2.987丹千300

〈公毅箆生実践シソーズ三

公衆衛生の心
編集出中;翠正夫・山岸善幸i工・菊池宮資子
eA5策1841992定価1.957円千300

看護法令八ンドフ、ツク期版
議集口潜水霧潔子・門綴肇子

.86質3521992定錨2.9即時守300

新訂方法としての器接
臨床家のために
土農健部
.86翼158国31992定儲1.854丹キ300

治療薬マニュアjレ1992
監修口綾田敏次・議久史麿
繍築工菊池方利・北隠光夫・関銭・松枝替

.86寅10221992定鏑4.326月千300

宋期癌患者の診療マニュアル
痛みの対策と諜状のコントロール

第E版
葱=R.G.τwycross，S.A.Lack 
E尺口主主出文和
.A5変裂真266鴎131991定儲2.266用字300

看護英和辞典
常葉窓子・仁木久慈・効)11尚子・木下霊祭代・

野田洋子・成沢和子議

@盟六料寅1368図1311992定価5.974丹〒300

日野原意義明著作・講演集毘

医学・医療の方向転換-私の摺語
.A5資284臨271991定綴と575円〒300

日野麗筆明著作・講濃主義

病み，老いる人間へのケア
ー私のアプローチ
.A5頁284国31991定価2.575丹〒300

;定価は税込みです]
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